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1. 沿革と概要

1. 沿 革

東京大学生産技術研究所は，昭和 24年5月 31日公布の国立学校設四法に拡づき，生

庄に関する技術的諸問題の科学的総合研究と，研究成果の実用化試験を行なうことを目的

として同日付で千葉県千葉市に設四された．

その後，研究所の東京移転が実現し，昭和 37年度より東京都港区六本木 7ー22ー1に

本部および各研究部位置を変更したなお，千葉市には， 千葉実験所として 101,490m2 

（約 30,700坪）が同敷地内に設けられた．

部門数は，設立当初 15部門で，以後昭和 25年度に 10部門， 26年度に 10部門，計

35部門となり，その後，部門増として， 32年度1部門， 35年度1部門， 36年度2部門，

37年度2部門， 38年度1部門が認められたが， 39年4月1日宇宙航空研究所設置に伴な

い， 39年度中に2部門を同研究所に移し， 40年度に 1部門， 41年度に 1部門増が認めら

れ，さらに 42年度には 1部門が追加され，現在 43部門となっている．

本研究所は次表に示すような 5部に分かれ，それぞれの部において表示されたような専

門分野を担当している．

所長は，瀬藤象二，兼重買九郎，星合正治，谷 安正，福田武雄，藤高周平，岡本舜三，

菊池瞑ーに続いて，昭和 43年 11月 14日より一色貞文が就任している．

第1部（韮 礎）ー一応用数学・応用光学• 音密工学・ 固体材料学・流体物理学・応

用電子物理学・放射線工学・ 材料力学・応用弾性学・ 動的材料

強弱学

第2部（機械・船舶）ー一機械力学・機構学・ 伝熱工学・ 熱原動機学・流体機械学・ 化学

機械学・ 切削工作学・ 非切削工学・ 稲密加工学・ 溶接工学・ 板

金および船体構造学・船体運動学・耐震機械構造学

第 3 部（軍気・霞子）一—電気回路学・電力機器学・電力工学・電気制御工学・電子管工

学・通信機器学・超短波工学・応用電子工学・屯子演舘工学・

マイクロ波工学・ 俯報処理工学

第4部（化学・ 冶金）ー一無機工業化学・工業電気化学および工業光化学・有振工業化学

第一• 有機工業化学第二• 有機工業化学第三・化学工学・無機

工業分析学・有機工業分折学・鉄鋼製錬工学・非鉄金屈製錬工

学・金属加工学・金属材料学・放射性同位元索工学

第5部（土木・建築）-土質工学・土木構造学・交通路工学・水工学・ 測星学・建築構

造学・建築環境学・建築装備学·建築生産学• 生産施設防災工

学・建築配置および機能学•生産技術史
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2. 研究所の位置・敷地。建物。配置図

A. 東京大学生産技術研究所（麻布庁舎）

.a. 位置

東京都浩区六本木7丁目 22番 1号

国電信濃町駅下車，都電33番線六本木7丁目下車，西南へ約 100m

b. 敷地・建物（面積）・配置図

敷地総面積 48, 122 m2 (14,557坪 ただし物生研と共用）

建物数本餡 1棟，別棟14棟

建物延面積 27,802 m2 (8,410坪）

本館 25,268 m2 (7,643坪）

別棟 2,534 m2 (766坪）

本館面積の使用区分は次表の通りである．

地階 (m')11階 cm')I 2階 (mぅIs階（五')I屋上 (m')I 計 (mう
第 1 部 871 1,880 916 686 4,353 

第 2 部 1,954 817 945 930 4,646 

第 3 部 418 998 881 641 2,938 

第 4 部 632 1,556 1,541 1,149 4,878 

第 5 部 1,500 1,048 795 795 4,138 

試作工均 I 184 184 

事務部 930 727 1,897 486 4,040 

共通 91 91 

計 6, 147 I 7, 026 I 6, 975・・1 4, 687 I 91 I 25,268 

c. 主な建物とその用途

建物名 I構 造 I利用面積徊） i所属部 l 主な用途
各 部 所場ボ，長イ室届フ，室ー会，室議事等室務室，各，部図害研究室，室雷，実話験室，室，受試電作室工， 本 館 地鉄下筋コン地ク上リート 25,268 1, 3階

別棟 2 鉄ト平筋屋コ建ンクリー 102 第1部 床版試験室

” 3 プロック平屋建 33 各部 業品収納倉限

” 
4 鉄ト平筋屋コ建ンクリー 52 第5部 防火実験室（地下）

" 5 鉄骨平屋建 142 第3部 高電圧実験室
II 6 鉄骨スレート 355 第1部 材料実験室
II 7 鉄筋造平屋建 66 第3部 応用電磁流体実験室

" 8 プロック平屋建 48 第5部 送風機室
II ， II 186 

” 音密実験室（無唇室，残唇室，測定室）

2
 



建物名 I構 造 I利嘉鸞私'II所属部
， 

別棟 10! 鉄筋コンクリー
， 卜平屋建

111プロック造平屋
建

12 I鉄筋平屋建

：］予鼠二クリー

15 鉄骨平屋建

主 な 用 途

"
 "
 ” 

179 

113 
142 

664 

387 

29 

第4部 RI実験室

第4部ャ
第5部

,,.,]圧化学実験室，サッシ実験室

第3部 高電圧実験室

試作工楊試作工場

第2部
動力実験棟（自動車，内燃裁関，ガスタービベ‘
水力機械）

門衛所事務部

d. 水道・電気・ガス・電話

水道は現在都営水道ならびに自家給水を行なっており，使用凪は月平均 13,000m3であ

る．

電気は東京電力株式会社と自家用の契約をし第 1変軍所 400kVA, 第 2変電所 700

kVA, 屋外変電所 435kVAの設備を有し，各部に送電している．電力使用屈は月平均

130,000 kWHである．

ガスは東京瓦斯株式会社と契約，消費批月平均 14,000m3である．

電話は青山局に 50回線加入し，私設交換装四は A型自動交換機で 500回線の容紐をも

ち，物性研究所と共用している．なおそのうち本所は内線 300回線を使用している．

B. 生産技術研究所千葉実験所
a. 位置

千葉市弥生町 1番8号

国電西千葉駅東口下車，約 250m

b. 敷地・建物（面積）・配置図

敷地而放約 101,490m2 (約30,700坪）

建物数 27 計 13,251m2 

c. 主な建物とその用途

下表の通りである．

建物所在

地区1番号構 造

鉄骨スレート平
屋建

A 

II 

II 

‘’ 
” 
“’ 
II 

II 

2 II 

3 鉄筋コンクリート

4 // 

5 // 

6 II 

7 II 

8 鉄骨• 平屋建

利用而戟
(m') 

476 

352 

13 

6 

39 

39 

40 

48 

主 な 川 途

植村研，山田研，岡本研，大井研，鈴木研，

大型振動台実験室

爆発実験装骰掩蓋

小型テストスタンド

計測室

小型テストスタンド

推薬製造室

工作室

I旧名称
試作工場
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建物所在口構造 I利用面積(m') 主 な 用 途

A ， プロック造• 平 19 危険物倉限
屋建

‘’ 10 " 54 レーザおよびミリ波実験施設
II 11 ,, 30 門衛所
ャ,, 12 木造平屋建 19 東門衛所

B 1 木造二階建 1,291 江上研，岡本研，久保研，北川研，山田研，事務室 東10号餡

‘’ 2 " 1,017 岡本研，北川研，山田研，丸安研，三木研，河村研 II 9 II 
,, 3 木造三階建 719 倉 庫 II 8 II 

’’ 4 木造二階建 511 河添研，野崎研 II 7 II 
,, 5 木造平屋建 194 菊池研，野崎研

‘’ 6 土質工学実験施設 三木研

,, 7 ガイシ塩害実験 河村研施設

C 1 木造二階建 1,208 池辺研，館・中根研 東6号餡
II 2 木造平屋建 356 館・中根研 II 4 II 

II 3 鉄リ骨鉄筋平コンク 317 // 特実殊験室吹精
ート屋建

II 4 熔装鉱骰炉自動秤絨
” 

‘’ 5 プロック造平屋建 317 第4部葉品庫

” 6 木造二陪建
1,215 宿 舎 東5号餡

D 1 平鉄屋骨，建スレート 38 受電室

II 2 鉄骨造平屋建 2,656 船舶航海性能試験水槽
/I 3 木造平屋建 ， 柴田研
// 4 鉄骨造平屋建 19 河村研

E 1 ’’ 3,006 井口研
ノ／ 2 ’’ 1,349 津波高潮水槽実験室
/I 3 プロック造平屋建 39 同上観測室

// 4 鉄屋骨建スレート平 26 2次元造波水槽測定室

” 5 プロック造平屋建 63 野崎研

‘’ 6 " 38 " ,, 7 
木造:屋建 I 194 野崎研，井口研 東12号餡

II 8 129 ポンプ室

l日名称

d. 水道・電気・ガス・電話

水道は現在，千葉県水道局ならびに自家給水を行なっており，使用証は，月平均 600m3

である．電気は，東京電力株式会社と自家用の契約をし，変電所は 300kVAの設備を有

し，所内に配電している．電力使用聾は，月平均 32,000kWHである．

ガスは東京瓦斯株式会社と契約，消費批月平均 2,500m3である．

電話は千葉電話局に 9回線加入し，私設交換装置は，強電式双紐型交換機で， 40回線を使

用している．
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IL 研究活動の概観

1. 研究計画ならびに方針

わが国における工学と工業とは，その発述経路において，必ずしも相互に密接に連絡さ

：れていたとはいいがたいこの欠陥にかんがみ，本研究所は，生産に関する技術的諸問題

の科学的総合研究に重点をおき，研究成果の実用化試験を行なうことによって，工学とエ

業とを結びつけ，わが国工業生産技術の水準を高め， 1世界文化の進展に弩与しようとする

ものである．このため生産の現場と緊密な連絡を保ち，生産技術の実態を知って，適切な

研究計画を立てるとともに現楊から寄せられる技術的諸問題に対しても，実際的な解決

を図ることを重要な使命としている．

本所の研究旦は，それぞれ自己の屈する専門分野の進歩発逹のために研究を進めている

が，研究所としてもある具体的な問題を採り上げたり，あるいは適当と認める外部からの

研究委託を引き受けたりする．これらは問屈によって関係のあるいくつかの専．門分野の人

人で，研究班を組織するしくみになっている．本所がほとんど工学全般にわたる専門分野

を持っため，このような総合研究態葵をとりうることが容易であり，また常務委員会の議

を経て決定するのでその機会が常に機動的に用意される．

諾礎研究の成果が打ち出されると，一歩前進して，技術上，経済上の面から工業生産化

への可能性を立証しようとしてこれを別個の研究組織に移し，中間規校の試作または試験

をも行なっている．中間試験研究として行なう研究は，受託研究によって行なわれる場合

と，所内に設けられた特別研究審議委員会が，毎年特別にいくつかの研究課題を，所内各

研究部から申請を受けて決定する方法とがある．後者は，先年から砧礎的研究でその発展

が十分期待される研究も同時に採り上げて特別の研究喪を注ぎこむようになり，昭和 43

年までにその件数346を数え，その研究成果は，工業界への寄与の動脈となっている．

本所の受託研究は，本所の自主的叶圃をさまたげない範囲で行ない，また短期間に結果

を求める目先のことばかりに力を注ぐことにならないよう注慈されている．また，受託研

究の研究成果の公表，発明特許の生じた坦合の処置等については，国立研究所としての立

場と，委託者機関の利害的立場とが互いに考應されねばならないので，話し合いの上研究

成果の公表を2カ年以内待つ約束をしたり，発明特許の実施は，委託者に低先的に許諮す

ることができるようにする一方，委託者外の第三者に利用させる余地を失なわないよう取

扱いの方針を定めている．

本所は教育活動についても，大学付四研究所の使命の一蝶として重視し，放極的な協力

をしている．また大学院学生の教育のほかに，各種の教育制度による学外からの研究員，

研究生，その他を受け入れ， これらの教育，指甜についても力を入れている．詳細につい

ては，教育活動の項 (105ページ）を参照されたい．
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行政組織は，後章に記すとおり，所内に，教授会，教授総会のほか，所長の諮問機関と

しての常務委員会を設け，また各種の運営委員会を設置し，相当数の教授・助教授がこの

委員に選ばれている．そのほか所外に対しては生産現場と提批し，生産技術の実態をは握

して研究の使命を逹成するため，昭和28年以来財団法人生産技術研究奨励会が設立され，

その評議員として 160余名の学識経験者，産業界代表技術者に参加を顧い，定期会合は毎

年2回行なっている．

2. 昭和43年度の研究の現状

研究の形態と特色

基礎研究，実用化研究，共同研究と各部における研究について

大学の研究が，研究室を単位とする各部における研究の方法で学問の悲礎研究を行なう

ことは，長い歴史に見られるとおりである．戦後は，科学の進歩に伴い一つの問屈をい

くつかの研究室が共同して総合研究的に行なうことが多くなったことも周知のとおりであ

る．このような研究傾向に対し一研究所に各専門分野があって総合研究の態勢をとりうる

ことが容易である機関は少ない．この点本所には特色があって，たとえば過去においては

微分解析機の試作研究に，応用数学と機械工学とが協同し，試験溶鉱炉の研究に，高周波

加熱やアイソトープ技術を投入したり，テレメータ用大パラボラ・アンテナの製作に，電

子工学構造力学・ 溶接工学・金屈材料学・機械工学などが専門を分担したり， レーザの研

究に電気と光学との両面から開発を進めたり，ロケット製作に高張力鋼の研究から始ま

り，構造力学と推薬エンジンおよび空気力学の諸分野が合体して作り上げるまで，問題に

対して縦貫的にあるいは多面的に研究が行なわれてきているのである．総合研究態勢の実

施には，単にいろいろな専門分野があるというだけではなく，所内に常務委員会や各種運．

営委員会があって，これらを結びつける機構が備わっていることによって，より特色的と

なる．

実用化研究は，籾代所長がとくに強調され，本所の設立趣意曹にも記されている研究所

の使命の一つで，大学の研究が工業技術として役立つために極めて重要なものの一つであ

る．砧礎研究と工業生産との間を満たすものが戦前の多くの大学研究では欠けていたの

で，本所では，これを中間試験研究あるいは中間試作研究という名のもとに設立以来実施

している．この研究の選定は，所内の委員会で毎年選定し，経常的研究費とは別に特別研究

費を支出している．それらの中には， 2年あるいは 3年以上継続実施して完成する研究も

ある．

近年は，特別研究として，上記の中間的研究以外の研究で，姑礎研究が相当進み，その

完成が近く期待される段階にあるものを，同様に毎年選定し，特別の研究毀をつぎこんで

逹成させることも行なっている．たとえば大型振動台，図化機，＇遁子計卵機，近代的な分

析諸設備をはじめ，多数の当研究所特有の設備が充実されている． この他，総合研究ない

し共同研究を活発化するため各研究グループに研究毀を交付する共同計圃推進制度を設け｀
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39年度から実施している．

また，各研究課題の設定は研究成呆進展の背骨をなすものであるから，各研究者は最初

にも述べたように，それぞれ，その許想と開発に努力を傾けて広汎多種な研究をなしつつ

あり，その期待は大きい．

A. 特別研究
（中間試険研究）

1. 精密X線回折実験装置

教扱一色貞文

X線回折法による固体物性の研究は，近年ますます精密な測定が要求されるようになっ

てきた．このため，正確な回折曲線および積分反射強度の測定を目的として，新たに籾密

ゴニオメータと高分解能計数記録装置が設四された．今年度は，わん曲結晶モノクロメー

タを併用して，イタビライト鉄鉱石の熱割れ機構の結品学的研究を行なった．続いてX線

検出部分をシンチレーション検出器に換え，パ）レス波高分析器を付屈させて研究を行なう

計圃である．

2. オートグラフ用材料動的引張圧縮繰返し試験装置ー式

教扱岡本舜三

構造物の耐震性の研究の一牒として岩，コンクリートなどのぜい性材料の動的引張圧縮

繰返し破壊試験を行なうために，材料動的試験機（オートグラフ IS 5000)を改造し，使

用目的にかなうことを確認した．

3. 多色気体レーザの光学的研究

教技小瀬輝次・助教授小合終夫・技官門田 清

赤色光のみを発振するヘリウム・ネオンレーザに対して短波長域に発振線を有するアル•，

ゴンおよびクリプトン・レーザを聞発し，天然色ホログラフィ等の光源に利用する．また

これらイオンレーザの実用上の障害となっている寿命の問題を解明するために自然放出光；

の分光学的観測を行ない封入気体の挙動をしらべる．

4- 金属材料の破断原因の判別に関するX線的研究

教授北川英夫・助手松本年男

すでに，破壊した部品，部材の破断面の直接殴察からその破壊に寄与した荷重の形式を

判別することは困難な場合がしばしばある．特に，疲れ破壊と衡撃的荷重による破壊を区

別することである．しかし，各種破壊には，塑性変形が伴うことが知られている．そこで
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破面および破面に直角な内部方向での，巨視的および微視的塑性変形をX線回折により測

定することによって，破壊原因を判別し，設計の改善，破壊事故防止対策，保守安全管理

に役立てることを目的として， X線回折装四と細束X線カメラが設四された．今年度は，

低合金鋼焼なまし材の疲れ破壊に関する研究を行なった．

5. 役小パターン位置決め装置に関する研究

教授大島康次郎

トランジスタ， ICなどの自動組立に応用することを目的とした徽小パターン位四決め

装置の開発研究で，検出系にレーザホログラフィを利用したパターン認識の手法を応用す

ることに特長がある．検出系および位晋決め方式についての甚礎研究を完了し，十分に実

用化しうる優秀な性能を確認することができた．

6. 超音波材料試験装置

教授鳥飼安生・教授山田嘉昭

助手藤森聰雄・技官山本昌孝

金屈の塑性加工時の変形抵抗におよぽす超音波の作用の試験を行なうことを主目的とす

る材料試険装置で，試険機本体は，容批 10ton, ねじ駆動型で温度制御装置が付属し，超

音波発振部は，最大出力 500W,周波数 8.5-55kHg, 周波数自動追尾・振幅制御方式で

あり，計測部は光電式変位振幅測定部，勁荷重測定部，計録計よりなっている．

7. 高速度ホロググラフィに関する研究

教授植付恒義・助手山本芳孝・大学院学生米村元喜

高速度写真の分野においてホログラフイは最も有望な方式の一つであるので，高速度写

真的ホログラフィとしての拡礎的な問題点の究明ならびにJレビーレーザのジャイアントパ

Jレスを用いた瞬間写真用装置の試作を行なった．

s. パターン認識による人工の指の自動制御研究（継続）
教投森 政弘・講師梅谷陽ニ・助手（特別研究員）合田周平

当研究室にて昭和 36年より行なっている人工の指の研究をもとに生体の神経系よりヒ

ントを得た情報処理系 (IMICー系）を用いて指機構の自動制御をする研究を行なっている．

1MICTRONによる俯報処理装閻を試作し，これの情報処理機構や制御系における Modu.

lator として使用法を研究したまた，パターン認識を迎入し，これらの一体となった装

置の自動制御はもとより，他の自動制御への応用についても具体例とともに研究中で，空

気圧作動のゴム筋肉によって駆動できる指をそなえた人工の手AH-2の試作を完了した．

また人工の手の制御に不可欠な人工触覚の開発も行なっている．
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9. 周波数純度の高い中出力単一姿態 Ne-Heガスレーザ発振器の試作

研究

教授浜崎裏ニ・助教授藤井陽ー・助手岡田三男

助手横山幸嗣• 助・ 手赤尾宗一

栖めて高密度情報の伝送処理のため比較的近い将来においてレーザ光の利用が予測され

ている．この際レーザ光をマイクロ波以下の周波数の霞波と同様に活用するには安定な試

験信号発振器が必要である．本研究はこのような発振器として使用に耐え得る高純度の周

波数の中出力（数 mW-数十mW)の単一姿態 Ne-Heガスレーザ発振器の開発を目的

とし，本年度は Ne20-He3混合型高出力放電管，安定化電源，および架台の試作，単一

姿態レーザ共振器の設計を行なった． （申諮研究）

10. インバータ誘導電動機系の動特性

助教授原D'.) 文雄・技官内田克己

サイリスタインバータの出現により，直流から任訟の周波数の交流が得られるようにな

ったが，その出力屯圧は矩形波状である．誘埒屯勁機をサイリスタインバータにより駆動

する場合，モータの動作は，インバータのスイッチ作用に対する過渡現象の連続となる．

本研究ではインバータ誘等電動機系を一種の直流機とみなし，状態移法により解祈し，合

わせて実険を行なうことにより，軸出力における振勁特性の解明を行なっている．

11. メスバワー効果を用いた合金構造の解析（継続）

教技加藤正夫・ 助教長石田洋一

助手佐藤乙丸・大学院三島良治

鉄ア）レミ合金ア）レミ 15-20at%付近で時効により物迎的諮性質特に雷気抵抗が急増す

る現象がみられK状態と名づけられている．その原因が短範囲規則格子形成によるもので

なく微細な蜆則格子相の存在によるものであることを見いだした．メスバワー効果を用い

るとこの種の徽細な組織が検出でき金屈組織研究に有用である． （一部巾請研究費）

12. 電梧反応を利用する樹脂被覆鋼板の試作研究

教投汲原照三・助教長妹尼 学・助教授棚沢一郎

ビニ）レ化合物，支持霞解質溶液を霞解液として，訳銅，ア）レミニウムなど金屈板を屯

匝として電解することにより重合が開始され，生成した璽合体は霞極金屈に強く付泊する

ことを見いだし，新しい金屈表面処理方式を確立した．いろいろのモノマー，電解条件を

詳細に検討し，また生成被膜の性能についていろいろの立場から試険を行なった．本法は

一段で陰極に被股できること，生成被膜は均ーでピンホールをもたす，また膜厚を任惑に
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調節できることなどの特徽をもつことを明らかにした． （特別研究費〉

13- 排ガス脱硫における酸化反応機構の研究

• 助教授河添邦太朗・助手杉山衣世子

ボイラなどの排姪中の亜硫酸ガスの除去に関する研究であって，活性炭の充炭屈に排煙

を通すと活性炭の細孔内において亜硫酸ガスは酸化され，硫酸として蓄積・除去される．

酸化反応速度，反応機構，生成された硫酸の除去法などについて Electrobalance を使用

し研究すると共に，活性炭の充狙間の屈高と脱硫率の関係，粒径と脱硫率の関係などに関

し小型の脱硫装四によって検討している． （選定研究費）

14- ジアゾ写真法の感度増加の研究（継続）

教授菊池腱ー・助教授本多健一・助手（特別研究員）鋤柄光則

前年までに基本的構造を持つベンゼンジアゾニウム塩の光分解について韮本的解明を終

ったので，本年はこれの pー， m-位にいろいろの四換却を等入したものについて電子状態

の等出と最子収率の決定をおこなったまたジアゾ化合物を発展させてアジド化合物の光

分解についても研究し感光材料としての有効性を確かめた．

15, レーザ光源を用いた光化学反応の研究

助教授本多健一

レーザ光源の高い強度と良好な単色性を光化学的に利用するために，またそのコヒーレ’

ンシの化学的意義を求めて， ）レビーレーザを光源とする光化学の研究をはじめた． まず

光電極反応に応用することとし，感光色索溶液に照射したところ顕著な光起電力を認め

た．すなわち光起電力に関しても増感が可能であることを確めた．

16. 公害となる振動の計測と伝搬に関する研究

助教授石井聖光・助手平野興彦・技官朝生周—

地盤振動計測の問題点である振動ヒ゜ックアップの四きかたによる地盤からヒ゜ックアップ'

への振動伝達の変化について検討を行ない，公害の立場からみた振動計測の基礎的研究を

行なった．

B. 共同研究

1. 長大つり楢の橋脚の地震時のロッキングに関する研究（継続）

研究代表者教授岡本舜三・教授久保疫三郎・助教授田村重四郎，
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助教授岡田恒男・助手加藤勝行・助手森地重暉

長大スパンつり橋の橋脚の地震時挙動とくに，ロッキング振動について，弾性係数や減

衰の調査研究を行なって，動的設計法を作るのを目的としている．ダムのロッキングに関

する資料の解析，岩舷上での地震動の研究ならびに構造の動力学的研究を行なっている．

（文部省科学研究費）

2. マトリックス有限要素法による構造解析の研究

教授山田嘉昭・助教授川井忠彦・助教投柴田 碧

助授川股重也ほか所外 19名

屯子計罫機の発逹とともに，材料力学および構造力学の分野に，新しくマトリックス有

限要素法による解法がたい頭してきた．生産技術研究所では，数年前から，この新しい手

法について謡査研究を行なってきたが，本年度において，川井忠彦を代表者とする研究組

織に科学研究費補助金，総合研究 (B)が交付された． この組織は，マトリックス構造解

折法に関する研究の連絡を全国的な規模に拡大して行ない，ま国際的な研究協力計両（具

体的には 日米科学協カセミナーの計画）を推進するためにつくられたものである．その

結果， 日米セミナーの実施が昭和 44年3月に認められるなど，所期のとおり数々の目的

を逹することができた。なお上記総合研究に並行して，生産技術研究所内においては，「マ

トリックス法による構造解析と最適設計法」を課題とする研究組織（代表者岡本舜三，研

究分担者 11名）がつくられた．生産研究の第 20巻 5号「最近の数位計邸特集号」は，

上記の共同研究によって得られた成果の一つと考えることができる．

ふ 内燃機関の排出ガスの無害化の研究

教授平尾収・教授森政弘

助教授棚沢一郎・助手永田真一

内燃機関の排出ガスで問題となる主たるものは co,CnHm, NOxである．低価額でしか
も機能推持のための保守に手のかからない無害化の手法の開発に関する茄礎的研究を行な

っている．

4. 非定常確率過程に関する研究（継続）

教授亘理厚• 助教授柴田 碧• 助教授佐藤蒜芳

機械系に多く経験される非定常不規則振動について，その分散およびパワースペクト）レ

の時間的変動を求める計算法，それらに対する機械系の応答の解折などの研究を行なって

いる．
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5. 大型機械構造物の耐震に関する研究（継続）

教授亘理 厚・助教授柴田 碧・ 助教授佐蔵壽芳

機械および配管類を含む構造物の耐震設計のため，基準地霰力の決定，機械構造物の振

動特性の解析ならびに動的な観点からする設計法の確立などを目様とした研究である．な

おこれに関連して不規則振動を受ける機械系の振動解析ならびにその統計的処理法の研究

をも行なっている．

7. 切削機構の動力学的研究

教授亘理厚・教授竹中規雄・助教授柴田 碧

助教授佐藤壽芳・助教授大野進ー・研究員杉本隆尚

研究員黒田道雄

工作機械で，切削時に発生するビビリ振動の解析には現段階では，切削機構の動力学的

特性の解明が要請されているが，本研究では，これを中心に，工作機械構造までを含めた

系について，動力学的な研究をおこなっている． （文部省総合研究費）

s. 不規則振動系に関する研究
教授亘理厚・教授柴田碧

助教授佐藤壽芳・助教授大野進一

自動車走行中の各部振動，地震動記録ならびにこれに対する機械構造物系の応答，工作

機械系の振動等にみられる不規則振動自身の特性，これを入出力とする系の特性の推定に

ついて研究をすすめている．本研究には，高速AD変換機が頻繁に使用されている．これ

は本所電子計算機室の FACOM 270-30にも接続され， on-lineでも使用されるようにな

っている． （一部本所申請研究費）

9. マトリックス法による複雑な3次元構造体の静的・動的挙

動の解析と結果の自動設計法への応用についての研究

助教授柴田 碧・助教授川井忠彦・助教授川股重也

助教授佐藤認芳・助教授田村重四郎・助手菫田達也

助手吉村信敏・助手鈴木浩平

大型電子計算組絨によって始めて可能となったマトリックス構造解折法の実用面への応

用手段の展開を目的とする研究である．とくに計邸手段の発達により処理される数値醤が

増大すると，その解の表示法が問題となる．本研究は解表示法にその重点を置き，昨年度

X-Yプロッタを購入した．現在 FACOM-270ー/30との結合を完了し， online表示の実
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験を行なうようソフトの整備を実施し，一応完成した．

（昭和 42年度文部省機関研究費）

10. 情報の統計的検出および処理方式に関する開発研究

教授森脇義雄・教授斎藤成文・教授渡辺 勝

教授安逹芳夫・教技浜崎製ニ・助教授河村逹雄

助教授山口楠雄・助教授高羽禎雄・助教授安田靖彦

助教授藤井陽ー・助教授高木幹雄

宇宙研教授野村民也• 宇宙研助教授水町守志

宇宙研講師伊藤紘ニ・上智大助教授吉田裕一

宇宙開発の急激な展開に伴い，地上の通信にはみられなかった膨大な距離を介する通信

の必要を生じた．これによって符号理論，信号理論，伝送理論および方式構成理論等は著

しい刺激を受け，新しい研究テーマが続々と生じた．一方地上の通信においても新たなサ

ービス形態としてデータ伝送が登場し，伝送路の有効利用を行なうために帯域圧縮伝送方

式歪み補依方式あるいはデータ処理方式等の研究が璽要になりつつある．

本共同研究は各研究者が上述の研究テーマに関する研究成果をもち寄り，討議を通して

より一阿の発展を行なうのを目的とするものであり，本年度は大体限月に研究会を開催

し，活発に討論を行なった．

11. レーザ光を用いた情報処理の研究

教授斎藤成文・教授浜崎襄二

レーザ光のコヒーレンシイを活用すると極めて多紐の梢報を並列的に密積，処理するこ

とができる．本研究においては特にホログラフィ方式を対象として，その梢報処理容紐の

限界に関する検討と，通常の伝送路で扱い得る程度まで情報紐の削減を行なう手法の研

究，コヒーレンシイを定めるパラメータの測定方法の研究を行なっている．

12. ロケット航跡測定用実時間計算機処理に関する研究

教授渡辺勝・教授浜崎裏ニ・助手赤尾宗一

ロケット航跡の実時間精密測定にはレーダから得られた情報の実時間平滑処理が必要で

あるが，この際特に，航跡変化に対する適応性が重要である． レーダ情報と，運動方程式

の数値解を比較して数俯解の初期値を修正していく方法により，適応性をそこなうことな

く高い平滑効果を得る方式を考案，検討し，現在，東京大学宇宙空間観測所にて実用され

るにいたっている．
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13, グラフィック・デイスプレイの研究（継続）

助教授山口楠雄・助教授高木幹雄

教授渡辺勝・技官桜井正郎

計罫機等の情報処理装置から発生する大最の情報を人間に高能率で伝達するためのグラ

フィック・ディスプレイについて実験装置を製作し，回路構成，パタンの性買および人間

工学而等について研究を行なっている．

14- カラー電子写真方式の基礎的研究

教授菊池買ー・助教授本多健一

研究員坂田俊文・所外 2名

前年に引き続きカラー電子写真方式の技術的確立を目的として酸化亜鉛感光阿の画像特

性，現像効果，繰り返し露光の影唇，現像液分散媒の影唇について研究し，その結果トナ

一剤の電気的特性や分散性と画像効果の関係，感光陪電位と各種のトナーとの組み合わせ

による画像特性についてほぼ結論をえた．

15. 高炉の総合自動化に関する基礎的研究（継続）

教授江上一郎・教授沢井善三郎・教授一色貞文

教授館 充• 教授（工学部）吾妻 潔

教授（工学部）五弓勇雄・教授加藤正夫

教授 (II) 松下幸雄・教授武藤義一

助教授河添邦太朗・教授森 政弘・ 研究員大野博教

講師中根千富

高炉製銑プロセスの自動化の翡礎的諸問題，すなわち装入原料の水分の管理と測定法，

炉頂ガス成分の連続分析に関する研究，また炉内ガス分布および温度分布の送風量による

変化，鉱石の炉内における還元についての特性などの調査を行なった．なお装入物の炉内

における運動状態を知るために，炉内圧連続記録装置などの新鋭設備を整えた．

16, ゼオライトの応用研究

研究代表者教授山辺武郎・助教授河添邦太朗

助教授高椅 浩• 助手（特別研究員）久保 靖

ゼオライトは網状構造を有する固体酸塩基触媒の機能を持ち，選択性の高い触媒として

期待されている．ゼオライトの触媒としての特性を，ゼオライトにおけるアンモニアガス

吸着特性の研究，ガス拡散機構の研究，いろいろのゼオライトの合成とその物性の研究に

より検討を行なった． （一部文部省試険研究費）
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17- アイソトープをエネルギ源とした電池の開発研究（継続）

教授加藤正夫・教授松永正久・教投宮永五郎

教授安達芳夫・助教授河添邦太朗• 助敦授明石和夫

助教授竹内 癖•助教授河村逹雄・助教授棚沢一郎

助教授石田洋ー・助手佐藤乙丸

アイソトープを熱源とする電池の設計に伴う諸問題を解決する目的で始められ，今年度

は熱電変換素子 Pb-Te合金の製造に関する研究， SiTi03の製造工程の s9Srトレーサ法

による研究，電気出力数 mWの小型発電器の設計， 9osr大最線源のしゃへいに関する研

究，熱電子変換方式の可能性の検討などを行なった．

18, 放射性同位元素の工業への応用（継続）

教授加蘇正夫・教授松永正久・教授森脇義雄

教授菊池飼ー・教授浅原照三・教技一色貞文

教授安逹芳夫・教授山辺武郎・教授宮永五郎

助教授後藤信行・助教授河添邦太朗・助教授河村達雄

助教授高羽禎雄・助教授竹内 癖•助教授石田洋一

講師中根千富• 助手井上 健・助手佐藤乙丸

研究員大野博教・研究員小林昌敏

本年度行なった研究は次のとおりである．

1. 多チャンネル型波高分析器に関する研究（継続）（森脇• 河村・高羽）

2. 時間分析器の高速化に関する研究（継続）（高羽）

<l. 小型溶鉱炉への RIの応用（継続）（加藤・中根・大野）

4. 高分子化合物への RIの応用（継続）（浅原・後藤）

5. 鉄鉱石の遠元反応機構の研究（加藤• 松下）

•6. イオン交換操作研究への RI の応用（河添• 竹内）

7. アイソトープ利用電池に関する研究（加藤• 松永• 安逹• 宮永• 河添• 河村・竹内・

石田• 明石•佐藤）

'8. 放射化トレーサ法ないし放射化分析法による金屈の腐食の研究（加藤・小林• 井上）

9. 活性炭吸舒法による放射性廃棄物の処理（河添• 竹内）

10. RI 利用による多孔質体内の有効拡散係数の測定（河添• 竹内）

11. イオン交換膜透過機構の研究（山辺）

12. メスバウア効果の金屈への応用（加藤• 石田・佐藤）
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19. 有機電解反応の製造工程における中間体の研究

助教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

教授浅原照三・助教授妹尾 学・助教授本多健一

大学院生藤平正道

電気的に活性な四換基を有する芳香族化合物について，水溶液ならびに非水溶液中での

電極反応過程をいろいろの機器的手段によって解析し，反応中間体の性質を明らかにしよ

うとするものである．現在芳香族ニトロ化合物についてはアルカリ水溶液中で電極反応に

よりラジカルならびにダイアニオンが生成することが明らかにされたが，溶媒ならびに共

存塩の効果について検討を続けている． （科学研究費）

20. 首都圏周辺における水収支に影響する諸要因に関する研究（継続）

教授（代表者）井口昌平・研究担当高栂 裕

研究員木下良作・所外 17名

この研究は，文部省科学研究既による特定研究<水文学>のひとつとして,昭和⑰年

度から 3年間の予定で行なわれるものである．昭和42年度には，山地小流域からの流出，

平地河川流域からの流出，水文現象の長期変動，沖積河川の流れと流路の形状の形成に関

する力学的特性，水面からの蒸発，海岸付近の地下水流出，河口付近における塩分の浸入

などについて研究を行なった．

21. 写真測量の水文学への応用に関する研究

教授（代表者）丸安隆和・ 教授井口昌平

助教授中村英夫他 3名

航空写真測証によって得られる情報が，水文学の研究を極めて有効である．これを，黒

部川第四発電所集水域の軟雪分布，軟雪絨，融雪，流水機構の解析に利用した．このた

め，新しい地形表現の方法として VectorTerrain Modelの考え方を迎入した．

22. アイマークレコーダの応用による交通工学の基礎的研究（継続）

教授星埜和・助教授越正毅・所名 2名

アイマークレコーダを用いて，道路標識の視認特性の研究を行なった.usタイプとイ
ンターナショナルタイプの2つの案内標識の視認性について検討し，案内方向数と地名配

位順序によって両者に特徽的な差があることが知られた．

アイマークレコーダを用いて，高速道路ならびに一般街路における連転者の注視特性お

よび飲酒時の注視特性について実険，解折，考案を行なった．
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23. 土砂のせん断試験法の研究（継続）

教授星埜和• ほか 10名

枯土および砂のせん断抵抗を測定する方法のうち，従来広く用いられている直接せん断

試険法と三軸せん断試験法について，大がかりな比較試険を実施し，これら試験法の得失

と問題点を研究した． （土質工学会せん断試験法委員会）

24. ダクト系統における気流に伴う騒音に関する研究（継続）

教投勝田高司・ 助教授石井聖光

元助手（特別研究員）板本守正・大学院生寺尾道仁

ダクト系統において流れに伴って発生する駿音の発生機構を究明し，防止対策の研究を

行なう．すなわち，ダクト各部要素の形状，流れの状態，それに伴う乱れ，構造体の振勁

などと騒音の関係について，相関技術を取り入れた新たな手法により実測，解析を進めて

いる．

25. 広域にわたる騒音の伝搬性状に関する調査研究

助教授石井聖光・助手平野興彦

技官朝生周二他 5 名

高辿道路からの交通騒音の伝搬について京葉道路で実地調査を行ない，また無署室内に

道路とその周辺の 1/40模型を製作して伝搬性状の検討を行ない，道路の新設に当たって

前もってその周囲の騒音を推定する方法の研究を行なっている． （文部省試験研究費）
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C. 各部における研究

第 1 部

1・1 電磁流体力学の研究（継続）

助教授成瀬文雄・助手金子幸雄・技官西島勝一

前年度に引続き， Hall効果があるときの電離気体の流れに現われる方程式およびその

解法の研究を行なっている．今年度は一様な磁場をもつ電離気体中を進行する太い物体の

まわりの Rmが小さいときの縮まない流れ， および2次元・軸対称物体のまわりの縮む

流れの線型理論を研究し，物体に働く力を決定した．

1・2 Navier-Stokes方程式の数値解法の研究（継続）

助教授成瀬文雄・助手金子幸臣

前年度に引続き， Navier-Stokes方程式の外部問題の数値解法， 具体的には非圧縮性枯

性流体の一様流中に鈍い静止物体があるときの流れについて研究し，線型安定性について

は一応解決したと思われるので非線型安定性について考屈中である．

1・3 情報理論の光学への応用（継続）

故教授久保田広・教授小瀬輝次

助教授小倉磐夫・助手久保田敏弘

光学系の結像理論に通信梢報理論を迎入すると，光学系は空間周波数の伝送系と考える

ことができる．この新しい観点に立って光学系の性能評価の研究や超解像光学系の性能の

研究を行なっている．

1・4 光学惜報の処理（継続）

故教授久保田広・教授小瀬輝次

助教授小倉磐夫・ 助手久保田敏弘

惜報の光学的処理法の研究の一環としてホログラフィの研究を行なっている．

とくにレンズ系とホログラフィ系の合成に注目し， レンズ像ホログラフィの研究を行な

っている．

1・5 レーザ光の光学的性質に関する研究（継続）

故教授久保田広・教授小瀬輝次・助教授小倉磐夫

助手（特別研究員） 芳野俊彦・技官門田 消
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新しいレーザ開発の研究とレーザ光の光学的性質，光学機械への応用の研究を行なって

いる．

1) レーザ光の空間的コヒーレンスの研究とホログラフィヘの応用

2) リングレーザの研究

3) 炭酸ガスレーザの研究

2) 多色光レーザの研究

1・6 超音波音場に関する研究（継続）

教授鳥飼安生

前年度に引き続き，円形および楕円形音源による音場の理論的・実験的研究を行ない，

さらに長方形・半円形・環状音源による音場に閾する研究を進めた．

1・7 強力超音波の作用とその応用に関する研究（継続）

教授鳥飼安生・助手藤森聰雄・技官小久保旭

研究生朴鎮黙・大学院学生桜井三紀夫

強力超音波の作用と応用に関する研究として，前年度に引続き超音波鋳造の研究，金属

材料の塑性加工時の変形抵抗におよぼす超音波の作用の研究，超音波の高分子材料の解重

合作用に関する研究を行なった。

1・8 超音波計測に関する研究（継続）

教授烏飼安生・技官李孝雄・大学院学生・増井良平

超音波を用いた応力および異方性の解折に関する研究，金属材料の塑性変形と超音波伝

播特性に関する研究を行なった．

1・9 プリュアン散乱による超高周波超音波に関する研究（継続）

教授鳥飼安生・助教授根岸勝雄

助手山崎正之・大学院学生高木堅志郎

He-Neガスレーザによるプリユアン散乱の方法により， 4-7GHz帯におけるエタノ

ール水溶液の音速の分散特性に関する研究を行なった．
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1・10 光散乱法による超音波の測定に関する研究

助教授根岸勝雄・助手山崎正之

超音波による光散乱を用いて， 20-ZOOMHz範囲における液体の音速と吸収を測定す

るための装置を試作し，その動作理論を明らかにするとともにアルコール水溶液の綬和

吸収の測定を進めている．

1・11 超音波の光学的映像に関する研究

助教授根岸勝雄

多色光源を用い超音波の光学的映像を作る場合には，音強度にしたがって特有の色が現

われるようにすることができるが，これを理論的に明らかにするとともに，音場の測定に

応用している．

1・12 極超音速気流の実験的研究（継続）

教授玉木章夫

ガン・タンネルによって極超音速気流を作り，この中に諸種の軸対称物体において，そ

のまわりの流れの測定および物体にはたらく空気力の測定などを行なっている．

（一部科学研究費）

1・13 油分子の吸着の研究（継続）

教授富永五郎

超高真空装置の排気にさいしては，器璧に残っているわずかな有機物の排気効率が到達

真空度や排気時間を決定する重要な因子である．また有機物分子の固体表面に対する吸脱

着は，多自由度分子の吸脱舒の問題として，吸荘機構一般を考察する上に大切な手がかり

の一つである．この研究はこのような観点から，超高真空領域における油分子の固体表面

における吸着状態をしらべ，真空技術に関する某礎資料をうると同時に，実際の固体表而

における吸着現象の研究開発を目的としている．

1・14 極高真空における圧力測定（継続）

教授富永五郎・助手鈴木寛文•技官金 文沢

極高真空 (10-11Torr以下）領域での圧力測定法の一つとして，モジュレータ付き B-A

型電離真空計による方法を検討している．この方法は比較的簡単かつ有効であるが，気体

のイオン化による吸収，電極よりの電子衝撃によるイオンの脱離など，感圧部の真空ふんい

気への相互作用と異常イオン電流とに関して多くの問題を含んでいる．現在，マスフィルタ

真空分析計によってふんい気を監視しながら，特にモジュレーション係数と感度との安定
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度について研究している．この他に極高真空計として全く新しい形のものを開発中である．

1・15 油拡散ボンプによる超高真空の作成（継続）

教授宮永五郎・助手木下時重

超高真空の作成には，クライボンプ，サプリメーションボンプなど気体の吸管現象を利

用するボンプが主体となっているかのように考えられているが，排気する気体の歴が多い

場合には，油拡散ボンプの利用は将来もさけられない．

油拡散ボンプで到逹しうる圧力の下限を決める原因の分析をすすめた結果，作動油の熱

分解が重要な因子であることが明らかとなった．そこで，本研究では，高真空下における

油(DC705)の熱分解をいろいろな条件の下で測定し，その機構を明らかにするとともに

熱分解の最小の条件を求めている．

1・16 超高真咆における活性気体の圧力測定（継続）

助教授辻 泰・技官岡田 怜

超高真空領域において最後に残留する気体は水索，メタン，一酸化炭索である．これら

の気体の圧力を精度良く測定するためには，電離真空計の陰極の温度を下げる必要がある

ので，酸化トリウム陰極を持った真空計を試作した．この試作真空計と気体との反応をマ

スフィルタ真空分折計で監視しながら最適使用条件を検討した．

1・17 蒸陪チタン11莫への水索の吸着

助教授辻 泰• 大学院学生三i甫忠男

チタンゲッタポンプの韮腐研究として， 10-9Torrの圧力範囲で蒸苦したチタン膜への

水索の吸沿を，温度77°-120°Kを中心として研究した． この条件下においては，脱離の

活性化エネルギが3kcal/mo! 前後の吸真があることを認め， その特性をしらべた． この

踵の吸舒の存在がチタンゲッタボンプの到逹圧力を支配するものと思われる．

1・18 X線透過写真に関する研究（継続）

教授一色貞文・助手片岡邦郎

助手山沢宮雄• 他 1名

X線透過写真における被写体散乱線のフィルムコントラストに与える影菩のうち， X線

迫過写真の金属組織による異常像に注目して，アルミニウム合金鋳物のX線透過写真にお

ける異常模様と偏析，異常樹枝状品，加工，焼鈍組織との関連および金属フィルタによる

霙常像除去について研究している．
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1・19 金属の凝固機構における溶質元素の影態の研究（継続）

教授一色貞文・助手片岡邦郎

助手山沢宮雄•他 1 名

金屈の凝固機構において，溶質元索は固体と融体における溶解度に差があるため，構造

的過冷却を生じ，金屈の結晶組織の決定に大きな影膀をおよぽし，またミクロ偏析の原因

となる.Al-Cu稀苅合金を，凝固速度， 温度こう配を変えて，ー側凝固させ， セルやセ

）レラーデンドライト組縦をつくり，試料断面を電解研磨および腸極酸化させて，溶質濃度

分布を可視状態にして， X線マイクロアナライザで定量し，偏析係数，実効分配係数など

を求め凝固条件と金屈凝固組織，溶質濃度との関連を研究している．

1・20 塑性接触と麻擦に関する研究（継続）

教授山田嘉昭

塑性体の接触を力学的に研究し，金屈の凝許の機構，塑性加工における摩擦と潤滑の特

性，潤滑の効果などを明らかにしようとするものである．接触圧力におよぼすせん断力の

影密，突起間の干渉をマトリックス有限要索法によって理論的に研究するとともに，潤滑

の速度効果，高分子被膜の潤滑特性などについて研究している．本研究は日本機械学会の

塑性加工研究会においても課題となっており，山田がその主査を委威されている．

1・21 金屈板材の成形性に関する研究（継続）

教授山田嘉昭・大学院横内康人

試作した各種の苅板試験機を用い，材料の異方性の影惣，潤滑の速度効果などに璽点を

おいて研究を進めている．理論的研究においては，ひずみ増分理論による成形性の問姫の

解析が璽要な課題である．最近においては，とくに液圧バルジ試険およびエリクセン試験

のひずみ増分理論による数値解析に成功を収めた．今後の題閻として，ひずみの弾性成分

を考認すること，膜理論から弾塑性曲げ理論に進むことなどがある．

1・22 マトリックス法による弾塑性問題の研究（継続）

教授山田嘉昭・大学院横内康人

マトリックス有限要索法を応用して，連続体ならびに骨組構造の弾塑性問題を解析しよ

うとする一連の研究である．等方性ならびに異方性の連続体について弾塑性応カーひずみ

関係の簡単なマトリックス表示を見いだし，切欠き引張験片の引張り，接触問題，異方性

材料の半径方向絞り， St.Venantねじりの問題などの取扱いに成功を収めた．
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1・23 材料の高速試験に関する研究（継続）

教授山田嘉昭・助手輪竹千三郎・大学院学生沢田学夫

高速度•高エネルギの全ガス圧式試験機を主体とし，主として圧縮応力場における材料

の力学的特性，衝撃強さ，塑性波の伝ぱなどの研究を目的としている. Hopkinson棒法

によって金屈• 高分子材料・ゴムの高速圧縮試験を実施し，またパイル打込みの模形実験｀

を行なった．今後の課題として，高分子材料について，正弦波・インパルス入力に対する，

応答および定ひずみ速度の高速引張試験結果との比較を計画している．

1・24 高速引張試験方法と試験機特性に関する研究

教授山田嘉昭・大学院学生永井吉彦

速度 15i:n/sまでの高速引張試険機を試作し， これによって高速引張試険方法を確立し

ようとする研究である．荷重計を含めた試験機系の応答と振動，試験の立上り特性を理論‘

的に解折し，その結果を邸礎に，試作機に必要な改造を加え，目的とする性能を達成する

ことができた．

1・25 塑性ひずみの測定に関する研究（継続）

教授山田嘉昭・助手輪竹千三郎：

主としてモアレ法による塑性ひずみ測定に関する研究である．格子線を試料表面に焼付へ

ける方法を採用し，さらにエッチングによって，熱ひずみの測定にも応用する計圃を迎ぬ

ている． レーザ光を光源とするホログラフとモアレ法の併用も今後の課題である．

1・26 材料の変形抵抗におよぼす超音波の効果（継続）

教授山田尻五昭• 技官山本昌孝～

超音波の照射が，材料の変形抵抗や）床擦と潤滑の状態におよぼす影野を研究し，塑性加

工における加工性の向上に資することを目的としている．試作した超音波材料試険機によ

って圧縮および引張試験を行ない，力学的ならびに金屈学的な面から，超音波の効果につ

いて翡本的な検討を加えた．つづいて引抜加工における照射効果の研究に進み，また特別

研究費により，新しく高性能の超音波材料試験機を設備することができた．本研究は，鳥

飼研究室との共同研究である．

1・27 疲れき裂に関する研究（継続）

教授北川英夫・大学院学生三角正明・大学院学生福田収ー～

研究補助員加藤博巳・研究補助員宮崎大平

疲れき裂の発生・成長などの挙動を各種の方法によって調べると同時に， これらのき裂一
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の挙勁と材料の力学的諸特性との関係を求めるための研究を行なっている．昭和 43年度

は (1)疲れき裂特性におすぽよ残留応力の影菩の研究と， (2) 不規則変動荷重下の疲

れき裂特性の研究を行なった．

（一部日本鉄道技術協力の研究委員会経喪の補助を受けた）

1・28 材料の破壊と強度に関するX線的研究

教授北川英夫・助手松本年男・研究補助員佐藤浩彰

対称性の悪く拡散した回析線プロファイルを惜報理論の停留原理とフーリエ解析により

処理してX線応力測定の精度を向上する方法を提案したX線回析により，金屈材料の破壊

や変形強度などに関する研究を行なっている．昭和 43年度は，疲れ破面のX線回析像と

疲労屈歴およびその破面の形成に寄興した疲れき裂の進行特性との関係を低温用低炭索低

合金鋼について研究した．

1・29 超遠心分離機の強度に関する材料力学的研究（継続）

教授北川英夫• 技官大平寿昭・研究補助員五十嵐正博

研究補助員滝 正雄

強く腐食を受ける高速の遠心分離機の強度と，かかる機械に適する材料の開発に関する

研究を行なっている．昭和 43年度は動クリープ試験機を用いて，軟鋼とオースチナイト

系ステンレス鋼について断続荷重動クリープ特性を求めた．また，バネ式クリープ試験機

を用いて，オーステナイト系ステンレス鋼と軟鋼の有孔平板について食塩水中の応力腐食

われ特性を求めた．

1・30 抵抗線ひずみ計の疲れに関する研究（継続）

教授北川英夫• 技官相良 l専文

繰返し長時間変動するひずみを受ける材料に貼った抵抗線ひずみ計の特性の変化を求め

る研究を行なう．昭和 43年度は，平而曲げひずみ計専用疲れ試験機を用いて市販の箔ゲ

ージの疲れ試験を行ない， 特性変化， 指定測定精度を与える S-N曲線， ゲージの破壊

の S-N曲線などを求めた．

1・31 大容鼠前璽計に関する研究（継続）

教授大井光四郎・技官平野八州男・大学院学生三上昌夫

大型圧延機のローラの圧下力を測定するような楊合に，背たけの低い大容証の荷重計を

必要とすることがある． このような荷重計を開発するために理論的並びに実験的研究を行

なった．さらに数種類の荷重計の模型について検討し', その主要なものにつき疲労試験を

実施したところ，なお改良すべき点を見いだした．（一部試険研究費）
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1・32 熱応力の測定法に関する研究（継続）

教授大井光四郎・助手小倉公逹・大学院学生原田 稔

熱応力を測定するために新しい抵抗型ひずみ計を試作し，熱応力の測定技術に関する研

究を行った．その結果現在の最大の問題点はゲージの索線の熱的特性のばらつきにあるこ

とが判った．そこで素線の特性と，それをゲージにしたときの特性との関係を調べ，実用

上十分な桁度で熱応力の測定が可能なことを確めた．

1・33 粘弾性に関する研究

教授大井光四郎・大学院学生田中翌唸

粘弾性体の力学的性質をモデル化して霞子計冥機によりその性質を謁べた．それに平行

して粘弾性体の例としてロケットの固体燃料の各種温度における粘弾性的性質を実験的に

調べた．

1・34 構造物の振動に関する研究（継続）

教授森大吉郎

怪構造物の振動特性について理論と実験の両方而より研究を行なっており， また起振

器，振動測定装置などの各莉測定器の試作研究を行なっている．またアナログ計算機およ

びディジタル計鍔機を用いて，航空機・飛しょう体・塔状構造物などの構造の振動と強度

の研究を行なっている．

1・35 塔状構造物の強度と振動の研究（継続）

教技森大吉郎

煙突・ロケットなどの塔状構造物が，横風・拙力の偏心・点火および切離しの衝撃・エ

ンジンの振励・スピン開頭などの各種の荷重条件におかれた際の塔状構造物の縦方向およ

び曲げに関する強度と振動につき，狸論と解折，模型および実物を用いた実険による研究

を行なっている．

1・36 耐震工学の研究（継続）

教授岡本舜三・助教授田付菫四郎・助教授岡田恒男

耐震を目的とする振動工学とくに岩盤の振動特性ならびに軟弱地盤の地震時における振

勁性状その他土木建築構造物，たとえば地下構造物の地震時性状に関する研究を行なって

しいる．
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1・37 アーチダムの動的性状に関する研究（継続）

教授岡本舜三・助手加藤勝行

同ーダムサイトで設計された円孤アーチ形式および放物線アーチ形式のアーチダムにつ

いて，耐震性研究のため双方の模型を製作し，生研式振動試険装骰による実験，特に湛水

時における振動実験を行なうと共に，両者の動的特性について研究を行なっている．

1・38 アースダムの地震時における動的性状に関する研究（継続）

教授岡本舜三・ 助教授田村重四郎・助手加藤勝行

実在のアースダムについて，耐震研究のため地震計を設四して地震時での性状を観測し

固有振動数，振動モードならびに減衰定数などの話礎資料を求め，また大きな地震におけ

る振動性状についての資料を得ている．

1・39 ロックフィルダムの耐震性に関する研究

教授岡本舜三・助教授田村重四郎・助手加藤勝行・技官小野 忠、

大型振動台上にロックフィルダムの模型を築造して，振動実験を行ない，振動による滑

り破壊，堤体内での発生応力等，耐震性の解明に必要な研究を進めている．

1・40 動力学的研究に対する光弾性実験方法の応用

教授岡本舜三・助手森池園暉

ゲjレ状材料の低弾性率を利用し，光弾性材料として2次元的動的応力解析にはゼラチン

ゲルを， 3次元的解析にはアクリ Jレアマイドゲルとゼラチンゲルを併用してサンドウィッ

チ方法により動的応力解折についての研究を行なっている．

1・41 鉄筋コンクリート構造物の耐震性に関する研究

教授岡本舜三・助教授岡田恒男

鉄筋コンクリート造建築の地総時の特性とくに変形性状を明らかにする目的で，鉄筋コ

ンクリート柱が2軸偏心圧縮をうけた時の変形性状および溶接金鋼コンクリートの定普部

の変形性状などの検討を行なっている．

1・42 曲面板の挫屈に関する研究

助教授中桐 滋

圧縮をうける曲面板が挫屈するときには，円筒殻と同様な飛移り現象の起こる事が知ら

れている．この現象を明らかにするため，まず飛移りが起こった後の曲面板の平衡状態を
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有限変位理論により解折した．また飛移り過程についての動力学的な面からの研究，さら

に曲げモーメント，剪断力をうける場合についても解析を行なっている．

1・43 管伸縮継手の強度，剛性に関する研究（継続）

助教授中桐 滋

合理的な管伸縮継手の形状を求めるため，各種管継手の flexbilityfactorおよび応力分

布に関する研究を行なっている．現在は，面外方向への曲げをうける 2重偏心ペンド形管

継手の応力解折をエネルギ法により行なっている．

第 2 部

2・1 非線型振動の研究（継続）

教授亘理 厚・研究員杉本隆尚

機械振動系において非線型復原力および非線型減衰力などが作用する場合の理論および

実験的解析を行なっており，主として底擦振動，工作機械のびびり振勁，回転軸系の自励

的ふれ回り運動などの研究を行なっている．

2・2 吸振ならびに防振の研究（継続）

教授亘理 厚・助手立石泰三

工場に発生する振動問題の対策として，吸振ならびに防振の理論および実験的解析を行

なっている．このため現場における振動問題の調査診断のほか，対策としての機械の防振

支持あるいは吸振器，緩衝器などの特性の解折ならびに設計を行なっている．

2・3 自動車の高速における安定および振動問題の研究（継続）

教授亘理 厚・研究員黒田道雄・助手西山正一

自動車の高速化にともなって発生する安定性および高次振勁の問題の解析を行なってお

り，これに関連して駿音の解折および対策の研究，乗心地向上のための懸架機構の制御方

法の研究などを行なっている．

2・4 ばねの設計および理論の研究（継続）

教按亘理 厚

重ね板ばねやコイ）レばねなどの静的および動的特性とそれらに対する非線型性の影菩を

解折し，とくに自動車用サスベンションばねの設計資料を求めるとともに， 自動車の乗心
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地によい影菩を与えるばねの設計法ならびに制御機構の研究を行なっている．

2・5 耐震機械構造の研究（継続）

教授亘理 厚

機械構造物の耐震設計を目的として，地震に対する機械構造の動的応答などの解析，耐

震および防振のため設計法の研究を行なっている．

2・6 高性能空気圧サーボ機構に関する研究（継続）

教授大島康次郎・講師荒木猷次

空気圧サーボ機構は従来も各所に利用されていたが，これらは応答が遅く，油圧サーボ

機構の応答と比べるとはるかに劣っていた．本研究は空気圧サーボ機構の性能向上を目標

として，それに適した空気圧サーボ弁，空気圧モータなどの制御素子の開発を当面の目的

としている．将来はガス圧サーボ機構まで研究を展開する予定である．現在，空気圧サー

ボ弁，案内弁サーボモータ，空気圧管路の特性について姻礎的研究を実施している．

また流体増幅器利用の空気圧サーボ機構についても研究を実施している．

2・7 微小位置決めサーボ機構に関する研究（継続）

教授大島康次郎・ 助手葉山精也

トランジスタや ICの組立て用微小位置決めサーボ機構の実用的方式を開発すべく基礎

的ならびに中間試験的研究を実施している．光電顕微鏡を利用した微小位置決めサーボ機

構については基礎研究を完了し， レーザ利用のパターン認識方式について基礎的研究を行

ない，その応用研究を準備している．また大型工作機スピンドルの自重による撓みを補正

するのにレーザ光を基準とした精密油圧サーボ機構を応用すべく， レーザ利用光学式変位

検出器および圧力制御サーボ弁の開発研究を行なっている．

2・8 流体増幅器に関する研究（継続）

教授大島康次郎・助手葉山精也

サーボ機構その他への応用を目的として流体増幅器の抵礎研究ならびに応用研究を実施

している．すなわち感光性樹脂ダイクリ）レのフォトエッチング設備を完備し，アナログ，

ディジタルのビーム偏光形索子の最良のパターンを決定すべく基礎研究を行ない，ディジ

タル索子についてはスイッチング機構を解明すべく解析的ならびに実験的研究を行なって

いる．応用に関しては，寸法自動選別機のシーケンス制御および工作機浮上テープルの制

御について研究を行なっており，流体増幅器応用についての問題点を明らかにしている．

また流体増幅器用アクチェータについても開発研究を行なっている．
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2・9 工作機械の数値制御に関する研究（継続）

教授大島康次郎・研究員木村浩哉

ディジタJン・アナログ結合方式によるネジ検出利用の工作機自動位四決め数値制御装置

を試作，完成し，その横中ぐり盤への応用を目椋として実用化研究を実施している．また，

工作機適応制御についても基礎的研究を行なっている．

2・10 工業用ロボットの研究

教授森 政弘・講師梅谷阻二助手（特別研究員）合田周平

最近のわが国の深刻な労働力不足に対処すべく，とくに工場内の汎用マテリアルズハン

ドリングを対象として工業用ロボットの研究を進めている．そのひとつの実施例としてプ

ラスチックス射出成形機から成形された製品を自動的にとり出し，かつそのランナを自動

切断するセミロボットとしての人工の手を完成した．

2・11 制御索子としての IMICTRONの研究（継続）

教授森 政弘・助手（特別研究旦）合田周平

生体の情報伝逹および処理をもとに工学的な TimeInterval Modulation Information 

Coding (TIMICまたは IMIC)定義し，この系を満足する素子 IMICTRONを開発しこ

れについての諸解析はすでに行なった．本研究はこれをフィードバック制御系の制御装四

(Controller)として用いた IMICTRONModulated Feedback Control Systemの研究

を行なったまた，アナログ計邸機によるシミュレーションをもとに他の制御系との比較

検討を行ない，生体の機能をもった新しい工学的制御系の確立を目的としている．

2・12 軟体機械とその制御方法の腿礎研究（継続）

教授森 政弘・詰師梅谷腸二

助教授妹尾 学（第4部）

塩濃度， pHなどの変化による高分子霞解質ゲルの伸縮効呆を利用する，小型強力で応

答速度のはやい機械的投作装四を作るための拮礎研究として，高分子電解質ゲルの伸縮機

構の研究を行なっている．とくにメカノケミカルビストンの特性をほぼ明らかにすること

ができた．

2・13 継続汎用シーケンス自動制御装薗の研究（継続）

教授森政弘

シーケンス自動制御装骰は，現状では，単能機であって，一品一品異なった仕様に応じ

て受注生産されているが，近年シーケンス制御の規模が大となるにつれて，その制御装置
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も大型化し， このままではシーケンス制御装置の生産性にゆきづまりをきたすおそれが生

じてきた．これを打開するためプログラム記憶方式を採用してシーケンス制御装置の汎用

化をはかり，その設計を完成したまた専用ディジタル電子計算機のシーケンス制御への

応用を実際に行なったまた中小企業向けのシーケンス制御装置設計のキーポイントとし

て，椋準化とユニット化をとりあげ，工業デザインの手法を迎入して研究中である．

2・14 回分式晶析プラントの制御と特性に関する研究（継続）

教授森 政弘・講師梅谷陽二

結晶化プロセスの自動制御とそれに必要なプロセス特性に関する研究である．なかでも

回分式の結晶プラントは化学工場全体の自動化を大きく妨げているので，高い次元に立っ

て研究を進めねばならない．我々はすでに回分式真空結晶缶を用いて大規模な実験を行な

い，その特性と制御方法に関する重要な知見を得たが，工場全体の総合的な管理という見

地からさらに高級な制御方式を研究中である．

2・15 プロセス特性の熱力学的解析法（継続）

講師梅谷陽二

化学プラントの動的な特性を解折する手段として非可逆熱力学の適用を試みている．こ

の手法は，複雑な反応系および流動系を含むプロセス解析に有効であり，プロセス制御の

一つの手法的基礎を与えるものである．

2・16 生物機械工学の研究

講師梅谷陽二

生物の運動機能と機構を分折し，実験的に模形を作って確かめている．なかでも，蛇な

どのほふく動物の運動機構を世界ではじめて数理的に解折し実証した．また悔洋開発にと

くに関連の深い水中調査船の制御方式を魚類の運動機構をとり入れて解決すべく研究中で

ある．

2・17 非線形素子 IMICTRONによる学習機構の研究（継続）

助手（別特研究員） 合田 周平

非線形素子として，閾値が過去の状態により復元性をもって変化する素子 IMICTRON

を用い，すでに行なった「IMICTRONの理論と応用」についての研究をもとに，目標値

としての入力と閾値制御入力を相互に時間的空間的に結合することにより，学習機能をも

った制御系の確立を検討した．またパターン認識においても同様な考えから，ある程度あ

いまいさをそなえた IMICTRON によるパターン認識機構や判断を開発し， これをロボ

ット（とくに海洋ロボット）の制御系に応用する研究を行なっている．
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2・18 制御理論とその運動制御系への応用（継続）

助手（特別研究員） 合田 周平

生体の神経系における生理学的データを検討し，新しい工学的な情報処理系 TIMICを

提案し，生体の連動制御系のモデルに TIMIC系を用いた場合の系の安定性の問題などを

検討し，工学的な制御理論を生体の連動制御系に適応する是礎的研究と，それによる生体

の形態をも考磁したモデル化について TIMIC系をもとに検討中である． （文部省特定研

究分担）

2・19 超高速度写真批彩装殴に関する研究（継続）

教授柏木寸恒義・助手山本芳孝

超高速度現象の解析研究のため各糀の扱影装四の設計試作研究を行なっているが， ドラ

ム式超高速度カメラとしては先に M-3型， M-4型カメラを完成した なお回伝反射鎮

式とドラム式を組み合わせたカメラを研究中であるが，本格的カメラとして毎秒 50万コ

マないし 100万コマ以上の性能を有する MLD-3.4型カメラを設計試作した. 4型カメ

ラは新技術開発事業団で開発テーマに選ばれ， 日本光学工業 KKにより製品化された．

また毎秒600万コマ以上の性能を有するMLD-7型超高速度カメラをほぽ完成した． こ

のカメラは毎秒600万コマ以上の振影速度で連続1,800コマ撮彩され光学的総分明るさは

f: 10. 5. 1コマの最少露出時間は， 17n sec画面の大きさは4.5x 8mmである．

核融合反応，放虚現象などの解折に使用する流しカメラとしてSP-1型超高速度流し写

真撮影装四を設計製作した．この装四は8面体反射鐙を使用し，最高掃引速度毎秒 5,000

m の性能を有する．

また，露出時間1ないし数μ 秒の Faraday 効果を利用した瞬間写真用電気的シャッ

タ装置，各種閃光放軍管式瞬間写真装四ならびに各前付屈装置の研究を行なっている．

2・20 高速度写真の応用に関する研究（継続）

教授柏村恒義・ 助手山本芳孝

技官田中勝也・大学院学生米村元喜

前記の各種高速度写真装四を単独または数種併用して工業界におけるいろいろの高速度

現象を撮影解折し，その改良研究を行なっている．たとえば，電気雷管の爆発檄構，等爆

線の伝爆機構，時計の脱進機構，流体の空胴現象，露話搬用電気搬器作励機構，猟銃弾の

運動解析，材料の破壊機構，鏃維機械の糸の高速連勁，印刷機械の運動機構，各種写真用

シャッタの作動特性，高霞圧用遮断器の作励特性，遮雷器の放電機構，ガラスの破壊機構，

電気雷管によるメタンガス着火機構，輪転機の運動機構，電子計算槻用カード分類機の道［

動解析，液体窒索および液体酸素の振励解折，楽器の弦の振励解析，犬の咽咳部の連励航革

折その他である．また高速度写真用ホログラフイの蒻礎的研究を行なっている．
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2・21 材料の破壊様構に関する研究（継続）

教授植村恒義・助手山本芳孝・大学院学生宮崎俊行

シャルビー，アイゾット衝撃曲げ試験の破壊機構，爆発成形の変形機構，金属高速切削

機構の解折研究を各種高速度写真装四ならびに切削抵抗測定装四を用いて，撮影解折しい

ろいろの貴重な成果を得た．

また， Jレビー・レーザによる加工機構ならびにエレクトロン・ビームによる加工機構の

解折研究を日本電気 KK詰礎研究所と共同で行なっている． その他，竹の切削機構の解

折研究を鹿児島大学工学部中島 繁氏と共同研究で行ないつつある．

原子炉要素の安全性に関する研究は原子燃料公社，プルトニウム燃料開発室との共同研

究で行なっている.TV用ブラウン管の破壊機構の解折研究は旭ガラスと共同研究で進め

ている．

また保谷メガネ KKと共同研究で，限絞用ガラスの破壊機構の悲礎的解析を行なって

いる．

2・22 高速飛しょう体の光学的追跡に関する研究（継続）

教授植村恒義・研究員菅谷勝彦・助手山本芳孝

技官田中勝也• 技官金沢和夫（宇宙研）

技官惑久里数（宇宙研）ほか2名

ロケットなどの高速飛しょう体の運動特性を各種光学的追跡装訟高速度カメラ，扇形

画面特殊カメラ， ロケット・ボートカメラなどを使用して解析研究する．これらの研究は

観測ロケット研究班の一員として行なっており，昭和 30年度より引き続き， 43年度はラ

ムダ3H型など約 20機の光学的追跡と地上試険の高速度写真的解析を行ない，所期の成

果をおさめたまた高性能の光学的追跡装四としてサーボ機構を用いた本格的シネセオド

ライトを開発した．この装四は焦点距離 2,000mmの超望遠レンズと 70mmフィルム

使用の追跡カメラと赤外線 I.T.V.装四とビデオゴーダによる磁気録画装置を搭戟し，現、

在赤外線 I.T. V. 装置を用いた自動追尾方式開発テスト中である．

2・23 超高速回転体に関する研究（継続）

教授植村恒義・助手山本芳孝・研究揺託吉沢 徹~

超高速度カメラ用回転反射鋭や超辿心分離機などの超高速回転体の雌礎的諸問題をとり

あげ，いろいろの実験ならびに解析を行なっている．反射鍛用タービンとしては30万rpm

以上の回転に成功しており，また超高感度バラシング・マシンの研究，回転抵抗の測定，

駆動方式，潤滑方式，振動などの問題の究明を行なっている．
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2・24 イメジ・テクノロジに関する研究

教授植村恒義・助手山本芳孝・研究員菅谷勝彦

研究員小倉義郎・技官田中勝也

高辿度写真を含むイメジ・テクノロジの分野として，映画用搬影機，映写機の運動機構

の研究，データ処理方式，海洋開発のイメジテクノロジとして海中カメラおよび海中テレ

ビの開発研究を行なっている．またイメジテクノロジの医学への応用研究，スボーツの迎

動解折に関する研究などを行なっている．

2・25 悩i状凝結の研究（継続）

教授橘 藤雄

焼入れ液の伝熱特性について研究を行なっている．

2・26 悩i状凝結の研究（継続）

教授 橘 藤雄・助教投棚沢一郎・研究生皆川幸夫

滴状凝結発生の条件，その熱伝逹特性について研究している．

2・27 噴流を受ける面の沸腑を伴う熱伝達（継続）

教授橘 藤雄

高温物体に液体咬流を吹きつけたときの熱伝逹の研究の一部として，面上で沸腑を生じ

る場合の研究を行なっている．

2・28 小型熱交換堺の研究（継続）

助教授棚沢一郎

小型の熱交換器，特に回転岳熱型熱交換器を実際に設計するために必要な抵礎計罪を行

ない，同時に熱的・流体力学的特性を知るための実験を行なっている．

2・29 多孔材および粉・粒体における熱および物質伝逹に関する研究（継続）

助教授棚沢一郎・助手永田真一

小型の齊熱型交換器のマトリックス材として用いられるような，非常に細かい流路をも

った物質（多孔材・粉・粒体）における熱および物質伝逹を理論的・実験的に解明し，各

種の機器への応用を目指すものである．
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2・30 ディーゼル機関の性能に関する研究（継続）

教授平尾 収・研究嘱託徐 錫洪• 助手杉本隆義

ディーゼル機関では大気状態が出力におよぽす影密は現在でも合理的な結論が得られて

おらず，標準状態における性能を求める場合にいろいろの問題が生ずる．最大負荷と排気

煙濃度燃料消費率の関係，またこれにおよぼす大気状態の影菩なども統一的な立場から議

論することも困難な状態である．これらの問題はシリンダ内の燃焼の状態と密接な関係に

あるはずのものであるから，この方面から検討を加えていく必要がある．ことに副室を有

する燃焼室においてガス流動と関連して焼燃の問題はなお解明しなければならないものが

たくさんある．このような考えから副室付燃焼室内のガス流動を合めた燃焼の問題の研究

を行なっている．

2・31 自動車用ガソリン機関の研究（継続）

教授平尾 収• 助手古谷国貸・研究生金 栄吉

自動車用ガソリン機関の性能を支配する諸要素のうちガス交換と燃焼の問題が特に重要

であるが，これらを統計的な問題として測定し，取り扱っていくことが必要となってい

る．すなわち一つのシリンダについてはサイクル毎の諸現象の変動，多気筒機関について

は気筒ごとの統計的なバラッキの問題として研究を進め，さらにこれが排気ガスの組成に

およぼす影密についても実験を進めている．

サイクルごとおよびシリンダごとの燃焼の差異の要因のうちで，混合比変励等の彩密を

明らかにするこりができた．今後は混合比変動のない（完全混合気）場合のガスの流れお

よび乱れなどの影密について火焔伝播の面から検討する．

2・32 大型気球に関する研究（継続）

教授平尾 収・助手岡本 智

本所が SR研究班の一部門としてロクーン班を設けて研究の中心となったのが昭和 33

年の秋であるが，それ以来気球の設計•取り扱いに関する研究を続けてきたが，現在は高

性能大型気球の材料および新しい放球方法の開発に関する韮礎的諸問屈の研究に重点を置

き，宇宙航空研究所との緊密な協力のもとに研究を進めている．

2・33 人動車（人間ー自動車系）の研究

教授平尾 収

自動車の操縦性能，安定性能，保舵性能など， 自動車が実際路上で走行する状態を再現

して自動車の走行時の走行時の基礎的な資料を得るための実験を行なっている．道路上を

走行する場合との力学的相似性も得ることができたので人間—機械系としての人動車の応
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答特性試験，また微分ハンドルを用いる場合の最適条件をきめるための実険を行なって

いる．

2・34 人動車（人間ー自動車系）の特性と安全

教授平尾 収•生産技術研究奨励会技師稲葉正太郎・研究生小口 泰平~

自動車を運転する場合の人間の特性を情報検出から判断を経て意志決定まですなわち情

報処理までの人間ー自動車系としてのフィードバック特性とこの意志決定から手足の操作

までの動特特性とに分けて取り扱い，安全に対してはフィードバック特性が重要であるが

これらを含めた人間の制御要索としての評価法の研究を行なっている．

2・35 ラジアルタービン用高膨張比ノズルの研究（継続）

教授水町長生・助手遠藤敏彦

技官吉田義章•技官水野 修

ラジアルガスタービンに用いられる円周ノズ）レ内の流動状況を明らかにし，ノズ）レの縦

横比， ヒ゜ッチ，粟型などが，ノズルからのガス流の偏向角や損失などにおよぼす彩菩を明

らかにするものであって，比較的に低膨張比の場合についてはすでに研究を行ない，その

成果は発表したので，引き続き高膨張比の場合について目下研究中である．

2・36 ターボ過給機の研究（継続）

教授水町長生・助手遠藤敏彦

技官吉田義章•技官水野 修

往復型内燃機関に用いられるターボ過給機のタービンは従来軸流タービンが用いられて

おり，最近ラジアルタービンが用いられ始めた．当研究室で今までに得られたラジアルガ

スタービンに関する研究成果を用いてラジアルタービンを使用する高性能ターボ過給機に

ついて，その設計方式を確立すべく研究中である・

2・37 ラジアルタービンの非定常流特性の研究（継続）

教授水町長生・助手遠藤敏彦

技官吉田義章

内燃機関の排気ラジアルタービン内におこる非定常流を理論的および実験的に解析し，

排気タービン用のラジアルタービンの設計資料を求めつつある．

2・38 ラジアルガスタービンの研究（継続）

教授水町長生・助手遠藤敏彦

技官吉田義章•技官水野 修
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ラジアルタービンのノズ）レおよび動粟の流体力学的特性を各種の幾何学的形状の場合に

ついて明らかにするために，実験用ラジアルタービンを試作し，主として実験的に研究中

である．

2・39 車両用ガスタービンの研究

教授水町長生・助手遠藤敏彦

技官吉田義章・技官水野 修

自動車その他の車両用にガスタービンを用いる場合について，車両特性とガスタービン

特性のマッチング，制御法，駆動装四，材料および製作法等について研究中である．

2・40 高性能トルクコンバータおよび流体継手の研究（継続）

教授石原智男・助手古屋七郎・技官森 恒

ト）レクコンバータおよび流体継手の性能向上に関する資料をうるため，回路形式，羽根

形状などを系統的に変化させたものの試作実験を行なっている． これに関連して内部流動

状態の実験的解析を行なっている．また卜）レクコンバータおよび流体継手の非定常特性に

関する理論解析ならびに実験を行ない，その結果からこれを含む軸系の捩り振動の解明に

寄与する資料をまとめた．

2・41 油圧バルプの研究（継続）

教授石原智男・大学院学生小嶋英ー・大学院学生斎藤治彦

油圧回路の動特性をは握するためには，その構成要索である油圧バルプの動特性を知る

必要がある，そこで各種バルプの過渡性能試験装置を完成させ，ポペット・バルブならび

にスプー）レ・バルプの詳細な性能試験を行ない，振動，騒音の主因を調査している．つい

で油を使用した渦巻型ならびに壁付普型純流体索子の実険を行なっている．

2・42 油圧伝動装置の研究（継続）

教授石原智男・研究員山口 惇

主動力の伝動装置として用いられる差動型油圧伝動装置の理論解析を行ない，設計方法

を確立した．その結果を確認する実験研究を行ない，性能におよぼす諸因子の影密を明ら

かにした．さらに，高性能化をはかるため，プランジャ・ボンプ，同モータの高圧，高速

化の基礎研究，ならびに変速コントロールの研究を行なっている．
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2・43 工作機械の動闘性に関する研究（継続）

助教技佐藤認芳

びびり振動，加工精度，生産能率等に密接な関連をもつ，工作機械の動剛性について，

すでにできあがっている機械に関する測定法ならびに解祈，合理的設計方法の開発など，

総合的に研究をすすめている．

2・44 工作機械の動的特性と精度の関係に関する研究（継続）

助教授佐藤認芳・助手鈴木浩平・技官武藤敏昭

無負荷迎転時の工作機械各部の微小振動をスペクトクル解折することにより，その固有

振動数を求められることを明らかにしたが切削時におけるその変化・ 回転紡度や表而粗さ

などの関係についてさらにクロス・スペクトル法を適用し研究をすすめている．

2・45 機械系の地震応答に関する研究（継続）

助教授佐藤認芳・ 助手鈴木浩平

建築構造物系に非線型特性が入ったときそれに付加されている機械系の応答に関する各

種頻度分布などの統叶的特性などについて，応答叶卵，統計的計算をおこなっている．特

に入力が多数となった場合の多自由度系の応答，設叶地震力を推定する際に考屈すべき信

頼幅等について研究をすすめている．

:2・46 旋削におけるバイトの振動に関する研究（継続）

助教授佐藤壽芳・助手鈴木浩平・技官武藤敏昭

各種材料の切削中，バイトに生ずる振動，とくにびびり振動を記録解析し，その機械各

部におよぽす影翌材料の表而仕上げに対する影密を実験的に研究している．さらに機械

の勁剛性との関連性についても研究を行なっている．

2・47 薄板構造物の振動の研究

助教長大野進ー・助手．高栢伸晃・技官流井紀博

薄板構造物の共振を防止するため，各種形状の悲板の振動解折を行ない，また減衰材料

の付加による制振効果についても調べている．

2・48 工作機械の動剛性の研究

助教授大野迎一

工作機械のびびり振動の防止のためには，動剛性の向上が必要である．工作機械の振狐}j
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モードを求め，構造材料の内部損失を有効に利用した動剛性の高い工作機械の設計指針を

得ようとしている．

2・49 骨組構造の振動解析
助手高栂伸晃

複雑な構造物の振動解析を行なうための某礎として，骨組構造の振動解析を行なってい

る．主に有限要索法を理論的背景として，電子計邸搬を活用し，実験的な裏づけを特に重

視しながら研究を進めている．

2・50 ブルドン管圧力計に関する研究（継続）

教授小川正義・研究員古川 浩

プルドン管の加工は今日でも単に経険的技術に頓って行なわれており，索材パイプの引

き抜きや熱処理，その後の成形加工などがブルドン管の性能にいかに影密するかの茄本研→

究が欠けている． これを明らかにして，ムラの少ないプルドン管の製法を見いだすため，

試作成形ローラにより，ひずみ硬化とその分布および低温焼能効果を研究している．

2・51 金屈材料の塑性変形抵抗に関する研究（継続）

教授鈴木 弘

金屈材料の塑性変形抵抗は，加工速度と変形温度の両者の関数である．この現象は定性．

的には知られているが，この関数関係の批的内容がまだ明らかでないため，圧延・押出・

引抜・鍛造などの塑性加工作業の基準を決定する合理的根拠が欠けている．このため落槌

型衝撃試験装四，カム・プラストメータなどの特殊試験機を試作し，一般に広く用いられ、

る実用金屈材料の変形抵抗について実験的研究を進め，さらに熱間圧延実験も並行して行誓

ない変形抵抗と圧下力，圧延トルクなどの関係についても研究を行なっている必要に応、

じ常時測定を実施して本研究は継続している．

2・52 連続圧延の塑性力学的研究（継続）

教授鈴木 弘。

タンデム圧延様について，各スタンドの圧延条件とモータの動特性とを組み合わせた総：

合問四として一般解を求める．さらにロー）レのたわみにもとずく材料の輻方向の肉厚変化

をも考応に入れて，最適圧延条件を求める方法を確立することを目的としている．

2・53 圧延板材の形状制御に関する研究（継続）

教授鈴木 弘・ほか 1名

圧延板材特に薄板材の圧延中に発生するしわを防止することは，圧延技術の最重要課題：
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の一つである． ロールに曲げモーメントを加えることにより“しわ”を制御する方法に関

して，解折的手法と実験との両面からの研究を行なっている．

2・54 丸棒の矯正に関する研究

教授鈴木 弘• 助手荒木甚一郎

技官破島 豊・技官新谷 賢

丸棒の短正条件と真直度および寸法変化との関係を解析と実験との両面から求め，矯正

に関する技術体系を打立てようとするものである．

2・55 タークスヘッドによる引抜の研究

教授鈴木 弘・助手荒木甚一郎・技官新谷 喪

タークスヘッドによる 3線の角引抜について，解析と実験の両面からの研究を行ない，

特に圧延と引抜との両極端の研究をあわせて行ない，円柱形工具による加工の一般理論の

確立を目ざしている．

2・56 ローJレフォーシングに関する実験的研究（継続）

教授鈴木 弘・助教授木内 学・助手中島 聰・ 外4名

ロー）レフォーミング加工における各種成形条件因子および索材の変形径路と製品形状・

成形荷重• 成形卜）レクとの関係を明らかにして，最適なパススケジュールパスライン等の

設計ならびに生産の学問的・技術的基盤を求めるための拡礎的研究であり， 5スタンドの

試験用成形機を用い，円弧形 ・V形・台形断而などの基本断而形状の成形実験を行なって

いる．

2・57 ロー）レフォーミングに関する解析的研究（継続）

助教授木内 学：

ロー）レフォーミング加工を受ける素材に成形過程において生じる各種の歪の分布形態と

その推移およびこれに対応する索材内部の応力状態を明らかにすることを通じて各種条件・

因子と製品形状•成形荷重・成形卜）レクとの関係を解析的に求めるための蒻礎的研究であ

り，素材の受ける変形形態の類別化とそれに対する解析手法の確立などを進めつつある．

2・58 金毘およびその表而処理刑の超薄膜切片作製による研究（継続）

教授松永正久・助手萩生田歯明

近時の電子顕微鏡および電子回折装四による研究の進展にともない，試料の超切片を作

製することが望まれてきた．この目的のためにライツ社製のウルトラ・ミクロトームを使-
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用し，無電解メッキ阿のメッキ機構・ 金屈の切削機構などを研究している．

2・59 加工面の変質尼に関する研究（継続）

教授松永正久

加工面（ラッビング面・電解研摩面・放電加工面・バレル研座面・磨耗面など）に生ず

る物理的・化学的変質層を微小かたさ・電子回折・電子顕微鏡．接触電気抵抗・クラーマ

効果などの面から実験的に検討し仕上機構・瓶耗機構などを研究している．さらに加工面

のみでなく，その他の表面処理而についても検討し，上の検査法以外の表而物性値の測定

法も研究している．

2・60 高真空中の摩擦・摩耗および潤滑の研究（継続）

教授松永正久

高真空中における岸擦，摩耗および潤滑の機構を研究するため，真空摩擦装四を試作し

た．ボンプは 20!/min のイオンポンプを用い，真空度は試験時において 10—9Torr を目

椋にしている．これによってまず屈状固体潤滑剤の真空中の期擦特性とくにストップタイ

ムの影密を検討している．

2・61 潤滑機構の研究（継続）

教授松永正久・助手萩生田善明

各種の極圧添加剖・層状固体などの潤滑性・極圧性に及ぼす影密を腐食試験機.I樹擦試

験機などによって，検討するとともに表面生成物と極圧性との関連を電子顕微鏡・電子回

折法などを用いて研究している．これによって各種条件における最適潤滑油・潤滑条件を

見いだそうとするものである．

2・62 各種材料およびその溶接部の強度に関する研究（継続）

教授安藤良夫

原子圧力容器用鋼，ロケット用超高張力鋼，ステンレス鋼， Al合金およびそれらの溶

接部について，低サイクル疲労強度を主に，一部高サイクル疲労，破壊じん性に関する研

究を行なった．

2・63 転覆の理論と実験

教授田宮 真

横風の作用を重心移動による初期傾斜でおきかえることの力学的意義をたしかめた．一方

静復原力を非線型とし，上下揺れの影密をとりいれた理論計算を行なって，平均傾斜角，
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横揺振幅が線型理論の結果から大幅に変わりうることを見いだした．この研究はさらに大

型模型を使用して続行される．

2・64 薄板の曲げ，振動，座屈に関する研究（継続）

助教授川井忠彦・助手吉村信敏

従来の研究によって確立されたエネルギ法による平板の境界値問題および固有値問題の

一般的解析を応用して，矩形，梯形，平行四辺形，三角形，桁円形，有孔矩形板など各種

形状の平板の問題を，各種組合せ境界条件の下において，振動問題を中心に解析し，既知

の研究結果や実験値との比校検討を行ない，本解祈法の実用性を確かめた． これらの研究

と平行して有限要素法による平板問題の解析法の研究を進め，複雑な平板の座屈振動問四

の実用解折法が確立されたまたマトリックス法による矩形板の大挑み問四の解析におい

ても満足すべき結果が得られた．

2・65 薄肉開断面材の曲げ振り，振動および座屈に関する研究（継続）

助教授川井忠彦

真直で断面一様な薄肉開断面材の構造力学的挙動を任忍の荷重条件，境界条件下で求め

る一般的方法を確立し．多くの具体的な問題に応用してすでにいくつかの成呆が得られて

いる．そこで設計の却礎となる資料を集紐し，さらに空間的にあらかじめ曲りかつ捩れて

いる苅肉梁が任意の外荷重を受ける場合の悲礎方程式とその解法を研究中で，各種スプリ

ングならびにアーチ栂その他への工学的応用がそのねらいである．また， ii.Ii'肉開断面材の

曲げ捩りに対するI削性マトリックスを開発し，これらの部材により形成される立体骨組の

静変形振動および座屈問題解折用プログラムの開発の脳礎的研究を行なった．

2・66 溶接構造物の残留応力分布ならびに変形に関する研究（継続）

助教授川井忠彦・助手吉村信敏

船舶，栂梁，圧力容器などの溶接構造部においては溶接作業などによって生ずる残留応

カの存在がしばしばその破壊強度や，疲労特性に菫大な影曹をおよばすことは周知のとお

りであり，またそれによって生ずる変形の問姐も工作法の籾度を直接支配する重要な問題

である．そこでまず， 1枚の平板に溶接あるいは熱塑性加工を加えた場合に生ずる残留応

力場や変形の様子を実険的に観察し，一方平板の曲げ狸論や“喰い辿い鯉論”による理論

的研究との相関性を調べ，逐次複雑な構造物の場合に入っていく．また一方殻構造におけ

る "JI食い迩い理論”の展開を試みる．また，マトリックス法を用いてこの問題の実用的解

析法の開発も研究中である．

41 



2・67 骨組構造の塑性解析ならびに最小重盪設計における電子計算機の

応用に関する研究（継続）

助教授川井忠彦

まず平面門形骨組構造について最終荷重計算ならびに特にその最小重絨設計解を上界定

理によって求める組織的方法を考察し，大型の電子計算機による解析の自動化にほぼ成功

し，現在実用的なプログラムを開発中である．また，さらにこの原理の空間骨組構造への

拡張を試みている．また，マトリックス法を併用した弾性域における最適構造設計の拡碇

研究も同時に行なっている．

2・68 複雑な立体構造物の応力解析に関する研究（継続）

助教授川井忠彦・助手吉村信敏

近年欧米において急速な進歩を遂げつつある有限要索解析法の韮礎理論について，従来

のエネルギ法との比較検討を行ない独自の立場で簿板あるいは殻構造応力解析の基礎とな

る剛性マトリックスおよび大型電子計卵機による解析フ゜ログラムの開発を行ない，格子桁

状振動台，つり栂におけるケープル取付け部，開口部やハッチのある箱形梁（コンテーナ

船の部分モデル）の静強度振動特性の解折を行ない，実測値と良好な一致を確認した．

2・69 造船用鋼材の高応力疲れ試験（継続）

教授高栢幸伯・ 助手小畑和彦

弾性限を超えた高応力の繰返しによる，造船用各種鋼材の低サイクル疲労試験を行なっ

ている．試験は板材の引張り試験で，動クリープ現象，切欠効果，二つ以上の切欠の相互

干渉などについて検討している． （一部日本造船研究瑚会研究費）

2・70 実船航走中の波浪荷重頻度に関する研究（継続）

教授高橋幸伯・技官能勢義昭

船舶が航走中に受ける波浪荷重の実船計測およびその頻度解析，電子計罫様による近似

計算結果との比較検討などを行なっている． （一部日本造船研究協会研究費）

2・71 プラントの安全性と信頼度向上を目的とした設計法に関する研究

（継続）

助教授柴田 碧

化学工学プラントなどの災害の原因の一つに，それを構成する機械要索の破損がある．

これらには地震応カ・熱応力はじめ各種の変動応力が加わり，その結果として破損するの

である． したがって全体の設計にあたって系の信頼度を高めるには，どのように不規則荷
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重を扱い，変動応答を求め，許容応力を定めるか，という一連の作業を均衡をとって考え

ることが必要となる．本研究でこの点を採り上げて，基本的考え方を検討し，かつ関係諸

規程との調整をはかろうとするものである．

2・72 多自由度系および辿続系の不規則振動に関する研究（継続）

助教授柴田 碧・助手重田逹也

大学院学生宮本昌幸大学院学生浩水信行

多自由度系および分布定数系の不規則外乱に対する応答についての研究を行なってい

る．このため複雑な系（流体の関与する系を合む）の振動解折法，各自由度応答の合成・

加重法などの詳細について理論・模型実験およびアナログ計邸の各面から検討しているが

とくに応答のゆらぎについては重点課図としている．なおここで多自由度系というのは，

おおむね 5自由度以上，あるいば流体系を含むものである．本研究と次項の研究は前項の

研究の韮礎となるものでもある． （一部科学技術庁原子力平和利用研究経費）

2・73 不規則分布定数系の振動特性の統計的取り扱い法に関する

研究（継続）

助教技柴田 碧・大学院学生宮本昌幸

係数が不規則に場所によって変動する媒体中の波動の伝揺および振動特性を研究してい

る．係数の分布状況が統計的にのみ知られている場合，その系の応答，振動特性は統計的

にのみ予測できる．本研究は地震波の特性を予測すること，および構造物の振励特性が設

計時において求めた値から，施工誤差によってどの程度偏俺するか検討することなどに関

連して行なわれている．

2・74 配管および殻体の振動に関する実験的研究（継続）

助教授柴田 碧・助手重田達也

技官大槻 茂・技官斎藤敏雄

配管および殻体（原子炉格納容器など）の校型を使用して，付加系の連続系への影苦，

共振時の応力分布，実地震応答などを測定し，在来の数値計鍔結果と比較するためのデー

タを得ることを目的としている．（一部科学技術庁原子力平和利用研究経毀および実吉奨

学会研究助成金）

2・75 地震時における配管系の振動性状に関する研究（継続）

助教授柴田 碧・助教授•佐藤壽芳・助手重田逹也

助手鈴木浩平•技官大槻 茂・技官斎藤敏~

地震時における配管の挙動を推定するため，配管系の振動特性の解折法，応答推定計罫
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法，減衰要索効果の推定法などについて研究している．とくに原子力発電所その他プラン

ト設計に際し必要な計算コードの実証に重点を置いている．

2・76 配管の最適配置の自動設計に関する研究（継続）

助教授柴田 碧・技官大槻 茂

大学院学生笹間 宏•技術研究生岡田 曼

化学工学などにおける配管群の配四を設計する際に必要な諸条件を検討し，経済を含め

た最適配置を電子計罫機により自動的に決定し表示することを研究している．この過程で

もっとも璽要なのは，規格などを参照して行なう細部仕様の決定である．この方式を全探

索型，情報検索型などにわけて検討し，相互の学習効果の実験も行なった． これらの条件

中，固有振動数などそれだけで大容紐のプログラムとなるものについては，あらかじめ数

値計算を行ない，多項近似の形で収容する方法をとっている． これは配管形状のモジュー

ル化につらなるものである．また空間の占有条件も同様にして表示する手法をとってい

,． る

2・77 配管設計用総合計卵コードの開発

助教授柴田 碧•技官大槻 茂

受託研究員浦野征夫

配管設計に際し必要な各種応力を統ーに計邸し，合冥して所定の設計却準と参照するこ

とを目的とした総合プログラムを開発することを研究している．既存の振動解析プログラ

ムに加えて熱応力解祈プログラム DAPSを完成した．

2・78 転換用原子炉の中性子線束分布からみた最適設計法に関する

研究（継続）

助教授柴田 碧・大学院学生原 文雄

動力用原子炉でウラニウムからプルトニウムを生産する場合，両方の目的を最も満足す

るよう設計する方法について研究している．炉内の中性子線束が平坦であることが，その

一条件であることを明らかにし，板状一群炉での結論が円筒多群炉へ拡張でき，具体的に

設計に応用できることを知った．現在，熱的原因による燃料破損事故など，信頼度評価を

考瓜した而に拡張しつつあり，中性子東，ボイド率などについての，統計的ゆらぎについ

ての検討を進めている．
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第 3 部

3・1 超高圧送電線の雷害に関する研究（継続）

助教授河村逹雄・助手鑓波克明

助手北条準ー・技官大平矩史

超高圧線路はわが国の＇遥力系統の根幹であって，その事故が影惣する範囲は大きい．従

来からこのような送電系統の絶縁協謁に関する諸問題，落雷による口這圧の進入と伝搬な

どについて検討を進めている．本年度は超高圧鉄塔で落雷現象をは担する目的で下記の実

測を行なった．

期間：眉和43年7月-9月

場所：栃木県軍力中央研究所塩原 600kV試験送＇這線

測定器： (1) Jレープを使用する鉄塔雷電流しゅん度測定用クリドノグラフ

(2) 鉄塔雷屯流積抑記録計器

また超高王鉄塔におけるせん絡現象の解lリ］を行なうため，紹尺モデルにより解折的研究

を行なった（一部科学研究費）

3・2 汚損がいし面のせん絡現象および監祝の研究（継続）

助教授河村逹雄・ 助手藤田良雄・大学院学生伊坂勝生

高電圧設備の外部絶緑の塩塵埃による汚損せん絡危険度の一検定法として間欧的諜軍の

際の洞れ電流による汚損監視方式の開発を行ない，人工および自然汚損がいしについてそ

の実用性の験証を行なった．またモデルを利用して汚損面の吸湿，洞れ屯流，せん絡電圧

の相関，さらにその結果と実がいしとの関連をもとめる等汚損面せん絡現象の砧礎的研究

もすすめた．（一部受託研究喪）

3・3 雷放電カウンタの研究（継続）

助教授河村逹雄・助手田代文之助

助手離波克明・助手北條準一

送電線における耐雷設計の悲本的資料を得る目的で雷放屯カウンタによる測定を各国で

行ない，従来の統計資料の再検討を行なうことが国際電力技術会議 (CIGRE)で提案され

ている．当研究室では昭和 43年夏期に本所千葉実験所，栃木県の塩原および盟田の 3カ

所で実測を行なったまた対地一雲間放電分離カウンタにより翡礎的資料をもとめ，さら

に計数値と雷害事故件数との相関を明らかにした．
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3・4 急しゅん波衝撃電圧の精密測定に関する研究

助教授河村達雄・技官大平矩史

ナノ秒程度の急しゅんな立上りを有するインパ）レス電圧の猜密測定法に関する研究を進

めているまず2MVの波高値の電圧まで測定できる装置を試作し，その性能の検証を行

なった．測定系のレスポンス時間についてはいろいろ条件を変えた系についてレスボンス

時間の測定を行ない，すでにもとめた理論式が妥当であることを確かめた．さらにレーザ

を利用した急しゅん波発生ならびに測定法についても研究を進めている．

（一部科学研究費）

3・5 イオン・サイクロトロン周波数を持つ電圧によるプラズマの

電子温度の上昇

助教授河村逹雄

磁界中に閉じ込められたプラズマにイオン・サイクロトロン周波数を持つ減衰電圧波を

印加することによりプラズマの温度上昇が期待される．実険の結果約6倍の電子温度上昇

が得られた． この機構解明のために組織的な実険を行ないかつその理論的検討も行なった．

3・6 パルスサーボ技術の計羅への応用

教授沢井善三郎••助教授原島文雄

助手横田和丸・助手稲葉 博

パルスサーボにおいて用いられている技術を， 自動送錘式計重装四に応用し，応答速度，

精度などの特性を改善することを目的として研究を行なっている．現在，小型の計抵装置

の試作，検討を終え，コンベアスケールヘの応用を行なっている．（一部科学研究費）

3・7 インバータによって駆動される誘均電動機の特性改善に関する研究

教授沢井善三郎・助教授原島文雄・大学院学生賀屋和昭

誘迎電動機を多相インバータによって駆動した場合，出カトルクおよび入力電流の脈動

を生じ，負荷および，電源に悪影密をおよぽす． この特性を改善するためには，インバー

夕相数の増加あるいは多転流方式インバータの採用が有効である．本研究では，各方式に

ついて特性の解折を行ない，実験結果と合わせて，特性の改善の度合いを定班的に示した．
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:3 • 8 電磁ボンプの応用に関する研究（継続）

教授沢井善三郎・助手稲葉 博

電磁誘郡の原理により，溶融液体金屈を可動部分を用いず駆動する電磁ポンプの応用に

ついて研究している．本研究室ではさしあたり進行磁界発生装四を用いた電琺誘郡樋を設

計試作し，これについて検討を行なっている．

3・9 カラー写真焼付の最適露光（継続）

教投沢井 ・研究揺託大川明治・助手横田和丸

カラー写真焼付の際の最適露光を決定する方法ならびにその自勁化に関し，引続き研究

を行なっている．

か 10 溶鉱炉の送風鼠の自動制御（継続）

教授沢井善三郎・助手稲葉 博

試験溶鉱炉の操業中における送風屈の自動制御に関する研究で，風紐はオリフィスで検

出し，差圧変換器，記録調節計，電気的制御装四をへて， vsモータで｝レーツ送風機を駆
動し，その回転速度を操作紐としている．すでに何回も実険操業に実用しているが，なお

各種のノイズにつき対策を研究している．

3・11 無整流子電動機の研究

助教授原島文雄

サイリスタインバータと同期電動機を組合せたいわゆる無整流子電動機の勁作特性の解

折を，離散値制御系の理論を用いて行なっている．

-3・12 2相サーボモータならびに駆動回路の動作特性に関する研究（継続）

助教授原島文雄・技官内田克己

:2相サーボモータの制御特性は，それを躯勁する電力増幅器に大きく依存する．本研究

では，サーボモータと電力増幅器との相互干渉に詳細な考察を加え，その結果にもとづい

て，スイッチ素子を用いた高性能，高効率の駆動用増幅器の開発を行ない，好結果を得て

いる．また，現在は，可変周波数2相インバータによって駆動した場合の 2相サーボモー

クの特性の解明を行なっている． （一部科学研究費）
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3・13 コヒーレントコミューニケーションに関する研究（継続）

助教授安田靖彦

惑星間通信のごとく膨大な距離を介して通信を行なうためには信号を符号化し受信側で

はプロックごとに最大検出法を用いて信号検出を行なうことによりビットごとの検出を行

なう通常の PCM平SK方式より 10dB近い SNR改善が得られることが知られている．

本研究は符号を二進符号より広い多相符号から構成することにより SNR改善の度合が大

きくなり，また自己同期特性が得やすくなることなどを示したものである．

3・14 宇宙飛しょう体遠距離コマンド方式に関する研究（継続）

助教授安田靖彦

宇宙飛しょう体に地上から雷波指令を送って搭載搬器の制御を行なうコマンド方式は，

距離がきわめて大きいことと消費電力の制限がきびしいことなどから，特殊な考屈が必要

になる．筆者などは擬似雑音符号をサイクリックに検出する手法により通信能率がきわめ

てよく，同時に装置も比較的箇単な方式を提案し，迎論的検討を行ない，さらに実験装置

を組み立ててその実現可能性を確かめた．

3・15 テレメータデータの帯域圧縮伝送方式に関する研究（継続）

助教授安田靖彦

人工衛星，観測ロケットなどの電源は限られたものであるからできるだけ有効に使用す

ることが必要である．テレメータの信号は一般に冗長度が大きいからこれを取除いて送信

すれば，伝送帯域幅が小さくなりしたがって送信電力が節約できる．帯域圧縮の方法は信

号の各サンプルをそれより以前のサンプル値から一定の予測公式によって作った予測値と

比較しあらかじめ定めた許容植内にあれば捨て許容値を越えるサンプルのみを有意義なも

のとして伝送する方式を用いる． この際伝送すべきサンプルをバッファメモリに入れて待

合せ行列を順次一定の繰返し周波数で読み出して伝送する．

3・16 ディジタル信号の三相位相変調による搬送波伝送方式に関する

研究（継続）

助教授安田靖彦

従来ディジタル信号の搬送波伝送方式としては，二相 PSK方式が他方式に比し誤り率

が最も小さく伝送できる方式として用いられている．筆者はこれに対し三相 PSK方式を

提案し，誤り率，情報伝送速度，帯域利用率等の点で二相 PSKより優れていることを示

した． （文部省各個研究）
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3・17 高密度符号伝送方式に関する研究

助教授安田靖彦・技官野辺田繁

限られた周波数帯域の伝送路をより有効に使用するために従来からいろいろの多値伝送

方式が提案されている．これに対して本研究はあらかじめ信号を多値化して伝送するので

はなく特殊な2進波形とした後，そのまま伝送路に押込み受信側で判定後茄退をかけて，

符号間干渉を取除く高密度符号伝送方式を新たに提案し同一条件で誤り率を比較した結果

高密度方式が多値方式よりすぐれていることを明らかにした． （文部省各個研究）

3・18 残留側波帯信号の同期検波特性を利用した箇易位相ひずみ

補帆方式

教授野村民也・助教授安田靖彦・技官野辺田繁

搬送回線においては位相ひずみの影管が最も大きい． したがっで情報伝送速度を高めて

回線の使用効率を高めるためには位相ひずみを適当な方法で等化することが必要である．

従来からも複雑な位相ひずみ等化法が知られているが，経済性保守の面で熊点がある．本

方式は残留側波帯域信号を同期検波する際に固有の現象を巧みに利用する極めて箇単な位

相ひずみ等化法を提案するものである．最近世界的に高速度データ伝送には残留側波帯伝

送を用いる方向にあるから，本方式の適用の機会は多くあるものと思われる．

3・19 音声帯域内ファクシミリの月§域圧縮伝送方式に関する研究

教授野村民也・助教授安田靖彦・技官野辺田繁

最近，官庁，民間企業の事務合理化あるいは気象報道関係を中心に，ファクシミリのも

つ視質情報伝送手段としての機能が再認識され，その需要が急辿に伸びつつある．それに

伴って伝送路の有効利用をはかる帯域圧縮伝送方式の関発に各方面で努力しつつある．

本研究は広帯域ファクシミリで成功した方式を適用しつつ音声幣域ファクシミリ固有の

問題を解決するものである．

3・20 紙面電送用広蜀域ファクシミリの閤域圧縮伝送方式に関する

研究（継続）

教授野村民也・ 助教授安田靖彦・技官野辺田繁

48kHzの群帯域を使用する紙面露送用広帯域ファクシミリは現在でもすでに残留側波

帯伝送を行なって周波数帯域をぎりぎりいっぱい使用しているが，高価な伝送路をより有

効に利用するため，より一屈伝送速度を高めたいという要望が極めて強い．

研究室ではこの目的にそって原2値信号を時間的に紐子化することなく 3値化すること
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により，伝送速度を約2倍に高める帯域圧縮伝送方式を新たに提案し，実用化装置の開発

に成功した．

3・21 精製糖工程の計算制御の研究（継続）

助教授山口楠雄・教授沢井善三郎

精製粧工程を総合的に制御するため，結晶および清浄の多数の工程に指令を与え，工程

中の多種類の材料の流れを最適に管理する方法について開発を行なつてきたが現在はおも

にリフトウエアの改善について研究を行なっている．

3・22 ハイブリッド方式によるエレクトロニク・タイマの開発の

研究（継続）

助教授山口楠雄・技官鈴木俊光

設定値を電気信号により与えることができる高精度・広範囲の工業用タイマとしてディ

ジタル・アナログ併用方式について研究を用い，桔度0.4%使用，温度範囲 0-50℃のモ

デルおよび多チャンネルの設定器の製品化を行なった．

3・23 電子計算機システムの故障診断の基礎研究（継続）

教授渡辺 勝・大学院学生杉本正勝

軍子計卵機の故障の際迅速な修復が運営上，および高価な計卵時間の損失を少なくする

点で，きわめて重要であるが，従来の保守方式では，故障点の発見が系統的に行なわれて

いるとはいい難い．ある機能回路の一索子が故障した場合，これを発見するには，いくつ

かのパターンを加えてやればよいが，そのパターンを作る方法を系統的に研究し，計罫機

で作成するプログラムを開発した．これを計算機の自動設計との関連において，いかに診

断システムを取扱うかの構想につき研究を進めている．

3・24・ 薄膜記憶装麗の試作研究（継続）

教授渡辺 勝・技官荒木 宏

軍子計罫機の高速化のために集紐回路や薄膜装四が応用されつつあるが，とくに記憶装

置に用いられる薄膜織成メモリはエ法の容易さと高速性のゆえに将来性のある素子であ

る．本試作ではこの点を考屈し，とくに周辺回路の設計，読出増幅器の改良などにつき研

究し，非破壊読出し方式の装四の試作を完成した．

また連想記憶装四との関連についても検討し，その論理設計の研究を進めている．
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3・25 電子計算機むきの数値解法に関する研究（継続）

教授渡辺 勝・講師藤田長子

這子計卵槻による数値解法は，計邸機の普及にともない，籾度，速度の点から改良が行

なわれている．常微分方程式の場合， Runge-Kutta法の改泉である Gillの方法や Blum

の方法につき，その籾度上の差迩を比絞検討したまた誤差制御を巧妙に行なう Merson

の方法について，具体例および適用法につき研究を行なった．

3・26 フ゜ログラム言語むき計鉢機の設計

教授渡辺 勝・大学院学生杉本正勝

現在の計算機は，ハードウェアとしては機械語で書かれたプログラムを処理しており，

使用者がこの機械語でプログラムを書くことはきわめて厄介な仕平である． したがって，

FORTRAN, ALGOLなどの問題むきプログラム言語が開発され，広く使用されるよう

になった．ただしこのプログラムは計算機により，機械語に翻訳されてから，実行される．

そのため計算の実行にはコンパイル時間を要するほか，コンパイラの作成という作業が必

要である．もしプログラム言語を直接実行する計鍔機ができれば，大変便利であろうとい

う構想に立つて，かつプログラム言語として FORTRANを改良した新しい言語 PL/1を

採用し，これを実行する計算機の設計を行なったのが本研究であり，その拡本設計を行な

って，これを本所の FACOM 270-30によってシミュレートし，その設計をテストした．

3・27 電子計罪機のソフトウェアに関する研究

教授森脇義雄・大学院学生河田 汎

電子計卵機の普及にともない，いろいろのプログラミング言語が要求されるようになり，

これに対処するために，翻訳処理システム作成の自動化の試みがいろいろなされている．

従来のいわゆる syntax-orientedtranslatorの長所を十分に生かしつつ， マクロ機能と

stack操作を十分に活用して， syntax-orientedtranslatorの欠点をおぎない，能率よく，

迅速かつ容易にコンパイラを作成しうるコンパイラ記述システムの作成を進めている．

3・28 高周波帯域増幅器に関する研究

教授森脇義雄・技官谷 忠勝

離調回路・結合回路・三離調回路・組合せ回路等の高周波多段帯域増幅器の入力として

単位階段波形を加えたときの出力波形を与える式はすでに森脇により求められていたが，

実際の出力波形を与える数値計算が不十分であったので，電子計算機により計邸するため

のプログラムを作り，時間間隔を小さくして計算を行ない，稲度の良い出力波形を求める

ことができた． この計罪に関連して，計算機のモニタの不備な点が二三発見された．
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3・29 波高分析器に関する研究（継続）

教授森脇義雄・助教授高羽禎雄・助手生沼徳二

助手木下英実・技官山崎尚一

元技官西森武弘•技官谷 忠勝

多チャネル波高分析器の計数率の増大，計数損の減少につき，引き続き研究を行ない，

とくに多段遅延線記憶式多チャネル波高分析器について，昨年度までに行なった方式的・

実験的検討の結果を集大成した試作装置の開発を完成した．この装置は長短2本の磁気ひ

ずみ遅延線を用い，集禎回路化されており，チャネル数 100または 200,平均不感時間63

μsecであるとともに各種の演卵機能， 読出し表示機能を備え，従来の磁心記憶式多チャ

ネル波高分析器とほぼ同等の性能を有するとともに，装四が小形化・筒単化されている．

（一部委託研究費）

3・30 機能単位に基づく集禎化パルス回路の最適構成話に関する研究

教授森脇義雄・助教授高羽禎雄

バルス回路の集軟化にあたって，回路の多様性と集積回路の紐産性を両立させることを

ねらいとして，韮礎的かつ一般的な機能単位によって回路を構成する手法を開発すること

を目的としたもので，大規模集甜化に関する理論的検討の一環としての反復可変論理回路

の解析を行なう一方，線形スイッチ回路，振幅比較回路などの機能単位の特性とパルス伸

長回路などの複合回路の特性との関連性に関する実験的検討を行なっている．

（一部科学試験研究費）

3・31 ヒ°コ秒領域における時間計測に関する研究（継続）

助教授高羽禎雄・ 教授森脇義雄・大学院学生愛沢慎一

＂核物理学，物理化学などの分野で重要な意義をもつヒ°コ秒領域 cio-10-10-12秒）にお

ける時間計測を可能とするために，時間分析器の開発を行なっている．本年度ではステッ

プ・リカバリ・ダイオードを用いたパ）レス発生回路について，波形安定度の向上をはかる

一方， トンネル・ダイオードおよびトランジスタを用いた波高一時間変換回路を開発し，

A-D変換器， 磁心記憶装置を組み合わせたシステムによって時間分解能約35psecが得

られることをたしかめた．

,3・32 磁気ひずみ遅延線記憶装置に関する研究

助教授高羽禎雄・助手木下英実

磁気ひずみ遅延線記臨装置において，記憶容最の増大あるいはアクセスタイムの短縮を
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目的として用いられている NRZ方式について，実用化に際してもっとも問題となる記号

間干渉の影態を，遅延線のステップ軍流応答波形の実測値を蒻礎として解析する手法を見

いだし，遅延線の選択条件ならびに周辺回路の設計条件を求め，集積回路を用いた周辺回

路の開発を行なうとともに，実験によって前記の設計手法の妥当性をたしかめた．

3・33 A-D変換器・ D-A変換器に閃する研究（継続）

助教投高羽禎雄・元技官西森武弘

直線茄引形 A-D変換器，加直抵抗形 D-A変換器などについて，アナログ集積回路と

の組み合わせからなる回路の開発を行ない．高性能化ならびに回路の箇単化をはかってい

る．

3・34 Ne-Heレーザ雑音の研究

教技斎藤成文・大学院学生上原信吾

Ne-He レーザの雑音としては放霞々流に起因するもの，縦横多阻モードによるものが

ある．本研究では放虚々流に既知の正弦波電流を重悦することにより，放電々流雑音とレ

ーザ雑音との関連を理論的，実験的に解明した．

.3・35 レーザ・レーダ（継続）

教授斎藤成文・助教授藤井囮ー・技官中鴫邦宏

Q スイッチ・レーザを利用した）レビーレーザにより，箱 1-5秒に 1回の繰返しで，

10MWのヒ°ーク出力をえて，これにより， レーザ光を利用したレーダとしての諾本的特

性の解明を行なうと共に目椋反射体としてのリトロ・レフレクタの特性の向上を叶ってい

る．

3・36 光通信用晶本索子の開発研究

教授斎藤成文・教授足上守夫・教授浜崎襄二

助教授藤井，陽ー・助手横山幸嗣・大学院学生小関健

レーザを通信に利用する際の又勁および能動電磁回路索子の開発研究を行なっている．

まず本年度はダプル・プリズムを用いた精密可変減衰器を試作し，その籾度について耶論

的，実験的検討を行なった．
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3・37 レーザを用いた電力線 CT(継続）

教授斎藤成文・助教授藤井陽ー・助手横山幸嗣

500kVのような超高圧送電電流における電流の計測は絶縁協調の点で非常に困難であ

る． レーザ光と電流によるファラデ回転を利用すれば，電気的に無接触なので絶縁の困難

がない． このようなレーザ CTシステムを開発している． たとえば，光学的に最適の設

計をした．広帯域の小型レーザ CT,回転補償型の直流用 CT, さらには電圧測定のため

のレーザ PTの翡硲研究を行なうと共に， 一つのレーザ光を用いて同時に電流， 電圧お

よび電力の測定を行なう方式を開発している．

3・38 電子ビーム雑音（継続）

教授斎藤成文・助教授藤井陽ー・大学院学生岩本明人

マイクロ波周波数帯における，‘遥位最小面のショット雑音の軽減効呆をモードロックし

た）レビー・レーザを光源として使用し，陰極面からの光電子放出によるプロープ法で実測

した．これらの理論的解明のために電子計罫機を用いてモンテ・カルロ法による解折を行

なっている．

3・39 TDR測定法の研究

助教授藤井陽一

広帯域のマイクロ波回路の特性を筒単に短時間に測定する TDR(Time Domain Refle-

ctometiy)について， そのレーザ用マイクロ波回路の特性の測定への応用について研究す

る．

3・40 半尊体レーザの超高速度変調（継続）

助教授藤井陽ー・技官西本博信

GaAs半遅体レーザを， 2GHzから 10GHzで直接変調し， その特性を調べる． さら

に，半迎体の諸パラメータとの関連について調べる．

3・41 ガス・レーザの回路的特性（継続）

助教授藤井腸一

ガス・レーザ発振器について，その特性を，電気的等価回路で近似的に表現する方法が

ガス・レーザの実際の応用に便利であることを示した．
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3・42 周波数と出力の安定なガス・レーザ（継続）

助教授藤井陽一•技官伊藤孝雄

ガス・レーザ発振器の周波数および出力が，安定していることは，応用上きわめて望ま

しいことなので，ガス・レーザの出力安定度を測定し，密閉かつ真空にすることにより，

10-4の安定度がえられることがわかった．

また， 2つのレーザのヘテロダインにより相対的に安定化する方法を実験する．

3・43 レーザ共振器（継続）

助教授藤井 l陽ー・技官滝本英之

レーザ共振器を含む光学系において従来の幾何光学を拡張した“幾何”光学の簡単な関

係が成立することがわかった．また，これについて電気の等価回路を用いて，その動作を

筒明にあらわすことができることをあきらかにした．

さらに，電気光学効果結品をふくむ共振器により，高い感度の共振器形変調器を実施す

る．

3・44 レーザビーム伝送

助教授藤井｀陽ー・技官伊藤孝雄

レーザビームを遠くまで広がらずに伝えるための装四として， くり返えしレンズを配置

する方法の基礎実験を行なったまた，伝送損失を少くするために，プリュスタ角に， レ

ン文を配四した伝送の実険を行ない，非常に低い損失の伝送線路を得た． これらの線路に

ついて， レンズのずれ，傾むきの効果および整合の条件を調べた．本実験は千葉実験所の

レーザ・ミリ波実験設備で行なった．

ケープル・トラフによる実際的な簡易な伝送方式の実験を行なった．

3・45 結晶体を抵盤とした高性能マイクロ波電磁回路の研究（継続）

教授浜崎製ニ・助手岡田三男・大学院学生高野 忠

本年度は特に水晶韮板・鉛等体の超伝等ストリップ線共振器の実験的研究を行ない，幅

1.3mmの半波長共振器により4GHzにて無負荷 Q として 5x105の値を得た． さらに>

高い Q値を安定に得るためにはエッチングにより鋭い角を除去する必要があること，初

期に捕捉される磁束を少くする必要があることを明らかにした．
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3・46 マイクロ波プリント回路の研究（継続）

教授浜崎裏ニ・助手岡田三男・助手赤尾宗一

研究員角 盟三・教務員座間知之

マイクロ波回路の広帯域化，小型軽量化を目的とし，プリント方式によるマイクロ波回

路の研究を行なっている．咋年に引き続き最平坦通過帯域特性を有する帯域遮断炉波器の

研究を行ない，設計に必要な数値表，図表を完成した．また超高速パルス変調器の研究を

行ない，プリント回路方式によってクロック周波数 225MHzで変調信号帯娯 1MHz-

110 MHzも試作し所期の成果を得た．

.3・47 円偏波放射器に関する研究（継続）

講師長谷部望

主として，ロケットおよび衛星追尾を目的としたいろいろの円偏波放射器の開発と実用

化の研究を行なっている．

その一例として，コニカルスキャンニングアンテナの一次放射器を，円形尊波管 TE01姿

態と円偏波発生十文字スロットとを組合せることにより，所望のオフセット角を得，あわ

せてスキャンニング駆動機構を単純化することを考案し， これについて 5.6 GHzにおい

て実験を行ない特性を確かめた．

:3・48 ロケットアンテナ（継続）

講師長谷部望

大型ロケット搭載用の UHF・SHF幣用アンテナ系を使用条件を考應してこれに適した

特性を得るべく検討を行なっている．

3・49 MOS形電界効果トランジスタの低周波雑音

教授安逹芳夫・助教投生狗俊明

技官市川勝男・技官上付幸守

MOS形電界効呆トランジスタの低周波領域における雑音特性，および雑音と Si-Si02

界面にある量子状態との関係を究明するために， MOS形トランジスタの発生する雑音電

力および雑音指数の周波数依存性，温度依存性，電流依存性，バイアス電圧依存性，信号

源抵抗依存性，およびトランジスタの材質・寸法がおよぼす影密を調べた． その結果，

1/f雑音電力がチャネル長の 3乗に逆比例すること， nチャネルトランジスタは約 180°K

以下において 1/f特性以外の特性をもつ雑音を発生することなどを知った．

（一部科学研究費，受託研究費）
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~ ・50 トランジスタ用半迎体の表面の電気的性質に関する研究

教授安達芳夫・助教授生駒俊明

助手栗原由起子・技官上村幸守

MOS トランジスタや MOSダイオードを用い，半等体と酸化膜の材質や半等体表面

の電界強度・温度などを変化して，半迎体と酸化膜の界而にある showstatesや fast

statesがトランジスタ・ダイオードの電気的性質（例：チャネル伝1!t-,容紐，雑音）にお
よぼす影菩を調べた．またいろいろの表面絨子状態を仮定して， MOSダイオードの容益

特性の理論計邸を行なったなお，容紐の周波数依存性から表而祉子状態の時定数や界面

付近のトラップの性質を謁べる方法を検討中である．

3・51 電子部品の信頓性

教授安逹芳夫・助手栗原由紀子

一般に電子部品の信頼性・故障解折には故障率一定の指数分布やワイプル分布を仮定す

る場合が多いが，二重指数分布（故障率が時間と共に指数関数的に増加する分布）を仮定

すると，ある前の電子部品の故障解折に極めて有用であることを解明した．また信頼性用

語や試験法の JIS原案作成に協力貢献した．

3・52 超高周波用電昇効果トランジスタ

教授安逹芳夫・助教授生詢俊明・助手栗原由紀子

通常のバイポーラトランジスタの理約的な周波数限界は10GHzていどであるが，この

：限界を破るような屯界効果形トランジスタが実現可能であると思われるので，その迎論的

検討を行ない，どの形の電界効呆トランジスタが有能であるか検討中である．

3・53 GaAsのエピタキシァル成長に関する研究

教授安逹芳夫・助教授生駒俊明・ 技官市川勝男

GaAsのエビタキシアル成長を行なうため， AsChとGaの反応を用いた気相成長用の

加熱炉およびその周辺装四を設備しつつある．

3・54 半浮体バルク効果に閃する研究

助教授生駒俊明

ガン効果を用いた固体マイクロ波発振器のいろいろの姿態に関する発振特性を解折的に

取り扱い，その動作機構を明らかにした．また高霞界近気二重屈の過渡現象を理論的に解
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析し，比較的簡単な形でその生成および消滅の過程を明らかにすることができることが分

った．現在三次元効果を考えたガン効果の電気二重附の性質を解析する方法を考察してい

る．

3・55 高結合圧電振動子

教授尾上守夫

電気機械結合係数の非常に大きく，圧電振動子は広帯域の機械振動系機能部品をつくる

上で重要であるのみならず，その圧屯振動が純弾性振動といちじるしく異なるので理論的

にも興味がある．

圧電セラミックの測定法や，LiNbOa,LiTaOaなど新しい圧電結晶の特性を検討している．

3・56 多重モード圧電振動子（継続）

教授尾上守夫

複数の通過域を有する多通過域フィルタ，振動子に内在する非直線性を利用して分周も

しくは倍周を行なわせる非直線結合多重モード振動子，機械批を直接検出できるテレメー

タ用多重モード振動子などを実現した．

3・57 エネルギとじこめ形振動子およびフィルタ（継続）

教授尾上守夫・助手十文字弘道

エネルギとじこめという新しい原理に甚づく水晶およびセラミック振動子およびフィル鼻

タの研究を行なっている．一枚の圧電板で多区間のフィルタが構成できるのが特長であ

る．基本波を利用するものはほぼ開発が終り，現在オーバートンを利用した VHF帯のフ

ィルタに重点をおいている．それにともなって VHF帯における振動子定数の測定法を研

究している． （一部科学研究費）

3・58 超音i皮遅延回路の研究（継続）

教授尾上守夫・大学院学生望月雄蔵

人工水晶などの結晶を媒質とする遅延回路について研究をすすめ，零温度係数が得られ

る方位，形状を求め実験と比較してほぼ所期の特性が得られた．

3・59 レーザ光と超音波との相互作用（継続）

教授尾上守夫

ガラスおよびプラスチックを媒質とする光弾性超音波遅延回路を開発した．光による音
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場の観測を行ない，とくにラマニーナス回折を利用した新しい直線動作方式を考案した．

（一部科学研究費）

-3・60 音声周波超音波遅延回路の研究（継続）

教授屋上守夫・大学院学生砂山益輝

特殊な機械的遅波回路の使用により音声周波帯で長時間の遅延が得られる遅延回路の研

究を進めている．線路の特性を解析し，実険とあうことを確め，さらにスプリアス・モー

ドを抑制するような変換部の構造について検討を進めた． （一部科学研究喪）

3・61 超音波探傷法の研究（継続）

教授尾上守夫・助手山田博章

ラム波その他の特殊な波を使った超音波探傷法を開発中である．板波 (SH波）のラミ

ネーションからの反射を解折したまた探触子の絶対絞正法を研究し，短絡感度積を測定

する便利な方法を考案した．

また 2周波で共用でき， しかも感度が同ーな探偽子を考案した．

3・62 電磁的非破壊検査の研究（継続）

教授尾上守夫・助教授高木幹雄•技官市川初男

渦流を利用した金属管および線材の検査法を研究している．とくに自動探偽に関連して

コイル系，検出系の設計を検討している．

偽信号ベクトルの定賊的測定に必要な移相器および同期検波回路を製作した．

3・63 有限長ソレノイド・コイルの諸特性（継続）

教授尾上守夫

渦流検査，電磁検査，高周波加熱，磁気記録などの韮礎資料として，板に相対するコイ

）レおよび管と同心のコイルのインビーダンス，磁界分布などを解折している．また設計資

料とするため詳細な計卵を行なった．

3・64 たてー屈曲多重モード振動子の解析（継続）

助手十文字弘道

辺比の大きい方形板および平行四辺形板の振動の解折を行ない，多重モード振動子の設

計に必要なたておよび屈曲振動の縮退，結合の状況を明らかにした．さらに変位分布，電

荷分布，等価定数なども計罫した．また輪廓すべり振動，屈曲振動についても解折した．
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3・65 超音波採触子の研究

助手山田博章

探触子のダンビングを左右する裏打ち材について検討を加え，従来困難であった圧電セ

ラミックに対してもよいダンビングが得られるようになった・

3・66 データ伝送における歪補償方式に関する研究（継続）

助教授高木幹雄

ディジタル情報の伝送において伝送速度を高速化することが望まれているが，現状では

符号間の千渉により速度を上げることができないこの点に着目し符号間の干渉を除去

し，伝送速度を上げるための研究を行なっている．ディジタル遅延線を用いた装置の論理

設計を行ない，試作を進めると共に，計冥機を用いて各方式のシミュレーションを行なっ

ている．

3・67 磁歪遅延線の高性能化に関する研究

教授尾上守夫・助教授高木幹雄

磁歪遅延線は小容紐，低価格の記岱装四として用いられているが，検査法の確立，雑音

の発生機構の解明，符号間干渉の除去，周辺回路の IC化などの問題点について研究を行

なっている，特に誤り率により陀歪遅延線の性能を評価する磁歪遅延線検査装置を開発

し，測定を行なっている．

3・68 情報伝送におけるフレーム同期方式の研究（継続）

助教授高木幹雄

時分割多重ディジタル通信方式では送信側と受信側でフレーム同期をとることが必要で

あるが，フレーム同期をとるための方式としてフレーム相関による同期方式を開発した．

この方式に関し符号誤り率をパラメータとして最適な方法を求める研究を行なっている．

第 4 部

4・1 イオン交換樹脂の基礎的性質の研究（継続）

教授山辺武郎・技官高井信治・大学院学生飯田貴也

イオン交換樹脂の基礎的性質を，示差熱分析および熱天秤により検討し，脱水および脱
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交換蔽の挙動を調べ，さらにこの現象を利用して濃厚溶液におけるイオン交換平衡を測定

した．また縮合リン酸の陰イオン交換平衡の研究を行ない，メタリン酸の方がボリリン酸

よりもイオン交換における選択性が大であることを確かめた．

4・2 イオン交換樹脂を用いる分離法の研究（継続）

教授山辺武郎・技官高井信治・大学院学生飯田貴也

いろいろのイオン交換樹脂を単独または腸陰混合の状態でカラムクロマトグラフィおよ

び薄屈クロマトグラフィの研究を行ない，アミノ酸および金屈塩について，混合樹脂の方

が分離効率が良い系があることを見いだした．

4.3 いろいろの物質分離法の研究

教扱山辺武郎・技官高井信治

いろいろの物質分離法の研究を行なった．軍気透折においては隔膜として使用した液状

イオン交換体はイオン交換膜と同様の挙動を示し，分離法として利用できることを確め

た．イオン浮選においてはリン酸トリアルキルを用いウランを海水から濃縮することが可

能であることを認めた．

4.4 リン酸およびリン酸塩に関する研究（継続）

教授山辺武郎・技官高井信治・大学院学生飯田貨也

縮合リン酸塩の薄屈クロマトグラフィにおける挙励と構造単位の関係を調べ，さらに

イオン交換樹脂を用いる雌溶性リン酸塩の可溶化，イオン交換膜におけるリン酸の透過

性，イオン交換膜を用いる縮合リン酸塩原料の製造について検討した．

4.5 無機固体化学の研究

教授山辺武郎・助手（特別研究旦）久保 靖

ケイ酸塩の固体反応の研究として2次元網状構造を有するカオリナイトがアルカリと反

応して， 3次元網状梢造を有するアルカリアルミノシリケートに連続的に変化する固相反

応過程を取扱い，その機構を構造論的に明らかにした．縮合リン酸塩の固体反応の研究と

して， トリボリリン酸ナトリウムの固相相転移反応の過程を示差熱分析およびX線解祈に

より追求した．
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4・6 ガラス化範図の研究（継続）

教授今岡 稔・技官山綺敏子

新種ガラス開発の基礎研究として，珪酸塩，硼酸塩，ゲルマネート，テルライト系など，

広くガラス範囲を調べ，同時にガラス化条件，ガラス構造との関係を追求するものである．

4・7 ガラスの強度の研究（継続）

教授今岡 稔・助手長谷川洋

ガラスの組成と強度の関係を調べ，ガラスの強度の向上とガラスの構造とのつながりを

追求するものである．

4・8 カルコゲナイドガラスの研究（継続）

教授今岡 稔•技官小長谷保平

硫化ゲルマニウムを中心としたカルコゲナイドガラスについて，そのガラス化範囲，性

質を調べ，最近注目を集めているこの系統のガラスの用途，ならびに構造を明らかにしよ

うとするものである．

4・9 ガラスの緩和現象の研究

教授今岡 稔

ガラスの応力綬和，内部摩擦などの緩和現象を調べ，それらの緩和機構とそれに対応す

るガラス構造を明らかにしようとするものである．

4・10 粉体結晶の表面活性に関する研究

助教授高梢 浩・助手堤 和男

技官池本美佐子・研究生西村陽一

各種の粉体結晶，とくに酸化物，硫化物，ケイ酸塩，カーボンブラックなどについて，

bulkおよび表面の構造と諸物性たとえば表面エネルギ， 表面官能基などと表面活性との

相関性について研究している．これによって粉体結晶の表而活性を支配する要因を明らか

にすることを目的としている．

4・11 メカノケミカル反応の研究

助教授高稿 浩・助手堤 和男

固体物質に機械的歪力が加えられる過程，たとえば粉砕，混練，衝撃，圧延などの過程
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において，固体の構造，物性，化学的性買は著しく変化する．金属酸化物，硫化物，ハロ

ゲン化物などを対象として機械的処理を行なったときの変化を構造および物性の両面から

とらえて，変化の一般的原則を確立することを目的として研究を行なっている．

4・12 ゼオライトの研究

助教授高桐 浩・助手堤 和男

技官池本美佐子・研究生西村陽一

ゼオライト類の中，主としてホージャサイト型ゼオライトおよびモルデナイトについて

X線回折，赤外線吸収，熱的測定， ESRなどの手法によって構造，物性の測定を行ない，

同時に吸着特性，触媒活性を測定する．ゼオライトは結晶性が高いために理論と実険が良

く合致し固体表面化学におけるモデJレ物買］こなる可能性がある． また新しい骨格構造を有

するゼオライト合成も研究している，

4・13 感光性樹脂の研究（継続）

教授菊池貸ー・研究睛記中村四市郎

ポリケイ皮酸ビニJレを主体とした感光性樹脂の感光搬構を ESR,IRにより調べた． ま

たその感光母体であるケイ皮酸の光異性化や増感異性化機構をその電子状態の計邸などか

ら明らかにし，感光性樹脂の増感機構と結びつけた．

4・14 ハロゲン銀乳剤の理論的感度の研究（継続）

教授菊池飼ー・研究員浜野裕司

臭化銀の単屈乳剤をつくり，これに既知の光最を照射することにより，沿像の形成に必

：．要な最小光紐子数を求めんとする研究である．

4・15 写真の分光増感作用の研究（継続）

教授菊池買—

いろいろの写真用色索のハロゲン化銀への吸許現象を分光学的手段を用いて調べ，同時

に色索の冗電子エネルギ準位を，分子軌道法，電子計邸機，ボーラログラフ法で求め，分

光増感作用の機構を考察した．

4・16 璽クロム酸塩の感光に関する研究（継続）

教授菊池飼ー・技官佐々木政子

水溶液中での重クロム酸塩の光分解機構を霞子吸収スペクトル，酸化遠元軍位の測~に
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より追求し，光分解活性イオン種は酸性クロム酸イオンであり，光分解反応はクロム 6価

から 3価への還元反応であることを明らかにした．

4・17 電子写真および酸化亜鉛光電甜体に関する研究（継続）

教授菊池質ー・研究員坂田俊文

新しい感光材料を用いた応用に関する研究で，特に酸化亜鉛光霞遅体の光電現象を解明

することを目的としている．

4・18 大気汚染の光化学の研究

教授菊池飼ー・研究員鈴木 伸

大気汚染の対策の目的として S03,NOzガスの気相光化学反応の研究を行なった．

4・19 酸アジドの光分解の研究

教授菊池飼ー・大学院学生宗像誠二

酸アジド類の光分解性を用いる新しい有機感光材料の閲発を目的として，その光分解機

構置，換抵の分光感度におよぼす影密，緻子効率を検討した．

4・20 光界面現象の研究（継続）

助教授本多健一・助手（特別研究員）鋤柄光則

大学院学生藤島 昭

金屈および半等体の固ー液界面現象の光応答について研究した．とくに Ti02,ZnO等

P型半等体電極では光照射により小数キャリアが電極反応に関与し顕著なアノード電流を

あたえることを見いだした．たとえばこのようにして水の電解はほとんど加電圧零で進行

する．このような反応を光増感反応電極と名付けた．

4・21 光電極反応の研究（継続）

助教授本多健一・大学院学生徳田耕一

固有吸収波長域の光を吸収して生成した電子的励起分子の電極反応を究明する．数種の

有機色素は光照射下において正規の還元軍位より相当正の電位で還元が進行する．これを

励起分子の HMO法より迎いた電子エネルギ準位より理論的に証明した，一方励起チオ

ニン分子は同一電位において酸化と還元の両方向の電極反応が同時に進行するという顕著

な事実を見いだした．これらのことより光エネルギの新しい利用方式が期待される．
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4・22 酸化チタンの物性ならびにその応用に関する研究（継続）

教授野崎 弘・助手（特別研究員）飯田武揚

酸化チタンを電子写真用感光材として用いる研究をなした．とくに電子写真の中でも静

電記録用として特徴を生かすことにつとめた．特徴とは，たとえば TiOzは誘電率が高く，

これを記録紙に用いると，わずかの入力でも短時間に捕えて画像形成を可能にすることが

わかった. Ti◎ の霞子密度も ZnOその他の材料に比べ大きく，画像の鮮明度も大であ

る．

4・23 液状ガスケットの耐圧機構の研究（継続）

教授野崎 弘• 助手（特別研究員）盛島喜則

液状ガスケットは車両，盟機具，化学機械などのパッキング剤として用途が拡大してい

る．ところが液状物質がなぜ耐圧作用をおよぼすかという問題となると全くわかっていな

いこれを研究した結果，まず液状物頁の粘度には耐圧はほとんど関係しないことがわか

った．また耐圧の面幅依存性について，各種液状物質についての曲線を得た．これらの実',.

験事実から耐圧は薄膜の変形による弾性エネルギ吸収として理解されるにいたった．この

新理論はひろくシーラントに適用できる興味がある． （受託研究費）

4・24 結晶の気相成長と気相研磨に関する研究（継続）

教授野崎 弘・大学院学生岡崎重光

気相から析出して得られる結晶には他の方法では見られない特異な性質が付与されるこ

ともある．また通常法では不可能とされる結晶をうることがある．メタンやエタンの熱分

解でダイヤモンドの気相成長が可能とされているのもこの例である．本研究では半恐体シ

リコンの表面を HCI気相で研磨する研究を行ない，研磨機構を求めた． ア）レゴンガスと

HCIでは鎧面研磨が得にくいことを認めた．また水索水蒸気研磨を行なった．

4・25 膜の選択透過性に関する研究（継続）

教授野崎 弘・助手（特別研究員）盟島喜則

海水の脱塩，淡水化に膜を用い，圧力だけでこの目的を逹しようとする．膜が荷電をも

つときの物質の透過性，輸送現象を詳細にしらべた．以上の目的の理論的根拠をみちびい

た． （一部旭硝子研究喪）
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4・26 水溶性樹脂の電気泳動電着に関する研究（継続）

教授野崎 弘・大学院学生中村好男

最近塗装界で樹脂の電気泳動塗装法が広まりつつある．この方法は操作面で連続自動安

全最産などの特徽がある． しかし塗装面の改良とか電解浴の管理などで十分でないものが

ある．本研究では有機物の泳動電箸はいかにして起こるかの電着機構を究明した．電苦の

初期過程がほぼ明らかとなった．

4・27 電気泳動塗装の研究（継続）

教授浅原照三・助教授妹尾 学・ 研究員為広重雄

電気泳動塗装について拡礎的な知見を深めるために，分散顔料の動電電位をいろいろの

分散媒，添加剤の存在の下で，流動電位の測定から求以また顕微鏡下で直接電気泳勁速

度の測定を行なった．さらに電気泳動塗装に与えるいろいろの要因について，不可逆過程

熱力学の立場から統一的な検討を加えている．

4・28 、ンクロプロパン誘迎体の反応性（継続）

さ教授浅原照三・大学院学生小野勝道

シクロプロパン誘迎体は，飽和化合物でありながら大きな蝶歪のために二重結合性をも

ち特異な反応性が期待される．不飽和化合物と力）レベンの反応によりシクロプロパン類を

合成しその反応性を検討した．その結果シクロプロパン類は求電子試薬により比較的容易

に開蝶することが明らかとなった．現在，熱分解など他の開環反応について検討中である．

4・29 テロメリゼーションに関する研究（継続）

教授浅原照三・ 研究員高木行雄・研究員平野二郎

技官佐藤 琉・大学院学生呉 澄清

アミンまたはアミンと金屈塩が四塩化炭索と反応してトリクロ）レメチ）レラジカルを生成

することを利用して，これを開始剤とする，オレフィンおよびビニ）レ化合物またはアリ）レ

化合物と四塩化炭素あるいはクロロホルムとのテロメリゼーションを行なわせ，テロマの

組成と収盪におよぽすアミンの構造，金属塩の稲類の効果を研究している．また Nージク

口）レアミン：アミン系を開始剤とした四塩化炭素とエチレンのテロメリゼーションを研究

lし，重合度 n=1の 1,1, 1, 3ーテトラクロルプロバンが 90wt%の収率で生成することを
見いだした．さらに同開始剤を用い， 1,1, 1, 3ーテトラクロルプロバンをテローゲンとし，

c11 

エチレンと反応させ， 一般的に cl=C応 C比 C-(-CH2CHz)n cl型の新しいテロマを合

cl 
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成した．

さらに亜リン酸エステル：金屈塩系を開始剤とした四塩化炭索とエチレンのテロメリゼ

ーションを研究し，同系が従来の開始剤系よりもいろいろの点ですぐれていることを見い］

だした．

4・30 ジエン化合物のカチオンテロメリゼーション（継続）

教授浅原照三・助手（特別研究員）木瀬秀夫

イソプレンやプタジエンなどのジェン化合物およびスチレン等のモノオレフィンは酸触

媒で重合し高分子物質を与えるが，重合を適当な連鎖移動剤（テローゲン）の存在下で行

ない，低重合体（テロマ）を得る反応について，その二，三鼠体から十数紐体を得る目的

で研究を行なっている．触媒に）レイス酸を，テローゲンにはアリル型のハロゲン化合物，

水素酸，およびカルボン酸，無水物等を用いている．生成するテロマの重合度および構造

に影菩を与える因子として触媒の種類，テローゲンの種類，モノマ（タキソーゲン）とテ

ローゲンの泣度比，反応率，反応温度などの効果について，また生成テロマの分離，用途

について研究を行なっている．

4・31 金屈表面処理に関する研究（継続）

教授浅原照三・助教授西川精一

金屈表面上における化成被膜生成過程を電子回折， X線マイクロアナライザなどにて追

跡しその生成機構について研究したまた樹脂鋼板に関する研究を進め，メラミン系，ァ

クリル酸系樹脂の結晶状態におよぼす化成被屈の影密を検討し，有機皮膜屈の機械的性質

との関連性を研究している．さらに界面活性剤の併用による苅鉄板の電解研磨の迅速化に

つき研究を追めている．

4・32 耐熱性高分子合成に関する研究（継続）

教授浅原照三・研究員三栂啓了・助手（特別研究旦） 白石振作

大学院学生福井拡雄・大学院学生手代木琢磨

いろいろの脂肪族テトラカルボン酸二無水物といろいろの芳香族および脂肪族ジアミン

よりボリイミドを合成し，その耐熱性を検討した．ジハロゲノベンゾキノン，ジアルコキ

シベンゾキノンなどの種々のベンゾキノン誘等体とアミン類，ア）レコール類との反応を行、

ない，その生成物を明らかにし，その反応機構を考察した．以上の結果にもとづいて，キ

ノン骨格を有する重縮合，重付加系の酸化還元樹脂の開発ならびに耐熱性高分子化合物の

合成研究を行なっている．
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4・33 アニオンテロメリゼーションに関する研究（継続）

教授浅原照三・助教授妹尾 学・ 助手田中貞良

スチレン，アクリロニトリルなどのビニ｝レ化合物およびプタジェンなどの共役二重結合

をもつ化合物のアニオン重合について研究し，アニオンテロメル化反応のおこる条件を明

らかにする．この目的で，アニオン重合，とくにアニオンテロメル化反応を統一的に解釈

できる理論またはモデルを設定し，これと実験結果とを比較する．

4・34 脂肪族過酸化物の研究（継続）

教授浅原照三・助教授妹尾 学

研究員石黒鉄郎・大学院学生下里康之

有機過酸とプタジエンなどのジエン化合物との反応によるエボキシドの合成研究および

この反応の速度論的研究による反応機構の解明を行なっている．得られたプタジエンモノ

オキシドなどについての重合の反応性を検討している．また不飽和脂肪酸と過酸との反応

によって得られるエボキシドとアンモニアおよび各種アミンとの反応についても研究して

いる．

4・35 金属配位高分子に関する研究（継続）

教授浅原照三・助教授妹尾 学

研究員三栢啓了・大学院学生市川洋祐

有機遷移金属化合物として，鉄原子を合むフェロセンや，またコバルト，ニッケルのメ

タロセン核などを主鎖にもつ高分子の合成を行ない，半導性などその電気的および磁気的

性質を検討した．

4・36 有機リン化合物の反応に関する研究

教授浅原照三・助教授妹尾 学・助手（特別研究員）白石振作

環状ホスホリ Jレエチレンイミート類を合成し，その異性化ないし開環重合に関して，酸

触媒，塩旭触媒などを用いて研究を行ない，その反応機構が他の N-f四換エチレンイミン

誘郡体の反応とどのように異なるかについて比較検討を加えた．さらに詳細な研究を継続

中である．
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4・37 電極開始璽合反応の研究

教授汲原照三・助教授妹尾 学

大学院学生土屋 満・大学院学生邸 芳規

アクリロニトリルの電極開始重合反応をいろいろの支持塩，溶媒系について検討し，速

度論的解折からその反応機構を解明したまたトリオキサンが電解により開環璽合するこ

とを見いだし，十分脱水した系で再現性よくボリオキシメチレンをLI:.成すること，低温で

は溶媒として用いたテトラヒドロフランとの共重合体を生成することなどを明らかにした．

4・38 菫合反応概構に関する研究（継続）

教授浅原照三・助教授妹尾 学・大学院学生土尾 満

大学院学生伊吹忠之・大学院学生矢次 茂

大学院学生高柳一男・大学院学生小林雄司

いろいろのビニJレ化合物の電極における反応性をボーラログラフ，電子スピン共嗚吸収

などの方法を用いて検討し，分子軌道法を用いて解折した．またいろいろのボリマの熱分

解特性をガスクロマトグラフ質益分折連動装四で追跡した．さらに VCL4-ALEt3—金属ア

セチルアセトネート塩系でプロヒ°レンの水索移動重合の可能性を検討した．またカチオン

璽合における水素移勁重合および軍荷移動錯体による董合についても検討を進めている．

4・39 不可逆過程の熱力学による化学反応の研究（継続）

助教授妹尾 学

活性化支配の化学反応は緩和現象として，拡散支配の化学反応は遅延現象として，また

準安定状態は内部力学変数の緩和として，不可逆過程の熱力学の立楊から理解できること

を示した．さらに化学反応の現象論的な解折および紋和法により得られるデータの熱力学

准勺解折を進めている．

4・40 有機合成反応における溶媒効果の研究（継続）

助教投妹尾 学

比絞的箇単な有機液相反応における溶媒の役割について，鯉論的な検討を加え，また溶

媒和エネルギの測定，核磁気共嗚法などを用いて実験的検討を進め，さらに求核置換反応

における溶媒の寄与を吸収スペクトルにより追跡したまた過酸による共役ジエンのエボ

キシ化反応における溶媒効果を，とくに分子内水素結合形成の立場から赤外線吸収スペク

ヽベトル，核磁気共嗚などを用いて検討した．
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4・41 成環付加反応の反応機構に関する研究（継続）

助教授妹尾 学・助手（特別研究員） 白石振作

1, 3—双極成環付加反応は， 一応イオン的協奏反応で説明されているが，それでは説明

しきれない点が非常に多い，その点を明らかにするために，その反応を統一的に解触でき

る理論またはモデルを設定し，それと実験結果とを比較検討する．主としてニトリ Jレオキ

シドとオレフィンとの反応を取り上げて研究を行なっている．

4・42 溶媒和電子の反応性に関する研究

教授浅原照三・ 助教授妹尾 学

ヘキサメチルホスホルアミド中にアルカリ金属を溶解，あるいはハロゲン化アルカリを

電解することにより溶媒和電子を生成する． これの性状を吸収スペクトル，電子共嗚吸収

を用いて明らかにするとともに，溶媒和電子は芳香族化合物と反応し，アニオンラジカル

を生成し，プロトンドナの存在で選択還元を起こすこと；およびアクリロニトリル，メチ

ルメタクリレートなどのアニオン重合を開始することを明らかにした．

4・43 多環芳香族化合物の合成に関する研究（継続）

助教授後藤信行・研究員西 久夫

研究揺託黄 金川・大学院学生時田澄男

アセナフテン，ピレン，キナクリドンなど多環芳香族化合物のハロゲン化，アミノ化な

どの反応に関する研究を継続すると共に，新たにジベンゾアントロニ｝レの合成とその化学

について研究を行なっている．ジベンゾアントロニルについては従来 3,3'-ニール化合物

のみがよく知られているが， 9, 91-, 5, 5にニール化合物の合成についても再検討を行な

い，これらを経由してさらに多数の環を有するジビオラントロニルの合成について研究中

である．

4・44 芳香族イミンに関する研究（継続）

助教授・後藤信行・助手（特別研究員） 中島 利誠

われわれはさきにナフチJレアミン系化合物のr線照射により常温で 1080・cmの比抵抗
を有し有槻半郡体と見なされる物質を得たが， 同様な物質は pーアミノジフェニJレアミン

塩のr線照射でも得られ，いろいろの解析結果より芳香族イミン型化合物ないしはその酸
化生成物と見なされる．

このような性質はアニリン塩の酸化により得られるエメラルジンなど比較的環数の少な

い芳香族イミン型化合物にむしろ明瞭に認められ，上記ナフチルアミン系半郡体も，ナフ

70 



タリン環がせいぜい 3-4個縮合した化合物と認められるので，テトラフェニJレイミン，

トリナフチルイミンなど縮合度の低い芳香族ボリイミンの段階的合成について研究を行な

い， N,N'—ジ (a-ナフチル）-1, 4-ナフチレンジアミン（トリナフチJレイミン）を新たに合

成した．

4・45 ポリナフチレン系化合物に関する研究（継続）

助教授後藤信行・技官高坂 忠

ボニフニニJレイミン系化合物についてはすでにかなりの等電性が認められ，郡霞性塗料

への利用研究も行なわれているが，ボリナフチレン系化合物についてはあまり研究は行な

われていない． しかし東京大学物性研究所，井口洋夫教授らの研究によればすでにナフタ

リン単位4個のカテリレンにおいて 10-50ー1cm-1 の甜電性を有することが認められてい

る．われわれはペリレン C20H12を出発原料としその 2個縮合したカテリレン，ないしは

3個縮合した新しいボリナフチレン系化合物の合成研究を開始し，中間物のモノハロゲン

化合物，ジペリレニルなど新物買の合成に成功した．

4・46 ヘテロ大環状化合物の合成に関する研究

助教授後藤信行・ 助手（特別研究員） 中島利誠・大学院学生小川昭二郎

O—フェナントロリン・ 2 分子をメチレンまたはアミンで環状に結合したものは，キノニ

ルメタンおよびキノニ｝レアミン誘遅体と考えられ，芳香族性および配位子としての性質ま

たシアニン染料への利用などが期待される．現在その中間体である 2-クロ）レフェナントロ

リン， 2,9-ジクロルフェナントロリン，ならびに 2ーメチ｝レ -C・フェナントロリンなどを合-

成したが，これらもまた配位子として興味ある性質をもつ．またかフェナントロリン誘迎こ

体の新しい合成法も検討している．

4・47 耐熱性高分子に関する研究

助手（特別研究旦）中島利誡・助教授 後藤信行

アントラキノン核を含む耐熱性高分子の合成を行なっている．ジアミノアントラキノン

とイソフタル酸，テレフタル酸より耐熱性ボリアミドを合成した．また，ジアミノアント

ラキノンの酸化縮合によりポリアントラキノンアジンの合成を行なった． このボリアジン

は耐熱性高分子としてのみならず有機半迎性も期待される．さらにアントラキノン誘祁体ぃ

のジロイコエステルを原料としたボリアミド，ポリエステル，ポリアジンの合成も検討し

ている．
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4・48 糊料のレオロジ（継続）

教授中村亦夫・助手甘利武司

糊料にはデンプン糊をはじめとして，海草糊，セルロース誘郡体そして合成高分子糊な

ど腫類が多く，またその用途も食用，洗た＜仕上用，接着用，製紙用および捺染用など非

常に広い，そしてその物性はレオロジ的にみて種類ごとにいちじるしく異なるとともに，

その用途もまた特異なものを要求する． こうしたことから糊料の分子構造とそのレオロジ

の関係を追求することは，用途に応じた新しい糊料の開発に誠に大切である．

こうした研究のために改良B型枯度計，ストーマ粘度計，定常流弾性測定機，電磁変

換型レオメータおよび回転振動型レオメータオールマイテを購入または試作することで整

備し，既存および新合成の糊料についてレオロジ的物性を徹底的に究明している．

4・49 特種糊料の製造研究（継続）

教授中村亦夫・研究員渡辺鋼市郎

水溶性の糊料は誂剤，洗濯仕上剤，石油井戸の泥水用，捺染および食品用などと広い用

途があり，その用途に応じてその要求するレオロジ的性質はおのおの異なっている．カル

ボキシ・メチルセルローズ (CMC)は廉価でしかも腐敗せず，無弱性であるなど極めて良

い糊料ではあるが，しかし捺染などに使用するとアルギン酸にくらべて，はなはだしく劣

る点がある，さて CMCのような繊維索誘群体をとってみると， その原料の重合度， そ

の浮入基の量および種類によっていちじるしくその性質を異にするので，まずこの点につ

いて系統的に研究を進め，用途に応じた特種糊料の作製研究を行なっている最近は新しい

溶媒法による CMC製造法によって，アルギン酸と同じ弾性を示す CMCゃ， エーテル

化度3に近い CMCを製造することに成功した．

4・50 接着に関する研究（継続）

教授中村亦夫・助手甘利武司

接普現象はいわゆる接舒剤関係の外，塗料や印副インキなど多方面に深い関連をもつも

のであり，多くの研究もあるが，いまだに解決されてない点が多い，研究室ではいろいろ

の紙やプラスチックスの接舒剤の問題について，索材と液体の接触角を中心として某礎的

］こ研究を進めている．

4・51 触媒反応における物質移動の研究（継続）

助教授河添邦太朗・大学院学生呉 建極

活性炭触媒による沃化水索合成反応，プロヒ°レンの担体付白金触媒による水添反応等の
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反応系において反応に伴う物質移動の機構解明を行なっている． これらの系では反応速度

が反応物質の吸着賊に比例し，また吸許分子の表面拡散速度が大きく触媒の有効係数がほ

ぽ 1となることを見いだしている．

4・52 吸着法による放射性ガスの濃縮の研究（継続）

助教授河添邦太朗・研究嘱託川井利長

原子燃料再処理プラントの排ガス中の放射性ガス （主として ssKr, および放射性ヨウ

索）の吸舒による処理法について検討し，吸培平衡，物質移動係数の測定を行なっている．

,ssKr, については活性炭使用の圧カスイングサイクル法によって容易に濃縮でき経済的に

貯蔵廃棄しうることを見いだした．その濃縮度は 4段吸舒によって 100倍， 6倍吸狩で

1000倍程度である．

4・53 ゼオライト触媒における反応速度と反応選択性に閃する研究（継続）

助教授河添邦太朗・助手杉山衣世子

合成ゼオライトによるプロビルアルコール，プタノールなどの脱水反応をパルスリアク

タによって検討し，合成ゼオライトは反応系に対しても分子箇作用を示し，脱水反応活性，

オレフィン異性化活性を有することがわかったまた，反応の見掛けの活性化エネルギを

求め iso-,nーによってその値が大幅に異なることから，ゼオライト結晶内のミクロ孔にお

ける分子の拡散機構が活性化拡散であることを結論した．

4・54 吸着における粒内拡散機構の研究

助教投竹内 菰

マクロ孔とミクロ孔を有する bidisperseの細孔分布を有する吸芯剤においては， ミクロ

孔拡散速度によって全体の吸荘速度が支配される場合のあることを理論的実険的に明らか

にした． モンキュラーシープ 13X,5A, 4Aのペレットを使用し， N2-C02, He-CO2混

合ガスにおける吸舒 CO2に対して 14C02-C02交換を行なわせ， 14C02破過曲線から粒

内拡散係数を求め，その結果， 13X, 5Aにおいてはマクロ孔拡散が支配的であるが， 4A

においてはミクロ孔拡散が支配的であることがわかった．

4・55 新しい有機試薬による工業分析法（継続）

教授武藤義ー・助手和田芳裕

従来から新しい有機試薬を工業分析法に応用する研究を行なっているが，その一環とし

てトリウムアルセナゾキレートを利用したフッ索イオンの吸光光度定紐を行なって良好な
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結果を得た．

4・56 定電位クーロメトリに関する研究（継続）

教授武藤義一

さきに試作した超精密電最計を用いて，ダブルセルクーロメトリの検討を行ない，スズ，

ナトリウムイオンなどの分析に成功したまた液体クロマトグラフィに応用する研究につ

いても検討を行なった．

4・57 可溶化分散染料のボーラログラフ的研究（継続）

助教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

分散染料の非イオン界面活性剤溶液への可溶化をボーラログラフによって検討し，可溶

化機構の解明を試みた． （一部総合研究費）

4・58 有機化合物のポーラログラフ的研究（継続）

助教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

匝流ならびに交流ボーラログラフなどを用い，芳香族ニトロ化合物，テトラクロルアル

カン類：アルキ｝レヒドロパーオキシド アミ、ノアントフキノン系化合物の電気化学的性質

を調べ，電解機構を検討した．

4・59 連続ガス分析による高炉の特性の研究（継続）

講師中根千宮・技官桑野芳ー・技官鈴木吉哉

第18次試験までの高送風段階における炉頂ガスの異常変動の原因を知るため，第19次試

験において，｀排ガス盤の測定を行ない，炉頂ガス組成の変化とガス紐の関係より，炉内の

還元様式について精確な資料を得ることを試みた．

4・60 製鉄用シャフト炉におけるコークスの燃焼特性に関する研究（継続）＇

講師中根千富・技官鈴木吉哉

製鉄用シャフト炉におけるコークスの燃焼は送風の酸素によって行なわれるという点で

共通性を持つが，高炉とキュボラとではその燃焼特性に基本的な相迩がある．このような

燃焼特性の相迩を規定する法則性を確かめるために，小型モデル炉によりコークスの燃焼

実験を行なっている．
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4• 61 製鉄過程におけるケイ素の還元に関する研究（継続）

講師中根千宮・技官金 鉄祐

高炉の原燃料中にある Si◎が追元されてメタル中に吸収されて行く過程を調べるため，

電解鉄と黒鉛を用いて 1200-1500℃ における還元実険を実施し， Siの遠元機構と律速要

因などを研究した．

4・62 高炉の送風限界に関する研究（継続）

教授館 充・繭師中根千宮・技官桑野芳―他14名

試険高炉の第19次操業は，送風鼠とスラグ星を増大し，フラッディング現象が発生する

条件で，炉内圧と微圧変動に留意して試験を行なった．炉の下部に原因があると考えられ

る荷下り不順または通気障害は見られなかったが，微圧変動波は得られた． しかしこれが

フラッディング現象に起因するものとは断定できない．高炉の特性を謁査するとともに，

炉の下部におけるこれらの現象をさらに究明する予定である．

4・63 高炉炉内圧の微圧変動に閃する研究

謡師中根千窟•技官桑野芳一

技官大谷啓ー・技官松崎幹康

試験高炉とモデルの各々について，炉内圧の連続測定を行なうと，送風星の増大に伴っ

て，装入物の運動状態が変化し，微圧変動波が得られることがわかった．装入物の流勁化

に伴って分級効果が現われるが，これをモデルについて確認し，数磁化を試み，高炉装入

物の上下方向の分布について類推することができた．微圧変勁の出現と炉況との関係につ

いては調査中である．

4・64 肛接遠元将に関する研究（継続）

講師中根千宮・技官桑野芳一

技官本田紘ー・技術補佐員岡本 賢

試険高炉による送風限界試験より，送風最が増大する過程で分級効呆が生じ，鉱石荷が

未還元のまま直接遠元帯に突入することが推定された． ここにおいて， これらの条件下に

おける遠元反応機構を解明し，炉頂ガス組成の異常変動との関連を追求した．

4・65 還元鉄が固相より液相に変わる温度域での鉄鉱石の遠元機構の研究

教授館 充• 技官江本房利

1400℃以上の温度域では遥元鉄は固相より液相に変わる．このとき炭素が存在すると還
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元鉄は吸炭してその融点を下げる. 100%還元されていない鉱石を液相を伴う温度域で還

元を行なう場合の還元機構について基礎的研究を行なっている．

4・66 固体炭素存在下でのcoガスによる鉄鉱石の遠元に関する研究

教授館 充•技官江本房利

固体炭索による直接遠元が進行するといわれている 1000℃以上の温度域について， co
および固体炭素による還元速度を求め，高温域で固体炭索が存在する場合の還元反応につ

いての基礎的研究を行なっている．

4・67 固体遠元済配合ペレットに関する研究

教授館 充・研究扇託李 海沫

鉄鉱石に固体遠元済（無煙炭）を配合したペレットを応及び N叶 CO2,Nz+COガ

スふん囲気のもとで 1000℃ 以上の温度で加熱した時のその遠元機構と性質の変化を調べ，

実用的還元ペレットの製造法を確立する目的で実験を進めている．

4・68 鉄 Whiskerの製造に関する研究（継続）

教授餡 充• 助手（特別研究員）大蔵 明光

結晶構造的に欠陥のない鉄の「せんい状徽少単結晶」すなわち Whiskerは理論的最大

強度に近く， しかも高温に強く，耐蝕性がよく，疲労にも強い. FeCI2・Fe203系原料か

ら大きくて， しかも結晶の完全性を失なうことなく，かつ大紐に製造するための条件の調

査ならびに whiskerの成長機構の研究を行なっている．

4・69 FeS2の分解反応速度について

助手（特別研究員）大蔵 明光

FeS2を酸化焙焼によらずに Feと Sを分解，反応せしめる拡礎的研究で， Feふ鉱石

を気流中で分解せしめ， N2の流速と分解速度との関係を明らかにすると共に， H2ガス

を混入し FeS叶 H二FeS+H2Sの反応における，圧ガスの影密を調べ， その速度論的

検討をおこなっている．

4・70 鉄鉱石の流動遠元におよぽす Pulseflowの影密について

助手（特別研究員）大蔵 明光

流動屈遠元装置を用いて鉄鉱石 (45-100mesh)を応ガスにて流動せしめ，その N2
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ガス中に一定周期の一定紐の Hzガスを混入し，鉱石を遠元し，出口でのガス組成によっ

て反応状態を把握し，連結操業時の出口でのガス組成と Pulseとの間に一定の関係を見い

だし， この関係と反応速度との関係を明らかにしようとするものである．

4・71 鉄の科学と技術の相互作用の歴史的研究（継続）

技官中沢設人

金属の科学は冶金技術との深い相互作用のもとに発展してきた． この相互作用は歴史的

にきわめて複雑である. 18批紀以来，金屈材料学，金属組縦学および金属物理と金属の科

学が発展してきた跡を明らかにすることによって，冶金技術の発展との内的連関を解明

し，鉄鋼技術の将来の発展を支配する諸契機を検討している．

4・72 酸化物・炭索陽極ならびに炭化物陽極を用いる溶融塩電解製錬法に

関する研究（継続）

教授江上一郎・助教授明石和夫• 技官鈴木鉄也

金屈酸化物と炭素の混合陽極あるいは金屈炭化物陽極を成形焼成し，これを用いて溶融

塩化物浴，フッ化物浴を霞解し，陰極で目的金屈を採取すると同時に， l陽極中の金屈成分

を浴中に沿出させるか，塩化物，フッ化物として回収する連続電解製錬方式の研究を行な

っている．

4・73 特殊金屈の製錬に関する研究（継続）

教授江上一郎・助教授明石和夫•技官鈴木鉄也

新金属希金屈に屈する一群の金屈の採取法，精製法の悲礎的研究をしている．とくに

チタン，ボロンなどの電解採取に利用されるフッ化物錯塩，酸化物，ハロゲン化物を含む

混合溶融塩の物性を測定し，電解浴としての適性を総合的に判定することを試みている．

またア）レミニウム製錬過程における有価金属の回収実験，ハロゲン化物・硫化物の水索遠

元過程の解折を行なっている．

4・74 溶融塩電解に関する基礎的研究

教授江上一郎・ 助教授明石和夫・大学院学生黄 仁砧

アルカリ塩化物と金屈フッ化物，あるいはアルカリフッ化物と金属硫化物の混合溶融塩

に関し電気化学的な手法を適用し，陰極への金属折出過程の検討を中心に研究を進めてい

る．ホウフッ化ボロンからのボロンの段階的遠元の過程と，析出過電圧の内容を明らかに

することができた．
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4・75 半迎体金属の表面処理に関する研究（継続）

教授江上一郎・助教授明石和夫

研究嘱託三宅重信・助手大島忠男

半郡体金属に特殊金属をメッキする場合の特異現象と，メッキ後の熱的処理による性質

の変化を調べている．本年度はシリコンウエハヘのガリウムの電気メッキ法を中心にいろ

いろの検討を行なった．

4・76 プラズマジェットの製錬への応用に関する研究（継続）

教授江上一郎・助教授明石和夫・助手石塚隆一

直流アーク方式によるア）レゴンあるいはア）レゴン・水索プラズマジェット下の超高温を

利用する金属酸化物の炭索遠元反応，金属ハロゲン化物の水索還元反応，熱分解反応，粗

金属の桁錬などについて研究を行なっている．高純度ニオプ，バナジウムなどの迅速遠元

採取，ホウ索の精製に成功した．

4・77 プラズマ炉による超硬耐熱金属化合物の合成に関する研究（継続）

助教授明石和夫・助手石塚隆一

アークプラズマジェットを利用した反応炉による金属ホウ化物，炭化物，窒化物，ケイ

化物などの合成法と物性の検吋を行なっている．本年度はチタン，ジルコニウムの炭化

物，ホウ化物を中心に研究を進めた．

4・78 金屈粉の熱間圧延（継続）

助教授原善四郎

金属粉の熱間圧廷の基礎として鉄粉を落下させつつガス・バーナで加熱する方式につい

て，粉未の加熱効率，酸化度におよぼす鉄粉粒度，供給最，ガス燃焼紐などの影唇を実険

的に検討した．鉄粉は細かいほど加熱効率は良いが酸化度が増加する．金属粉の熱間圧延

が可能な横型圧延機（ロー）レ 160ゆX150L,圧延速度 0.5-5m/min, ト）レクー定無段変速

5.5Kw)を試作した．

4・79 瞬間抵抗焼結法の研究（継続）

助教授原善四郎・研究員坂井徹郎・技官板橋正雄

アルミナ徽粒子添加による分散強化型合金製造への瞬間抵抗焼結法の応用の可能性を調

べるため，前年度に引続き Ab0312%添加の Fe-Ab◎ 焼結体の高温引張り強さ，高温
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クリープ試険を行なった．長尺体製造への瞬間抵抗焼結法を応用するため，半連続的につ

ぎつぎに圧縮と同時に通電焼結を行なう方法における鉄粉装入紐と最適重ね合せ拡との関

係を求めた｀

.4・80 銅粉の遥元析出の研究（継続）

助教授原善四郎

．有機遥元剤による硫酸銅水溶液の追元反応において初期に折出する中間体につき，加熱

温度，加熱時間，冷却条件，銅濃度等の生成条件の，中間体の形状および析出砿におよぽ

す影菩を調べた．また，ひげ状銅粉未の顕微鏡組織から，銅粉未の成長には双晶が大きな

役割を果たしていることを確かめることができた．

-4・81 W2Cの特性について

助教授原善四郎・技官大熊照久

固相炭化法，溶礁炭化法などで製造した W心粉を，抵抗焼結法で焼結した試料につい

て，硬さ試験および試作したドレッサ試験機（奨学寄付金による）による磨耗試険を行な

い， W心粒子は WCに比べて硬いが磨耗性は必ずしも良好でないという結果を得た．

4・82 合金の析出硬化現象に関する研究（継続）

助教授西川精ー・助手長田和雄•技官小林繁美

技官梅津 消・大学院学生円谷和雄

Cu-Ti, Cu-Cr系の析出現象を研究した． 前者については変調構造および硬度変化を調

査し，後者は時効試料におよぼす冷間加工の影密をしらべた．

Cu-Cd-Cr系の低温焼鈍効呆と時効をしらべた．

Pb-Sb (1 -2 %)合金の折出におよぼす微屈の As,Te, Snの影曹を電気抵抗， 比熱

測定の両面より検討した. Asの添加されたものについて低温折出物を認めた．

（一部科学研究費）

Al-0. 3% Zr合金の 250-450℃ 時効と，析出物と耐熱性の関係を検討し，どのような

析出状態が最も耐熱性に宮むかを調査中である．

4・83 金属材料の水索ぜい性に関する研究（継続）

助教授西川精ー・技官小林繁美

各種亜鉛メッキ，各紐カドミウムメッキ，銅メッキ，ニッケルメッキを施した SK-5材

の水索ぜい性と変形速度の依存性を検討した．メッキの腫類による特性，水索ぜい化によ
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る破断時の弾性および塑性仕事薗と変形速度に関しいろいろの知見を得た．

4・84 合金の状態図に関する研究（継続）

助教授西川精ー・助手長田和雄・大学院学生王 啓一

Sn-Cd系状態図全域について断熱比熱測定法を中心にした熱分析，顕微鏡組織，電気抵．

抗， X線結晶解析などを行なった．冷却条件による平衡状態よりのづれについて十分考慾：

を行ないつつ相境界，変態温度などについて検討を行なった結果従来の状態図とほぼ等し，

い結果を得た．

・4・85 金匝の拡散に関する研究（継続）

助教授西川精ー・助手長田和雄・技官小林繁美

純度の異なるア）レミニウム線材 (99.999%および99.8%) に亜鉛メッキを施し， これを

400-200℃の比較的低温における固相拡散を行なわせた．その結果粒内拡散と粒界拡散の•

区別が300℃付近を境にして明瞭に現われることが判明した．両種の拡散係数の検討を行．．

なった．

4・86 鉄鉱石の遠元機構に関する研究（継続）

教授加藤正夫・助手佐藤乙丸・大学院学生杉江達也

酸化鉄の遠元過程における炭索折出および硫黄の炭索析出抑制効果を， 14cで標識した

coおよび assで標識した比S*を用いて， トレーサ法とオートラジオグラム法により調l
ベ，還元生成鉄中の格子欠陥などによって炭索折出が促進されること， また Hるによっ

て炭素の折出，セメンタイトの生成がいちじるしく抑制されることが定批的に明らかにさ

れた．

4・87 耐食性高カアルミニウム合金の研究（継続）

教授加藤正夫・研究嘱託島 宏・大学院学生劉 勝利

高耐食性 Al-Mg合金に Znを添加した展伸材について，引張強度，硬度，耐食性，組

織変化の実験を行なっている．前年に引き続き， MgとZnの成分比を変えてその機械的

強度と耐食性の試険を実施したところ，特定の成分比のとき，かなりすぐれた性能がみら

れた．
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4・88 新強力鋳物用ア）レミニウム合金に関する研究（継続）

教授加藤正夫・研究生宮里巴英降

Al-Si-Mg, Al-Si-Mg-Cu, Al-Cu-Mg, Al-Cu系合金の不純物として，鉄を0.1-0.13% 

に下げ， Tiを少批添加することにより，強度と延性を高める研究を行なつた．諸試験の

結果，全合金の最大強度と最大延性を得る熱処理条件と， Al-SiぷIg系合金が強度が高い

にもかかわらず耐食性に欠けることがわかった．疲れ強さについては， A356系合金を除

き1び回の繰返しでは 8kg/mm2に耐えた．実体強度は適切な鋳造法を行なえば別鋳込試

験片以上の値を示した．

4・89 アルミニウムおよびその合金の動水腐食に関する研究（継続）

教授加藤正夫・助手井上 健・研究蜆託島 宏

アルミニウム合金が水との蝶境のもとに用いられる場合が非常に多い． しかもそれが流

動水に接して用いられる場合が多く， このときの腐食は流速，温度，成分イオンによって

静水時とは非常に異なる，かつ苛酷な挙動を示してくる．そこで本年度は水道水中に含ま

れるイオンのうち代表的なものをえらびカルシウム塩として加えた水溶液中で動水脚食試

験を行ない，イオン，流速および温度の影密を明らかにした．

4・90 放射化トレーサ法ないしは放射化分析法による金属腐食の研究（継続）

教授加藤正夫・研究員小林昌敏・ 助手井上 健

金屈の腐食機構を RI利用によって解明する研究であり，一般のトレーサ利用によって

試料を標識する方法をさけて， 直接試料を放射化し (n,r), (n, p), (n, a), (d, n)などの反

応で生ずる多重標識成分をマ）レチチャネル波高分析器によって追跡するものである．本年

度は， Cu,Ga, Znおよび Feなどを含有するア）レミニウム合金を作成し， これらの合金

の初期腐食挙動を放射化トレーサ法によって調べた．その結果，初期腐食においては元素

の種類によって著しい相異があり，また材質および腐食液によっても大きな差があること

が明らかになった．

4・91 塩化カルシウムおよび塩化ナトリウム溶液中での大型構造材用

アルミニウム合金の耐食性に関する研究（継続）

教授加藤正夫・助手井上 健

塩化カルシウムは冬期積雪地方において道路などの除雪のために使用されるが，陸栂・

ガードレールなど 5083,6061アルミニウム合金の構造物に対して，低温での塩化カルシ

ウム溶液の腐食性が問題となる．また海岸地方でこれら合金を使用する場合には塩化ナト
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リウム溶液による腐食が問題となるが，さらに塩化カルシウムとの比較を考慇して耐食性

を調べる必要がある．本年度は腐食液の濃度o.01-3. 0%, 温度の 0-30℃範囲でこれら
合金の腐食挙動を調べるとともに耐侯性鋼についても同一実験を行ない比較検討した．

4・92 各種水溶液によるアルミニウムのヒ°ッティングに関する研究（継続）

教授加藤正夫・助手井上 健

各種イオン添加の純水溶液中での純アルミニウムの腐食挙動およびヒ゜ットの発生につい

ては未解決の多くのことがらが残されている．これらに関して溶液中のイオンがいかなる

影密を与えるかを調べる実験を行なった．その結果，腐食を促進するイオンおよび抑制す

るイオンを組合せた水溶液に遊離塩索のような酸化剤を添加した場合にはアルミニウムの

ピッティングに著しい効果があることが明らかになった．

4・93 金属結晶粒界の規則構造（継続）

助教授石田洋一・委託研究生長谷川隆

超高圧電顕で金属薄膜を透過観察することによって金属結品粒界のもつ規則的な下部構

造を直接解折し，その結果このような金属結晶粒界は対応関係に基づいた規則的な領域を

含み，このまわりに粒界転位列および粒界階段が配四することによって方位関係のづれを

うめあわせた構造になっていると考えられることがわかった． （一部松永研究助成金）

4・94 粒界転位とクリープ粒界すべりの機構（継続）

助教授石田洋一

耐クリープ材は通常のクリープ変形に対する強度を向上させた結果，別種のクリープ機

構が無視できなくなっている傾向がある．そのひとつである粒界すべり現象を粒界転位の

粒界拡散を伴った動きとして説明するモデルを提出した．粒界転位のバーガースベクトル

についての考案もおこなった．

第 5 部

5・1 チュウ積土へのグラウチングに関する抵礎的研究（継続）

助教授三木五三郎

チュウ積地盤の性質の改善をはかるために開発され実用されているケミカルグラウトの

うち，本年度は主として加水反応型の新しい型のものについて，その浸透性と注入地盤土
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の強さおよび止水性の改良効果の実験を小型モー）レド，地盤状態再現モー）レドを用いて実

施した． （受託研究費）

5・2 工学的土性図作成に関する研究（継続）

助教授三木五三郎・研究揺託成瀬 洋

工学的土性図の作業地域として東京都の荒川放水路から千葉県の宮津岬にわたる東京湾

岸地帯を選び，チュウ放低地とその下に伏在する洪積屈の土屈について，地盤としてのエ

学的な性質とそこに構築される基礎構造との関連性について研究し， これらの結果を図示

する縮尺 1/50,000の新しい工学的土性図を作製出版した． （受託研究費）

5. ~ チュウ積低地の地盤沈下の研究

助教授三木五三郎

チュウ秋低地の地盤沈下に関する諸問題のうち，本年度は多数地点で実測した10年以上

の年間沈下証の記録を，その地盤の構成粘土屈の厚さとN値とに照合することにより，土

質柱状図が明らかな周辺地盤の最大年間沈下紐を予測する方法について研究した．

（日本気象協会研究費）

5・4 アスファルト混合物のくりかえし荷重による安定性（継続）

教授星埜 和・助手榎本歳勝

配合の異なるアスファルト混合物についてくりかえし圧裂試験を行ない，安定性試験と

しての適性を検討した．

骨材粒度の異なる 3種のアスファルト混合物について圧裂試験とコヒジョメータ試験を

行なって比較し，安定性試験としての適性を検討した．

5・5 迅路線形の研究（継続）

教授星埜 和

クロソイド曲線を線形要素として用いるときの道路線形設計法につき研究した．

5・6 道路交通制御の研究（継続）

助教授越 正毅

交通信号の面制御手法について研究し，前年度において開発したプログラム形成を基調

とする新しい制御アルゴリズムを用いた小規模パイロット実験を東京都内において実施し

た．
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5・7 登坂路の交通容量

助教授越 正毅

首都高速道路汐留トンネルの上りこう配部において交通観測を行ない，登坂路の交通容

掘の解析を行なった．

5・8 交通事故の要因分析

助教授越 正毅

昭和41年中に東京都内で発生した死亡事故707件について，交通工学的な見地からの事

故要因分析を行なった．

5・9 水文学の研究の発展経過に関する調査（継続）

教授井口昌平・助手臼井茂信

水文学の研究の発展の経過を，国際的および国内的な段階において，文献的に調査す

る．これによって水文学の自然科学上および産業上の意義の明確化に寄与しようとする．

（一部総合研究費）

5・10 港湾の外郭および内部の諸施設の配置に関する水理学的研究（継続）

教授井口昌平・助手臼井茂信

特定の港湾の外郭および内部の諸施設の配四が港内の水理状態に及ぽす影署を明らかに

すること，およびそれらの施設の配四に対する特定の計画を水理学的に検討することを目

的とする実験的研究． （受託研究喪）

5・11 河床変動の特性に関する（継続）

教授井口昌平・助手吉野文雄

改修区間の河川のように，河床が可動な河川では，流れと河床物質との間の相互作用の

結果，河床の形が砂れきたいの発達によって特徴づけられることに注目して，その相互作

用を明らかにすることを目的としてこの研究が行なわれている．そのために実験室内の直

線開水路の中に砂を敷き，流れによって砂れきたいを発生させ，その流れの水理要素と河

床形状とを求め，それによって上記の相互作用の解明につとめる． （一部総合研究費）
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!5・12 実体写真測羅を利用した精密測定（継続）

教授丸安隆和・助手大島太市・助手村井俊治

実体写真測抵の方法を用いて精密な三次元的測定を行なう方法を開発し，各種の応用を

試みた．特に本年度は動く物体の測定と解折法による籾度の向上を研究した．

5・13 航空写真による雪の研究（継続）

教授丸安隆和・助教授中村英夫・ 助手大島太市

航空写真を用いて，雪崩れの研究，および禎雪分布，融雪，流出機構の解析法を完成し

た．これは生産施設の雪害防止および水力発電用の包蔵水力を知る上に重要な意味を持っ

•ている．

5・14 高炉セメントを用いたコンクリートの研究（継続）

教授丸安隆和・助教授・小林一輔・研究嘱託阪本好史

高炉セメントを用いたコンクリートの性質およびその使用方法についての研究を行なっ

ている．

5・15 土木構造物の自動設計• 自動製図技術の開発（継続）

教授丸安隆和・助教授中村英夫・助手村井俊治

道路の設計， これらに伴う土木構造物，宅地造成などの最適設計と自動製図方式の開発

を進めている．

5・16 自然災害の危険度予知

教授丸安隆和・助手村井俊治

災害の危災度を数紐化し，防災工事を行なうための順位づけをし，適正な規模を卵出し

これによって限りある予罫の合理的な使用を可能にするような方式を，航空写真測紐とこ

：れから得られた箭報の統計的な処理によって求めようとする研究である．
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5・17 構造用軽量コンクリートに関する研究（継続）

助教授小林一輔・ 助手伊藤利治

工場生産による軽塾PC部材を対象とした高強度軽最コンクリートに関する研究を行な

っている．現在はその製造条件，物理化学的性状，圧縮疲労性状などについて検討を進め，

ている． （一部科学研究費）

5・18 コンクリートおよび鉄筋コンクリートに対する合成樹脂の応用に関

する研究

助教授小林一輔・助手伊藤利治

合成樹脂の利用によるコンクリートおよび鉄筋コンクリート構造物の機能向上を図ろう

とするものである．

現在は合成樹脂接許による鉄筋継手の研究，プレキヤストコンクリートブロック接着桁：

に関する研究を行なっている（一部科学研究費）．

5・19 いろいろの境界条件を有する異形平板構造に関する研究（継続）

教授久保炭三郎・講師吉田 裕

任意形状の平板曲げの解折法として有限要索法と差分法との接点に位筐すると考えられ

る方法を開発し，その解折精度を綿密に検討すると同時に，各種の未解決の問屈に適用し，

解折を行ない，平板構造の設計上賀重な結果を得ることができた．

5・20 土木構造物の耐震性に関する研究（継続）

教授久保度三郎

発電所サージタンク，高い橋脚の大スパン橋梁などの地震による動的応答について計算

し，地震時の挙動を明らかにした．軟弱地盤上の構造物邸礎の耐震設計を研究するため，

現地実測（道路公団中央道境川梢，利根川河口など）とその結果の解析を行ない，地震時

の振動特性を解明せんとしている．（一部科学研究費）

5・21 大型振動台による構造物の振動試験（継続）

教授久保炭三郎

大型振動台を用いて杭基礎をもつ構造の振動試験を行ない，杭周辺の土の杭におよぽす

影轡を研究し，杭を支持する条件と，杭を押すときの条件を明らかにした．構造物前面の

土の構造物の安定におよぼす作用についても研究した．
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5・22 二次元および三次元応力の解析（継続）

助教授川股重也•技官塩屋繁松

Finite Element Methodに Iterationを適用して二次元および三次元弾性体の応力解折

を行なう一連のプログラムを開発しているが，今年度作成した三次元立体の解析プログラ

ムでは， 4面体要素を採用し 280節点， 2000要索までの立体が処理できる．

5・23 PCPV (プレストレスト・コンクリート圧力容器）に関する研究（継続）｝

助教授川股重也•技官塩屋繁松•技官米田 設

原子炉容器として注目されている PCPVの設計法に関して継続的に研究を進めている．

今年度は開口まわりの三次元応力分布を解析するとともに，模型実験による破壊性状の研・

究に着手した．

5・24 立体骨組の応力解析（継続）

助教授川股重也•技術補佐員 田中伸幸

大学院学生半谷裕彦・大学院学生真柄映志

マトリックス変位法による立体骨組弾性応力の解析に関する研究で， grouprelaxation. 

と over-relaxationの併用による収れん速度の改善を試み，かなりの成果を得た．

また立体骨組の非線形弾性解折について却礎的な研究を行なっている．

5・25 曲面板構造に関する研究（継続）

助教授川股重也・技官塩屋繁松

大学院学生未岡禎佑・大学院学生 中村輝男

大学院学生大山 宏・大学院学生登坂宣好・

大学院学生柴田耕二

曲面板（シエル）構造の弾性的性状に関し次の各項の研究を行なっている．

1) 円筒殻の厳正特解および風圧力を受ける円筒容器の解析と実験

2) 方形開口をもつ円筒殻の応力解折

3) つり屋根の非線形弾性

4) 一般の非線形基礎理論

5) 回転殻の固有振動
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5・26 モワレ法の研究

助教授川股重也

二次元的な変位およびひずみの測定に用いられるモワレ法について実験を行なっている

が，今年度は，ウレタンゴムによる半透明弾性校型の製作と，試作した縞写真自動走査装

四によるデータ処理法に重点をおいた．

5・27 鋼構造仕口の力学的挙動に関する研究

教授田中 尚・助手福島暁男・技官重信恒雄

水平力を受ける鋼構造の柱はり接合部，主として箱形断面柱とH形断面ばりとの接合部

の力学的挙動を一連の研究計画のも”とに実験的，理論的研究を行なっており，接合部の設

計法を確立しようとしている．

5・28 鋼板の塑性座屈に関する研究（継続）

教授田中 尚• 助教授高梨晃一

従来行なってきた面内圧縮を受ける鋼板の塑性域における挙動の理論的な解明をさらに

累なる荷重条件，境界条件について行なうと共に，現在までに得られている理論解折の結

果から塑性設計に利用しやすい等価闘性係数を求めている．

5・29 住居設計焔礎理論（継続）

教授池辺 陽

従来の日本の住居は生活様式，生産方法その他の面に欠陥があり，その解決は重要な課

題である．この研究はその一部として，住居デザインの理論化を目標として進められてい

るものである．方法として資料分析，実験，実験住宅の設計実施などを併用し，現在まで

に組織理論をほぼ終了し，現在動的組織スペースユニットの試作分析を行なっている．

、これによって住居の優良度の測定が可能となる．
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5・30 建築椋準化の研究（継続）

教技池辺 囮

建築の工業化の進展は建築各部品の椋準化を必要としている．椋準化の前提条件ともい

うべきモデニー）レ（基準尺度）について理論および実験研究を行なってきたが，年=2"+
2年1)p+z<n-2lq+z<n-3)r (pqrは0または 1) によってあらわされる数列を完成し，そ

の展開を行なっている．このモデュールは建築部材断面より，部屋の大きさ，建築プロッ

クから都市計画にまで適用されるものであり， このモデニールの考え方は，池辺研究室で

行なっている研究のすべての基礎を構成している．

5・31 居住環揉の設計方法（継続）

教授池辺 囮

居住環境をシステムエンジニャリング的には掘し，工学的生産組徹による珠境造成を行

なうことを目的として行なう研究であり，現在人口 10万を甚本単位とする環境について

検討し，モデル設計を人口 2,000人のユニットを中心として行なった．現在実際の団地 2

カ所についてモデル設計を行なっている．

5・32 建築部品の工業化に閃する実験研究（継続）

教授池辺 四・助手岩乳：一幸

建築を部品化し，そのおのおのを工業化することは現在必然的な動向である．これに対

してあらかじめモデュールを利用し，部品化を行ない各部品の性能，費用などをチェック

することにより，建築部品工業化の前提条件を設定するものであり，壁，構造体，構造体

などの部分についてその実険を進めている．なお金属材料を主とする建築について宇宙観

測研究所への実施を対象として各種試験，材料，試作を行なった．現在は，住宅における

設備ユニットに中心を移し，そのプロトタイプの仕様を作成している．

5・33 宇宙研究のための建築施設の設計研究（継続）

教授池辺 陽・教授勝田高司

教授田中 尚・ 助手渡辺健一（宇宙研）
蓄

助教授川股重也・助教授高梨晃一
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宇宙研究用建築施設による研究は数年間にわたって行なっており，その結果を設計に応

用し鹿児島スペースセンター，能代実験場の設計を行なってきた研究は設計一般を池辺テ

構造を坪井，田中，環境を勝田が分担した研究の中心課題は，鋼構造を中心とした工業

生産的方法，建築空間のフレキシビリティなどを主として進めている，

5・34 設計基礎理論（継続）

教授池辺 陽・助手岩井一幸

現在の工業設計は，習慎的な方法で行なわれており，今後の展開のためには，新しい方

法の確立が必要である．この研究は，その一部として主として家具， TV,住宅の設計を

通して工業製品の設計の理論化を行なっている．現在述礎資料の分析を行なっている．

5・35 建築性能のシステムに関する研究

教授池辺 陽・助手渡辺健一（宇宙研）

建築性能は，部位別性能としてとらえられてきたが，建築の性能とは何かが改めて問題

となっている．この研究は建築の総合としての性能の理論化を目標として，現在，性能項

目のヒ゜ックアップおよび，性能のランキングの方法の理論化を行なっている．

5・36 カーテンウオールの標準化に関する研究

教授池辺 陽・ 教授勝田高司・教授森 政弘

建築におけるカーテンウォールの占める位四は，工業化，高層化にともなって増大して

いる． この研究は，一般工業におけるカーテンウォール工業の位置を構造的に検討し，カ

ーテンウォールの標準化の方向をさぐり，椋準化の提案を行なおうとするものである．

5・37 模型実験による工場騒音防止対策の研究

助教授石井聖光・技官朝生周二

鉄骨スレート張りの工場内から発生する騒音が付近の民家におよぼす影勝を除くために

工場の外壁を軽量コンクリートパネルに変えた場合の効果について，実在する工場の1/40

模型により検討し， 5dBの騒音低減が可能であることを確かめた．
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5・38 模型実験による室内音野の基礎研究

助教授石井聖光・大学院学生橘 秀樹

アクリル板により直方体の模型室を作り，その中の音の減衰（残密）を境界条件を変え

て測定し，減衰曲線の形と，境界条件の関係などを調べた．

5・39 低音吸収を目的とした吸音材料の開発

助教授石井聖光・助手平野興彦

100-500 Hz程度の低音を主として吸収する比較的薄く，耐水性のある吸音材料が電力

関係の諸方面から要求され， この目的にかなう材料の諮礎研究を行ない，数利の試作を行

なった．

5・40 軽最不燃構造の実用化試作（継続）

教授足野昌ー・助手田村 直

鋼板折曲材を枠とするパネル構造により，住宅，事務所，車庫，アパート，病院，船室

などを試作し，その居住性，温湿度，耐侯性，経済性，防火性などの研究を菫ねてきたが，

公営住宅，公庫住宅などの不燃化の線に沿い，経済的に実用化する設計を進め，試作をつ

づけている.42年度は特にアルミニウム，石こうなどを利用した間仕切パネルの実用化

研究をとりまとめ軽批不燃化の実用的な工法を試作試験している．

5・41 建築材料の防火力増強に関する研究（継続）

教授星野昌ー・助手田村 直

各種の新材料に対して一定の火災条件に該当する焔および幅射を加えて， その防火処理

方法，被覆厚，取付方法，使用可能の限界などを明らかにし，建築諾準法実施に伴ういろ

いろの建築材料と工法の可否の判定を下すべき資料をつくっている．

42年度は特にプラスチック製品石行製品石綿製品，などの防火性能の向上につい

て試験研究を行なった．

5・42 建築部品の軽誠不燃化に関する研究（継続）

教授星野昌ー・助手田村 直

建築の高屈化に伴って軽紐で耐火性のよい材料，工法の確立が要請されているので，ス

テンレス，アルミ，ホーロ鉄板，着色鉄板，石綿板などを外装とし，吹付石綿，岩綿板，

石こう耐火板，珪カル耐火板，気泡コンクリート，軽批コンクリートなどを裏打材とする
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カーテンウォー）レ．間仕切壁などを設計，試作し，その強度，耐火性能，断熱性，遮音性

経済性などを比較研究し，また床の軽最化をはかるためデッキププレート，打込みコンク

リート床，中空補強コンクリート床，気泡コンクリート床などについて，その耐火性を試

験している．

5・43 高陪建築の排煙機構に関する研究（継続）

教授星野昌一

建築の高屈化と大規模化に伴って火災に伴う煙による死者が増加しているので，スモー

クタワ，給気筒などによる排煙機構の研究を行なっている．

5・44 室内空気分布の相似性に関する研究（継続）

教投勝田高司・助手寺沢達ニ・大学院学生土屋喬雄

大学院学生市川智章・大学院学生正田良次

空気調和および換気に伴う室内空気の温度および気流速度について模型実駿を行なっ・

て，とくに居住域に関する相似則を理論ならびに実験的に明らかにする．

5・45 サッシおよび外壁接合部の気密• 水密（継続）

教授勝田高司・助手寺沢達二

サッシおよびカーテンウォー）レ構成材の接合部につき，気密•水密性能と風圧変動との

関係を明らかにするための韮礎実験，および性能判定のための試険方法について研究を行

なっている．

5・46 地域冷暖房計圃と大気汚染に関する研究（継続）

教授勝田高司・大学院学生石井昭夫・大学院学生安孫子義彦

都市計画および都市再閲発の要素として考えられる熱エネルギの集約の面から地域冷暖

房計画を，災害防除の面から大気汚染問題をとりあげ，その関連性と可能性について解明

することを目梱とする．

5・47 住宅設備に関する研究（継続）

教授勝田高司・助手寺沢逹ニ・大学院学生村上周三

住宅における給湯，換気暖房，冷房等の設備は，相互に深い関連を持つものであるが，、

安全性，経済性，機能性等の而から， これらを設四するための最もすぐれた方法について
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検討している．

5・48 装備の蘇産に関する研究

教投勝田高司・ 助手寺沢達二

助手村上周三・大学院学生安孫子義彦

建築設備を対象として，性能の向上，コストの低下等を図るために，紐産化の方法につ

いて検討している．現在は設備機器の分類を進めている．

5・49 建物周囲気流に関する研究

教投勝田高司・助手寺沢逹ニ・助手村上周三

建物周囲に形成される Wakeおよび Cavityの内部の圧力や風速を，実測および風洞

実験により測定している．さらに風洞模型実険の方法や籾度について検討している．

5・50 コンクリート・アパートの結露に関する研究

教授勝田高司・ 助手寺沢逹ニ・助手村上周三

結露の被害のはなはだしいコンクリート・アパートを対象にして，居住状態で，長期間

多数戸について屋内気候の実測を行なった結果，現状の押入が結露の而から見て極めて危

険であり，抜本的な改良の必要があることを確かめた．

5・51 微風速計の試作に関する研究

教授勝田高司・大学院学生土屋喬雄・大学院学生正田良次

居住環境における室内気流の性状を解明するために必要な，受感部の小さな徴風速計

(1. 0 m/sec以下を対象とする）の試作を行なっている．

5・52 建築の発達の技術史的研究（継続）

教授関野 克• 助教授村松貞次郎

建築も一般技術と同様に原始手工業の段階から現代の機械生産の段陪への発展をたどっ

てきた．この過程を技術史的に分析し，建築技術の本質と発達の法則を明らかにすること

は，芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を全体的には握するためには不可欠のも

のである．従来の建築史は例外なく芸術史であって，現代の建築技術者の要求にほとんど

無力であった．本研究は建築技術者に対して有用かつ軟極的な示唆を与えるような建築史

の体系を新しく作りあげることを目的としているものである．
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,5・53 日本近代建築成立過程の技術史的研究（継続）

助教授村松貞次郎・助手本多昭一

幕末・維新初期において郡入された西欧建築技術の摂取の過程と，明治時代における発

展の事惜とを，工場建築その他において検討し，木造建築技術の近代化の実惜・煉瓦造建

築の技法の実際，鉄骨や鉄筋コンクリート建築技術迎入に伴う二三の問題点などを研究し

た．その成果は「生産技術研究所報告」第 10巻第7号として刊行され，さらに具体的事

例の調査研究および資料の収集を行なっている．

5・54 日本における建築設計組織の歴史的研究（継続）

助教授村松貞次郎

日本における建築設計組織を主要なグループに分け，民間建築家，官公庁営繕，建設業

設計部などとし，その歴史と組織の特質を究明するものである．これによってわが国にお

ける建築生産の特質の一半が明らかになり，将来に資するところが大きいと考えられる．

5 .・55 建築生産工業化過程の総合的研究（継続）

助教授村松貞次郎・助手本多昭一

建築生産技術は，作業の工場への移行・機械による大最生産化により最近飛躍的に発展

している．この変化は現在まだ初期の段階にあると考えられるが，これを技術史的観点か

ら総合的にとらえることによって，将来の最も効果的な技術開発方法を究明する．
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D. 受託研究

本所の受託研究は，昭和 24年度から開始し， 43年度において次のような数字を示して

しヽる．

受理件数 54件

歳入額 27,424千円

委託者は主として工業生産に関係ある事業機関と官公庁などの研究機関である. 43年

度中に受理した分につき閻目などを挙げればつきのとおりである．

番号I 受託題目

1 油脂の迅速分折法

2 住環燒の総合的研究

3 特殊金属のめっきに閃する研究

4 騒音防止対策に閃する講査研究

5 自動車の性能向上に関する研究

6 レーザの発振増幅に関する研究

7 電界効果トランジスタの雑音低減に関する研究

8 那覇市公会堂の音野設計に関する聞査研究

9 光翡周波技術の研究

10 超裔周波屯気槻械炉波器の研究

11 イオン交換樹脂による分離の研究

12 高性能凝縮器に関する研究

13 自動車プレーキに関する研究並びに指迎 (1)

14 自勁車プレーキに関する研究並びに指郡 (2)

15 嗚門海峡における地震波の解折

16 圧延における形状制御に関する研究

17 河川水の処理に関する研究

18 MOS形霞界効果トランジスタの低周波雑音特性の研究

19 殻体の振動性状の蔽礎的研究

20 光による計測技術および図形認緑1こ閃する研究

21 水溶性有機高分子化合物に閃する澗査

22 接点復活剤の作用機構の解明に関する研究と新製品開発

23 製版用感光材料の研究

24 論理索子数最低化設計の研究

25 ビーム状霊磁波の研究

26 新感光材料の調査研究

27 内式発色方式商速プリント法の凋査研究

28 水溶性ウレクン樹脂のケミカルグラウトとしての性能試験

29 再処理プラントの配行系の勁的解折

30 道路交通制御方式に関する研究

31 高電圧試験技術の確立

32 自動車の性能向上に関する研究

33 自動車の勁力性能に関する研究

三

悶

郎

光

厚

一

夫

光

文

夫

郎

三

収

厚

三

弘

郎

夫

也

一

三

弘

一

雄

ニ

―

一

郎

即

毅

雄

収

収三

者究

照

一

笠

阻

芳

型

成

守

武

照

舜

武

芳

重

囮

照

買

義

襄

買

買

正

逹

五

任

原

辺

上

井

理

井

述

井

藤

上

辺

原

尾

理

本

木

辺

述

股

井

原

崎

池

脇

崎

池

池

K
田

村

尾

尾

研主

浅

池

江

石

亘

藤

安

石

斎

尾

山

浅

平

亘

岡

鈴

山

安

川

藤

浅

野

菊

森

浜

菊

菊

三

柴

越

河

平

平

ー
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番号I 立X. 託 題 目 I 主任研究者
34 自動車に関する力学的研究 亘理 厚

35 自動車の原動機の性能向上の研究 水町長生

36 自動車に関する流体力学的研究 石原智男

37 薄板構造物の理論解析 川井忠彦

38 ＇ 正殿・大食堂・大広間の温度・気流分布の測定・讃整法に関する研究 勝田高司

39 自動車用石油化学製品の試作 浅原照三

40 カラー電子写真に関する研究 菊池買―

41 無機有機混体淵青物の合成とその物性に関する研究 野崎 弘

42 I圧延における形状制御I叫する研究 (2) 鈴木 弘

43 異形断面楊所打コンクリート韮礎杭の研究 屈埜 和

44 ダム地点地霰特性の観測とその解折的研究 岡本舜三

45 大集会場の空気調和方式に関する校型実険 膀田高司

46 カーテンウォー）レ椋準化に関する基礎理論の研究 池辺 閤

47 水溶性ウレタン樹脂のケミカルグラウトとしての性能試敦（継綺） 三木五三郎

48 京葉工業地帯地盤調査毀料の解折 三木五三郎

49 工楊生産を基盤とした住宅団地の計面的研究 池辺 阻

50 コレットチャックの性能向上に関する研究 鈴木 弘

51 I レーザ光線を利用したシール澤方郎懇址装ビの研究 斎藤成文

52 霞子写真感光屈の研究 菊池認―

53 MOS形電界効果トランジスタの低周設雛音特性の研究 安逹芳夫

54 原子炉甚礎の耐震工学的研究 久保底三郎
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3. 主要な研究施設

A. 特殊研究施設

1. 材料実験室

材料実験室は，面積 354m汽主な共通設備は容批 300kg, 2 t, 5 t, 10 t, 20 t, lOOt 

の万能試験機のほか，ねじり，衝撃，かたさ，圧力計試験搬などである．設備は本所の共

通施設の一つとして，所内各部の研究に広く利用されており，特別な試験として，長柱の

座屈試験，圧力容器の試験，落下衝撃試険，クリープ試険，定ひずみ速度の高速引張試~

なども行なわれている．設備の更新・近代化および計測装四の充実は不断の課題であり，

とくに動的な負荷に対する材料強度の研究を課四として，各利の実険と設備充実の計圃が

進められている．

2. 微小部X線分析装置

本装四は HITACHIXMA-M 1型を主体とするもので，分散型分光器によって 12Mg

以上の諸元素，および非分散型エネルギ分折器によって 6C-s0の分析ができる．付属装

四として，ブラウン管による 2次元像観察ユニット，試料加熱炉を備えている．この装四

によって化学および金属学への応用研究が行なわれているほか，本所の共通設備として所

内外からも利用されている．

3. 電子顕微鏡室

本所における霞子顕微鍛は JEM5Y型を主体とするものである． この型の電子顕微鱗

は分解能sA,直接倍率 800-200,000倍（写真引伸 1,000,000倍）の性能を有するもの

であり，アタッチメント， ミクロトームなども完備した．その外に表面放出型金相霊子顕

微裟がある．これらの電子顕徽鏡は広く所内外の要求に応じて微粉体または化学反応生成

物，金屈組織金屈表而，咄膜，写真材料，電気材料，潤滑機構などの研究に利用されて

いる．

4. 高速度写真撮影装置

主要な装四としては 16mm Fastax高速度カメラ（米国 Wollensak Optical Co製，

回転プリズム式，最高撮影速度毎秒7,000コマ，付屈レンズ7種）， 16mm日立高辿度カ

メラ（日立工機製，最高毎秒1万コマ）， MLD-3型カメラ（最高毎秒 50万コマ， 200コ

マ連続， 1コマの露出時間 0.1μ秒）， MLD-7型カメラ（最高毎秒 600万コマ，連続撮

影コマ数 1,soo: コマ，明るさ f:10. 5, 画面寸法 4.5x8mm) SP-1型超高速度流し写
真扱影装四（最高掃引速度毎秒 5,000m, 8面体反射鏡を使用し，現象との同期を必要と
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しない）瞬間写真扱影用電気的超高速度シャッタ装慨(Faraday効果利用，露出時間 1-5

マイクロ秒），各種閃光放電管式瞬間写真撮影装置（閃光継続時間 1,10, 100, 200, 1, 000 

マイクロ秒の数種類）がある．またこれらの装置用各種照明設備，解折装置など完備し，

普通程度の高速度現象から超高速度の現象に至るまで撮影解析が可能である．これらの装

置は，本所写真委員会ならびに第2部植村研究室により管理運営されており，所外からの

委託研究にも応じられるようになっている．

5. 高圧空気源装置

特に小型ガスタービン研究用の高圧空気源装置であって，実験用タービンの駆動，ガス

クービン用圧縮機の実験，亜音速および超音速におけるタービンおよび圧縮機の流体力学

的研究，燃焼器や熱交換器などの研究に必要な多屈の高圧空気を供給する装置である．吐

出圧力 3.1 kg/cm2abs, 吸込容紐 1kg/sec, 駆動馬力 180kWの2段ターボ圧縮機を主体

とするものである．小型ガスタービン研究として，わが国唯一のもので，圧力比が高いに

もかかわらず駆動馬力が少なく，またサージング防止装鳳各種の安全装四，自動起動お

よび停止装四などをもち，実険の精度および能率の増進をはかったものである．

6. 風路付水槽

本水槽は長さ 20.84m, 幅1.Sm, 深さ 1.35 m の極めて小型の鋼板製水槽であるが，

一端に造波装置を有し，周期 0.6 sec以上の波を発生することができ，他端には効率のよ

い消波装置を備えている． この水槽上部に高さ 1.10m, 幅 2.40mの風格が設けられ，

2台の送風機により最高 15m/secの風速がえられる． 波と風速との組合わせを変えるこ

とにより，いろいろの海面状態における船の横安定性を知ることができる．また若干の付

帯設備をおぎなうことによって，縦安定性，海水打込現象など船体運動学上阻要な問題の

実験研究にも大いに役立つものである．本設備は，昭和 38年度特別研究毀によって設置

された．

7. がい子汚損せん絡試験室

各種の温度，湿度において，汚損状態のがい子類のせん絡電圧低下現象を究明するため

の試険室である．塩分その他の汚損を人工的に付与した場合，あるいは自然II暴露により汚

損されたものについて温度，湿度を自由に調節して高電圧でのせん絡試験を実施できる．

温度範囲 4℃-so℃，湿度範囲 20%-95%,試験電源 60kVー 300kV A 

8. 電子計算機室

本所の各研究分野における技術計卵やデータ処理のための共同利用を目的にした設備で

あるが，大学院学生のための計算機教育の役割も呆たしている．

設備されている機種は FACOM 270-30であり，主記徽容磁は 32K語，内部磁気ド

ラム 256K語，入出力装四はカードリータ， ラインプリンタ， 各1台， 磁気テープ装置
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2台，紙テープ読取搬，紙テープさん孔機各1台のほか， XYプロッタ 1台を備えている．

オフラインのカードパンチとして IBM29型6台， 26型 1台およびカード複写機514型

1台がある。

この計邸機はオンラインデータ処理が可能なように，オンラインデータチャネムを備え

ている．

このほか， 1962年以来， 7年間の実績のある OKITAC 5090 Cも稼勁しており，記憶

容批 4,000語，磁気テープ装四2台， ラインプリンタ 1台， 電動タイプライタ 4台 (1

台オンライン， 3台オフライン）が設備されている．

9. レーザミリ波実験設備

安定な環境のもとで， レーザ光，およびミリ波の伝送の実験をおこなうための設備で，

これは本所千葉実験所にある。温度を一定にし，空気の流動を避けるために，約 100mの

長さの地下洞道となっており一端に付屈している実験室には現在Jレビ・レーザおよび He-

Neガス・レーザ光源が設置されている．

10. 試験高炉および付帯設備

製鉄技術に関する拡礎的理論的諸問題を研究するためのもので，次の各設備から成る．

炉本体（内容積約 0.5m凡全鉄皮式）および炉頂金物 (2重鐘式：旋回ホッパ），送風機

(1レーツ式： 0. 9 kg/cm汽 8Nm3/min, 回転数制御），送風加熱装置（復熱式熱風炉： 1次

および2次電熱器）， 自動秤紐装入装置（貯梢およびスケーJレホッパ， RI検尺計，スキッ

プ巻揚機，横送ベルトコンベヤ）， ガス処理設備（除塵器：オリクロンスクラッバ， 圧力

調節弁および均圧弁）， 半自動原料処理・貯蔵設備（粋砕機，振動節，貯鉱糟ー30m3 6 

茄ーならびに付帯コンベヤ系）， 中性子水分計， 赤外線ガス分析計など諸計器， 出銑口開

閉機，ガス試料自動採取ゾンデ，炉内圧連続測定記録装骰．

11. 150 kW高周波誘導電気炉

溶銑，溶鋼などの処理に関する研究のため設四したもので，高周波発電機を有し，周波

数は 1000サイクルである．銑鉄の場合には 100kgを 35分で溶解することができ， 出

力を自由に加減できるので温度調節も自由である．

12. 高周波誘導加熱装置

出力 15kW

周波数 30 kcおよび 2Mc

溶解屈 3kg真空溶解および大気溶解

鉄・非鉄金属を問わず金屈材料の性能はあらゆる製造条件に左右されるが，そのなかで

溶解条件は最も大切なものの一つである．本溶解設備により特に精度の高い高真空溶解，

および帯域溶解において溶解条件を自由に変化させて，溶解条件の影密を基礎的に研究す
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る．さらに溶融金屈中における各種元索の拡散および固液共存状態における金屈の晶出反

応を研究するまた金屈材料研究に必要な各種試料の作成を行なう．

13. 大型高性能真空焼鈍炉

この炉は文部省からの別途予抑の配付により設備されたものであって，本所の共通設備

として利用されるものである．現在本所内だけではなく，本郷工学部よりの利用者も増加

している．その性能および特長は下記のとおりである．最高使用温度は 1400℃， 真空度

は最高 10-5mmHg, 炉内有効内容款 25cmゆX30cm, 炉の下部に真空の冷却室があり，

空冷程度の急冷も可能である．

14. 放射性同位元素実験室

本所の共同利用施設として，設四以来 10余年を経過した千葉実険所 RI実験室 (92.4

記）およびァ線ラジオグラフィ宝 (13.2 mりのほか， 放射性同位元索実験定 (179.7 

mりが麻布庁舎敷地内に新営された．麻布実験室は事務室・汚染検査室・測定室・ II記虫・

低レベル放射化学実験室• 高レベル放射化学実験室・化学実険室・物理実験室・ T線ラジ

オグラフィ室・貯蔵室・機械主 (2階）とからなり，フード 4基グロープボックス 1基を

とりつけて化学操作が安全に行なえるほか， ビニール製カーテン壁によって局部的に仕切

り，その内部で摩耗実験その他汚染の広がりやすい実験ができるよう＜ふうしてある．測

定器としては，シンチレーションカウンタ 1台，ウニJレ型シンチレーションカウンタ 1台，

GMカウンタ 3台， レートメータレコーダ3台の一般的なものおよびマルチ 400チャネル

波高分析器・シングルチャネJレ波高分析器・ 2冗および4冗計数ヘッド・低バックグランド

放射能測定器・振動容薗型電離箱・ローリツニン検霞器も使用できる状態にある．サーベ

イメータとしては GM管式のもの 3台・シンチレーション式のもの 1台・電離箱式のも

の1台がありレントゲンメータも 3台備えてある． このほか防護用品として遠隔操作把手

3本遠隔操作ヒ°ペッター 1台をはじめとして合鉛ゴム手袋・防護眼鐙・しゃへい用プロッ

クなどを備えてある．

15. 分析機器室

この分折機器室は，各種の機器類を備えているが主なものを下記に示す．

1) 質昴分析計ー一日立製 RMU-6D型質鼠分析計は， 高性能で安定に作動する装

置として，一般の気体だけでなく，液体や一部の固体試料の分析を対象として設計されて

おり，操作が容易で各種の研究に有用である．本装置は40年度文部省科学研究費の機関研

究によって設けられた．

2) 核磁気共鳴装四一~日本電子製 JNM-3H 60型装置は， 60Mc, 14, 000 gaussの

高分解能型であり，ケミカルシフト，スピンースピンデカップリングの測定により分子構

造の決定の上に有用な知見をあたえ，また特定原子団の検出や定最が可能で，有機光化学

反応における不安定中間体の構造決定，反応機構の決定などの研究を行なっている．
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3) パーキンエルマ赤外分）じ光度計ーードイツ・パーキンエルマ社の 125型赤外分光光

度計は回折格子型の二重分光方式で，分解能がとくに高く，波数桁度も高く，各稲の有機

化合物の研究に利用されている．本装置は昭和 38年度研究用機器臨時更新費で購入され

たもので，恒温恒湿装四は昭和 39年度選定研究（設備）によって設けられた．

4) 示差熱分折装置――理学電股製の自勁記録式の装四で示差熱分析と同時に重証変化

および重最変化率の測定もできる．カンタル線使用の椋準型の他に白金線使用の高温型も

備えている．鉱物の熱分析，高分子物買の熱分析などにより物性の韮礎的研究を行なって

いる．本装置は昭和 41年度文部省科学研究費の様閃研究費によって設けられた．

16. 土およびアスファルト混合物の三軸圧縮試験

土の圧粕，変形，破壊の径過を試検し，体禎変化と間隙圧の彩暑を瀾べるため数紐の三

軸圧縮試険機を試作し実用化したまた舗装用アスファルト混合物の三軸圧縮試験機は混

合物の粘管力と摩擦角を測定し，傭装設計および施工の抵準値を求める研究に使用されて

いる．

17. 床版試験機

この試険股は桐の床組，舗装版および建築構造物などの強さの実険を行なう目的で設四

されたものである．従来の試験搬では平面的な広がりをもっている供試験の強度試験は不

可能であったが，本試険機では 5.5 mXlOmの床版の試険が可能になり， しかも試験概

の最大荷重が 1台で 100tであるので， 2台の床版試験槻で200tまでの荷重を構造物に

作用させることができる．このため従来弾性範囲，微小変位でしかわからなかった床版な

どの強度が破壊付近まで究明できるようになった．また荷璽を任意の位四でかけられるの

で，捩り，曲げをうける構造物の強度，変形の研究が可能になった．

18. 大型振動台

構造物基此土が主体となる構造物，等の耐広叶に関する悲礎的研究を行なうために，

千葉実験所に設四された．土の振励性状，すべり面の形成，フィルタイプダムの安定など

の研究においては重力が大きく影菩をもっているので，従来の規校の振動台では相似律が

ほぼ満足されない実険が行なわれていた．大規模の振励台の設四によりこの問題はほぼ解

決された． 振勁台は油圧浮上式で台と焔礎との間の摩擦を最小にした． 台上の箱は長さ

lOmx幅 2mx高 4m,電重が油圧式の加振器の出力は 20tで，出力を補うために正弦

波の振動の均合はバネの共振を利用している． 振動台の周期は o.1-1. 0秒， 最大振幅
（全振幅）は 10cmである．

19. 多目的音響実験室

この実険室は2つの残密室，無線室，無音送風装四，測定室からなっている．無密室は

盟，床，天井ともすべて吸音用クラビが取り付けてあり，音唇機器の校正，校型実険など
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に用いられる． 残密室の 1つは建築材料の吸音率測定用のもので 25cm厚のコンクリー

卜壁に囲まれ，内部は総タイ）レ張りで室容戟は約 200m凡500c/sで約 16秒の残密時間

を持っている．もう一つの残密室は無音送風装置からダクトを経てこの残密室に送風した

とき，ダクト内，吹出口などのダクト系で発生する騒音を測定する室で空気の給排気孔を

有している．送風歳は 600X600mm角ダクトに 20m/sの風速を出せる能力を持ち， 送

風板の音を 80dB消音する消音器が取り付けてある．

20. 室内空気分布実験室

本実験室は，約 5.5 mx7. 8 mx2. 7 m の測定室， 5.5 m X 1. 4 m X 2. 7 mの冷却加熱室

および機械室よりなる．測定室および冷却加熱室は屋外の彩野を少なくするため，外壁か

ら隔離して二重間仕切によって構成されている．また，測定室と冷却加熱室の間は，各稲

の外壁に相当した材料に取換えられる． 測定室は室温 20-27℃， 冷却加熱室は暖房実験

時ー5℃， 冷房実験時 40-50℃ に保たれるよう， プロワ・コイルおよび電熱コイルを備

え，サーモスタットにより制御される．機械室には，これらの冷暖房連転のできる能力の

5 I-P・ヒートボンプ・ユニットおよび送風機， 1盾環水ポンプ， 軍熱ボイラなどが設四さ

れ，給気温度を一定に保つ制御装置受有している．この実験室を使用して，空気吹出口の

特性，室内気流分布および屋外負荷の室内への伝描問題などについて実験研究を行なって

いる．

21. 気密水密および風圧強度試験装置

実物大サッシ， カーテン・ウォーJレ部品などをとりつけうる (2:5x3.0 mり圧力室に

加圧および送風装置，スプレー装置，空気流覇測定装置を付屈せしめたもので，圧力は最

大 400kg/m2程度である．流星測定は， 一般にヒ°ート管および熱線風速計を用いるが，

とくに微星の場合にはトレーサー (CO2)ガス法による． スプレーと同時に加圧をして水

密性を検討する．また，風圧に相当する圧力をかけ，ひずみおよびたわみを測定する．

22. 水工学実験棟

千葉実険所内に設けたもので，幅約 40m, 長さ約 70m, 深さ約 20cmの長方形水槽

である．そこに周期 0.6秒以上，波高数 cm以下の波を発生させるような，幅 40mの

造波機および付屈装置が備えてある．

千葉実験所内に設けたスパン 45m, 長さ 85mの鉄骨造の実験棟であり，その中の主

要な実験装置は帳 40m, 長さ 70mの海岸工学実験用平面水そうおよびそれに付随した

周期 0.6秒以上，波高数センチメートル以下の波のための造波機である．波による海浜流

に関する研究，浩や川口の形状と波との関係に関する研究などがこの装概によって行なわ

れる．
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23. 津波高潮実験水そう

幅 25m,長さ 40m,深さ 60cm (ただし造波部分は 90cm)の平面水そうは上屋内

に納められ，長周期波ならびに短周期波の造波装四が設四されている．長周期波の発生装

四は，プログラム設定自動制御方式を採用した空気式（プロワ 20PS)であり，発生波の

周期は lminから30minまである．また短周期波造波機は 20PSフラップ型，延長 20

m であり，発生しうる波の周期は 0.6 sから 9.6 sまでである．

（千葉実験所内に設けられている）

24. 風胴付二次元造波動水そう

幅60cm, 高さ 90cm, 延長のガラス張り二次元水そうであり，風浪発生装四(7.5PS最

大風速 25m/s)ならびに規則波発生装置 (2.OPS発生し得る波の周期は 0.8 sから 2.8s. 

が取りつけてあり，独立に連転することも，また同時運転も可能である．

（千葉実験所内に設けられている）

25. 写真測量精密図化機 AutographA 7 

実体写真を用いて測定する方法は非常に広い利用箇囲をもっている． しかし， この場合

高梢度の結果を得ようとすれば，カメラの性能，搬影の諸元，図化機の機能などが重要な

要素となる．

本所は地上写真測砿用カメラとして Zeiss製 C皿Bおよび RMK40,Wild製 P20を，

図化機として Wild製AutographA 7を備え， 地図作製ばかりでなく各種の三次元測定

に利用している. A7は現在実体写真図化機としては最高の精度を有するもので， これに

座椋印字装置，テープ穿孔機，断而図作成装置などが付屈している．

さらに新しく小型図化機を備え近距離物体の測定，図化に供している．

B. 試作工場

所内各研究室の研究活動や大学院学生の教育上必要な実験用機械・器具・試験材料など

の工作を担当する．当研究所の使命が硲業界と直結した研究の推迎にあることを反映して

本工場の工作内容もまた最新の生産技術と密接な関係をもつ斬新な装屈の試作が多く，設：

計および工作技術の良否が研究成果におよぼす影密も大きい点がこの工場の特色である．

昭和 40年5月竣工した 660記の新工場の他，本庁舎内に 5室総計 891m2の面紐に

広範囲の作業能力を持つ金工工場を主力として設計室・木工室・ガラス工作室・精密工作

室が付屈し，さらに昭和 41年1月から電子機器工作室， 4月から共同利用工作室を開設→

して研究者の便利を図っている．現在の人員は工場長以下 32 名で，金工工場の主な設備~

機械は次のとおりである．

旋盤 10, フライス盤 6,平削盤 1,立て削盤 1, 形削般 5, 研削盤 5, ボール盤 3,

歯切盤 2, シャー 2,折曲機 1, 3本ロール 1,軍弧溶接機 2, 電気炉 1, 鋸盤 3,超音-
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披加工機 2,放電加工機 1, 木工機械各種 7,工具顕微鏡 1,卓上機械類 10,

なお，電子披器工作室はエレクトロニクス関係の設計・製作・修理・改造・絞正・部品

の供給および技術的資料の提供などを主要業務とし所内の利用度が高いの年々拡充を図り

つつある．

C. 写真室

写真点は，督遥写真室 72m汽写真作業室 92m2(主に映画関係）からなり，各研究室

・事務室の依頼により，一般写真作業としては，文献の写真複写およびゼロックス複写，

最彩，現像，引仲，白焼，スライド作製などを行ない．映画関係作業としては， 16mm搬

彩機 Arriflex,Cine Kodak, Bell & Howell, 高速度カメラ Fastaxを設備し，一般扱影，

高速度搬影のほか，耀集，録音（磁気），映写などを一貫して行なっている．

運営は本所写真委員会の管理のもとに行なわれ，作業件数は月平均 500件になっている．

D. 図書室

本所開設以来千菜においては中央図習室および5部の分室に別れていたが，豚布移転に

当たりこれを一個所にまとめることになった．すなわち本館2階に下記のごとく総面積

•618. 21 rn2における楊所を杏庫ならびに閲買室にあてている．

本図書室の特長は本所の研究が理工学の広い分野にわたっていることを反映してこの広

い部門にわたる図書を有し， ことに外国雑誌とそのバックナンバー完備に力をそそいだ．

また研究者の希望に応じてコピーを得るのに便利なようにしてある．図書：の分類は U.D.

C. の分類法などを参照した本所の研究に便宜な分類法によって統一されている．

1) 建物延而祖（昭和 43年3月 31日現在）

芯 庫 413.25 rn2 

教官閲豆室 16. 53 rn2 

洋雑誌閲買室 72. 73 rn2 

和雑誌閲買室 56. 20 rn2 

一般閲豆室 19. 83 m2 

可ョT+ 務 室 39. 67 m2 

計 618. 21 m2 

2) 蔵書数
,1-,,+ . 薯 48,153 

和 -ーc••=t•e • ● 40,593 

計 88,746 

3) 外国学術雑誌

バックナンバーおよび現在予約請祓中のリストは巻末付録にある．
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III. 教育活動の概観

本所は研究活動と共に教育活動にも重点をおいて活躍している．すなわち，本所は東京

大学大学院の工学系の教育の一部を担当し，ほとんどすべての教官が本学の本郷キャンパ

スにおいて講義や演習を行なうほか，本所においては研究，実険などの実地教育を行なっ

ている．現在本所教官の指郡を受けている大学院学生は 43年度において修士課程104名，

博士課程 74名である．これらの教育は当研究所の第一線の研究と融合し，わが国の将来

をになう研究者，教育者，高級技術者として社会に送り出されている．

上記のように，高級技術者の荘成も本所の使命の一つで，大学院制度によるもののほか

受託研究員，研究生等の制度があって， これらの研究員，研究生は各研究室において一定

期間ある事項について研究に従事したり，研究や実験を助けつつ技術を修得し，社会に送

り出されている．

そのほか教育活動の一瞬として高級技術者を対象とした講習会を本所の外郭団体生脱技

術研究奨励会の主催，本所の協力で毎年開催している．

1. 大学院

本所の教官の関係する大学院コースは工学系研究科中の土木工学，建築学， i幾械工学，
産業機械工学，舶用機械工学，猜密機械工学，船舶工学，電気工学，霞子工学，物理工学，

冶金学，工業化学，合成化学，化学工学，各専門諜程および迎学系研究科の物理学課程で

あり，昭和 43年度において次表のような講義および演習を担当している．

比母t
「

t"
義 題 目 A

 
~
~
 
名 ＇ 
氏 名

A. 土木工学

応用力学特論(IT), 同演習，耐震構造特論，同浪習

交通路工学特論(I),土質工学実験および演習(I)(IT),交遥およ

び都市計圃実験および演習(I)

写真測鼠，測鼠学演密

河川工学特論，水文学特論，河海工学実駿および演囲(I)(JI)

土木構造特論，耐震構辿特論，同演習

土木解折法，耐震構造特論，同演習，応用力学特論，同演習

土質工学特論(IT),土質工学実験および演習(I)(lI)

土木解折法，交通路工学特論(I),交通および都市計両実検および

演習

土木解折法，測鼠学演翌

鉄筋コンクリート工学特論(I)

B. 建築学

建築計画学(]I)

環揉調整工学(]I)

建築計両学(IV)

建築構造学(IX)
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建築史学(][)

建築史学(IV)

環境調整工学(IV)

建築構造学(VIl)

建築構造学(][)

C. 機械工学

塑性学特論，機械工学特別演習(I)(材料力学）

材料強度論，応力測定法（材料力学C)機械工学特別演習

流体力学特論(A),機械工学特別演習(I), (流体力学A)

機械振動学(B),機械工学特別演習(I)(機械力学）

車両工学特論(A),機械工学特別演習(I)(熱機関B)

D. 産業機械工学

塑性加工学特論，機械工学特別演習(I)(エ作法A)

原子力機械工学，機械工学特別演習(I)(機械力学）

自動制御特論A,機械工学特別演習(I)(自動制御）

工作機械特論，機械工学特別演習(I)(エ作法）

E. 舶用機械工学

応力測定法，機械工学特別演習（材料力学C)

ガスタービン，機械工学特別演習(I)(流体力学B)

内燃機関特論

伝熱工学，機械工学特別演習(I)(熱B)

F. 精密機械工学

桁密機械特諭B

制御工学

表面工学特論

高速度現象論

G. 船舶工

応用測定法

，粘性抵抗論

船舶工学演習(][),船舶工学実験(][)

H. 電気工学

開閉回路論

電気制御特論

高電圧工学特論

電気制御特論

開閉回路論

I. 雷子工学

電子演邸工学(][)

半郡体物性工学特論

超音波工学

マイクロ波電子管(B)

マイクロ波回路工学
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l電磁界解折論(B)
辿隔制御論

J. 物理工

麻真空工学

超音波工学

光学機械特論

物理音菩学

真空工学特論

K. 冶金学

非破壊検査法，応用X線工学実験

特殊金属製錬特論，電解霞熱製錬実験 (II)

放射線同位元索冶金学

製鉄特論，鉄冶金学実験 (II)

応用X線工学実験

特殊金属製錬特論，屯解屯熱製錬実験 (II)

合金学特論(II),合金学実験 (II)

合金学実験 (II)

合金学実険 (II)

鉄冶金学実験 (I)

L. 工業化学

天然色写真

工業化学特論 (II)

工業分折化学特論 (lll)

工業化学特別実験

工業化学特別実験

lVI. 合成化学

有機合成化学 (lll)

無機製造化学特論

有機製造化学特論 (I)

有機合成化学 (lll)

N. 化学工学

l化学工学特論
0. 物理学

物理学特別演習，原子力工学

放射性同位元索工学

学

助教授藤
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本所の教官に指等を受け本所において研究に従来している大学院学生のうち，

おいて課程を修了した者の氏名，研究題目は次表のとおりである．

程 I麿疇I 論文題目 I 

土木工学 作
i アイマークレコーダーの応用による交 1 星
多！通工学の諾礎的研究 越

II 交通事故の要因分析
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嶋
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学
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楓械工学
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舶用機械工
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II 

機械工学

” 
産業機械工
,'"・ 子

修

博

修

博

修

博

博

修

道路の線形及び縦断匂化の最適化の研
究

土木構造物の最適設計法の研究

建築性能の甚礎的考え方と避難安全性
からみた内装計画に関する研究
内装材の発煙性状と煙の流れに関する
研究

室内空気分布の校型実験に関する研究

建築設価の騒音に関する研究

生産システムにおけるモデュラーコー
ディネーションの研究

環袋設計におけるスペースのユニット
化（構成空間の規校と分析により Ma-
n tool, spaceの相関関係の追求と結
びついたスペースのユニット化の研
究）
空間と道具の機能分折（建築性能評価
論序説）

環境構造の概念

円筒殻の特殊解にOOする研究

降雨による流出の特性に関する研究

金属凝泊部の変形特性に関する研究

弾塑形変形の応力とひずみの解析法

高速引張試験方法と試験機特性の研究

不規則変動荷璽を受ける材料の疲れ

壁付泊型純流体索子の研究

スプールバルプの安定限界

序擦による自励振動

自動車操舵系の動特性

制御を加えた場合の自動車の迎動性能
の研究
乱数発生にもとづく人間の梢報処理機
能の特性に関する研究
車の連動に伴うタイヤのアライメント
変化が走行安定性に及ぼす彩密

フルトレーラーの動特性

引張曲げ短正法に関する某礎的研究

4段圧延機における板厚および形状制
御に関する研究

集材機システムの最適化と制御

乱数発生にもとづく人間の情報処理機
能の特性に関する研究

監視制御に関する研究

配管系の自動設計
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電気工学

霞子工学
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金 学

工菜化学

合成化学
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博

修
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修

博

修

ラジアルタービンの部分噴射特性につ
いて

円周深列に関する研究
高速，高エネルギ加工機構に閃する研
究（レーザ，及び電子ビームの加工機
構の研究）

任意船形に対する波による網正力

超高速回路に閃する研究

零温度係数水昂超音波迎延回路

低周波メカニカル遅延線路

ガスレーザの雑音に閃する研究

MOS霊界効呆トランジスクの低周設
雑音の研究
高Qマイクロ波炉波器悲本索子として
の超伝郡ストリップラインに閃する研
究
超音波計測に閃する研究

” 
ホウ索の溶融坦電解採取浴に閃する韮
本的研究

二元合金状態図に関する研究

過飽和固溶休の折出に閃する研究

光霞解反応

酸アジドの光分解

塩化ビニルと四臭化炭素のテロメル化
反応

工ポキシ化合物に閃する研究

液々異相系の反応を伴う物質移動
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学

邦太朗

2
 
受託研究員。研究生など

大学，官公署，会社または個人の申し出により，本所において研究に従事し，本所教官

の指等を受けることを希望する者には受託研究員，研究生の制度が適用される（その規定

は巻末 170ページにある）. 43年度においてこれらの制度のもとに研究指等を受けた者の

数は受託研究員 31名，研究生 38名である．

3
 
研究発表会。講演会。講習会など

生研講習会

工業技術に関する新しい学理と技術，その応用などにつき広く産業界の研究者・技術者

を対象としたもので，今回は第6回で今後継続して行なわれる．

1. 主 催；財団法人生産技術研究奨励会
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2. 後 援；東京大学生産技術研究所

3. 場 所；所内大会議室

4. 日 時；昭和 43年 6月 26日-28日 9.30-16.30 

5. 受講者； 186名

,6. 講議内容；テーマ「耐震・防振の考えかた」

題目は下記のとおり．

講 議 内 容 講 師 摘要

(1) 地盤の地震動について 教 授岡本舜三（エ博） 第1日

(2) 構造物基礎と地盤の相互作用について 教 授久保疫三郎（エ博） " 
(3) 構造物の地震応答について 研究員（日大教授）

田治見宏（エ博） I " 
(4) 構造物の固有値について

1. 一般 教 授亘理 厚（エ博） 第2日

2. 多質点系から連続体へ 助教授柴田 恐（エ博） ” 
3. 連続体 助教授川井忠彦（エ陪） II 

(5) 安全度の考えかたについて 教 授田中 尚（エ博） ,, 

(6) 動的荷重に対する材料の強さについて 教 授北川英夫（エ博） " 
(7) 動的応答の確率論的扱いかたについて 助教授佐藤蒋芳（エ博） 第3日

110 



IV. 機構・職員。予算

1. 機 構

A. 機構の概要

生廂技術研究所は日常の業務遂行の面から，研究部と事務部とに大別される．

研究部は，連営の便宜上， 5部門に分かれ，部ごとに互選による 2名の常務委員がいて

部の日常の業務処理に当たる．常務委員のうち 1名は，部主任として部を代表する．常務

委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎月 2回，必要によりそれ以上会議

を開催している．研究部は研究室から成り立っており，また，その部の専門を適当に分類

した専門分野表は 1ページ「沿革」の項に掲げたとおりである．

中間試険部は，翡礎部の礎礎研究として完成したもので，これを工業化へ移すための中

間規校の試験研究を行なうところで，範年各部から 2名ずつ選出した委員の組織する特別

研究審議委員会で研究諜題を審議選定し，特別の予邸をつぎこんで実施している．また受

託研究の一部には中間試険研究になるものがある．

本所の重要事項は教授総会で決議する．教授総会は教授• 助教授によって組殺され，範

月1回定期に開催している．ほかに教官同志の知識向上をはかる輪講会が毎月 1回行なわ

れる．

協力機関には宇宙航空研• 生研連絡会議がある．

そのほかに所員がそれぞれの恵門的立場から組織する各利委員会，運営関係を担当する

諸委員会がある．これらは各部から選出する教授• 助教授または請師が委員となって構成

されるもので，委員長は教授総会で選出されるものと互選によるものとがある．その種類

は次ページB.機構図にあるとおりで，内容は巻末の委員会諸規定を参照されたい．
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B. 機構図

教授総会

常務委員会

所長

112 

千葉実験所一所,~

出版委員会・図杏委員会・写真委員会

営繕委員会・厚生委員会

常置運営関係委員会＜千葉実験所管理運笞委員会・購習会委員会

放射性同位元索委員会

試験溶鉱炉委員会・屯子計算機委員会

津波高潮実験施設運営委員会

予葬委員会

臨時委員会｛記念行事委員会

改革調査委員会

協力機関一宇宙航空研• 生研連絡会議



2. 

A. 

職

現

員

員 表 (44.4. 1現在）

a. 職種別職員数

区 分1教授！助教授Ii翡師 I助手 1技官 1事務官1教務員1技術員1事務員1技能員1用員務合計
' 'I  . I 

職員数
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b. 諸系統別職員数

区齊 研究系統 1事務系統 1技術系統 1技能労務系統 1その他1合

教頃li1¥il;';旦助 1 技 :~1 I事事 技 1技1属屡国II日
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載 II I I I 
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貞文

大井光四郎

” 鳥飼
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山田

北）ii 

” 小瀬
併任んハ
教授且詔合

II 玉木
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嘉昭
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寛夫
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科

大

木

金

学
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冶
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学

東

工

工

-
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理，数学

II 物理

ニエ機械

ニエ物理

ニエ精密

理，物理

,,18, 9 I理博

II 17. 9 

// 21. 9 

II 22, 9 

// 

// 20. 9 Iエ博

” 

” 
// 9. 3理博

// 14. 3エ博
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併教任授II 森大吉郎 ニエ航機昭19. 9理エ博

助教授成瀬文雄 II 航原 1120. 9 博

" I辻 泰 II 物理 ,, 25. 3 I ,, 

" I根岸勝雄 ” II 1126. 31 II 

" I田村菫四郎 工，土木 ,, 29. 3 

，， ，II 本問 禎一 東千金葉工属大 ，，33. 3に博
II 中桐 滋 工，機大械 II 37. 31 II 

II 小倉磐夫理，物理 1129.3 [ // 

9 犀 l 恒男工，建築.,,,.,1I 理.,博
講師鈴木敬愛理，物理 "39.3 

第 2 部

教授I鈴木 弘 東工， 機大械 昭15.31エ博

// i平尾 収 " ” II 14. 31 II 

II I亘理 厚 ／，航空 ,, 16. 31 ,, 

II I水町長生 ”機械 II 15. 31 II 

" I松永正久 ”造兵 II 16, 12 i II 

" I大島康次郎 " ‘’ "17. 9 I " 

ノ'I石原智男 ニエ機械 II 21. 9: II 

,, I高栂幸伯 ”船舶 "21. 91 " 

" I植村恒義 ”造兵 11 19. 9 I " 

" 柴田 碧 工，機械 II 28, 31 II 

教併 授任 竹中規雄 ,, II // 11. 31 // 

” 橘 藤雄 " N // 11. 91 // 

,, I安藤良夫 ニエ船舶 ,, 20. 31 ,, 

" I田宮 真 エ” II 16. 121 II 

II 森 政弘
工名東， 電大気大

II 25. 31 II 

助教授川井忠彦 II 27. 31 II 
工，船舶

,, I佐藤壽芳 II 機械 ,, 33. 31 ,, 

,, I棚沢一郎 工，機械 11 33. 31 11 
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,, i大野進一 東
工，

昭36. 3 

,, i木内 学 // II ,, 38. 3: ,, 

” ！I I 前田久明 ”船舶
II 39. 31 II 

講 師梅谷阻二 只工.. 槻腎大械 "31. 9 
,, I荒木猷次;， 浜 // 33. 3 

弟・． ・ 3 部

教授I森脇義雄 東工，霞気大 昭 8.31エ博

" I沢井善三郎 II " II 10. 31 // 

" I斎藤成文 " " II 16. 121 II 

" I渡辺 勝 理，物理 "16. 121Iエ理博

,, I尾上守夫 ニエ電気 II 22. 9 博

II I安逹芳夫 fヽ N II 19. 91 II 

" I浜崎襄二 エ” 1128. 31 // 

” 河村逹雄
工 II 1129. 31 // 

併教 授任 野村民也 ニエ” 1120, 91 II 

助教授山口楠雄 エ” II 32, 3 J // 

" I高羽禎雄 " ” 1133. 31 // 

,, I安田靖彦 II II ''33. 3 I'' 

,, I藤井陽一 " ” 1134, 31 II 

,, I高木幹雄 ” ” ,, 35. 31 ,, 

II I原島文雄 ,, ” ,, 37. 31 ,, 

" I生駒俊明 ”電子 ,, 38. 31 ,, 

” 浜田 喬／／電気 1139. 3 // 

詰 師麻田 長子 大束京，文物電理理点1125. 3悶・
,, I長谷部望旦， 1132. 3 

第 4 部

教授I江上一郎甕盆昭10.3 工博
” 浅原照三工，応化,,14. 3 ” 
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教授I加藤正夫璽，冶羹昭15. 3 Iエ博
,, I野脩 弘 ”応化 II 14, 3¥ II 

" I山辺武郎 ”応化 1115. 31 // 

,, I中村亦夫 II II 11 16.121 " 

,, I武藤義一 II ” II 16, 12 I II 

,, I今岡 戸l氾‘、 ’’ II II 16. 121 II 

II I館 充 ニエ冶金 II 20. 91 II 

II 河添邦太朗 ”応化 // 19. 91 // 

併教 授任 山本 屯~ II 工，応化 1113. 31 " 

助教授西川精一 ニエ冶金 II 19, 91 11 

”！原善四郎 II ” II 19, 91 II 

" I後藤信行 ”応化 II 19, 91 II 

,, I早野茂夫 ” ” 1123. 31 I/ 

,, I明石和夫 ／，冶金 II 26, 3 

// : 本多健一 "応化 1124. 3エ博

" I妹尾 学 理，化学 II 28. 3理博

" I竹内 瀕 工，応化 1129. 3 

II I石田洋一 工，冶金 1134. 3 
Sc. 
D 

" Ii 高栂 浩理，化学 II24. 3理博

講師中根千宮ニエ冶金 "23. 3 

第 5 部

教授lI 星埜 和東工，土大木 昭 9. 3¥エ博

I/ 丸安隆和 ’’ ‘’ 1114. 31 I/ 

" I勝田高司 ／，建築 1✓ 15. 31 ,, 

II I久保疫三郎 ニエ土木 1120. 91 // 

" I池辺 陽 工，建築 II 17. 9 I II 

,, i井口昌平 工，土木 ,, 16.12 t ,, 

II 田中 尚ニエ建築 1121. 91 II 

教併授任 高山英蔀工，建築 II 9, 3 I II 
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助教授1三木五三郎 ニエ土木

II 石井堕光 II 建築

II I村松貞次郎 ” ” 

博
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工

9

9
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9
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昭

”

”

” ！高梨

II 原

請師吉田

I 

" I小林 —; liill エ，土木 II 29. 3 I 
I 

,, I越 正毅 II II II 30. 3 i 
I 

II I川股重也 東北大
工，建築

II 30. 3 iエl寺
東大

II I中村英夫 II 33. 3 ! II 
工，土木

I 
晃ーエ，建築 II35. 3 I II 

廣司 II II 1138. 3 // 

裕工，土木 1136. 3 // 

事 務部

（事務系役付戦員）

事務部長 白方之次

管理課長 白石由博

業務課長竹内 浩

業務課長
補佐

黒田英亮

庶務主任 浅見高春

会計主任 鶴岡為彦

庶務掛長 新屋輝雄

人事掛長佐藤 整

厚生掛長 福島重雄

司計掛長 小松正幸

用度掛長 飯塚岩雄

出納掛長 島村淳吉

給与掛長 北村武夫

管理掛長 石井三郎

出版掛長 水野睛明

研究掛長佐藤 稔

写真掛長 安田良平
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木内

生駒

田中

久保田

小川
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森

森

菊池

星野

名

一

充

浩

学

明

尚

広俊

正義

輝次

恒男

晃一

政弘

政弘

-呉一
日—
Eヨ
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生産技術研究所配置換

II 

助教授採用

” 
教授昇任

死

辞

亡

識

教授昇任

助教授

ん’ ‘’ 
教授（東京工業大学） ,, 
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年
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C. 名誉教授

故井口常揺 瀬藤象二，｀故友田宜孝， 谷 安生， 足合正治

岡宗次郎， 渡辺 要， 福田武雄， 高低武雄， 永井芳男

福田義民， 坪井善勝

3. 決算と予算

A. 昭和 42年度歳出決算額

金 額 百分率

総 額 806,203,866 100. 00% 

職員給与 433,471,766 53. 77 

校 費 325,207,100 40.34 100. 00% 

各研究部研究費 92,207,100 11. 42 28.30 

特別研究費 21,790,000 2. 70 6. 70 

大学院学生経費 8,691,000 1. 08 2.67 

研究生経喪 151,800 0.02 0.05 

施設運転経喪 16,290,000 2.02 5.01 

吾比几 伽 費 69,000,000 8.56 21. 22: 

図瞥購入費 8,078,000 1. 00 2.48、

出 版 J"Y ,;'. 5,230,000 0. 65 1.61 

試作工場経費 4,958,000 0.62 1. 52: 

職員厚生経費 512,0)0 0.06 0.16 

共通経費 98,485,425 12.21 30. 28, 

受託研究費 27,150,000 3.37 

受託研究員賀 3,455,000 0.43 

職員旅費 4,972,000 0.61 

受託研究旅費 2,200,000 0.27 

各所修繕 9,511,000 1. 18 

諸 謝 金 237,000 0.03 
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B. 昭和 43年度歳出予算額

総額

識員給与

校費

各研究部研究毀

特別研究費

大学院学生経費

研究生経費

設備費

施設運転経費

図書購入費

出版費

試作工場経費

職員厚生経費

共通経費

受託研究費

受託研究員費

職員旅費

受託研究旅費

各所修繕

諸謝金

金額

874,467,700 

511,176,000 

326,197,700 

93,693,600 

21,728,000 

7,991,800 

145,900 

62,900,000 

17,004,000 

8,050,000 

6,700,000 

4,880,000 

664,000 

102,440,400 

25,095,000 

2,760,000 

4,696,000 

2,500,000 

1,800,000 

243,000 

百分率

100. 00% 

58.45 

37.30 

10. 71 

2.49 

0. 91 

0.02 

7. 19 

1. 94 

0. 92 

0. 77 

0. 56 

0.08 

11. 71 

2.87 

0.31 

0. 54 

0.29 

0.21 

0. 03 

100. 00% 

28.72 

6.66 

2.45 

0.05 

19.28 

5.21 

2.47 

2.05 

1. 50 

0.20 

31. 41 

C. 文部省科学研究費関係（昭和 43年度）

公
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4
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究

究

究
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究
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研
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般

励
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定

40,200,000 

15,790,000 

660,000 

6,530,000 

8,120,000 

9, 100, 000 
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D. その他の研究費（昭和 43年度）

総額

文部省科学研
究費分担金

奨学交付金

43,581,398 

1,522,500 

42,058,898 

(B+C+D) 958,249,098 

＇研究所費胆科学研究費 Dその他の研究費
B C D 
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V. 昭和43年度の研究成果発表の状況

出 版 物

本所発行の研究発表，紹介の出版物としては次の 3種がある．そのほかには生研案内

（和文・英文）と年次要買（いずれも年刊）がある．

東京大学生産技術研究所報告（略称：生研報告）

所員のまとまった研究成果を発表する．本文は和文または欧文とし，不定期発行で年間

平均8冊前後を刊行している．

生産研究

研究の解説的紹介と辿報的紹介とをかね，月刊で発行している．

以上は，本所の発行の分で，その他，随時に学会誌，協会誌，その他の学誌に研究を発

表している．

生研リーフレット

生研の研究成果で，実用化への手引とするため，写真中心に簡略に編集したもので，現

在まで 100種を発行している．

A. 東大学生産技術研究所報告（不定期刊・研究発表誌）

昭和 43年度 (43年 4月-44年 3月）に発表したものを次の表に示す．

巻号 題 目 著 者 発行年月

18・5 解析写真測絨の相互標定における検査茄準について 丸安隆和• 中村英夫 1968. 5 

の基礎的考察（和文） 村井俊治

19・1 冶金学における放射化法の応用（英文） 小林昌敏 1968. 11 

19・2 電子写真感光刑に関する研究（和文） 菊池箕ー• 坂田俊文 1969. 3 

B. 生産研研

巻号 通し
（発行年月） ページ

20巻4号

(43年4月）

題 目 著 者

147藤高周平先生を悼む（巻頭言）
148軍力系統の雷害防止（研究解説）

ー藤高周平教授の研究業紐の一端一

157 VHF帯円偏波発生十文字スロットアンテナ（研究解説）長谷部 望

一突起部を持たない円偏波発生用の超高周波アンテナー

164高屈および地下建築物の防煙対策（研究解説）

森脇義雄・河村逹雄

麻生忠雄•河村逹雄

星野昌ー•岡山誠二
後藤達之助

169杭基礎をもつ構造物の耐姦性（研究解説） 久保鹿三郎•佐藤 暢彦
177解析写真測倣における MultipletsMethodについて 中村英夫・村井俊治

（研究解説）
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185高速度プラウン管のパルス強力加速（研究速報） 蒜高周平・ 麻生忠雄

187 MOS形 FETを用いた緩衝増幅回路（研究速報） 森腑義雄・高羽禎雄

西森武弘

189風船の破裂音による残栖時間の測定（研究速報） 石井聖光•平野興彦
192エネルギ法とマトリックス法の併用による複雑な弾 川井忠彦・大坪英臣
性平板の座屈問題解折の一手法について（研究速報）

194森脇研究室（研究室紹介） 森脇義雄

20巻5号 195古典と軍邸（巻頭言） 坪井許勝

(43年5月） 198「最近の数値計邸」の特集にあたって（論揺D 柴田 珀

最近の数値 199弾塑性問題とマトリックス法（特集） I」ill! 尻各0召
計算特集 206有限要素法の現状とその将来（特集） 川井忠彦

215マトリクス法による 2次元平而応力場の解析（特集） 吉村倍敏
219埋設曲管の応力解析（特集） 久保疫三郎•吉田 裕

松本徳久

224有限要索法 (FiniteElement Method)による回転 川11梵屯也'

体の応力解析（特集）

231送屯工学におけるモンテカルロ法の応用（特集） 河村逹雄

ー送屯線事故率の推定に関する統計的手法一

235数俯計邸の化学への応用（特集） 中村賢市郎・菊池買一

一分子軌道法によるケイ皮酸の光化学反応についての研究―

239アメリカ大学事梢（調査報告） ｛左i厳 乱舷皮¥'
-MIT 材料加工研究室からみた一断而—

243はりおよびフレーム構造のマトリクス弾塑性解析 山田嘉昭

（研究速報）

246マトリックス法による枠のねじり解折（研究速報） 川井忠彦・吉村信敏

ー一様断而棒の場合一

249苅肉開断而材のつりあい式と安定条件（研究速報） 田中 尚• 宇田川邦明

252タンデム圧延の総合特性の解析（研究速報） 鈴木 弘• 阿高松男

ー第1報圧延条件と製品形状との関係に圧延機の

隋性が及ぼす彩智一

254交通事故の要因分析（第1報）（研究速報） 越 正毅

257久保田研究室（研究室紹介） 小瀬輝次

20巻6号 259多段遅延線路記憶式多チャネル波高分析器（研究解説） 森脇 義雄・高羽 禎雄：

(43年6月） 266膜現象の化学（研究解説） 野崎 弘・盟島荘則

276化学反応と不可逆過程熱力学について（研究解説） 消水国利・妹尾 学

野崎 弘

284学術講演と討議（論説） 石田洋一

286タンデム圧延の総合特性の解析（研究速報） 鈴木 弘• 阿高松男
ー第2報冷間タンデム圧延の加減速時の総合特性の解折一

289加速度応答倍率の信頼幅について（研究速報） 佐藤品芳• 武藤敏昭
292 Turks Headによる角線の引抜きの研究（研究速報） 鈴木 弘•荒木甚一郎

ー第 1報引抜き応力解折一
295 Turks Headによる角線の引抜きの研究（研究辿報） 鈴木 弘•荒木甚一郎

ー第2報引抜き条件を変えた場合の実験的研究一
297直流大屯流用レーザ CT/レーザ・セルシン（研究速報）藤井 腸ー・白石 敏

浜口 新
300 MOS形屯界効果トランジスタの低周波雑音について 安達芳夫•松下孟史

（第1報）（研究速報） 上村幸守

303自動送錘式計蘇装骰について（研究速報） 沢井善三郎•宮崎文夫

里 和武
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20巻7号

(43年7月）

20巻8号

(43年8月）

124 

305鉛蓄危池陽極反応におよぽす Al,(SOふの影菩

（研究速報）

児島尚子・野崎 弘

308高速道路のサービスエリヤにおける駐車実態調査と 川浦 潔

その解祈（その 1)(研究速報）

ー駐車希望率と流出入紐比一

310星埜研究室（研究室紹介）

313平面および曲而問題の追求（研究解説）

一退官記念講演一

344衝撃ひずみの測定をめぐって（研究解説）

349金属の酸化機構の微視的研究（研究解説）

一「結晶格子欠陥の役割」—
354 "プレハプリケーション型"という技術の一概念

（研究解説）一技術開発の歴史について一

星埜 和

坪井善勝

大井光四郎・小倉公達

本間禎一

本多昭一

362高速道路のサービスエリヤにおける駐車実態調査と 川浦 潔

その解析（その2)(研究速報）

一耽車時間分布一

365薄板圧廷における幅方向肉厚分布に関する一考察 鈴木 弘•本城 恒

（研究速報）

367 Fe-Al,O, 分散合金の抵抗焼結（研究速報） 坂井徹郎•原善四郎

370ロールフォーミングに閃する実験的研究第1報 鈴木 弘・ 木内 学

（研究速報） 中島 聰

一基本的断而形状に関する実験 (I)-

373ロールフォーミングに関する解析的研究第 1報 木内 学

（研究速報）

ー板の 1次元塑性曲げとそれに種々のひずみが重なった楊合の応力分布一
376ロールフォーミングに関する解析的研究第2報 木内 学

（研究速報）

ー板の2次元塑性曲げとそれに種々のひずみが重なった楊合の応力分布一

379窒索を媒質とする音密校型実験の研究（研究速報） 石井聖光•平野 興彦

381沢井研究室（研究室紹介）

383有限要素法による平坂の大たわみ問題の解析

（研究解説）

388 原子力発電所の耐虚設計—10年のあゆみ（研究解説）

399土地造成設計における最適化について（研究解説）

ー整地高さはどのようにきめればよいか一

404土の判別試験法の自動化（研究解説）

410 Digtal Terrain Model (研究解説）

ー地形の数値的表現の方法一

416製精糖技術の現況（調査報告）

ー第 13回国隊廿j應糖技術者会議に出席して―

橘 秀樹

沢井善三郎

川井忠彦• 吉村信敏

柴田 碧

中村英夫・村井俊治

田中総太郎

三木五三郎

中村英夫・村井俊治

梅谷阻二

419ニ宜に連結したH形配管系の遷移行列法による解折の 柴田 '王"'貞

ー提案（研究速報）

421全感応交通信号の容絨特性（研究速報） 越 正毅•坂下雅美
424カフィードバック空気圧サーボ弁の自励振動 荒木献次

（研究速報）

426没せき熱測定によるゼオライト活性点の研究 高栂 浩•堤 和男

（研究速報） ーCa-Y型ゼオライト表而の静霞楊一

428ハロイサイトから生成したA型ゼオライトの吸符特性 高橋 浩• 西村阻―
（研究速報）



430滴状凝縮過程における液滴の合体成長について 棚沢一郎

（研究速報）

433人間が発生する擬乱数の特性について（研究速報） 村上公克

一乱数発生テスト法の提案ー

436江上研究室（研究室紹介） 江上一郎

20巻9号 439強磁性体の磁気光学効果（研究解説） 芳野俊彦

(43年9月） 448電子遥移効果発振の動作機構とその特性（研究解説） 生駒俊明
455小孔の回折像について（研究解説） 故鈴木恒子

461コイナ地哀調査（調査報告） 岡本舜三• 田村璽四郎
464ホログラフィによるレンズ収差の補正（研究速報） 野口 膀•小涸輝次
466モルデナイトの加熱処理による構造変化に対する 古,,.,J, l回衣 浩• 西村阻一
交換性四イオンの彩密（研究速報）

468鉄粉の側方遥電焼結（研究速報） 坂井徹郎・原苦四郎

471動力学的応力解折に対する光弾性学的方法（研究速報） 岡本舜三•森地重暉
473 Analysis of Inverter-Induction Motor System 

（研究速報）
475 Response of Building-Macine Structure System 

Subjected to Two Different Seismic Forces 

（研究速報）

478 一色•本間研究室（研究室紹介）

20巻10号 479極高真空技術の現状（研究解説）

(43年10月） 486自動車に閃する研究問題（研究解説）

491船舶の泣浪荷ひん度（研究解説）

496明治建笑について（研究解説）

505韓国化学年会に出席して（調査報告）

508音坦における燃料液滴の燃焼（研究速報）

510ラジアルタービン用ノズJレの研究（研究速報）

一高膨張比におけるノズJレ特性一

513非線形ノズ）レ哄流力によるカフィルドバック空気圧

サーボ弁のし張振動（研究辿報）

515低音における MOS形電界効果トランジスタの

異常雑音について（第2報）（研究速報）

517高密度符号伝送の一方式（研究速報）
519酸アジドの光分解（研究速報）

521 Cu-Fe合金の復元現象について（研究速報）

524二元系合金状態図に関する研究（研究速報）
ーSn-Cd系状慈図について―

526亜鉛メッキしたアルミニュウム線材の加熱に伴う

性質変化（研究速報）

529平尾研究室（研究室紹介）

20巻11号 531高結合圧電セラミックの測定法（研究解説）

(43年11月） 538くりかえしレンズによるレーザ・ビーム伝送

（研究解説）

544試験溶鉱炉の送風限界試験について（研究解説）

HARASHIMA Fumio 

SATO Hisayoshi, 

SUZUKI Kohei 

一色貞文

宣永五郎

平尾 収

高栢幸伯

村松貞次郎・閃 建世

本多昭ー・加藤安雄

音川淳子

本多健一

伊藤忠温・辿藤敏彦

水町長生

遠藤敏彦•水町長生

荒木獄次

安述芳夫•松下孟史
上村幸守

安田靖彦• 野辺田繁

宗像誠ニ・菊池箕一

西川籾ー•長田和雄

西川諮ー・王 啓一

西川桁ー・小林繁芙

徐 錫洪

尾上守夫

藤井四ー・白石 敏

伊藤孝雄・三好正美

中根千宮・桑野芳一

鈴木吉哉•金 鉄裕

本田紘ー・大谷啓一

上田一消• 岡本 毀
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20巻12号

(43年12月）

十勝沖地霊

震害小特集

551銅粉の遠元析出（研究解説） 阿部照衛•原善四郎
560 MOS型 FETを用いた A-D変換器（研究速報） 森脇義雄•高羽禎雄

西森武弘

563紋小磁鋼片による鉄塔サージ特性の解折（研究速報） 河村逹雄・北条 準一

大平矩史

565メズバワー効果による鉄アルミニウム合金の "K" 三島 良治• 石田 洋一

状態の研究（研究速報） 加藤正夫

567金属大傾角結晶粒界構造の解折（研究速報） 石田 洋一•長谷川 隆
570金属結晶粒界転位のバーガースベクトル（研究速報） 石田 洋一

572プラズマジェットの冶金反応への応用 (1)(研究速報）石塚 隆一• 明石和夫

ー五酸化ニオプの炭酸遠元による炭化ニオプの生成一 江上一郎

575浅原研究室（研究室紹介） 浅原 照三

581久保田版先生を悼む（巻頭言） 小瀬輝次• 笠『永五郎
582光の干渉・回折とその応用（研究解説） 小瀬 輝次

一故久保田廣教授と応用光学一

588十勝沖地震 (1968)震害調査報告一土木班（特集） 岡本 舜三• 田村煎四郎
614南北海道地方の土木構造物の震害調査（特集） 久保腹三郎

620十勝沖地震における建築物の被害（特集） 田中 尚• 岡田 恒男
ー主として八戸市の鉄筋コンクリート造建物について一

632機械・配管閃係の設害について（特集） 佐藤 滋芳

637 A New Formulation of Neutron Emission 

Probabilty (研究速報）

640丸安研究室（研究室紹介）

HARA Furnia 

丸安隆和

21巻 1号 1 所長を辞するに当たって（巻頭言） 菊池 箕一

(44年 1月） 2 プラスチックス上へのメッキ法（研究解説） 松永 正久• 萩生田善明

勝• 杉本正勝

迎二

9 ディジタル・システムの自動故障診断（研究解説） 渡辺

16 実時間処理におけるデータ平滑の一方式（研究速報） 浜崎

一二階常微分方程式に従う観測対象の実時間データ平滑一

25 糊料に関する研究（研究解説） 中村

31 微小パターン位岡決め方式（研究速報） 張

33 グラフィック・ディスプレイ装骰の試作（研究速報） 山口

35 co, レーザ用ダプルプリズム減衰器（研究速報）
38 放射化トレーサ法によるアルミニウム合金中の不純

物元索の腐食挙動に関する研究（研究速報）

桜井

斎藤

加藤

亦夫

恐雄・大島康次郎

楠雄• 鈴木俊光

正郎

成文・小関 健

正夫•井上 健

40 SURFACE CONDUCTIVITY OF GaAs (研究速報） HONDA Ken-ichi 

SHIMODA Haruhisa 

42 結晶粒界転位と粒界すぺり（研究速報） 石田 洋一

44 大井研究室（研究室紹介） 大井光四郎

21巻2号 45 所長就任のあいさつ（巻頭言） 一色 貞文

(44年2月） 46 円形ビストン音源による音楊（研究解説） 烏飼 安生

126 

55 ガラスの強度（研究速報） 今岡 稔・長谷川洋

61 ラジオアイソトープ発屯器（研究解説） 加藤正夫•佐藤 乙丸

66 DC-705からの放出ガスの測定（研究速報） 木下時重• 富永五郎

69 VHF超音波による光散乱（研究速報） 山崎正之

71 ボロンの電解採取に関する二，三の実験 (1)(研究速報）

-KBF,-B,O, 系の融点の測定 黄

江上

73 プラズマジェットの冶金反応への応用 (2)(研究速報）石塚

ーボロンの溶解とその二，三の性買一 江上

仁悲•明石和夫

一郎

隆ー• 明石和夫

一郎・小倉正夫



21巻3号
(44年3月）

76 
78 
79 

88 
92 
96 

104 
107 

交通事故の要因分折（第2報）（研究速報）

野崎研究室（研究室紹介）

自然災害の危険度の予知（研究解砂D
一都市における崖崩れを対象にして一

磁気自動車開発の詰本的な考察（淵査報告）

欧米における溶接技術の現状（調査報告）

地震時に 2個の入力をうける構造物の応答虚勁

（研究速報）

99 閾植変化法 (VARISHOLD Method)による人工

触党のパクーン認識（研究速報）

101 RESPONSE OF STRUCTURE MODEL 
SUBJECTED TO TWO SEISMIC MOTIONS 
WITH CERTAIN TIME-LAG INTERVAL 

（研究速報）

交通事故の要因分折（第3報）（研究速報）

鈴木研究室（研究室紹介）

越

野崎

丸安

正毅•加芸
弘

険和• I窮田

梅谷四二

沢井普三郎

林有一郎・岡本

越

鈴木

正毅•加慕
弘

狂一
咋l一
厚二

舜三

↓

R
 

,＇L' 
t
1”
 

政弘• 木下源一郎

SA TO Hisayoshi 
SUZUKI Kohei 

祐二

C. 生研リーフレット

43年度は都合により発行しなかった．

D. 著書および所外の学術雑誌などに発表したもの

ー表屈は原文表題一
ー各項目末尾の数字，文字は， 1員に店（太字），号，ページ，
発行所名，年，月（西胚）を示す．在のないものは，文字
でその呼称を示す一

第 1部

教 授 岡本 舜三 (Shunzo OKAMOTO) 

A Method of Dynamic Model Test of Arch Dam-Proceedings of 4WCEE, Santiago, 

chile, 1969. 1. 

耐震構造設計者のための日本列局大地震図譜，オーム社， 1968. 12. 

Koyna地震震害の反省一土木学会誌， 53,6, 1968. 

教 授 一色 貞文 (Sadabumi ISSIKI) 

前期樹枝状晶の観察ー（高 正植• 片岡邦郎・山沢富夫と共著）日本金屈学会昭和 43年

春期講演会概要 202-203,1968. 4. 

ミクロ偏折と XMA-(片岡邦郎・高 正植• 山沢宮雄と共著）：非破壊検査協会昭和43

年春季大会講演概要 65, 1968. 3. 

X線透過異常像と金屈組織ー（高 正植・片岡邦郎・山沢宮雄と共著）：非破壊検査協会

昭和 43年春季講演会概要， 69, 1968. 3. 
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XMAのラインプロフィルについて一（片岡邦郎・高 正植・山沢宮雄と共著）：非破壊

検査協会昭和 43年秋季講演会概要， 330,1968, 9. 

アルミ合金の透過異常像一（高 正植・片岡邦郎・山沢富雄と共著）：非破壊検査第 1分・

科会資料， 1435,1968. 11. 

教授大井光四郎 (KoshiroOi) 

材料力学通論（岡本舜三ほかと共著）： 105, 東大出版会， 1968.11. 

原子炉用圧力容器ノズ）レ取付部および支持スカート取付部の構造強度とその材料の高応・

力疲労に関する試験研究， 70, 日本機械学会， 1968. 6. 

教授鳥飼安生 (Yasuo TORIKAI) 

桁円形音源による音場日本音密学会講演論文集， 273-274,1968. 4. 

Acoustic Fields Produced by Various Piston-like Sources—Reports of the 6th1 

International Congress on Acoustics, Tokyo, L-73-76, 1968. 8. 

Theory of the Diffraction of Light by Ultrasonic Waves (Coauthor: 0. Nomoto)一
Reports of the 6th International Congress on Acoustics, Tokyo, H-145-148, 

1968. 8. 

Hypersonic Velocities in Ethanol-vVater Mixtures (Coauthors: K. Negishi, M. 

Yamazaki, M. Ito)-Reporto of the 6th International Congress on Acoustics~ 

Tokyo, J-77-80, 1968. 8. 

超音波（能本乙彦と共著）一実験物理学講座， 9音密と振動， 225-322,共立出版 KK,.

1968. 10. 

種々のヒ°ストン音源による音場一日本音唇学会講演論文集， 13-14,1968. 11. 

超音波によるア）レミニウム圧延板の異方性の測定（李 孝雄と共著）一日本音評学会講演：

論文集， 19-20,1968. 11. 

金屈の塑性変形におよぼす超音波の作用（第2報）引張り試険および横方向圧縮試験（藤→

森聰雄・山田嘉昭・山本昌孝と共著）一日本音轡学会講演論文集， 79-80,1968. 11. 

音波物性とその応用（能本乙彦• 生的 明と共著）一物性工学講座 11, オーム社， 1969.. 

1. 

教授富永五郎 (GorohTOMINAGA) 

極高真空技術応用物理 37,2, 178. 

Caracteristiques d'une chambre a ultra-vide, (Coauthors : K. Hirao, T. Ito, C. 

Hayashi) Le Vide No. 132, 355. 

教授山田嘉昭 (YoshiakiYAMADA) 

Plastic Stress-Strain Matrix and Its Application for the Solution of Elastic-Plastic 

Problems by the Finite Element Method, (Coauthors: N. Yoshimura and T .. 
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Sakurai) Int. J. Mech. Sci., 10, 5343-354, 1968. 

Analysis of the Elastic-Plastic Problems by the Matrix Displacement Method 

(Coauthors: T. Kawai, N. Yoshimura and T. Sakurai)-2nd Conference on Matrix 

Methods in Structural Mechanics, Preprint, 1968. 10. 

マトリックス構造解折法一日本機械学会誌， 72,601, 1969. 2. 

塑性加工と潤滑ー第3回夏季セミナー講義録， 日本潤滑学会， 1968.7. 

不連続枯弾性彼の差分法による解析（沢田学夫と共著）一塑性と加工， 10—98, 141-148, 

1969. 

ひずみ増分迎論による液圧バルジ試験の解折（横内康人と共著）ー第 19回塑性加工連合

講演会講演論文集， 305-308,1968, 11. 

ひずみ増分理論による球頭ボンチ張出加工の解折（中島尚正• 高板昭夫と共著）ー第19

回塑性加工連合請演論文集， 301-304,1968, 11. 

超音波が金屈の塑性変形におよぼす作用について（山本昌孝・烏飼安生• 藤森聡雄と共

著）ー第19回塑性加工連合講演論文集， 169-172,1968, 11. 

材料力学通論（岡本舜三論），第2章応力とひずみ，第 11章弾性の法則と弾性ひず

みエネルギ，第 16章塑性とレオレジー東京大学出版会， 1968,11. 

R. K. リプスレイ原著，マトリックス構造解析入門（川井忠彦と共訳）一培風館， 1968,

9. 

教扱北川英夫 (HideoKITAGAWA) 

材料の強度理論とその適用について一日木溶接協会創立第 20周年記念講座，日本工業

経済連盟，第 400回工経連謡座テキスト， 1968.5. 

き裂材の強さ及びき裂きょ動に及ぼす残留応力と平均応力の彩密について（三角正明と

共著）一材料学会疲労部門委員会資料， 1968.5. 

巨視的疲れき裂の進行特性の解析と特用について（改）一日本学術振興会第 129委員会

資料， 1968.6. 

軽金屈材料の強度（その I)一日本機械学会，第 293回講習会テキスト， 1968.6. 

腐食と残留応力と材料の強度の関係について一日本機械学会，残留応力調査評価研究分

科会賓料， 1968.7. 

霞気抵抗ひずみゲージの疲れ（相良博文と共著）ーNDI資料 4265,1968. 7. 

腐食環境と材料の強度一日本経営研究会セミナー， 1968.7. 

疲れき裂特性に及ぼす圧縮および引張平均応力の影密（三角正明と共著）一日本機械学会

残留応力評価研究委員会資料， 1968.9. 

疲れき裂特性に及ぼす圧縮および引張平均応力の影菩（三角正明• 水野康ーと共著）一日

本機械学会，講演論文集 198,1968. 9. 

ランダム荷重を受ける鋼板中の疲れき裂特性（西山晟人・何川雅之と共著）一日本機械学

会講演論文集 198,1968. 9. 
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金屈材料疲れ試験便豆（川田雄一ほかと共著）一丸善， 1968. 9. 

ひずみ測定概論一日本非破壊検査協会，設計技術者のためのひずみ測定技術講習会テキ

スト， 1968. 10. 

材料力学通論（岡本舜三ほかと共著）ー東京大学基礎工学 8,東大出版会， 1968. 10. 

高周波焼入材における疲れき裂の挙動（三角正明と共著）一日本機械学会，残留応力調査

評価研究委員会資料， 1969. 1. 

腐食性環境と疲労強度一日本鉄鋼棚会，第3回西山記念技術講座， 1969. 2. 

教授小瀬輝次 (TerujiOSE) 

Holographic Measurement of Optical Trausfer Function (Coauthor: K. Matimoto) 

Japan. Jour. App. Phys. 7 1968. 621. 

超解像

応用物理.37 853. 1968. 

Photographic Optics-Review Progress of Photography in Japan 55. 日木写真学会

誌 1968.

教授森大吉郎 (DaikichiroMORI) 

材料力学通論ー東京大学出版会， 1968, 1L 

観測ロケットの振動環境（中野 旭と共著）一日本機械学会誌， 71,596, 1968, 9, 

観測ロケット特集号（ラムダ4S型ロケット）（中野 旭・三石 智・永井達成他と共著）一

東京大学宇宙航空研究所報告， 4,4 (B), 1968, 12, 

助教授成瀬文雄 (HumioNARUSE) 

磁気レイノルヅ数が小さいときの円柱の連動に対するホール効呆JI一日本物理学会第23

回年会講演予稿集・応用数学力学， 6,1968, 4, 

軸対称物体のまわりの Rmが小さい非粘性流の Hall効果一日本物理学会第 13回応

用数学・カ学講演会予稿集， 15, 1968, 9, 

軸対称物体のまわりの Rmが小さい境界屈流の Hall効果（金子幸臣・西島勝ーと共

著）一日本物理学会第 13回応用数学・カ学講油会予稿集， 16,1968, 9 

助教授辻 泰 (YutakaTUZI) 

A New Mode of Modulation for a Bayard-Alpert Gauge. (Coauthors: M. KOBA Y 

ASHI, R. OKADA) Japan. J. appl. Phys. 7 1415. 1968. 

変調電極付き Bayard-Alpert型電離真空計の負忍圧変謁特性（岡田 怜• 金文沢と

共著）真空 1218, 1969. 

助教授根岸勝雄 (KatsuoNEGISHI) 

音讐｝レミネッセンスの温度特性一日本音膀学会講演論文集， 165-166, 1968. 4. 

Hypersonic Velocities in Ethanol Mixtures (Coauthors: Y. Torikai, M. Yamazaki 
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and M. Ito)-Reports of the 6th Interational Congress on Acoustics, J-77-80, , 

1969. 8. 

Qスイッチレーザによる衝撃音圧の発生ー電気関係学会関西支部連合大会講演論文集，

236, 1968. 11. 

Bragg反射を用いた超音波の音速と吸収の測定（山崎正之と共著）一応用物理学会講演

予稿集， 1,49, 1968. 10. 

VHF超音波による光散乱と音速および吸収測定への応用（山崎正之と共著）一日本音菩

学会講演論文集， 11-12,1968. 11. 

有限振幅の音波とキャビテーション一カ学物性（和田八三久編）の一部，共立出版， 19

68. 7. 

助教授 田村重四郎 (Choshiro TAMURA) 

Characteristics of Earthquake Motion at the Rocky Ground (Coauthers: T. Mizukoshi 

and T. Ono) 4WCEE. Santiago, Chile, 1969. 1. 

助教授中桐 滋 (ShigeruNAKAGIRI) 

薄肉弯曲管の応力と変形について（鵜戸口英善•加納 厳と共著）高圧力， 6,3, 1328, 

1968. 5. 

助教授岡田恒男 (TsuneoOKADA) 

溶接金網を使用せる鉄筋コンクリート部材の力学的性状に関する研究（その 2'定晋性

能）

日本建築学会論文報告集号外 1968,10. 

1968年十勝沖地震災害調査報告（田中 就・大沢 呼と共同執筆） 380-459 日本建築

学会 1968.12. 

助手 （特別研究員） 芳野俊彦 (Toshihiko YOSINO) 

Ni蒸若膜の可視及び近赤外域におけるロンヂチユージナル磁気光学的効呆

（田中俊ーと共著）

東京大学工学部紀要 A-68-No.6 (1968) 40. 

助手金子幸臣 (SachiomiKANEKO) 

軸対称物体のまわりの Rmが小さい境界岡流の Hall効呆（成瀬文雄・西島勝ーと共著）

一日本物理学会第 13回応用数学・カ学講演会予稿集， 16,1968. 9. 

Na vier-Stokes方程式の円柱外部問題の数値計節に関する一方法ー数理解折研究所講究

釦及 52, 91, 1968. 10. 
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第 2部

教 授 鈴木 弘 (Hiromu SUZUKI) 

Turks Headによる角線の引抜の研究（第3報引抜条件が引抜力におよぽす影密の一解

析）（荒木邸一郎と共著）ー第 19回塑性加工連合講演会講演論文集， 21,1968. 11-

Turks Headによる角線の引抜の研究（第4報引抜条件が引抜力におよぼす影轡の実験

的研究）（荒木甚一郎と共著）ー第 19回塑性加工連合講演会講演論文集， 25,1968. 

11. 

薄板圧延における幅方向板厚分布に関する一考察（河野輝雄と共著）ー第 19回塑性加工

連合講演会講演論文集， 225,1968. 11. 

熱間連続圧延機の最適のパススケジュールの計邸法（岡戸

工連合講演会講演論文集， 229,1968. 11. 

冷間連続圧延機の最適のパススケジュールの計邸法（岡戸

工連合講演会講演論文集， 233,1968. 11. 

克と共著）ー第 19回塑性加

克と共著）ー第 19回塑性加

熱間タンデム圧延の加減速特性（阿高松男と共著）ー第 19回塑性加工連合講演会溝旗論

文集， 241,1968. 11. 

冷間タンデム圧延の動特性と影翌係数および圧延機閾性との関連性について（タンデム

圧延の総合特性の解析第 3報）（阿高松男と共著）ー第 19回塑性加工連合講演会講演

論文集， 245,1968, 11. 

ロールフォーミングに関する実験的研究第2報（抽本的断面形状に関する実験2)(木内

学・中島 聰• 赤掘明夫・雪竹泰三・柴田忠臣と共著）ー第19回塑性加工連合講狐会

講演論文集， 437,1968, 11. 

ロー）レフォーミングに関する実験的研究第3報（栂本的断面形状に関する実験3)(木内

学・中島 聰• 赤掘明夫と共著）ー第19回塑性加工連合講演会講演論文集，441,1968. 

11. 

ロー）レフォーミングに関する実験的研究 第4報 (;l店本的断面形状に関する実験4)(木

内 学・中島 聰• 赤堀明夫・雪竹泰三・柴田忠臣と共著）ー第19回塑性加工連合講

演会講演論文集， 445,1968. 11. 

ロー）レフォーミングに関する実験的研究 第 5報（脹本的断面形状に関する実験5)(木

内 学・中島 聰• 赤堀明夫と共著）ー第19回塑性加工連合講演会講演論文集， 449,

1968. 11. 

圧延工学の最近の進歩一日本機械学会誌， 71,588, 117. 

タンデム圧延機の総合特性に関する研究＇第 1報（鎌田正誠と共著）塑性と加工， 9,89 

395. 

タンデム圧延機の総合特性に関する研究

90, 459, 
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'Turks Headによる角線の引抜きの研究（益木甚一郎と共著）一日本機械学会誌， 71,

597, 44. 

教長平尾 収 (OsamuHIRAO) 

安全を支える要ぷ機械学会座談会， 1968.4. 

Improvement of Safety of Automobice As man-machine system at High-Speed 

Running: FISIT A 国際会議， 1968.5. 

自勁車用機関叶圃原論の試み，内燃機関， 43.4, 44. 3. 

高辿化をはばむ諸問題，自動車技術会中部文部講刑会， 1968.9. 

自勁車時代に各：ナる道路，似i辿道路と自動車， XI10, 1968. 10. 

人動車学， DNIASANUAL REPORT 1969. 1. 

人動車学と交通安全，国民， 833.

研究体制整備と研究分野の調整，自動車技術， 22,10, 1968. 

人動車の安定性改善のための徽分項を含んだ操舵系について自動車技術， 23,1, 1969. 

あすの自動車（交通運輸システムの中の自動車），タイヤニュース， 1968.12. 

交通事故追跡闊査の要約，自動車工業， 1968.12. 

教授亘理 厚 (AtsushiWAT ARI) 

An Evaluation of Stability of a Motor Vehicle upon Steering (Coauthors: Shira!. 

Sunaga.Iida)-2-18, 12th Congress of FISITA, 1968. 5 . 

.Elastic Vibration Analysis of of Automobile Body Structure (Coauthors: Adachi. 

Miki. Nagai)ー12.312, 1 st International Conference on Vehicle Mechanics, 1968. 

7. 

ワインドアップおよびシェークを合む自勁振動の一般的解析について，機械学会誌， 71

596, 116, 9, 1968. 9. 

教授松永正久 (MasahisaMATSUNAGA) 

表面研摩法（編集および一部執筆，共同執筆者所外4名）朝倉書店.1968. 8. 

ABS樹脂へのメッキの電子顕微鏡的形状と密舒性，（萩生田善明ほか所外1名と共著），

金属表而技術， 19,6, 223, 1968. 6. 

Adhesion of Electrodeposits to Plastics, ―An Electron Microscopic Investigation. 
(Coauthor: Y. Hagiuda), Metal Finishing, 66, 11, 80, Metals & Plastics Pub. 

Inc. 1968. 11. 

教授大島康次郎 (YasujiroOSHIMA) 

ビーム偏向形純流体比例素子に関する研究（栗山幸造と共著）ー第 3回純流体シンボジウ

ム資料.45, 1968. 8. 

自動制御便買，改訂（編集委員長）コロナ社， 1968.9. 

微小パターン位骰決め装四（張 碧雄と共著）ー第 11回自動制御連合講演会前刷， 267,
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1968. 10. 

教授石原智男 (Tomo-oIshihara) 

Transient Characteristics of Automotive Transmission Gear Ratio Change (Coau-

thors: M. Oya, H. Nishikawa, K. Suzuki)ー 12thFISITA Congress Paper No. 1-

13, 1968. 5. 

油圧工学（井田宮夫外3名と共著）ー朝倉書店， 1968.5. 

Characteristics of Fluid Coupling (Coauthors: S. Furuya, K. Mori)-Bulletin of 

JSME 11, 45, 496, 1968. 6. 

｀ 
流体継手内部の流れの状態（古屋七郎・森 恒と共著）一日本機械学会流体工学流体機械

講演会前刷， 1968.8. 

ボペット形圧力制御弁の研究，第1報（小島英ーと共著）一日本機械学会 46期全国大会

講演会前刷， 1968,9. 

教授高橋幸伯 (YukinoriTAKAHASHI) 

高張力鋼の低サイクル疲労の研究（寺沢一雄ほかと共著）一造船研究， 10-1,1968. 6. 

第三回国際船体構造会議について（吉識雅夫と共著）一船舶， 41-7,1968. 7. 

航海中の船体応力頻度に関する実船試験（長沢 準ほかと共著）一造船研究資料， 76,

1968. 7. 

教授植村恒義 (TsuneyoshiUYEMURA) 

高速度写真による TV 用プラウン管の安全性に関する研究（第 1 報），（山本芳孝•旭硝

子 K.K.飯野俊孝•石塚 真と共著），第 15回応用物理学関係連合講旗会前刷.18 

-19, 1968. 4. 

ロケットの光学的追跡に関する研究（第 15報），（金沢和夫・小西 勇• 田中勝也・喜

久里豊・栄楽正光と共著），第 15回応用物理学関係連合講演会前刷， 24-25,

1968. 4. 

レーザ加工（加工機構の解折），（宮崎俊行と共著），昭和 43年度精機学会春季大会学術

講演会前刷， 193-194,1968. 4. 

高速度写真による原子炉要素の安全性に関する研究（第2報），（山本芳孝・田中勝也・

動力炉核燃料開発事業団 中村康治・ 植松邦彦• 宮口公秀と共著），昭和 43年度精

機学会春季大会学術講演会前刷， 223-224,1969. 4. 

超高速回転体に関する研究（第5報），（吉沢 徹と共著），昭和 43年度精機学会春季大

会学術講演会前刷， 305-306,1968. 4. 

レーザ加工（宮崎俊行と共著），昭和 43年度精機学会秋季学術講演会前刷， 117-118,

1968. 11. 

Displacement-Time Recording with a String(Coauthor: H. Edgerton)Proc. of 8th Int. 

Congress on High-Speed Photography Stockholm, June 23-29. 1968, 391-394. 
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最近の高速度写真について (1) (映像情報）， 1969,1, 4-6. 

東京大学鹿児島宇宙センタでのロケットの光学観測，（金沢和夫と共著），映像情報>

1969. 2, 20-23. 

教授森 政弘 (MasahiroMORI) 

指の研究一日本機械学会第 779回講油会要旨集， 1-6,1968. 7. 

制御と情報—NHK 情報科学講座． 日本放送出版協会， 4,1968. 8. 

人工の指のための触角の研究（とくに圧覚）ー第7回計測自動制御学会学術講i貨会予稼

身L367-368, 1968. 9. 

実用ロボットの制御工学での位四付け（梅谷・ 合田と共著）ー第7回計測自動制御学会学ニ

術講演会予稿集， 187-190,1968. 9. 

射出成形機のための人工の手（梅谷・合田と共著）ー第 11回自動制御連合講油会前刷，

271-272, 1968. 10. 

Engineering and Design of Artificial Fingersー第 41回日本整形外科学会総会学術講

演集録， 386-387,1968. 

ロボットの基本思想と講想ー計測と制御， 7,12, 871-880, 1968. 12. 

ロボットの役割とロボット工学一日本機械学会誌， 72,601, 232-240, 1969. 2. 

教授柴田 碧 (HekiSHIBATA) 

WG-5振動絶縁装置一日木機械学会 ISO/TC108機械振動と衝撃・講演会前刷， 25",.

1968. 5. 

配管の規格化による耐震設計作業の簡易化について（岡田 曼と共著）一日本機械学会東｀｀

京秋期講演会前刷， 109,1968. 8. 

防振ー機械工学最近の 10年のあゆみ，日本機械学会， 83,1968. 8. 

配管系の振動ー配管と装附， 4,1968. 8. 

原子炉容器模型の振動特性実験（重田逹也と共著）一日本機械学会全国大会講i貨会前刷，．
200, 53, 1968. 9. 

不規則な多入力に対する配管系の振動解折について（清水信行と共著）一日本機械学会全—

国大会講演会前刷， 200,41, 1968. 9. 

不規則に変動する応答波形群からの応答波形の予測（宮本昌幸と共著）一統計的制御理論一

シンボジウム前刷， 33,1968. 11. 

固有振動数の計算一日本機械学会振動工学の理論と応用・請習会前刷， 305,61, 1969. 3. 

A Study of Core Optimization from the View Point of Neutron Flux Distribution,_ 

(Coauthor: F. HARA)一J.of Nuclear Science and Technology (日本原子力学会）

5, 7, 323, 1968. 7. 

A Suggestion to Simulate Strong Earthquake Motions (Coauthor: M. Miyamoto)l 

ー第2回日米合同“確率過程の工学への応用セミナ",1968. 9. 
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A Suggestion of Generating a Phase Restricted Pseudo-Earthguake Motion (Coauthor: 

M. Miyamoto)—Bull. of ERS, (所内耐震構造設計グループ）， 2,1968. 12. 

Preliminary Report on Damages of Industrial Firms by Tokachi-oki Earthquake, 

1968 (Coauthor: H. SATO)-Report of ERS (所内耐広構造設計グループ），皿ー1,

1968. 12. 

Observation of Damages of Industrial Firms in Niigata Earthquake (Coauthor: S, 

Fuji)一第4回世界地震工学会議前刷， J-2,1969. 1. 

助教授川井忠彦 (TadahikoKAW  AI) 

マトリクス法による船体構造解析に関する研究（皿）一日本造船学会畠文梨 123号

（吉識雅夫• 吉村信敏と共著）， 1969. 5. 

エネルギ法による円筒殻の三次元弾性理論（第 1報， 2報）

（安藤良夫・矢川元拡と共著）ー第 10回構造強度に関する溝油会前刷集

日本機械学会，日本航空学会共催， 1968.7. 

第 46期全国大会講演会前刷， 日本機械学会， 1968.9. 

平板の曲げ，振動および座屈問題に関するエネルギ法の一般的適用法について（皿）（複

雑な平板の座屈問題解析の一手法）

（吉識雅夫・大坪英臣との共著）一日本造船学会論文集， 123,1968. 6. 

Analysis of Large Deflection of Plates by the Finite Element Method International 

Journal for Numerical Methods in Engineering, (Coauthor: N. Yoshimura) 1, 1 

1. John Wiley & Sons Ltd (Jauuary 1969) 

•コンビュータ使用によるマトリックス構造解折講習会テキスト

日本鋼構造協会編， 1968.4. 

R.K. リプスレイ著マトリックス構造解折入門（山田嘉昭と共訳）一焙風餡， 1968.9. 

構造物の固有値について，第6回生研講習会耐震，防区の考えかたテキスト， i968.6. 

構造物のマトリックス法による振動解析ー第 305回講阿会教材，振動工学の理論と応

用， 日本機械学会主催， 1969.3. 

有限要素法（その 1' その 2)一日木造船学会誌， 473,475, 1968. 10, 1969. 1. 

曲り染の応力および強度（その 1), (築地恒夫と共著）一日本機械学会第 46期全国大会

講演会前刷， 1968.9. 

"General Theory of Shells Based on the Energy Principles", Recent Researches of 

Structural Mechanics, Contributions in Honour of the 60 th Birthday of Prof. 

Y. Tsuboi Uno Shoten, Tokyo, May. 1968. 

助教授佐藤壽芳 (HisayoshiSA TO) 

データ処理とその機器精機学会シンポジウム“データ処理",1968. 4. 

地誕工学における相関関数の応用ー相関関数およびスペクトル．東大出版会， 1968.4. 
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多入力をうける多自由度系の地裳応答（鈴木浩平と共著）一日

68. 9. 

地震工学における統計的方法ー第 18回応力連合講演会論文i少録集， 1968. 11. 

19 

地震にたいする応答計節の信頼幅について一第 18回応力連合講油会論文抄録集， 1968

11. 

・Preliminary Report on Damages of Industrial Firms by Tokachi-oki Earthquake, 

1968. (Coauthor: H. Shibata) Report of ERS. NoIII. 1. 1968. 12. 

・Observation of Damages of Industrial Firms in Niigata Earthquake (Coauthors : 

S. Fujii, H. Shibata, M. Iguchi and K. Akino)罪 Wcee1969. 1. 

助教授木内 学 (ManabuKIUCHI) 

ロールフォミングに関する実験的研究 第 1報 （鈴木・中島と共著），第 18回塑性加

工連合講演会前刷集， 313-316,1967. 11. 

ロールフォーミングに関する実険的研究 第2報（鈴木・中島他3名と共著），第 19回

塑性加工連合講演会前刷集， 437-440,1968. 11. ロー）レフォミングに関する実険的

研究 第3報 （鈴木・中島• 赤掘と共著），第19回塑性加工連合謡演会， 441-444,

1968. 11. 

｀ロー）レフォミングに関する実験的研究 第4報 （鈴木・中島他3名と共著），第 19回

塑性加工連合講演会， 445-448,1968. 11. 

、ロー）レフォミングに関する実験的研究 第5報 （鈴木・中島・赤堀と共著），第 19回

塑性加工連合講演会， 449-452,1968. 11. 

•ロー）レフォミングに関する解析的研究 第 1報 第 18回塑性加工連合講演会前刷集，

305-308, 1967. 11. 

ロールフォミングに関する解析的研究 第2報 第 18回塑性加工連合講演会前闊集，

-~09-312. 

ロールフォミングに関する解折的研究 第3報 第 19回塑性加工連合講演会前刷集，

433-436, 1968. 11. 

ロー）レフォミングに関する実験的研究 第 1報 （鈴木・中畠• 赤堀と共著），塑性と加

工， 10,97, 1969. 2. 

ロールフォミングに関する実験的研究 第2報 （鈴木・中局他3名と共著），塑性と加

工， 10,98, 1969. 3. 

，講師梅谷陽二 (Yoj;UMET ANI) 

不可逆過程熱力学のプロセス特性解析への応用一日本機械学会誌， 71,591, 1968. 

，講師荒木獄次 (KenjiARAKI) 

カフィードバック空気圧サーボ弁の自励振動ー計測自動制御学会学術講演会前刷， 311

-312, 1968. 
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カフィードバック空気圧サーボ弁の発振機構ー第 11回自動制御連合講演会前刷， 215;

-216, 1968. 

助 手 （特別研究員） 合田 周平 (Shuhei AIDA) 

Decision Mechanisms by the Neural Model IMICTRON. IEEE Pattern Recognition, 

Workshop論文集， 1968.8. 

海洋開発とエレクトロニクス，エレクトロニクス協議会会報， 32,1968. 

アメリカにおけるロボット研究と今後の問題点，計測と制御，計測自動制御学会誌， 7,.

12, 1968, 12. 

サイバネティックス，改訂 自動制御便賃， 1968.11. 

第 3部

教 森脇

反復可変論理回路の関数行列による解折と故I靡診断（渡辺

子通信学会全国大会論文集， 28,1968. 10. . 

NRZ形磁気ひずみ遅延線路記憶装岡（高羽禎雄・木下英実と共著）一昭和 43年度電子

通信学会全国大会論文集， 878,1968. 10, 

S.R.D. 対回路によるヒ°コセカンドパルスの発生（高羽禎雄• 愛沢慎一• 前原博之と共つ

著）一昭和 43年度電子通信学会全国大会論文集， 864,1968. 10. 

コンパイラ記述システム（河田 汎と共著）ー昭和44年電気四学会連合大会講演論文集，

3299. 1969. 3. 

授 義雄 (Yoshio MORIWAKI) 

貞と共著）一昭和 43年度電

教 授 沢井善三郎 (Zenzaburo SAW AI) 

インバータ誘郡電動機系における振動トルクの改善（原島文雄・賀屋和昭と共著）ー第1!

回自動制御連合講演会前刷， 203,1968. 10. 

多転流方式によるインバータ誘導機系の特性改善（原島文雄・賀屋和昭と共著）一昭和44

年電気四学会連合大会講演論文集， 518,1969. 3. 

教 授 斎藤 成文 (Shigebumi SAITO) 

レーザ特集（総説）ー電子通信学会誌， 51,4, 414-417, 電子通信学会， 1968.4. 

レーザを利用した無接触超高圧変流器（レーザCT),(浜崎襄二•藤井陽一•横山幸嗣・

大野 股•志田穆彦と共著）ー電気学会雑誌， 88, 959, 171-180, 電気学会， 1968.8. 

レーザ・トランシット（丸安隆和• 藤井陽一• 関 好正・広野正道と共著）ー電子通信学

会全国大会， 1968.10. 

L-4S型ロケットのレーダによる追跡結呆（浜崎襄ニ・水町守志・亀野要道・関口 豊・

満と共著）一宇宙航空研究所報告， 4,4, 751-760, 東京大学宇宙航空研究市川
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所， 1968. 12. 

L-4S 型のビーコン雷波の追跡（野村民也• 林友直• 長谷部 望• 関口 四• 中軋翡邦

宏•西本博信•長江幸昭と共著）一宇宙航空研究所報告， 4, 4, 761, 770, 東京大

学宇宙航空研究所， 1968.12. 

超高圧用マイクロ波変流器(μ 波 CT)(大野盟・喜連川 隆• 中原昭次郎・立川清兵

衛と共著）一三菱電機技報， 42,12, 1573-1580, 三菱霞機株式会社， 1968.12. 

レーザ実用化へのアプローチーエレクトロニクス， 41-44, オーム社， 1969. 1. 

批子エレクトロニクスの聞発目標―OHM,56, 1, 80-84, オーム社， 1969. 1. 

Low-Loss Laser Beam Transmission Through Lenses at the Brewster Angle (Coauthrs: 

Y. Fujii S. Shiraishi)-Proceedings of the IEEE, 57, 1, 78-79, 1969. 1. 

He-Neレーザの雑音（上原信吾と共著）一‘這気四学会連合大会， 1969. 3. 

ロケット搭載用テレビジョン装骰の試作，（丹羽登• 野；i寸民也と共著）一屯気四学会連合

大会， 1969.3. 

教授尾上守夫 (MorioONOE) 

尋体に近接した有限長コイルの特性（小林洋ーと共著）一昭和43年霞気四学会連合大会，

5. 1968. 3. 31. 

輪廓すべり振動の周波数スペクトラム（十文字弘道と共著）一昭和 43年霞気四学会連合

大会.117. 1968. 3. 30. 

i曲率のある厚みすべり振動子の解析（岡田勝宏と共著）一昭和43年屯気四学会連合大会，

118. 1968. 3. 30. 

ベクトル電圧計による振勁子定数の測定（熊谷 雅と共著）一昭和 43年＇這気四学会連合

大会， 1120. 1968. 3. 30. 

光弾性遅廷回路における遅れエコーの観測(+文字弘道・小林洋一• 松永繁樹と共著）一

昭和 43年電気四学会連合大会. 1143. 1968. 3. 30. 

結晶を媒四とした超音波遅延回路（望月雄蔵と共著）一昭和 43年‘這気四学会連合大会，

1144. 1968. 3. 30. 

ステップ応答による欠陥と低面との識別について（山田博窄と共著）一非破壊検査， 17,

2, TI-7, 76, 1968. 

光弾性による遅れエコーの観測（十文字弘逍• 小林洋一• 松永繁樹と共著）一昭和 43年

電気四学会連合大会， 11,2, rr-8, 77, 1968. 

鶏体に近接した有限コイルの特性（小林洋ーと共著）一昭和 43年屯気四学会連合大会，

17, 2, ][ -2, 79, 1968. 

渦流検査用広帯域移相器（市川初男と共著）一昭和 43年電気四学会連合大会， 17,2, 

][ -3, 80, 1968. 

禍流検査用ディジタ）レ移相器（高木幹雄・市川初男と共著）一昭和 43年屯気四学会連合

大会， 17,2, ][-4, 81, 1968. 
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たて屈曲多重モード振動子の振励解析（十文字弘道と共著）一屯子通信学会論文誌A,5f 

-A, 3, 110, 1968. 3. 

変換子の相互較正法に関する考察一日本音密挙会講演論文集， 1-1-10, 1968. 4. 

零温度係数水晶遅延回路（望月雄蔵と共著）一日本音密学会講演論文集， 1-1-11,1968. 

4. 

非直線結合多菫モード振動子（十文字弘道と共著）一日本音唇学会講演論文集， 1ー1-12,

1968. 4. 

非直線結合多重モード圧霊振動子（十文字弘道と共著）一昭和 43年 6月 20日超音波

研究会資料， us68-5, 1968. 6. 
最近の水晶発振器の動向ーエレクトロニクス， 13,8, 977-984, 1968. 8. 

円板の屈曲振動に対する高次ねじれ波の影菩（矢野 健と共著）一霞子通信学会論文誌，

15. A, 6, 247, 1968. 6. 

Multiple Mode Piezoelectric Resouators and Its Application to Filters and Parametric 

Devices.-Proc 6th International Conqress on Acoustics, G-3-6, 1968. 8. 

配電系統の監視方式の一試案について（高木幹雄・大野 農と共著）ー電気学会東京支部

大会， 365,1968. 10. 

円柱苓体を含む有限長ソレノイド・コイルの磁会分布（小林洋ーと共著）ー電子通信学会

全国大会， 24.1968. 10. 

VHFすずまき共振器（山田博章と共著）ー電子通信学会全国大会， 1221. 1968. 10. 

多重モード振動のフィルタ，発振器およびパラメトリック素子への応用ー電子通信学会

全国大会， S-9-1,1968. 10. 

エネルギとじこめ型多重モード振動子のオーバートーン（能谷 雅と共著）ー電子通信学

会全国大会， S-9-9,1968. 10. 

たて屈曲多霊モード振動子の諸特性（十文字弘道と共著）ー電子通信学会全国大会，

S-9-7, 1968. 10. 

低周波メカニカル遅延線路（砂山益輝と共著）一‘這子通信学会全国大会， 166,1968. 10. 

醇体に近接した有限長ソレノイドコイルの解析ー電気学会雑誌， 88-10,961, 1894-1902. 

1968. 10. 

SMD電磁検査への応用（市川初男と共著）一非破壊検査， 17,8, ]I-1, 338, 1968. 8. 

渦流検査用貫通型コイルの硲界（小林洋ーと共著）ー非破壊検査， 17-8, J[-2, 339, 

1968, 8. 

渦流検査における多直信号処理（高木幹雄・市川初男と共著）一非破壊検査， 17, 8, 

]I-3, 3401968. 8. 

探触子の絶対感度較正法ー非破壊検査， 17,8, ]I-1, 332, 1968, 8. 

二周波探触子（山田博章と共著）一非破壊検査， 17,8, TI -2, 333, 1968. 8. 

高結合圧電セラミックの測定法ー電子通信学会，電子回路部品材料研委，資料番号，

CPM 68-43, 1968. 12. 
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Analysis of Flexural Vibrations of a Circular Disk (矢野健と共著）ーTraus.IEEE. 

SU-15, 3, 182-185, 1968. 7. 

板波 (SH設）の反射（上野 立と共著）一日本音密学会請演論文集. 3-1-10, 1968.11. 

相互校正法における短絡忍度訊の測定一日本音密学会謡演論文集， 3-1-2, 1968. 11. 

光弾性遅延線路の直線動作(+文字弘道・小林洋ーと共著）一日本音野学会講演論文集 p

3-1-12, 1968. 11. 

2周波共用変換子（山田博章と共著）一日本音筈学会請演論文集.3-1-7, 1968. 11. 

テレメータ用振動子（高木幹雄と共著）一日本音唇学会講演論文集.3-1-8, 1968. 11. 

屈曲振動の節点と辺比の閃係(+文字］ム道と共著）一日本音轡学会請演論文集.3-1-9,. 

1968. 11. 

円板の屈曲振動の解折（矢野 健と共著）ー電子通信学会誌， 51A, 2, 75-78, 1968. 2. 

教授安達芳夫 (Yoshio ADACHI) 

MOS トランジスタの静特性と低周波雑音特性における異常現象（茅根直樹・上村幸

守• 生均俊明と共著）ー電子通信学会全国大会講演論文集， 777, 1968. 10. 

MOS トランジスタの低周波雑音に及ぼすバ）レクの性買の彩苦（茅根直樹・上村幸守・

生駒俊明と共著）一屯気四学会辿合大会講演論文集， 1803,1969, 3. 

信頼性用語 JIS案について，椋準化と品質管理， 21,9, 65-72, 1968. 9. 

教校浜崎襄二 (JojiHAMASAKI) 

レーザ軍磁回路索子一霞子通信学会誌， 51,4. 488, 1968. 4. 

最平坦通過特性を持つ帯域遮断油波器（赤尾宗ーと共著）一軍子通信学会マイクロ波研究

会資料， MW68-39, 1968. 9. 24. 

"Signal-to-Noise Ratios for Hologram Images of Subjects in Strong Incoherent" 

Lighto Applied Opties 7, 8, 1968. 8. 

マイクロ波集積回路の設叶の諸問題ストリップ線回路を中心として一昭和 44年雷気四

学会連合大会講油論文集， 3,7-2, 1969. 3. 

超伝郡を用いたマイクロ波フィルタの基礎実験（高野 忠と共著）ー昭和 44年雷気四学

会連合大会講演論文集， 1497,1969. 3. 

直線性の高い 360° 可変ダイオード移相器（座間知之と共著）一昭和 44年這気四学会連

合大会講演論文集， 1620, 1969. 3. 

超高辿パルス再生変調器（岡田三男と共著）一昭和 44年雷気四学会連合大会講演論文集

1626, 1969. 3. 

助教投河村達雄 (TatsuoKAWAMURA) 

Japanese Method of Artificial Pollution Tests on Insulators (Coauthors:'Shuhei 

Fujitaka, Sakuro, Tsurumi, Hiroshi Kondo Taisuke Seta Mitsuyoshi Yamamoto) 
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IEEE Transactions on Power Apparatus and Systems P AS-87, 3, 729-735, 19 

68. 3. 

Investigation on the Results of the Observation using the Pierce-Golde Type 

Lightning Flash Flash Counter in Japan (Coauthors: Shuhei Fujitaka, Sakuro 

Tsurumi) Fourth International Conference on the Universal Aspects of Atmospheric 

Electricity 4 A-3, 1968. 5. 

Investigation on the Results of the Observation using the Pierce-Golde Type 

Lightning Flash Counter in Japan (Coauthors: Shuhei Fujitaka, Sakuno Tsurumi, 

Yutaka Hirose, Katsuhiro Kinoshita) CIGRE Stuyd Committee No. 8, Lightning 

and Surges, Working Group: Lightning Flash Counter 1968. 6. 

がい子形状とアーク数を考磁に入れた平等汚損せん絡特性の解折（伊坂勝生と共著）一高

電圧技術研究会資料， 30-14,1968. 7. 

雷放電カウンタによる大地放電数の実測，電気評論， 53,7, 935-939, 1968. 7. 

アーク数によるがいし平等汚損せん絡特性の解析（伊坂勝生と共著）一昭和 43年電気学

会東京支部大会論文集， 247,1968. 10. 

不平等汚損せん絡特性の解折（伊坂勝生と共著）一昭和 43年霊気学会東京支部大会論文

名隻， 248, 1968. 10. 

汚損面における吸湿，漏れ電流，フラッシオーバ特性の湿度依存性について（伊坂勝生

と共著）一高電圧技術研究会資料， 31-19, 1968. 11. 

急しゅん波測定系のレスボンス時間の検討（大平矩史と共著）ー電気学会試険霞圧椋準特

別委員会，絶緑試験法小委員会資料， 984B, 1969. 1. 

雷放電カウンタによる放電数比校測定結果の検討（難波克明と共著）一昭和 44年電気四

学会連合大会論文集， 1163, 1969. 3. 

雷放電カウンタによる放電数分布と事故率との相関（田代文之助・北條準ーと共著）一昭

和 44年電気四学会連合大会論文集， 1163, 1969. 3. 

急しゅん波測定系のレスボンス時間におよぼす二，三の要因（大平矩史と共著）一昭和

44年電気四学会連合大会論文集， 1172, 1969. 3. 

汚損せん絡現象に影菩ある諸因子の湿度依存性について（伊坂勝生と共著）一昭和 44年

電気四学会連合大会論文集， 1265, 1969. 3. 

助教授山口楠雄 (KusuoYAMAGUCHI) 

グラフィック・ディスプレイ装四の試作（鈴木俊光• 桜井正郎と共著）一昭和 44年電気

四学会連合大会論文集， 1969.3. 

ディジタル・アナログ方式によるハイプリッドタイマ（第3報）（鈴木俊光・皇中俊郎と

共著）一昭和 44年電気四学会連合大会論文集， 1969.3. 

助教授安田靖彦 (YasuhikoYASUDA) 

新聞用広帯域ファクシミリの三値高速度伝送方式（野村民也・村田悠紀夫• 野辺田 繁

と共著）ー電気四学会連合大会論文集， 2063, 1968, 4. 
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時間的に屈子化されない二値信号の高速度伝送について（野村民也・村田悠紀夫と共著）

電気四学会連合大会論文集， 2031,1968. 4. 

二相位相変調波同期検波方式の位相およびタイミングジッタが誤り率に与える影密（野

辺田 繁と共著）ー電気四学会連合大会論文集， 2052, 1968, 4. 

宇宙飛しょう体の PCMテレメータ： PCMの基礎と新技術（猪瀬 博編）ー第 10章

産報， 1968.6. 10. 

高密度符号伝送の一方式（野辺田 繁と共著）一雷子通信学会全国大会， 1249,1968. 10. 

高密度伝送方式と多値伝送方式の誤り率による比較（野辺田 繁と共著）ー電子通信学会

全国大会， 1250, 1968. 10. 

紙面電送用広帯域ファクシミリの高速度伝送装骰（野村民也•野辺田 繁• 他学外3名

と共著）ー電気四学会連合大会， 2292,1969. 3. 

高密度符号伝送の基礎実験（野辺田 繁と共著）ー電気四学会連合大会， 2674,1969. 3. 

高密度データ伝送， s.11データ通信における諸問題（高川 洋・高木幹雄と共著）ー電
気四学会連合大会， 1969.3. 

助教授高羽禎雄 (SadaoT AKABA) 

磁わい遅延線の応用一霞気学会機械振動系機能部品恵門委員会資料， 2-6, 1968. 6. 

SRD 対回路によるヒ°コセカンドバルスの発生（森脇義雄• 愛沢慎一• 前原博之と共著）

一昭和 43年度電子通信学会全国大会講演論文集， 864,1968. 10. 

NRZ形磁気ひずみ遅延線路記岱装四（森脇義雄・木下英実と共著）一昭和 43年度霞子

通信学会全国大会講演論文集， 878,1968. 6. 

パルス回路およびディジタル回路ー電気工学年報昭和 43 年度版， 4• 2, 4• 3を分担執

筆， 1968. 12. 

助教授藤井陽一 (YoichiFUJII) 

レーザの原理とその応用（大野 既と共著）ー電気評論， 1968.4. 

くりかえしレンズによるレーザ伝送実験（白石 敏• 伊藤孝雄・三好正美と共著）一昭

和 43年連合大学講演論文集. 1968. 4. 

｝レビーレーザのモードロック（岩本明人と共著）一昭和43年連合大学講演論文集，1968.4. 

レーザ光検出器一軍子通信学会誌， 151,479-487, 1968. 4. 

直流大電流用レーザ CT/レーザセルシン（白石 敏・浜□ 新と共著）一屈子エレクト

ロニクス資料， 1968.6. 

プリュスタレンズによる低損失レーザ・ビーム伝送（伊藤孝雄・白石 敏・三好正美と

共著）一鼠子エレクトロニクス資料， 1968.6. 

Contact-Free Current Transformer for Extra-High-Voltage Rower Lines by Using 

Laser Light (Laser CT) (Coauthors: S. Saito, J. Hamasaki・K. Yokoyama . 

Y. Ono• T. Mtui)-J.I.E.E of Japan 1968. 8. 

レーザ通信への応用「レーザの通信・情報処理計測への応用と実用化上の技術的諸問
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題」 1-25, 1968. 11. 

レーザのテレメータ遠隔制御への応用「エレクトロニクス」 13,7, 817-823, 1968. 7. 

レーザによる電流の測定「エレクトロニクス・ダイジェスト」 119号， 85-91,1968. 

11. 

新しい光レーザ「つぎの電子技術のにない手」（大野 盟と共著）

レーザによる電子ビーム雑音軽滅係数の測定（岩本明人と共著）一昭和 43年度電子通信

学会全国大会講演論文集， 1968.11. 

直流大電流用レーザ CT/ レーザセルシン（白石敏•浜口 新・伊藤孝雄と共著）一昭

和 43年度電子通信学会全国大会講演論文集， 1968. 11響

レーザ． トランシット（丸安隆和・斎藤成文• 関 好正・広野正道と共著）一昭和 43年

度電子通信学会全国大会講演論文集， 1968.11. 

Low-Loss Laser Beam Transmission Through Lenses at the Brewster Angle 

「Proceedingsof the IEEE」57,1, 78-79, 1968. 1. 

CAVITY TYPEレーザ光変調（滝本英之と共著）一昭和44年度全国大会講演論文集，

1969. 3. 

レーザ・ダイオードのマイクロ波変晶（西本博信と共著）一昭和 44年度全国大会講演論

文集， 1969.3. 

ケープルトラフを用いたレーザ・ビーム伝送路の実験（伊藤孝雄• 青山賢三郎・小本

喬•平野公男と共著）一昭和44年度全国大会講演論文集， 1969. 3, 

プリュスターレンズ整合の諸条件（伊藤孝雄と共著）一昭和 44年度全国大会講演論文

集， 1969.3. 

同ーレーザ・ビームによる電流電圧計測（滝本英之• 井上雅文• 中川重雄と共著）一昭

和44年度全国大会講演論文集， 1969,3. 

レーザによる PT の基礎実験（鳴河輝夫• 浜口 新• 井上雅文・中川重雄と共著）一昭

和 44年度連合大会講演論文集 1969.3 

最子エレクトロニクス「フジスチールデザイン」 12-13, 1969. 1. 

助教授高木幹雄 (MikioTAKAGI) 

渦流検査における多重信号処理（尾上守夫・市川初男と共著）一昭和 43年度 NDI秋季

大会， J[-3,1968. 10. 

データ伝送における歪補償方式に対する学習期間の雑音の影啓について（藤本 洋•野

村義夫と共著）一昭和 43年度電子通信学会全国大会講演論文集， 1033,1968. 10. 

配電系統の監視方式の一試案について（尾上守夫・大野 翌と共著）一昭和 43年度電気

学会東京支部大会講演論文集， 365,1968. 10. 

テレメータ用振動子（尾上守夫と共著）一日本音穂学会秋季研究発表会講演論文集， s-
1-8, 1968. 11. 

高速度データ伝送（宮川 洋•安田靖彦と共著）一昭和 44 年度電気四学会連合大会講演

144 



論文集， 11-4,1969. 3. 

磁歪遅延線検査装四（藤本 洋と共著）一昭和 44年度電気四学会連合大会講演論文集，

25-93, 1969. 3. 

データ伝送における歪補倣方式のアイパタンについて（藤本 洋と共著）一昭和 44年度

電気四学会連合大会講演論文集， 2687,1969. 3. 

同期方式 PCMの基礎と新技術， 248-306, (産報， 1968)

助教授原島文雄 (FumioHARASHIMA) 

状態推移法によるインバータ誘郡電動機系の解折（内田克己と共著）ー第 7回計測自動制

御学会学術講演会予稿集， 404,1968. 9. 

インバータ誘等電動機系における振動卜）レクの改善（沢井菩三郎・賀屋和昭と共著）ー第

11回自動制御連合講演会前刷 203,1968. 10. 

インバータで駆動される誘郡電動機の特性（内田克己と共著）一昭和 44年電気四学会連

合大会講演論文集， 517,1969. 3. 

多転流方式によるインバータ誘郡電動機系の特性改善（沢井恙三郎・賀屋和昭と共著）一

昭和 44年電気四学会連合大会講演論文集， 518,1969. 3. 

助教授生駒俊明 (ToshiakiIKOMA) 

電子遥移効果発振の動作解析（柳井久義•菅田孝之・鳥塚英樹と共著）ー電子通信学会半

醇体トランジスタ研究会， SSD-68-13,1968. 6. 

ガン効果を用いたニューロンディジタル素子（柳井久義・ 菅田孝之と共著）一昭和 43年

日本 ME学会第7回大会， 174,1968. 7. 

Observations of Current Waveforms of the Transferred-Eletron Oscillators (Coau-

thors: H. Yanai, H. Toritsuka)ー7the International Conference on Minowave 

and Optical Generation and Amplification, 1968. 9. 

ガン効果材料の実効特性紐の測定（柳井久義• 菅田孝之• 田島裕介と共著）一昭和 43年

度電子通信学会全国大会， 694,1968. 10. 

電気二重屈の生成過程の解析（柳井久義・菅田孝之と共著）ー電子通信学会全国大会，

699. 1968. 10. 

MOSトランジスタの静特性と低周波雑音特性における異常現象（茅根直樹・上村幸守・

安達芳夫と共著）一昭和 43年度，電子通信学会全国大会， 777,1968. 10. 

ガン効果を用いた機能索子，応用物理， 37,11, 1045-1050, 1968. 11. 

LSA発振動作の解折的理論と実験（柳井久義と共著）， 電子遥信学会一論文誌 C,51-

C, 12, 557-564, 1966. 12. 

折線近似によるガン効果の定常電気二重屈の解折（柳井久義・鳥塚英樹共著）ー電子ill1信

学会論文誌 C,51-C, 12, 565-572, 1968. 12. 

電気二重屈の過渡特性消滅過程について（柳井久義・菅田孝之と共著）一昭和 44年箪：気
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四学会連合大会， 1960,1968. 3. 

MOSトランジスタの低周波雑音におよぽすバルクの性質の影密一昭和 44年電気四学

会連合大会， 1803,1968. 3. 

講 師 長谷部 望 (Nozomu HASEBE) 

円偏波十文字スロットアンテナー信学会・アンテナ・伝播研究会， 68-48,1968. 11. 

トラッキング（斎藤と共著），航空学会誌， 17,180, 1969. 1. 

5, 6GHzコニカルスキャンニングアンテナの一次放射器，昭 44年四学会連合大会，

1969. 3. 

第 4部

教 授 菊池 顔一 (Shin-ichi KIKUCHI) 

写真の分光増感作用の研究（第 11報）酸化亜鉛種子に吸許した感光性色索の電子エネ

）レギ準位の計算と酸化亜鉛の光伝尊の分光増感作用の考察（谷 忠昭と共著）ーエ化誌，

71, 182, 1968. 

写真の分光増感作用の研究（第 12報）ボーラログラフおよび分子軌道法による写真用

色索の電子エネルギ準位図の作製（谷 忠昭• 本多健一• 河村恭子と共著）ーエ化誌，

71, 37, 1968. 

写真の分光増感作用の研究（第 13報）冗電子エネルギ準位，ポーラログラフ半波軍位

および励起エネルギに焔づく色索の分光増感作用の考察（谷 忠昭•本多健ーと共著）

ーエ化法， 71,42, 1968. 

写真の分光増感作用の研究（第 14報）分子軌道法とボーラログラフに基づくキサンテ

ン系色索の冗電子エネルギ準位の計算と写真作用の考察（谷 忠昭• 細谷一雄と共

著）ーエ化誌， 71,322, 1968. 

塩化銀写真乳剤中の色索の電子エネルギ準位の計罫と分光増感の考察（谷

ーエ化誌， 71,604, 1968. 

分子軌道法，ポーラログラフおよび吸収スペクトルによる感光色索の仕事関数の決定

（谷忠 昭• 本多健一• 岡田宏一郎と共著）ーエ化誌， 71,606, 1068. 

、ハロゲン銀に吸粧した写真用増感色索の蛍光と消光と分光増感作用の考察（谷

関口 徹と共著）ーエ化誌， 71,631, 1968. 

ボーラログラフ半波電位に基づく色索の電子親和力の決定と分光増感作用の考察（谷

忠昭と共著）ーエ化誌， 71,797, 1968. 

酸化亜鉛に吸狩した感光色索のイオン化エネルギ，電子親和力および仕事関数の決定

（谷忠昭と共著）ーエ化誌， 71,1286, 1968. 

ハロゲン化銀に吸普した写真用色索の蛍光の消光と吸許色索によるハロゲン化銀の光分

解の分光増感（谷忠昭• 関口 徹と共著）ーエ化誌， 71,1788, 1968. 

忠昭と共著）

忠昭・

146 



Modified Electron Transfer Mechanism for Spectral Sensitization in Photography 

(Coauthos: Tadaaki TANI, Ken-ichi HONDA)-Phot. Sci. Eny., 12, 80, 1968. 

教授江上一郎 (IchiroEGAMI) 

プラズマジェットの製錬への応用，炭索遠元法（第 2 報）（明石和夫• 石塚隆ーと共著）

一日本鉱業会誌， 84,959, 355, 1968, 

ア）レゴンプラズマジェットによるボロンの溶解および凝固後の 2,3の性質（第2報）

（明石和夫•石塚隆ー・小倉正夫と共著）電気化学協会第 35 回大会講演要旨集， D.

35, 1968, 4. 

教授浅原照三 (TeruzoASAHARA) 

a,a,a, wーテトラクロ）レアルカンの熱安定性（平野二郎と共著）一石油学会誌， 11,94, 

1968. 

芳香族炭化水索とエチレンとのテロメリゼーション（佐藤 琉と共著）ーエ化誌， 71,

1523, 1968. 

The Cationic Telomerization of Butadiene with Its Hydrochloride (Coauthor: Hideo 

Kise) Bull. Chem. Japan Petrol. Inst., 10, May 50 1968. 

エタン 1,1, 2, 2テトラカルボン酸＝無水物からボリイミドの合成（福井却雄と共著）

ーエ化誌 71,918, 1968. 

Thin Layer Chromatographic Analysis of Poly (oxy ethylene) nonyl phenol (Coau-

thor: Shigeo Hayano)ーTenside,5, 80, 1968. 

Reactions of Peroxides. I. (Coauthors: Leonard S. Silber T, Daniel Swem)一J.Org. 

Chem., 33, 3671, 1968. 

フェロセンポリマ（市川洋祐と共著）一有合化， 26,1020, 1968. 

Electrolytic Reduction of Naphthalene in Various Alcohol Hexamethyl Phosphoramide 

System (Coauthors: Manabu Seno, Hideaki Kaneko)-Bull. Chem. Soc. Japan, 41, 

12, 2985, 1968. 

電解重合による金屈表面処理の研究（第1報）（妹尾学・土屋 満と共著）一金属表面技

術， 19,511, 1968. 

電解重合による金屈表面処理の研究（第2報）（妹尾 学・土屋 満と共著）一金属表面技

り付， 20, 2, 1969. 

電解璽合による金属表面処理の研究（第3報）（妹尾 学・土屋 満と共著）一金属表面技

fl将， 20,28, 1969. 

電解菫合による金屈表面処理の研究（第4報）（妹尾学・土屋 満と共著）一金屈表面技

1ポi,20, 64, 1969. 

電解重合による金属表面処理の研究（第5報）（妹尾学・土屋 満と共著）一金屈表面技

術， 20,99, 1969, 
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教授加藤正夫 (MasaoKATO) 

放射化トレーサ法によるアルミニウム合金の腐食に関する研究（井上 健と共著）一軽金

属学会春期大会講演概要， 117-118, 1968. 5. 

塩化カルシウムおよび塩化ナトリウム溶液中での 5083,6061アルミニウム合金の腐食

について（井上健と共著）一軽金屈学会春期大会講演概要， 145-146,1968. 5. 

Studies on Dynamic Corrosion of Aluminium・and its Alloys in Tap Water (Coauthor: 

K. Inoue) Metallurgical Abstracts on Light Metals and Alloys III, 70-76, 1968, 

7. 

水中微最不純物がアルミニウムの腐食におよぽす影椀について一軽金屈， 18,10, 530 

-538, 1968. 10. 

アルミニウムの水腐食について（第 1報，第2報）（井上 健らと共著）一軽金屈学会秋

期大会講演概要， 31-34, 1968, 11. 

新しい高カアルミニウム合金鋳物一軽金屈協会，アルミニウム鋳物委員会幹事長として

編集， 189,1968. 12. 

わが国のアイソトープ装備機器の現状と将来， Isotopenews 174, 2-4, 1969. 1. 

教授野崎 弘 (HiroshiNOZAKI) 

＇多層構造記録紙による帯電特性（豊島喜則・飯田武揚と共著）ー電子写真学会，第 22回

研究対論会要旨， 28, 1968. 11. 

＾膜現象の化学， 日本ソーダ工業会，ソーダ工業技術研究会資料， 5, 1968. 9. 20. 

酸化チタン樹脂分散陪のコロナ帯電特性（第4報）（飯田武揚・ 鈴木弘治と共著）ー電子

写真学会，第 22回研究討論会要旨， 19, 1968. 11. 30. 

Rectification Effects Using Polyelectrolyte Solutions (Coauthors: M. Seno,K. Shimizu) 

Bulletin of the Chemical Society of Japan 41, 802-809, 1968: 

The Rectification Effects Using the Ices Doped with Electrolytes (Coauthors: M. 

Seno, Y. Yoshida, K. Shimizu) Bulletin of the Chemical Society of Japan 41, 325 

-2330, 1968. 

白金板を陽極とする水溶性樹脂の泳動電瞥（中村好男•安藤司郎と共著）ーエ化誌， 71,

9, 1475, 1968. 

シリコン単結晶の塩化水索ガスによる気相鍛面研岸（岡崎重光と共著）ーエ化誌， 71,3, 

327, 1968. 

Contact Potential in Vacunm for Titanium Dioxide Powder; (Coauthor: T. Tuda) 

Bulletin of the Chemical Society of Japan 42, 1, 243-244, 1969. 

教授山辺武郎 (TakeoYAMABE) 

、イオン交換膜の異常祁電現象の研究（妹尾 学と共著）一旭硝子工業奨励会研究報告，

13, 213, 1968. 6. 
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混合イオン交換カラムによるアミノ酸の群分離（山県和子・妹尾 学と共著）一日化誌，

89, 8, 772, 1968. 8. 

The Thin Layer Chromatography of Condensed Phosphates-Bull. Chem. Soe. Japan. 

41, 8, 1959. 1968, 8. 

イオン交換樹脂に関する理論の進歩（総説）一高分子， 17,4, 306. 1968. 4 

イオン交換）炭電気透折法ー総括ー（総説）一悔水誌， 22,11, 8. 1968. 4 

分祈化学進歩総説， 5, イオン交換一分折化学） 17, 13, 50 R, 1958. 12 

教授武藤義一 (Giichi-MUTO)

液体クロマトグラフィにおけるアミノ酸の軍益的検出法（高田芳矩らと共著）一分折化

学， 17,12, 3, 1968. 12 

フッ索イオン活紐屯極によるフッ索の電鼠滴定（野崎 健と共著）一分析化学， 18,2, 

247, 1969. 2 

新しい徴批ガス分折法（ガスクーロメトリ）（裔田芳矩と共著）一分析機器， 6,5, 287, 

1968. 5 

教授今岡 稔 (MinoruIMAOKA) 

テルライト系のガラス化範囲について（山崎敏子と共著），窯協， 76,160, 1968. 

助教投西川精ー (SeiichiNISHIKAWA) 

Cu-Co合金の時効について（長田・小林と共著）一日本金屈学会誌， 32,4. 340-345, 

1968 

純度の異なる Al—0,3Wt.% Zr合金の析出硬化とその再結品特性について（長島・沢

ロ・小林と共著）一軽金属 18,10, 517-523. 1968. 

: Some Metallurgical Investigations on Pb-Sn-Sb Alloy for Cable Sheathing (Coauthors: 

N. Nagashima, T. Kasahara)—Proceeding of the 3rd International Conference on 

Leadat Venice held on 18 to 20 September 1968. 

ケープル鉛被用 Pb-Sn-Sb系合金に関する研究（長島・笠原と共著）一鉛と亜鉛， 27,

1, 48-59. 1969 

助教授原善四郎 (ZenshiroHARA) 

遠元折出銅粉の形状（阿部照衛と共著）一粉体粉末冶金協会昭和43年春季大会講演概要

集， 20,1968 

側方通電焼結法に関する研究（坂井徹郎と共著）一粉体粉末冶金協会昭和43年春季大会

講演概要集 22,1968 

助教授後藤信行 (NobuyukiGOTOH) 

3ーヨードならびに 3ープロムペリレンの合成（古賀悦之• 高坂 忠と共著）ーエ化誌，
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72, 3, 1969. 

a, a'ージナフチルアミンおよび N,N'ージ (a-ナフチ｝レ）ー1,4ーナフチレンジアミンの合

成（園部 寛と共著）一日本化学会第21年会予稿集 4,2542, 1968. 

有機化学ハンドプック（全改訂版）第 1 緬 8' 炭索—ハロゲン結合をつくる反応， p.223,

第W編 有機工業薬品， 1675,有機合成化学協会絹（技報墜刊）， 1968.

助教授河添邦太朗 (Kunitaro KAW  AZOE) 

物質移動を伴う充填屈内の軸方向混合（川井と共著）一化学工学協会33年会，講演要旨

集， 34-36,1968. 4. 

クロマトグラフのパルス波形に関する一考察（川井・武口と共著）ー化学工学協会33

年会講演要旨集， 37-39,1968. 4. 

合成ゼオライトの新しい工業利用（川井と共著）一化学工場， 12,5, 91-95, 1968. 5. 

プラント内の流れー第8回アイソトープ会議論文集， 276-278,1968. 5. 

吸粧ー化学工業便院， 12章， 765-805,丸善， 1968.5. 

多孔性イオン交換樹脂の粒内拡散係数（竹内・武口と共著）ー化学工学， 32,7, 716-

717, 1968. 7. 

活性炭蝕媒における沃索ー水索反応（呉と共著）ー化学工学協会秋季大会前刷， 17-18,

1968. 10. 

核燃料再処理廃ガス中の放射性希ガスの吸芯除去（川井・宝角と共著）一化学工学協会：

秋季大会前刷， 221-222,1968. 10. 

錯体抽出に伴う反応速度（黒沢と共著）一化学工学協会秋季大会前刷， 185-186,1968. 

10. 

物質移動を伴う充填形内の軸方向混合について（川井と共著）一化学工学， 32,11, 

1122-1127, 1968. 11. 

助教授早野茂夫 (SeigeoHA  YANO) 

Thin Layer Chromatographic Analysis of Polycoxyethylene Nonylphenol Ether 

(Coauthors: T. Nihongi, T. Asahara)ーTenside,5, 80, 1968. 

Relation between Rf-and HLB・valuesof Surface Active Agents in Thin Layer・ 

Chromatography (Coauthor: T. Asahara)-Preprint of Vth Int. Cong. of Surface 

Active Agents, Barcelona, B JI[ 126, 1968. 9. 

ポーラログラフィによる分散染料可溶化の研究（篠塚則子と共著）一染色工業， 16,11, 

1, 1968. 

ビルメンテナンスと界面活性剤（上）（下）ービルメンテナンス， 8,36; 9, 27, 1968. 

界面活性剤入門 (1)'火災， 18,221, 1968. 

助教授明石和夫 (KazuoAKASHI) 

プラズマジェットの製錬への応用，炭素還元法（第2報）一（江上一郎・石塚隆ーと共・
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著）一日木鉱業会誌， 84,959, 355, 1968. 

単体ボロンの溶融，精製と 2,3の性質，融解塩電解によるボロンの製造（第2報）ー（河

村和孝と共著）一金屈材料技術研究所報告， 11,61, 1968. 

アルゴンプラズマジェットによるボロンの溶解および凝固後の 2,3性質（第2報）一（江

上一郎・石塚隆ー・小倉正夫と共著）ー電気化学協会第35回大会講演要旨集， D.35, 

1968. 4. 

助数授本多健一 (Ken-ichiHONDA) 

ボーラログラフおよび分子軌道法による写真用色索の屯子エネルギ準位図の作製（谷

忠昭• 河村恭子・菊池腱ーと共著）ーエ化誌， 71,37, 1968. 

冗電子エネルギ準位ポーラログラフ半波電位および励起エネルギに是づく色索の分光増

感作用の考察（谷 忠昭・菊池餓ーと共著）ーエ化誌， 71,42, 1968. 

ボーラログラフィ〔II〕―染料と薬品， 13,41, 1968. 

銀塩材料（白黒）ーマテリアルスクールバ印写材料コース， 2, 日刊工業， 1-62, 1968. 

Modified Electron Transfer Mechanism for Spectral Sensitization in Photography 

(Coauthors: Tadaaki Tani, Shin-ichi Kikuchi)-Phot. Sci. Eng., 12, 80, 1968. 

分子軌道法，ポーラログラフおよび吸収スペクトルによる感光性色索の仕事関数の決定：

（谷 忠昭・菊池飼ー• 岡田宏一郎と共著）ーエ化誌， 71,606, 1968. 

励起状態の電極反応（その 1)ー電子エネルギ準位と電極慮位（谷 忠昭と共著）一屯気と

化学， 36,700, 1968. 

光電気化学ーエ化誌 72,63, 1969. 

チオニンの励起状態における電極反応（徳田耕一• 池上 伸・菊池貝ーと共著）ーエ化

誌 72,105, 1969. 

Ti02半羽体軍極における光増感電解酸化（藤嶋 昭・菊池餓ーと共著）ーエ化誌， 72,

103, 1959. 

光励起された色索の酸化遠元反応としての写真の分光増感（修正電子伝逹機構）一（谷、

忠昭・菊池飼ーと共著）ーエ化誌， 72,129, 1969. 

光学技術ハンドブック（現像・定着の項を報筆）ー朝倉書店， 1968.

助教授妹尾 学 (ManabuSENO) 

Rectification Effecto using Polyelectrolyte Solutions (Coauthors: K. Shimizu, H, 

Nozaki)—Bull. Chem. Soc. Japan, 41, 4, 802-809, 1968. 

Rectification Effecto using the Ices Doped with Electrolytes (Coauthors: K. Shimizu~ 

H. Nozaki)-Bull. Chem. Soc. Japan, 41, 10, 2325-2330, 1968. 

Electrolytic Reduction of Naphthalene in Various Alcohol-Hexamethylphosphoramide, 

Systems (Coauthors: T. Asahara, H. Kaneko)—Bull. Chem. Soc. Japan, 41, 12, 

2985-2989, 1968. 

電解重合による金屈表面処理の研究（浅原・土屋と共著），金属表面技術， 19,12, 511-・ 
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513, 1968; 20, 1, 2-51969; 20, 1, 28-31, 1969. 

The Role of Surface Active Agento on Polymerization on Hydroxylic Surfaces, 

(Coauthor: T. Asahara), V th International Congress on Surface Active Substa-

nces, Reprint BJ皿 125,1968. 9. 

助教授竹内 理 (YasushiTAKEUCHI) 

多孔性イオン交換樹脂の粒内拡散係数（河添・武口と共著）一化学工学， 32,7, 716-

717, 1968. 7. 

助教授石田洋一 (YoichiISHIDA) 

Recovery Processes during Creep of Fe-0. 75% Mnー Trans,Japan Inst. Metals, V 9, 

120, 1968. 

Dislocation Images on the Grain Boundary and their Behavior at Elevated Tempera-

tures (Coauthors: T. Hasegawa, F. Nagata)—Proceedings of the International 

Conference on the Strength of Metals and Alloys, Trans. Japan Inst. Metals, V 9, 

504, 1968. 

金屈結晶粒界の微細構造（長谷川・永田と共著）一日本物理学会第23回年会講演予稿集

3, 179, 1968. 

クリープ粒界すべりの機構（長谷川・永田と共著）一日本金屈学会第62回（春期）講演

概要集 179,1968. 

大傾角粒界の微細構造（長谷川と共著）一日本金屈学会第 63向（秋期）講演概要集 229,

1968. 

助教授高橋 浩 (HiroshiTAKAHASHI) 

カオリン鉱物の水酸化ナトリウム処理によるホージャサイトの合成（西村腸ーと共著）一

日本化学雑誌， 89,373, 1968. 

酸化亜鉛の構造不整と触媒活性（堤和男と共著）ーエ化誌， 71,1345, 1968. 

酸化亜鉛の構造不賂と溶解熱（堤 和男と共著）ーエ化誌， 71,1349, 1968. 

石英の構造不整と水への没せき熱（堤和男と共著）ーエ化誌， 71,1443, 1968. 

ゼオライト触媒の静電場の熱的測定（第2報）シリカ／アルミナモル比の影唇（堤 和

男と共著）一触媒（第23回触媒討論会予稿集） 10, 116, 1968. 

接触分解用ゼオライト触媒ー化学と工業， 21,1287, 1968. 

ハロイサイトから合成したA型ゼオライトの吸普特性（西村陽ーと共著）一日本化学雑

誌， 90,138, 1969. 

モルデナイトの構造と特性（西村［陽ーと共著）ー表面， 7,75, 1969. 

Formation of Faujasite-Like Zeolite from Halloysite (Coauthor: Yoichi Nishimura) 

-Clays and Clay Minerals, 16, 399, 1968 . 

.152 



助 手 佐藤 乙丸 (Otomaru SA TO) 

放射線および放射性同位元索ー電気工学年報昭和43年度版， 435-7,1969. 2. 

放射線応用計測器の統済性，経済性の評価ー原子力工業， 14,11, 13-8, 1968. 11. 

第 5部

教 授 星埜 和 (Kano HOSHINO) 

道路行政に望むもの一道路建設， 246,1968. 7. 

高速道路の安全性一高速道路と自動車， 11-12,1968. 12. 

道路と自動車ー自動車技術， 22-4, 1968. 4. 

教 授 丸安 隆和 (Takakazu MARUYASU) 

鉄筋コンクリート構造物の自動設計• 自動製図（中村英夫•その他と共著）ーコンクリー

ト・ジャーナル， 6,1, 1968. 1. 日本コンクリート会議．

実体写真による自由曲面の測定，精密機械， 34, 1, 1968, 日本桁密機械学会．

Short Range Photogrammetry of Object in Motion (Coauthor: T. Oshima) Invited 

Paper of ]Xth International Congress of Photogrammetry, 1968. 

航空写真による放雪分布および積雪批の解析方法に関する研究（田補秀春・内田正人と

共著）一土木学会論文集，土木学会， 153,1968. 8. 

計罫機時代における土木設計の趨葵（村井俊治・若林芳夫と共著）一土木学会誌，土木

学会， 53,8, 1968, 8. 

都市における自然災害とくに胆崩れの危険度予知についての研究（梢水

と共著）一土木学会論文集，土木学会， 159,1968, 11. 

仁• 島田厚二

教 授 勝田 高司 (Takashi SHODA) 

建物列による風の遮蔽に関する風洞校型実験（土屋喬雄・村上周三と共著）一日本建築

学会論文報告集， 155,41-49, 1969. 1. 

実在都市の市街地気流に関する風洞校型実験（土屋喬雄・村上周三と共著）一日本建築

学会論文報告集， 156,1969. 2. 

残密室におけるダクト開放端の反射滅衰について（安岡正人・板本守正• 寺尾道仁と共

著）一日本建築学会論文報告集，号外， 51, 1968. 10. 

コンクリート・アパートの空気汚染（寺沢逹ニ・村上周三・板本守正• 片山忠久・塘

樹と共著）一日本建築学会論文報告集，号外， 99,1968. 10. 

地域熱需要の要因の行列表示について（寺沢逹二•石井昭夫•安孫子義彦と共著）一日

本建築学会論文報告集，号外， 135,1968. 10. 

室内気流分布の数値解法について（土屋喬雄と共著）一日本建築学会論文報告集，号外，

175, 1968. 10. 

直
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コークス消火塔模型実験について（土屋喬雄・市川智章•正田良次と共著）一日本建築

学会論文報告集，号外， 191,1968. 10. 

コンクリート・アパートにおける屋内気候要索の相関分折（寺沢達ニ・村上周三と共

著）一日本建築学会論文報告集，号外， 253,1968. 10. 

コンクリート・アパートにおける結露の要因について（寺沢逹ニ・村上周三・片山忠久

と共著）一日本建築学会論文報告集，号外， 255,1968. 10. 

教授久保慶三郎 (KeizaburoKUBO) 

構造物砧礎の耐震設計ーカラム， 1968.8. 

材料力学通論 (7,8, 9章）ー東大出版会， 1968.11. 

地震と構造物の応答・設計一土木施工， 1968.11. 

Vibration Test of a Structure Supported by Pile Foundation-Pree. of 4th World 

Confereuce of Earthquake Eng. 1969. 1. 

教授池辺 陽 (KiyoshiIKEBE) 

集合住宅高層化への指標ー建築文化， 265.

設計方法一日本建築学会， 1968.10. 

HUP REPORT 2ープレハプ建築協会， 1968.12. 

住居分類指標ー住居設計のシステム化のために一日本建築学会大会学術講演梗概集，

1968. 10. 

教授井口昌平 (SyoheiINOKUTI) 

IHDプログラムの中での水文学の研究について一文部省出版物 MEJ9969, 《IHD》,5, 

3-42, 1968. 3. 

各国における IHDの連絡誌について一文部省出版物 MEJ9989, 《IHD》, 6, 24-26, 

1968. 8. 

世界水観測日の提案について一文部省出版物 MEJ9990, 《IHD》, 7, 12-24, 1968. 

10. 

水文学用語集の作成について一文部省出版物 MEJ9990, 《IHD》,7, 31-34, 1968. 

10. 

河道のなかの流れの特性について（第2報）（姓川 登• 吉野文雄と共著）一土木学会，

第23回年次学術講演会， 375-376,1968. 10. 

教授田中 尚 (HisashiTAN AKA) 

Limit Analysis of Beam-Column Connections (I-1) (Coauthors: A. Fukusima, 

Y.C.Lin)一日木建築学会論文報告集， 148,49-55, 1968. 6. 

Limit Analysis of Beam-Column Connections (I-2) (Coauthors: A. Fukusima Y. 

C. Lin)一日本建築学会論文報告集， 149,25-33, 1968. 7. 

鉄骨構造物の柱はり接合部の耐力，剛性に関する研究（その 3) (福島暁男・重信恒男
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と共著）一日本建築学会大会学術講演梗概集， 1025-6,1968. 10. 

柱はり接合部の極限解析 (6,強軸曲げを受ける f--形，J_形接合部）（林 永全と共著）一

日本建築学会論文報告集， 1027-8,1968. 10. 

柱はり接合部の極限解折 (7)(福島暁男と共著）一日本建築学会論文報告集， 1029-30,

1968. 10. 

Limit Analysis of Beam-Column Connections (II) (Caouthor: Y. C. Lin)一日本建築

学会論文報告集， 157,1969. 3. 

Limit Analysis of Beam-Column Connections Subjected to Anti-symmetrical Bend-

ing, Recent Researckes of Structural Mechauics, 279-297, 1968. 4. 

Von Misesの降伏条件による字形接合部の極限解析ー構造工学研究， 102-127,1969. 

助教授三木五三郎 (Gosaburo MIKI) 

判別分類試験一「土質調査試験結果の解釈と適用例」の第4章， 34,土質工学会， 1968.

3. 

ケミカルグラウトの没透性に関する新しい問題点ー第3回土質工学研究発表会発表講演

集，土質工学会， 159-162,1968. 6. 

土質用語・記号および土質試験法に関する規格の最近の事h炉一土と陥礎， 16,8, 47-

50, 1968. 8. 

日本の土の工学的分類法について一土木学会第23回年次学術講演会講演概要, ][-12, 

1968. 10. 

コルゲートアーチの支持機構に関する実験的研究（その2) (桐本国男と共著）一土木学

会第23回年次学術講演会講演概要, ][-111, 1968. 10. 

ドイツの「土の工学的分類法」の規格一土と翡礎， 16,11, 38-48, 1968. 11. 

演習土質工学（中瀬明男・福住隆ニ・持永竜一郎と共著）ーオーム社， 244,1969. 3. 

助教授石井聖光 (kiyoteruISHII) 

Study on Noise Reduction in the Vehcle of Under Ground Railway by Acoustical 

Treatment on the Wall of Tunnel (Coauthor: Tomoharu KAZAMAKI) Reports 

of the 6th International Congress on Acoustics, F-69, 1968. 8. 

助教授村松貞次郎 (Teijiro MURAMA TSU) 

霞力関ビル一新建築， 1968.6. 

鉄筋コンクリート構造の歴史ーコンクリート・ジャーナル， 1968.11. 

助教授小林一輔 (KazusukeKOBAYASHI) 

人工軽紐骨材コンクリートの高圧蒸気旋生に関する辿礎的研究（伊藤利治・河原俊厚と

共著）一土木学会第23回年次学術請演会概要， 1968.10. 

合成樹脂接培による鉄筋継手に関する抵礎実験（伊藤利治・芝田憲と共著）一土木学会
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第23回年次学術講演会概要， 1968.10. 

助教授川股重也 (ShigeyaKAW  AMAT A) 

Application of Finite Element Method to Non-Symmetrical Problems of Solids of 

Revolution, (Coauthor : Shigematsu Shioya), Recent Pesearches of Structural 

Mechanics, Uno-shoten, 1968. 

マトリックス法によるラーメン解折入門 (1)-(3)ーコンクリートジャーナル， 6,8, 

10, 11, 1968. 8, 10, 11. 

壁式ラーメンの応力解析の基礎的研究（坪井善勝・徐 文良と共著）一日本建築学会大

会学術講演会梗概集， 1968.10. 

回転殻の固有周期に関する研究（坪井善勝・柴田耕ーと共著）一日本建築学会大会学術講

演会梗概集．

円筒形スペースフレームシェルの解折（坪井善勝・真柄栄毅と共著）一日本建築学会大

会学術講演会梗概集．

Finite Element 法による 4 点支持板の解析（坪井善勝・塩屋繁松• 千葉敏郎と共著）一

日本建築学会大会学術講演会梗概集．

Finite Element Methodによる連続体の解析ーその (4)回転体の非対称問題（坪井善

勝•塩屋繁松• 田中伸幸と共著）一日本建築学会大会学術講演会梗概集．

円筒殻の特殊解について（坪井善勝・末岡禎佑と共著）一日本建築学会大会学術講演会

梗概集．

3方向つり屋根構造の応力関数法による解析（坪井善勝・大山 宏と共著）一日本建築

学会大会学術講演会梗概集．

曲面板の非線型理論（その 2 近似理論），（坪井善勝・角野晃ニ・登坂宣好と共著）一

日本建築学会大会学術講演会梗概集．

助手本多昭一 (ShoichiHONDA) 

産業革命としてのプレハプー建築年鑑 1968, 1968. 6. 

設備のプレハブ化にとって何が必要か， Glass& Architecture, 1968. 2. 

E. 受賞

昭和43年4月～昭和44年 3月までに受宜者は下記の表のとおりである．

部名 I氏 名 1受且名（、政を出した構関，団体名） I 受買対象の研究 1年月日

第4部 石田洋一 真日本賞金属学会第18回金属の組識写

第1部 根岸勝雄 第8回佐藤論文牧（日本音唇学会）

第2部 植村恒義 科学技術庁長官宜（科学技術庁）

第1部 輪山竹田千嘉三郎昭 日本塑性加工学会論文買
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金属結晶粒界の微細構造

有回折限振幅の超音波による光の

回の転開発反射鍛式超高速度カメラ

プレスの静研究的および動的特性
に関する

43. 4. 2 

43. 4.17 

43. 4.19' 

43. 5.10 



第2部 I平尾 収 IMa1議n2）u回elFJIuSnIToyA 安(国全際大自宜動車技術 IOmuptoromroebmilee nat s omf aSna-fmetay choif neI , 43. 5. 23 
塁 SRyusntneminagt High Speed 

II I亘理 厚 M12atnh ueCl onJugnreosys 宜of FISITA 
12 th Cougreis of FISIT A 
呈出論文

43. 5. 23. 

第3部 高木 昇 電気学会功放買 43. 5. 25 

’’ 沢井善三郎 技術論文宜 桁製粧工程の総合制御システ 43. 9. 5 
ム

第2部 詠オこ 政弘 （計測自動制御学会）

第3部 山口楠雄

第4部 石田 洋— I 米fo顕r国部M門Ae質StaM ls) (Americl象a諮n学S展oci筵e会ty電 [金属結晶粒界の微細構造 I 43.10 
金属組

’’ l石田 洋— I 松興永財研団究）助成金（松永記念科学振 I孔lj.lJ粒癸透過電顕法による金属結 I43.12. 1 
晶界構造の解析
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付 録

1. 国立学校設置法抜粋

国立学校設四法昭和24年5月31日公布法律第150号
第2章国立大学

第4条 国立大学に，左表（下）の通り研究所を付四する．

I 大学の名称研究所の名称 I位骰 I 目 的

東京大学 1生産技術研究所 1東京都 1生産に関する技術的問題の科学的総合研究並びに研究
成果の実用化試験

（注） 国立学校設骰法一部改正案により昭和37年3月29日付の官報に4月1日をもって位四の項が千葉
県より東京都に変夏が公布された．

2. 生産技術研究所内の諸規程

目 り

A) 東京大学生産技術研究所規則・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・159
B) 宇宙航空研究所・生産技術研究所連絡会議内規•…………………………・・・・・160

C) 生産技術研究所迎営関係委員会設四規程…•…………………………………..150 
1) 常務委員会規程・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・160
2) 生産技術研究所千葉実験所規程…....…・ ・・・・・・・・・・・・・..….... …..... ….. ・・・・・・・・161
3) 特別研究審議委員会規程抜粋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・161
4) 工作委員会規程抜粋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・162
5) 図書委員会規程抜粋
6) 写真委員会規程抜粋::● :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::162 

162 

；：、:::冒:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~::
9) 厚生委員会規程抜~:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::・・・・16410) 講習会委員会規程 164 
11) 生産技術研究所放射性同位元索委員会規程…•……•………………………·164

12) 生産技術研究所試験溶鉱炉委員会規程・・・・・・•…•• ……... …... …...... …... ・・・165
13) 生産技術研究所電子計邸機委員会規程・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…... ….. ・・・・・• …"•165 
D) 生産技術研究所報告発行内規・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・166
E) 生産技術研究所研究担当， 研究員取扱内規……………・・・・・・・..……..... …・ ・・・166
F) 研究員選考に関する申し合せ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・167
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J) 東京大学受託研究員規程・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・170
K) 生産技術研究所輪講会要項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・171
L) 東京大学生産技術研究所津波高潮実験施設に関する規程……………………171

M) 財団法人生産技術研究奨励会育英奨学生取扱規程……………………………172

3. 学術雑誌目録（自然科学欧文篇） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・174
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A) 東京大学生産技術研究所規則

（目的）

（昭和 37.6. 19 制定）
改正昭和39.5.19, 昭和39.6. 23 
昭和40.6. 22, 昭和41.6. 28 
昭和42.9.19, 昭和43.12.17

第1条東京大学生産技術研究所（以下「研究所」という．）は，国立学校設四法（昭和24年法律第150

号）第4条第1項の規定に基づき，生産に関する技術的問題の科学的総合研究並びに研究成果の実用

化試験を行なうことを目的とする．

（所長）

第2条研究所に，所長を四＜．

2 所長は，研究所を代表し，その所務をつかさどる．

（研究部門）

第 3条 研究所に，次に掲げる研究部門を骰<-

応用数学 マイクロ波工学

応用光学 屯子演邸工学

音菩工学 情報処理工学

放射線工学 無機工業化学

材料力学 有機工業化学

動的材料強弱学 鉄綱製錬工学

流体拗理学 工業分析学

伝熱工学 工業電気化学・工業光化学

機械力学 非鉄金属製錬工学

流体機械学 化学工学

熱原動機学 金屈材料学

非切削工作学 放射性同位元索工学

船体迎動学 交通路工学

切削工作学 建築生産学

梢密工作学 水工学

化学槻械学 建築構造学

耐震機械構造学 土木構造学

雷子工学 測絨学

電力工学 生産技術史

通信機器学 建築装備学

電力機器学 生産施設防災工学

応用霞子工学

（附属研究施設）

第4条研究所に，次に掲げる附属の研究施設を置く．

千葉実験所

（教授会）

第5条 研究所に，重要な事項を審議するため，教授会を四¥.

2 教授会の組織及び迎営に1月する事項は，別に定める．

（事務部）

第6条研究所の事務を処理するため，事務部を四＜．

2 事務部に関する事項は，別に定める．
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（細則への委任）

第 7条 この規則に規定するもののほか，この規則の実施について必要な事項は，細則で定める．

付則

この規則は，昭和42年9月19日から施行し，昭和42年6月 1日から適用する．

B) 宇宙航空研究所•生産技術研究所連絡会議内規

第 1 条宇宙航空研究所•生産技術研究所は，その事業を行なうにあたり，互いに緊密な連絡をとり，

事業の円滑な迎営を目的として協同的に処理すべき問題について，連絡協議するため宇宙航空研究所

•生産技術研究所連絡会諮（以下会議と称する）を設ける．

第2条会議は，委員および幹事で組織する．

委員は，磁事を協謡決定し，幹事は庶務会計の事務を行なう．

第3条委員は，次の通りとする．

1. 宇宙航空研究所長

2. 生産技術研究所長

3. 宇宙航空研究所所属の教授・助教授の中から選ばれた者5名以内

4. 生産技術研究所所属の教授•助教授の中から選ばれた者 5 名以内

所長でない委員の任期は， 2年とする．

幹事は宇宙航空研究所事務部長および生産技術研究所事務部長をこれに充てる．

第4条会誤は，毎月 1回常例的に開催する．ただし必要があるときは，双方協談の上随時に会議を開

催することができる．

第5条会議の議長は，交互にいずれかの所長がこれに当たる．

第6条会議が必要と認めた楊合は，委員以外のものを参加させ，その惑見を間くことができる．

付則

この内規は，昭和24年12月 15日から実施する．

C) 生産技術研究所運営関係委員会設置規程

第1条生産技術研究所長は，所内の運営上の諸問題について必要ある場合は，その目的別に委員会を

設けることができる．

第2条前条の委員会は，所長の諮問に答え，所内の迎常の向上，合理化，処理方針等の審巌を行なう

ものとする．

第3条所長が必要と認めたときは，委員会の長に連営事務の一部を分掌させることができる．

第4条各委員会の目的，構成，任務等については別に定める規程による．

1) 常務委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所に常務委員会（以下委員会とする）を四＜．

第2条 委員会は所長の諮問に応じ所の運営に関する重要事項を審議企画し，かつ常務の打合せをなす

外，次の事項を行なう．

1. 教授総会から委託された事項を処理すること

2. 生研報告発行に関する審議をすること

3. 委託研究の受諾の可否に関する審議をすること

4. その他所長が必要と認めた事項

第 3 条常務委員は各研究部 2 名をもって組織し，その部の教授•助教授の互選による．

第4条 常務委員の任期は1年とし，補欠委員の任期は前任者の残任期間とする．引き続き 2期在任し
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た常務委員は任期満了後2年間は常務委員に選ばれることができないただし補欠委員として1年に

満たない期間は在任期間と見なさない．

第5条所長は委員会を招集し，その議長となる．

第6条所長は委員会の議事を円滑にするため必要ある場合は常務委員を指名して事前調査または事前

審議等を行なわせることができる．

第7条 第3条により選出された常務委員の中 1名を部主任としその部を代表する．

第8条 委員会における各部2名の常務委員は全く同等の立場に立つものとする．

第9条 委員会には代理者の出席を認めないただしその部所属の常務委員が2名ともに出席できない

均合は，その部の教授または助教授の中から 1名を出席させなければならない．

第10条 常務委員が病気その他海外出張等で長期にわたり出席できないときは臨時代理を四くものとす

る．

第11条所長が必要と認めたときは，常務委員以外のものを委員会に列席させ意見をきくことができる．

付則

この規程は昭和33年6月18日から実施する．

2) 東京大学生産技術研究所千葉実験所規程

（設四）

第1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に国立学校設四法施行規則第20条により付

属研究施設として，千葉実験所（以下「実験所」という）を四<.

（目的）

第2条 実験所は，本所効務の教授•助教授又は，これに準ずる者が主体となって，生産に関する技術

的諸問題の研究成果を実用化するための大規校な実験研究を行なうとともに本所麻布庁舎ではできな

い研究を行なうことを目的とする．

（実験所の長）

第3条実験所に，長を四＜．

2. 実験所の長は，本所の所長をもってあてる．

3. 実験所の長は，実験所を代表し，その所務をつかさどる．

（管理迎営委員会）

第4条実験所の管理運営のため，所長の諮問機関として千葉実験所行理迎営委旦会（以下「委員会」

という）を置く．

2. 委員会に閃する事項は，別に定める．

（事務室）

第5条実験所に，実験所の事務を処理するため，事務室を四＜．

2. 事務室に関する事項は，別に定める．

附則

この規程は，昭和42年7月19日より施行し，昭和42年6月1日より適用する．

3) 特別研究審諾委員会規程抜粋

第1条 東京大学生産技術研究所に特別研究審議委員会（以下委員会という）を置く．

第2条委員会は，所長の諮問に答え，次の事項を審誤する．

1. 特別研究喪の配分に関すること

2. 特別研究費の予算要求資料の作成

3. 特別研究費による事業の逹成に関する事項

4. その他特別研究に関し所長が必要と認めた事項
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第3条 前条にいう特別研究費とは，各部に経常的に配当される研究費以外で，研究所の使命逹成のた

め，特別に配付された研究費，または生研内で特別に考磁された研究費等をいう．科学研究贄・受託

研究費および常務委員において特に除外したものは含まない．

ただし，科学研究費の内，一般研究 (A, B)は，本委員会において取り扱うものとする．

第4条委員会は，委員10名で組織し， 内1名を委員長とする．委員長は委員の互選とし， 第7条に

よる改選の都度これを行なう．

第 5条 委員は．研究部の各部 2 名とし，その部の教授•助教授の互選による．

（以下略す）

4) 工作委員会規程抜粋

第 2条 委員会は，試作工場の業務迎営を円滑にするため，次の事項について審議する．

1. 試作工場の連営に関する重要事項の企画ならびに立案

2 .• 作業能率向上に関する事項

3. 業務実施に関する連絡調整

4. その他必要な事項

第3条 委員会は，委員長の他に委員若干名をもって組織する．

第4条 委員長は，本教授の中から授教総会で選出する．委員は次の通りとする．

1. 研究部の各部ごとに，その部の教授•助教授またはこれに準ずるものの互選によるもの各 1 名

2. 所長が必要と認め，教授総会の承認を得た者若千名

（以下略す）

5) 図書委員会規程抜粋

第 2条 委員会は，所内図杏室の運営について下記の事項を行なう．

1. 図書室運営に関する事務監普

2. 図書運営に関する企画ならびに立案

3. 図書運営に関する連絡謁整

4. 購入図害の選択

5. その他必要と認めた事項

第3条委員会は，委員長の外，委員10名をもって組織する．

第4条 委員長は，本所教授中より教授総会において選出された者，また委員は，研究蔀ごとに2名と

し，その部の教授•助教授またはこれに準ずる者の互選によったものがこれに当たる．

（以下略す）

6) 写真委員会規程抜粋

第2条 委員会は，写真室の業務連営を円滑1こし，写真技術の向上を図るため下記の事項を行なう．

1. 写真室運営に関する企画ならびに立案

2. 写真業務の予定計画ならびに実施報告に対する検討

3. 写真業務実施に関する連絡調整

4. 材料の入手使用ならびに業務技術に閃する助言

5. 一般写真および高速度写真用設備・機械・ 器材の整備充実に関する企画

6. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は，委員5名および専門委員若干名で組徹し，委員の中 1名を委員長に他の 1名を副委

員長とする．
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委旦長および副委員長は委員の互遥による．

第4条 委員は，各研究部ごとに 1 名とし，その部の教授•助教授ならびにこれに準ずるものの互選に

よる．

第 5条導門委員は，委員長の委騒による．

第6条 委員長，副委員長および委員の任期は 1年とする．

ただし，煎任をさまたげない．

7) 出版委員会規程

第1条 東京大学生産技術研究所に出版委員会（以下「委員会」という）を訊く・

第2条 委員会は，下記出版物の出版に関して必要な事項を処理する．

1. 生産研究

2. 東京大学生産技術研究所報告

3. 東大生研案内

4. 東京大学生産技術研究所年次要買

5. 生研リーフレット

6. その他必要な出版物

第3条 委員会は，委員長 1名，委員10名，専門委旦若干名で組緑する．

第4条 委員長は，本所教授中から教授総会で選出する．任期は 1年とし毎年4月1日に改める．重任

をさまたげない．

委員は教授，助教授，講師の中から，各研究部2名をそれぞれの部で選出する．任期は 1年とし，

毎年4月1日と 10月1日にその半数を改める．璽任をさまたげない．

専門委員は委員長が委揺する．

第5条 委員長は，委員会を招集してその議長となる．

第6条 委員長が必要と認めたときは，特定の事項につき小委員会を設けること，また委員以外の者を

委員会に列席させて意見を闘くことができる．

付則

この規定は昭和33年10月1日から実施する．

昭和39年10月21日より一部改訂実施する．

昭和42年4月1日より一部再改訂実施する．

8) 営繕委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所に営繕委員会（以下「委員会」という）を四<-

第2条 委旦会は本所の施設の整備改善，合理的迎用および将来計画に関し次の事項を行なう．

1. 土地，建物，工作物等の新営，ならびに維持管理に関する企圃および立案

2. 屯気，通信，ガス，水道，暖房等の合理的使用方法の検討ならびに助言

3. 構内警備に関する企画ならびに助言

4. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は委員長1名，幹事1名，委員5名および専門委員若干名で組織する．

第4条 委員長は本所教授中から教授総会で選出する．

幹事は委員長の要諮に応じて教授•助教授中より所長が委扇する

委員は各研究部ごとに 1 名とし，その部の教授•助教授の互選による

恵門委貝は委員長の要諮に応じて所長が委訊する

第5条 委員長および委員の任期は2年とし重任はさまたげない．

第 6条 委員長は委員会を招集しその議長となる．
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第7条 幹事は委員長を補佐し委員会の業務に必要な企画，連絡，調整に当たる．

第8条 委員長は必要と認めたときは特定の事項につき小委員会を設けることができる．

第9条 委員長が必要と認めたときは委員以外の者を委貝会に列席させて意見をきくことができる．

付則

この規程は昭和33年6月18日から実施する．

9) 厚生委員会規程抜粋

第2条 委員会は本所の厚生福祉1こOOする施設ならびに事業の円滑な迎営を図るため，下記事項を行な

ぅ．

1. 職員およびこれに準ずる者（以下戦員とよぶ）の保健，衛生，福祉ならびにレクリエーション等

に対する企画，運営に関する事項

2. 厚生事業部の企画，迎営に関する助言

3. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は委員長および委員で紐織する．委員長は所長が委颯する．

第4条 委員は下記に従い所長が委揺する．

1. 各研究部よりその部に属する教授•助教授ならびにこれに準ずる者より選出された者 1 名，およ

び教授•助教授ならびにこれに準ずる者を除く戦貝より選出された者 1 名

2. 事務部は事務部長および事務部戦員より選出された者1名

3. 試作工均および千葉実験所については，それぞれの所属戦員より選出された者各1名

4. 所長が必要と認めたもの4名以内

第5条 委員会は委員長の発議または委員総数の 1/3以上の要諮によって招集される．

（以下略す）

10) 講習会委員会規程

第1条本所に東京大学生産技術研究所講習会委員会を四<-

第2条 この委員会は，財団法人生産技術研究奨励会から委託された講習会の企画並びにその実施をつ

かさどる．

第3条 この委員会の委旦は5名とし，各研究部から選出された教授または助教授で構成し，委員長は

委員の互選によって定める．

委員長は，必要と認めた楊合恵門委員を委揺することができる．

第4条委員の任期は 1年とし，毎年1月1日に更新する．

ただし，重任をさまたげない．

第5条 この委員会の事務は，庶務掛が担当し，財団法人生産技術研究奨励会事務局が協力するものと

する．

付則

この規程は昭和39年1月1日から施行する．

11) 生産技術研究所放射性同位元素委員会規程

第1条 東京大学生産技術研究所に放射性同位元索委旦会（以下「委員会」という）をおく．

第2条 委員会は，本所における放射性同位元素の管理および隙害防止に関する事項を審磁し，また所

内の連絡調整にあたる•

第3条 委員会は，委員長および委員若干名で組織する．

2. 委員長は，本所教授の中から所長が委嘱する．
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3. 委員は，次のものに所長が委屈する．

(1) 各研究部ごとに，その部の教授•助教授またはこれに準ずるものの互選によるもの各 1 名

(2) 所長が必要と認めたもの

第4条 委員長および委員の任期は2年とする．ただし，軍任をさまたげない．

第5条 委員長は委員会を招集し，その議長となる．

2. 委貝長に窟故あるときは，あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代行する．

第6条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて意見をきくことができる．

第 7条 委旦会の庶務は，庶務掛が担当する．

付則

この規程は，昭和36年6月 7日より実施する．

12) 生産技術研究所試験溶鉱炉委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に試験溶絋炉委且会（以下「委員会」という）

をおく．

第 2条 委員会は，本所の試験溶鉱炉の研究と巡営にOOするつぎの事項を審議決定する．

(1) 試験溶鉱炉による研究の企圃・ 立案に閃する事項

(2) 試験溶鉱炉の経費にOOする事項

(3) 試験溶鉱炉設備に関する事項

(4) その他必要と認めた事項

第3条 委員会は，委員長および委員若干名で組織する．
1. 委員長は，本所教授の中から，所長が委揺する．

2. 委員は，次のものに所長が委嘱する．

(1) 本所勁務の教授•助教授またはこれに準ずるもの

(2) 所長が必要と認めたもの

第4条 委員長および委員の任期は2年とする．ただし，屯任をさまたげない．

第5条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる．

2. 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代行する．

第6条 委旦会が必要と認めた事項を審議するために，．専門委員会を設けることができる．

2. 恵門委員会の委員長および委員は，委員会の議を径て委員長が委揺する．

第7条 委員会に幹事をおくことができる．

2. 幹事は，委員の中から委員長が委揺する．

第8条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委旦会に列席させて，意見をきくことができ

る・

付則

1、 この規程は，昭和37年3月31日より実施する．

2. 初期の委員長および委旦の任期は，昭和39年3月31日までとする．

13) 生産技術研究所電子計算機委員会規程

第1条 康京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に屯子叶仰機委員会（以下「委員会」という）

をおく．

第 2条 委員会は，本所における共迅使用の霞子叶岱磯およびこれに準ずるものの管理迎営を円滑1こす

るため，次の事項を審議する．

1. 迎営に関する煎要事項の企仙iならびに立案

2. 将来計両ならびに設備の充実
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3. 連営に関する連絡調整

4. その他必要な事項

第3条 委員会は，委員長 1名，委員5名，および専門委員若干名で組織する．

2. 委員長は，本所教授の中から所長が委嘱する．

3. 委員は，つぎのものに所長が委揺する．

(1) 研究部ごとに，その部の教授，助教授，またはこれに準ずるものの互選によるもの各1名

(2) 専門委員として，委員長より要請のあったもの若干名

第4条委員長および委員の任期は2年とするただし，煎任をさまたげない．

第5条 委員長は委員会を招集し，その議長となる．

2. 委員長に事故あるときは，あらかじめ，委員長が指名する委員がその識務を代行する．

第6条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて唸見をきくことができ

る．

第7条 委員会の庶務は研究掛が担当する．

付則

この規程は，昭和44年4月16日から実施する．

D) 生産技術研究所報告発行内規

第1条 東京大学生産技術研究所報告（以下生研報告と称する）の発行はこの内規によって行なう．

第2条 生研報告は生産技術研究所（以下生研と称する）の研究業綬を学外に発表する目的とする．

第3条 生研報告の発行に関する審議は，この内規に従って出版委員会が行ない，発行の可否について

は常務委旦会の承認を得るものとする．

第4条 生研報告に掲載する論文は生研戦晨の研究成果または生研戦員が中心となって行なった共同研

究成果でその部の推煎を経たものとする．

第5条 生研報告に掲戟する論文は新しく発表する研究報告とする．ただし，学会誌等に概要を発表し

た研究報告を詳細にまとめたもの，または分割掲載した研究成果をまとめて発表する場合はこの限り

でない．

第6条 生研報告に掲載する論文は 1篇，または2篇以上を1冊として発行する．

第7条 前条については著者の希望を勘案してこれを決定する．

第8条 生研報告に用いる文は，欧文または和文とし，和文の場合は本文の 10%以内で 2ページを越

えない窟囲の欧文梗概を付することを原則とする．

第9条生研報告は不定期に発行し，およそ300ページを単位として巻を改める発行部数はその都度

定める．

付則

生研報告発行委員会の廃止によるこの改正は，昭和33年6月18日から実施する

備考

1) 第4条により論文を推煎する場合は原則としてその内容につき部を中心とする関係者の間で

十分の討議を経ることを要する．

2) 大学院学生および研究生の研究論文を第4条に準じて取り扱うことができる．

E) 生産技術研究所研究担当ならびに研究員取扱内規

（昭和37.7.18教授総会
昭和37.7. 4常務委員会）

第1条 生産技術研究所において一定期間特殊な事項の研究に対し，所外の者に研究の協力を委隅する

必要がある楊合，研究担当または研究員を四くことができる．

2. 前項による研究担当とは，本務が本学専任教官（教授・助教授・講師）であるものをいう．
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第2条 研究員は，大学卒業または同程度の学力を有し，研究事項については十分の経験を有するもの

なでければならない．

第3条 研究担当，研究員には予邸の範囲内で手当を支給することができる．

第4条 研究担当，研究員は本所職員に準じて取り扱う．

ただし，別に定められている事項についてはこの限りでない．

第5条 研究担当，研究員は，本所において研究した成果を発表するときまたは特許権等を申訥する

場合は予め所長に協議するものとする．

第6条 各部において研究担当，研究員を委嘱する必要が生じた場合，その部の主任は別紙様式の内申

害を所長に提出しなければならない．

第7条 所長は，内申書が提出されたときは，常務委員会に諮り総長に上申する．

第8条 所長は研究委揺の必要性が消減した場合，またはその他の事由により委揺の取消しを総長に上

申することができる．

付則

この内規は昭和26年10月1日より実施する．

この内規は昭和37年4月1日より適用する．

F) 研究員選考に関する申し合せ

（昭和38.2. 6常務委員会）

当所研究担当並びに研究員取扱内規による研究員の資格については同内規第2条に「研究員は大学卒

業又は同程度の以上の学力を有し研究事項については十分の経験を有するものでなければならない」と

あるがこれは次の各号の何れかに該当するものでなければならない．

1. 大学学部卒業後10年以上の研究歴を有し次の何れかに該当すること．

(1) 学位を有する者

(2) 他大学の教授•助教授の戦にある者

2. 研究業紐の特に顕著な者

次の何れかに該当するものは本号に合まれるものと了解する．

(1) 大学学部卒業後10年以上の研究歴を有し研究事項については特に深い経験を有する者

(2) 大学学部卒業後10年未満であるが特定の研究事項について業紋顕著な者

(3) 国公立又は民間における相当規校の研究機1月の有力な研究旦等

備考（所長委嘱の研究揺託の取扱）

旧研究員取扱内規第2項相当の取扱いについては名称を「研究揺託」とし下記の毀格のある者よ

り所長が委揺する．

記

大学学部卒業又は同程度以上の学力をもち研究事項については相当の経験を有し，当研究所の研究分

野に寄与する者

（註） この取扱いについては特に内規等を設けないで申合事項として実施する．

G) 生産技術研究所研究生規程

第1条 生産技術に閃する事項につき研究を希望するものがあるときは，本所において支齢がない場合

に限り，研究生として入所を許可することがある．

第2条 研究生として入所を許可する者は，大学学部を卒業した者もしくはこれと同等以上の学力を有

する者，または相当の経験を有する者で，本所において適当と認めた者とする．

第3条 研究生を希望する者は，所定の願害に屈歴害を添えて所長に差し出さなければならない．

第4条 研究生は，所長の指揮監督を受け，本所が指定した教官の指等の下に研究に従事しなければな
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らない．

第 5条 研究生がその研究業紋を発表しようとするときは，必ず指郡教官の承認を受けなければならな

しヽ．

第 6条 研究生は，入学料として2,000円を納付しなければならない．

第 7条 研究生は，授業料として月額800円を3月または6月分前納しなければならないただし，特

に多頷の費用を要する楊合は，別に自弁させることがある．

2. 既納の研究料は，還付しない．

第 8条 研究生の研究期間は， 1年以内とする．

2. 当初決定された研究期間を経てさらに研究を経続しようとするときは，その理由を具して所長に

願い出て許可を受けなければならない．

第9条 研究生は研究期間のおわりに，その研究状況および成果を記載した報告書を指導教官を経て所

長に提出しなければならない．

2. 研究生の研究期間が1年以上にわたるときは， 1年の終わりにおいて，その研究状況の中間報告

書を前項に準じ提出しなければならない．

第10条所長は，疾病その他の事由により，研究を継続することが不適当と認めるときは，その研究生

に対し，退所を命ずることがある．

第11条 研究生が期間満了前に退所しようとするときは，理由を具してその旨を所長に願い出なければ

ならない．
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第12条

1. 

官公署または会社等より，依託研究生を入所させようとする楊合も本規程により取り扱う．

付則

この規程は，昭和41年6月6日から施行し，昭和41年4月1日から適用する．

H) 生産技術研究所受託規程

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下本所という）に対し，生産技術に閃係がある学理的問題または

物品等の研究・試作・試験・検定• 製作・淵査等を委託しようとする者があるときは，本所で適当と

認めたときにこれを受託する．

第2条 前条の委託をしようとする者は，別紙様式 (1)に定する申込書を提出しなければならない・

受託を承諾したものに対しては，別紙様式 (2)の受託承諾杏を交付する．
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第3条受託の承諾を得た者は，第5条に定めた料金を指定の期間内に，本所に前納しなければなら

ないただし，特別の事由があるときは，前項の料金の分納または後納を認めることがある．指定の

期間内に前項の料金を納付しないときは，委託を取り消したものとみなす．

第4条一旦納付した料金は，これを返退しないただし，天災，その他やむを得ない事由によって委

託事項を遂行し得ないときは，その全部または一部を委託者に遠付することがある．

第5条 第3条第1項の料金は，委託事項に要する経毀を邸定してその部度これを定める．

第6条 本所は，受託事項実施中特に多額の費用を要し，納付された料金に不足を生じると認めたとき

は，改めて受託者と協議することができる．

第 7条 下記の各号の場合においては，委託者の受ける狙害に対し本所事項はその毀を負わない．

1. 天災その他やむを得ない事由によって，受託を遂行し得ない楊合

2. 委託を受けた物品の試験・検定等の間に担害を生じた楊合

3. 受託者が，その毀務を完全に屈行せずと本所が認めたときに執った処理に甚づく場合

第8条 受託那項が完了したときは，その経過ならびに結果を委託者に報告する．ただし，受託実施中

において，受託者の希望によって中間報告をすることができる．

第9条 受託事項に関する成果を公表するときは，本所がこれを行なう．

前項の公表が委託者の利益を害するおそれがあると認められたときは， 2年以内， その公表を猶予

することができる．

第10条 委託者は，本所が必要と認めたときは補助員を一定の期間派追することができる．

前項の補助者の勁務に閃しては，本所職員に準じて取り扱うが，給料・手当・旅費等は，これを支

弁しない．

第11条 受託事項で本所嗽員が発明したときにおける発明特許等に［月する規程は別にこれを定める．

付則

本規程は昭和25年3月 11日から施行する．

様式 (1)

委託巾込害

昭和年月日

東京大学生眩技術研究所長□ 口□ 口殿

東京大学生産技術研究所受託規定により下記内容

をもって研究・試作・検定•製作・調査を委託し

たくお廊いします

現住所

氏名 囲

記（委話の内容）

1. 阻 目 1.. ―--―--一→__ _I 
2. 目的および内容

.........  -- ...  —• 

3. 予算の範囲
. - - 、........ 

器具噴料等提

4. (宣聾. I 
攣り月記）
5. 完成希望期限

I 
6. 公表猶予期限

, 7 発明特許のあっ
.ヽ..、- - ......  

'た楊合の処匹
8. その他希望事項 I -- . --.... -I 

様式 (2)

受託承誨杏

昭和釘こ月 日

殿

昭和年月 日付巾込の委託事項は本所受託規

定に却づき下記の条項によってこれを承諾します

東京大学生産技衛研究所長 □ □ ロロ

l四目i

2. 担当者氏名

3. 完了予定期日

4. 所要経毀

5. 所要経費納期

6提供を要する器
• 具ならびに毀材

7. 発明特許の処理

8. その他

記
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I) 生産技術研究所勤務発明暫定規程

第1条 東京大学生産技術研究所（以下本所という）に勁務する者（以下職員という）が，その勁務に

関してなした発明（以下勤務発明という）の取り扱いについては，当分の間，この規程の定めるとこ

ろによる．

第 2条 勁務発明のうち，その内容が本所の業務範囲に属し，またその発明をなすにいたった行為が，

その職員の任務に属するもの（以下任務発明という）については，その発明者が特許を受けたとき，

東京大学はその実施権を受けるものとする．

第3条 職員は，自己の勁務発明の特許を受ける椛利，または特許権，もしくは任務発明以外の勁務発

明の実施権を，東京大学に移譲することを願い出ることができる．

第4条 本所所長は，東京大学学長の監抒のもとに，前2条に規程した特許を受ける権利，特許権また

は実施権に関する事務をつかさどる．

第5条 本所受託規程：こ韮づく受託事項について，本所職員が発明したときには，この規程に従う．

本所受託規程第10条に規定する補助者が，受百E事項について発明した場合には，この補助者を指導

する本所戦員と共同して発明したものとみなして，この規程を適用する．

第6条 この規程は，実用新案および意匠登録にもこれを準用する．

付則

本規程は昭和24年9月29日から施行する．

付記：特許法が昭和 35年4月1日に改正施行され，研究所等における瞭務発明の取り扱いは第35条に規定されてい
る． この時期にかんがみ本所の現行哲定規程はその後の研究所の状態にもそうよう目下委員会を組緻して検討
中である．

J) 東京大学受託研究員規程

第 1条

（昭和 33.10. 21 制定）
改正昭和 34.4.21

この規程は，文部省受託研究員実施要項に悲づき，民間会社等（以下「委託者」という．）より
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の委託に応じ，その現職技術者を受託研究員（以下「研究員」という．）として本学に受け入れる場合

における必要な事項について定める．

第 2条 研究員として許可するものは，大学を卒業した者または本学がこれと同等以上の学力を有する

と認めた者とする．

第 3条 委託者の代表者または長は，所定の申込害に推煎書および本人の股歴書を添えて当該学部また

は研究所の長に願い出なければならない．

第 4条学部または研究所の長は，当該部局において遥当と認め，かつ，支閤のない揚合に限り，総長

の認可を得て研究員の受入れを許可する．

第 5条 研究員は，指郡教官の指郡のもとに研究に従事しなければならない．

第 6条 研究員の研究期間は， 1年以内とし，第4条の規程による許可があった日の属する年度の末日

をもって終了するものとする．

第 7条 前条の期間満了後，研究を継続する必要があるときは，委託者は，理由を付して当該学部また

は研究所の長に願い出なければならない．

第8条学部または研究所の長は，前条による顧出があったときは，総長の認可を得て， 1年以内に限

り研究期間の更新を許可することができる．

第 9条 第4条または第8条の規程による許可があったときは，委託者は，研究料として金12万円をた

だちに納付しなければならない．

2. 既納の研究料は，遠付しない．

第10条 研究料は研究期間が1年末満の場合にも研究員1人につき金12万円とする．

第11条 委託者が，第4条または第8条の規定による許可があった後，ただちに研究料を納付しないと

きは，許可を取り消す．

付則

この規程は，昭和33年5月2日から適用する．

（昭33.10.21制定）
同34.4. 1改正

K) 生産技術研究所輪講会要項

1. 本会は生産技術研究輪講会と称する．

2. 本会は生産技術研究所内における知識の交換を目的とする．

3. 本会の事務を迎営するため世話人を四＜．世話人は各研究部より 1名ずつ選出し内 1名を世話人

代表に互選する．

4. 本会は毎月第3水曜日午後1時30分から 2時20分まで開催するのを原則とする．ただし教授総

会その他の都合により日時を変更することがある．

5. 講演者は 1回1名とし講演時間は 1名45分（外に買疑討論5分以内）を原則とする．

6. 講演の順序は原則として順次各部より適当な講演者を選出し，講演の 2週間以前までに庶務掛に

申出講演要旨を1週間前までに送付するものとする．

7. 庶務掛は当番部に請演の日から 1カ月以前に通知するものとする．

8. 世話人会は講演者の決定その他本所に関する事項を処理するものとする．

9. 臨時聴講希望者は世話人に申し出て了解を得ることを要する．

10. 輪講会を司会するため当番幹事を担当部より選出する．

L) 東京大学生産技術研究所津波高潮実験施設に関する規程

第 1 条生産技術研究所千葉実験所所在の津波高潮実験施設（以下「施設」という）は生産技術~究

所，地震研究所，工学部および理学部に所属する研究者の共同利用に供する．
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第2条施設の範囲は生産技術研究所長（以下「所長」という．）が別に定める．

第3条施設は津波，高潮，潮汐，波浪等に関する水理学的研究以外の目的には使用しない．

第4条施設を利用しようとする者および利用者は所長が別に定める施設の管理運営要項を迎守しなけ

ればならない．

第5条施設の運営を円滑に行なうため，生産技術研究所に，津波高潮実験施設連営委員会（以下「委

員会」という．）をおく．

第6条委員会は所長の諮問に応じ，つぎの事項を審議する．

(1) 施設の共同利用計画に関すること・

(2) 施設の管理運営要項に関すること．

(3) 施設の整備拡充に関すること．

(4) その他，施設に閃し所長が必要と認めた事項

第7条委員会は委員長 1人，委員若干人をもつて組織する．

2. 委員はつぎの者に所長が委揺する．

(1) 生産技術研究所の教授，助教授またはこれに準ずる者．

(2) 地霞研究所・工学部および理学部の教授・助教授またはこれに準ずる者の中から，それぞれ

の部局長が推せんした者．

(3) 所長が必要と認めた者．

3. 委員長は委員の互選により決定する．

第8条 委員長および委員の任期は2年とする．ただし童任をさまたげない．

2. 補欠委員の任期は前任者の残任期間とする．

第9条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる．

2. 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した者が戦務を代行する．

第10条 委員会は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開き議決することができない．

2. 議事は，出席委員の過半数をもつて決し，可否同数のときは，委員長の決するところによる．

第11条必要に応じ，委員会に幹事を置くことができる．

2. 幹事は委員長が委嘱する．

3. 幹事は委員長の指揮を受けて会務に従事する．

第12条 この規程に定めるもののほか，委員会の迎営に関し必要な事項は委員会の定めるところによる．

附則

1. この規程は昭和40年6月16日から施行する．

2. この規程の施行後，最初に委揺する委員の任期は昭和 42年3月末日をもつて終了する．

M) 財団法人生産技術研究奨励会育英奨学生取扱規程

第1条東京大学生産技術研究所における高級技術者旋成を目的とする，財団法人生産技術研究奨励会

（以下生産技術研究奨励会という）育英奨学生の取扱いは，この規程により行なう．

第 2条育英奨学生は生産技術研究奨励会の規程に従い，東京大学生産技術研究所教授•助教助の指郡

を受ける者で，当該指専教官の所属する同研究部の推煎により同常務委員会の選考を経た者であって，

次に該当する者を生産技術研究奨励会に推煎する．ただし育英奨学規程（以下規程という）第2条の

第2種の資金による事業の育英奨学生（以下第2種育英奨学生という）の選考については，上記常務

委員会に代り，当該指郡教官の所属する研究部において，行なうことができる．

1. 東京大学修士または，博士課程大学院学生

2. 東京大学生産技術研究所研究生

3. その他東京大学生産技術研究所教官の適当と認める者

前項3号の推廊は，第2種育英奨学生に限る．
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第3条規程第2条の第1稲の資金により行なう事業の育英奨学生（以下第1種奨学生という）に対す

る育英奨学金は修士コース大学院に入学した者については， 1カ月 10,000円とし，毎年 4月より

1,000円を増額する．

第1腫育英奨学生のうち大学院在学中育英奨学生となった者の育英奨学金は，前記甚準により邸定し

たものと同額とする．

第1種育英奨学生に対する育英奨学金のうち研究生に対する育英奨学金は，育英奨学生と決定された

時より 1カ年間， 1カ月 10,000円とし， 1カ年間を超えるごとに月額 1,000円を増額する．ただし

大学院より引き続き研究生となった者の育英奨学金は，通邸した額とする．

第2種育英奨学生に対する育英奨学金は，育英奨学生と決定された時より月額を以て支給する．ただ

しその額については，その者の学歴，経験年数，その他の事情を勘案してその都度決定する．

なお第2種育英奨学生と決定された時より 1カ年を超えるごとに月額1,000円を増額することができ

る．

育英奨学金は，第 1種育英奨学生に対しては 1人月額 15,000円，第2種育英奨学生には，同じく

20,000円を超えないものとする．

特別の事俯がるあ場合は，育英学奨金の額を変夏することができる．

第4条 育英奨学生に対し育英奨学金を交付する期間は，育英奨学生選考のとき1こ定めるが， 5年以内

とする．

第5条 この規定に定められていない事柄の取扱いば常務委員会において決定する．

付則

この取扱規程は，昭和40年6月16日より実施する．
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学術雑誌目録（自然科学欧文篇）

I 

JI 

I[ 

IV 

略
第 1部購入雑誌

第2部
” 

II 

第 3部 ,, II 

第 4部 ” ” 

語 表
D 第 5部（土木）購入雑誌

K 第 5部（建築） " " 
C 共通 ” " 

備考 本目録は原則として 1968年までのものを登戟する．

＊印は 1968年以降ひきつづき購読のものを，〔 〕は欠巻・ 号（イタリッ

ク）・年を示す．

A 

1 Abrasive Engineering 
(formerly: Grinding and Finishing) 
* (II) 4(1959)-14(1968) 

2 Acta Crystallographica, sect. A & B 
*(I) 20(1966)-24(1968) 

3 Acta Metallurgica 
*(N) 4(1956)-16(1968) 
(C) 1(1953)-3(1955) 

4 Acustica 
*(I) 7(1957)-20(1968) 〔7,1-4〕
*CK) 3(1953)-20(1968) (7, 1-2, 6〕

5 Advances in Physics 
*(C) 1(1952)-17(1968) 

A E G-Mitteilungen 
(see: Technische Mitteilungen A E G-
Telefunken) 

6 A E G Progress 
(C) 1(1925)-14(1938) 

7 Aero Digest 
(I) 69(1954)-72(1956) 〔69,1 (1954)〕

8 Aeroplane and Commercial 
Aviation News 
(formerly: Aeroplane and Aeronautics) I 
(I) 94(1958)-108(1964) 

9 A F I P S Conference 
(formerly: Joint Computer Conference) 
*(C) 12(1957)-32(1968) 

10 A I A A Journal 
*(C) 1(1963)-6(1968) 

11 A.I.Ch.E. Journal 
*(JI) 5(1959)--14(1968) 
*(N) 1(1955)-14(1968) 

12 Air Conditioning, Heating and 
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Ventilating 
(formerly: Heating & Ventilating) 
*(K) 55(1958)-65(1968) 

13 Aircraft Engineering 
(C) 31(1959)-40(1968) 

14 All the Worlds Fighting Ships 
(C) 1901,'03-'08,'17,'19—'22,'26 

15 Allgemeine Vermessungs-Nachri・
chten 
*(C) 1950-1968 

16 Allgemeine Wiirmetechnik 
*(JI) 2(1951)-14(1968) 〔6,3(1955)〕

17 Aluminium 
*(N) 43(1967)-44(1968) 
18 American City 
(C) 40(1929)-52(1937) 

19 American Dyestuff Reporter 
(N) 43(1954)-56(1967) 

20 American Gas Journal 
(N) 119(1923)-133(1930) 〔121-122,126-131) 

21 American Institute of Chemical 
Engineers 
(N) 7(1914)-33(1937) 〔12-32(1919

-1936)〕

22 American Journal of Physics 
(I) 22(1954) 

23 American Journal of Science 
(C) 41(1916)-46(1918) 

24 American Machinist 
*(JI) 94(1950)-112(1968) 〔94,1-17(1950)〕

〔97,2(1953)〕
(C) 56(1922), 89(1945) 

-94(1950) 〔56apr. -dee. 
ぐ22)〕

25 Analyst 
*(N) 79(1954)-93(1968) 



(C) 66(1941)-78(1953) 
analytical abstracts 
*(lV) 1(1954)-15(1968) 

26 Analytica Chimica Acta 

*(C) 11(1954 july)-43(1968) 

27 Analytical Chemistry 

*(lV) 21(1949)-40(1968) 
(C) 20(1948) 

28 Angewandte Chemie 

(lV) 1(1888)-41(1931) 
*(C) 45(1932)-46(1933) 
62(1950)-80(1968) 

29 Annalen der Chemie 

〔25(1961)〕

(see: Liebigs Annalen der Chemie) 
(lV) 169(1873)-474(1929) 〔183,190-267, 

320, 327-420, 430 
-435, 447-450〕

30 Annales de l'Institut d'Hydro・
logie et de Climatologie 

(D) 21(1950) 

31 Annales de Physique 

(I) 9(1954)-10(1955) 
(C) 11(1956) 

32 Annalen of C I RP  

*(II) 13(1965)-16(1968) 

33 Annual Review of Nuclear 

Science 

(I) 2(1952)-6(1956) 
34 Annual Review of Physical 
Chemistry 

(lV) 4(1953)-7(1956) 

35 Annual Survey of American 
Chemistry 
(lV) 3(1927)-10(1935) 〔6-9(1931-1934)〕

36 Applications and Industry 

(see : IEEE Transactions) 
(II) 13(1954)-70(1964) 〔29(1957)〕
cm) 4(1953)-70(1964) 
37 Applied Acoustics 

*(C) 

38 Applied Chemistry Reports 

(lV) 1(1916)-24(1939) 〔5-22(1920-1937)〕

39 Applied Materials Research 

(C) 3(1964)-5(1966) 

40 Applied Mechanics Reviews 

*(I) 20(1967)-21(1968) 
*(C) 5(1952)-21(1968) [5, 1, 6(1952)〕

41 Applied Optics 

*(C) 4(1965)-7(1968) 

42 Applied Physics Letters 

*(C) 1(1962)-13(1968) 

43 Applied Polymer Symposia 

*(C) 1 (1965)-6(1968) 

44 Applied Scientific Research 

section A 
(C) 4(1954)-14(1965) 
section B 
(C) 4(1955)-12(1965) 

45 Apotheker-Zeitung 

(C) 1(1886)-50(1935) 

46 Architects Journal 

*(K) 137(1963)-148(1968) 

47 Architectural Design . 

*(C) 38(1968) 

48 Architectural Forum 

(Iく） 92(1950)-121 (1964) 

(C) 76(1942)翠89(19,18)

49 Architectural Record 

*(Iく) 106(1949)-
126(1959) 

50 Architectural Review 

〔9,14, 32-44〕

〔93,2-6(1950)〕
〔97,1, 6(1952)〕
〔98,1, 2(1953)〕
[100, 6(1954)〕
〔101,1-6(1954)〕

〔107,6(1950)〕
〔109(1951)〕
〔112,1-3, 6 
(1952)〕
〔113,1 (1953)〕
〔115,2-6(1954)〕
〔118,1,4-5 
(1955)〕
〔123,5, 6(1958)〕
〔124,7, 8, 10-12 
('58)〕

*(K) 114(1952)-144(1968) 〔118,707(1955)〕

51 Architecture d'Aujourd'hui 

*(IO 1950-1968 
52 Archiv fiir das Eisenhiittenwesen 

*(C) 21 (1950)-39(1968) ., 
53 Archiv der Elektrischen lJ bertra-

gung 
*(C) 1(1947)-22(1968) 

54 Archiv fiir Elektrotechnik 

（皿） 2(1914)-27(1933) 
(C) 11 (1922)-23(1930) 〔12-16,18,20,22〕

55 Archiv fiir Experimentalle 
Pathologie und Pharmakologie 

(C) 1(1873)-34(1894) 

56 Archive for Rational Mechanics 

and Analysis 

*(I) 24(1967)-31(1968) 
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57 Archives of Environmental Health 
*(C) 16(1968) 

58 Archives Internationales d'Histoire 
des Sciences 
*(K) 1(1947)-9(1956) 
11 (1958)-21 (1968) 

59 Arms and Explosives 
(C) 2(1893)-26(1918) 

60 AR  S Journal 
(formerly: Jet Propulsion) 
(merged into AIAA Journal) 
(I) 29(1959)-32(1962) 
(JI) 31 (1961)-32(1962) 
(C) 29(1959)-32(1962) 

61 Artilleristische Monatshefte 
(C) 1911-1913 

62 Artilleristische Rundschau 
(C) 1936-1939 

63 Arts and Architecture 
(K) 69(1952), 72(1955) 
-84(1967) 

64 ASE A Journal 
(C) 6(1929)-16(1939) 

65 ASHRAE Journal (American Society 
of Heating, Refrigerating and 
Air-Conditioning Engineers) 
*(K) 1(1959)-10(1968) 

66 ASL E Transactions (American 
Society of Lubrication Engineers) 
*(JI) 2(1960)-11(1968) 〔2,1 (1960), 3, 

2(1960)〕

67 ATM (Archiv for Technisches 

Messen) 
(C) 1945-1965 

68 Atomic Energy Newsletter 
(I) 1956-1958 

69 Atomics 

(see : Chemical and Process Engineering) 
(C) 7(1956)-10(1959 june) 
70 Atomics and Atomic Technology 
(I) 6(1955)-7(1956) 

71 A T Z (Automobiltechnische 

Zei tschrif t) 
*(JI) 57 (1955)-70(1968) 
(C) 44(1941)-50(1948) 

72 Audio 
*(C) 35(1951)-52(1968) 

73 Automation and Remote Control 
-Avtomatika i Telemekhanika-USSR 
English Translation 
*(JI) 1964-1968 
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74 Automobile Engineer 
*(C) 42(1952)-58(1968) 

75 Aviation Week 
*(IIT) 68(1958)-89(1968) 〔68,2-3, 9, 23)' 

B 

76 Bau en+ W ohnen 
*(K) 15(1961)-22(1968) 

77 B ・aumgemeur 
(D) 17(1936)-32(1957) 〔18,20-25(1937-・ 

1950)〕
*(K) 25(1950)-43(1968) 
(C) 11(1930)-25(1950) 〔11,43(1930)〕

〔13,49-50(1932)]' 
〔14,15-16(1933)〕i
〔19-23(1938-
1942)〕

78 Bauplannung und Bautechnik 
*(D) 8(] 951)-22(1968) 

79 Bautechnik-Archiv 
(D) 1947-1954 

80 Bautechnik 
*(D) 27(1950)-45(1968) 〔28(1951)〕
(K) 29(1952)-35(1958) 
(C) 1 (1923)-9(1931) 
24(1947)-29(1952) 〔24,4-12(1947)〕、9

81 Bauwelt 
*(K) 1962-1968 

82 B B C Mitteilungen 
(C) 12(1925)-15(1928) 

83 Bell Laboratories Record 
*(lll) 19(1940)-46(1968) 〔20-21(1942-・

1943)〕
〔23(1944)〕
〔26-28(1948-・
1950)〕

84 Bell System Technical Journal 
*(lll) 10(1931)-40(1961) 〔21-27(1942-

1948)〕

43 (1964)-47 (1968) 
(C) 20(1941)-25(1946) 〔21(19,12)〕

85 Berg-und Hiittenmannische Zeitung・ 
(C) 39(1880)-60(1901) 〔40-41(1881-

1882)〕
〔57(1898)〕

Berichte der Deutschen Chemischen, 
Gesellschaft 
(see: Chemische Berichte) 

86 Berichte der Deutschen Keramischen: 
Gesellschaft 
(IV) 29(1896), 48(1915), 



50(1917), 54(1921)-
59(1926), 63(1932) 

87 Beton 
*(C) 17(1967)-18(1968) 

88 Beton und Eisen 
(D) 21(1922)-38(1939) 
(C) 39(1940)-41(1942) 

89 Beton-und Stahlbetonbau 
*(D) 46(1951)-63(1968) 〔47(1952)〕
(K) 46(1951)-60(1965) 

90 Betonstein Zeitung 
*(D) 30(1964)-34(1968) 

91 Bildmessung und Luftbildwesen 
*(C) 36(1968) 

92 Biochemische Zeitschrift 
(IIり 130(1922)-275(1935)〔131,142-143, 

150-151, 157, 166-
167,169,185,202, 
239, 257-266〕

93 Blast Furnace and Steel Plant 
(IV) 7(1919)-24(1939) 〔13-20(1923-

1932)〕
*(C) 38(1950)-56(1968) 〔38,3(1950)〕

94 Brassey's Naval and Shipping 
Annual 
(C) 1923, 1926-1939 

95 Brennstoff-Chemie 
(IV) 6(1925)-12(1931) 〔11(1930)〕
37(1956)-47(1966) 

(C) 23(1942)-24(1943) not pub. 〔25-29〕
30(1949)-(1954) 

96 B WK  (Brennstoff-Wiime-Kraft) 
(IT) 4(1952) 
(C) 1(1949) 
3(1951)-17(1965) 〔1,10-12(1949)〕

97 British Chemical Abstracts 
(I¥「) 1927-1938 

98 British Chemical Engineering 
*(IV) 9(1964)-13(1968) 〔9,1-4(1964)〕

99 British Journal of Applied Physics 
(see: Journal of Physics) 
(C) 1(1950)-18(1967) 

100 British Journal of Photographic 
Almanac 
(IV) 1915-1937 

101 British Journal of Photography 
(IV) 73(1926)-84(1937) 〔76-77(1929-

1930)〕

102 British Welding Journal 
(C) 1(1954)-15(1968) 

103 Brown Boveri Review 

*(C) 12(1925)-55(1968) 〔15(1928)〕
〔21(1934)〕
〔24-34(1937-
1947)〕
〔37,7〕

104 Bulletin of the American Institute 
of Mining and Metallurgical 
Engineers 
(IV) 1914-1919 肛917ー1918〕

105 Bulletin of the American Railway 
Engineering Association 
(D) 13(1912)-33(1932) 

106 Bulletin de I'Association des Gaziers 
Beiges 
(C) 61(1939) 

107 Bulletin de I'Association Inter-
nationale d'Hydrologie Scientifique 
*(D) 7(1962)-13(1968) 

108 Bulletin de l'Association Suisse des 
Electriciens 
*(Ill) 45(1954)-59(1968) 

109 Bulletin de l'Association Technique 
Maritime et Aeronautique 
*(C) 3(1892)-42(1938) 〔13(1902)〕
64(1964)-68(1968) 〔30(1926)〕

110 Bulletin of AST M 

〔33-34(1929-
1930)〕
〔38(1934)〕
〔40(1936)〕

(see: Materials Research and Standards 
(I) 1953-1961 
(D) 1949-1961 

111 Bulletin of the Atomic Scientists 
(I) 10(1954)-11(1955) 
*(C) 12(1956)-24(1968) 

112 Bulletin of the Chemical Society 
of Japan 
(exch. pub.) 
*(C) 1(1926)-41(1968) 

113 Bulletin of the International 
Institute of Refrigeration 
(lV) 1934-1936 

114 Bulletin of the Seismological 
Society of America 
*(I) 46(1956)-58(1968) 
*(JI) 55(1965)-58(1968) 
*CK) 50(1960)-58(1968) 
(C) 31(1941)-40(1950) 〔31,1-2(1941)〕

〔36,4(1946)〕
〔37,2(1947)〕
〔38,1-2(1948)〕

115 Bulletin de la Societe Chimique de 
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Belgique 

(IV) 44(1935)-44(1939) 〔44,7〕

116 Bulletin de Ia Societe Chimique de 
France 
(IV) 1929-1939 

117 Bus Transportation 

(D) 29(1950) 

C 

118 Canadian Journal of Chemical 
Engineering 

*(IV) 42(1964)-46(1968) 

119 Canadian Journal of Physics 
(I) 44(1966) 

120 Carnalls Berg-, Hiitten-und 
Salinenwesen 

(C) 1(1854)-12(1864) 

121 Casabella 

*(K) 1961-1968 

122 Cement and Cement Manufacture 

(C) 5(1932)-11(1938) 

123 Cereal Chemistry 

(C) 29(1952)-41(1964) 

124 Chartered Mechanical Engineers 

*(C) 1(1954)-15(1968) 

125 Chemical Abstracts 

*(IV) 1(1907)-69(1968) 〔10-11(1916-
1917)〕

(C) 20(1926)-27(1933) 
32(1938)-35(1941) 

126 Chemical Engineering 

*(C) 56(1949)-75(1968) 

Chemical and Engineering Data 

(see: Journal of Chemical and Engine-
ering Data) 

127 Chemical Engineering News 

*(C) 29(1951)-46(1968) 

128 Chemical Engineering Progress 

*(II) 47(1951) 
49(1953)-64(1968) 〔47,2, 11-12 

(1951)〕
〔51,5(1955)〕
〔52(1956)〕

(IV) 44(1948)-51 (1955) 〔47-48(1951-
1952)〕
〔51,6(1955)〕

*(C) 43(1947)-48(1952) 〔47(1951)〕
52(1956)-64(1968) 

129 Chemical Engineering Science 

*(C) 1 (1951)-23(1968) 

130 Chemical Geology 
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*(C) 1(1966)-3(1968) 

131 Chemical Markets 
(IV) 1929-1932 

132 Chemical and Metallurgical 
Engineering 

(IV) 19(1918)-39(1932) 〔37〕
(C) 19(1918)-27(1922) 〔19Pt. I〕
30(1924) Pt. I ⑫ 7 Pt. JI〕

133 Chemical News 
(I¥り 1(1860)-88(1904) 〔6-7,35, 65-75, 

(C) 29(1874), 34(1876) 
38(1878)-48(1881) 
85(1902), 87(1903) 

80-84〕

134 Chemical and Process Engineering 

*(N) 36(1955)-49(1968) 

135 Chemical Reviews 
*(C) 28(1941)-45(1949) 〔44(1949)〕

〔56(1956)Pt.lI〕
48(1951)-68(1968) 〔57Pt. lI (1957)〕

136 Chemical Society Annual Reports 
(N) 1904-1937 『05-'13,'23-'25,

'27,'31-'32,'34-

137 Chemical Titles 
*(Ivり 1961-1968

'36〕

138 Chemical Trade Journal and 
Chemical Engineers 

(IV) 76(1925)-87(1930) 
98(1936)-106(1940) 

139 Chemie et Industrie 
(IV) 12(1924)-14(1925) 〔12,1〕
17-18(1927) 〔13,6〕
20(1928)-30(1933) 〔14,6〕

140 Chemie-Ingenieur-Technik 
*(C) 14(1941)-40(1968) 

141 Chemiker-Zeitung 
(IV) 2(1878)-65(1941) 
(C) 22(1898)-38(1914) 

142 Chemische Berichte 
(formerly: Berichte der Deutschen 
Chemischen Gesellschaft) 
(IV) 8(1875)-73(1940) 〔29,44, 48-59, 65〕
*(C) 40(1907) Pt.IV, 
46(1913) Pt. I —皿
47(1914) Pt. I -TI, 
61(1928) Pt. I -TI, 
62(1929) Pt. I -TI, 
63(1930) Pt.I-TI, 
68(1935) Pt. I, 
83(1950)-101 (1968) 

143 Chemische Industrie 

(IV) 1880-1939 〔1883-1920,
'25-'38〕

144 Chemisch-Technisches Repertorium 



(IIり 1911-1914

145 Chemisches Zentralblatt 
(II') 1830-1941 (1897-1898〕
127(1956)-
136(1965) 

(C) 1907 Pt. JI (2) 
1914 Pt. I (2) 
123(1952)- 〔126,51, 52 
126(1955) (1955)〕

146 Chemistry in Britain 
*(IIう 1(1965)-4(1968) 

147 Chemistry and Industry 
(IIり 1952
*(C) 1950, 1952-1968 

148 Chimica e l'Industria 
(IV) 17(1935), 21(1939) 

149 Civil Engineering 
*(D) 1(1931)-11(1941) 
19(1949)-38(1968) 

(C) 1(1931)-4(1934) 
11 (1941)-19(1949) 
Pt. 1 

150 Civil Engineering and Public Works 
Review 
*(D) 44(1949)-63(1968) 〔45,526-7('50)〕

〔45,529-30('50); 
〔46,543,546('51)〕

151 Coal Age 
(IV) 1(1911)-43(1928) 〔2-4,11-16, 

23-37〕

152 Coal Merchant and Shipper 
(C) 46(1923) 〔46,jan. そapr.

('23)〕
48(1924)-77(1938) 

153 Collection Czechoslovak Chemical 
Communication 
*(II') 32(1967)-33(1968) 

154 Colliery Engineering 
(C) 36(1915) 

155 Colliery Guardian 
(IV) 1930-1941 
(C) 115(1918)-118(1919), 
143(1931), 148(1934)-155(1937), 
156(1938) Pt. I, 157(1938) Pt. JI. 
158(1939) Pt. I 

156 Communication of the Association 
for Computing Machinery 
*(I) 8(1965)-11(1968) 
*(llI) 1(1958)-11(1968) 

157 Communication and Electronics 
(see: IEEE Transactions) 
C JI) 1959-1960 
(llI) 1954-1964 

158 Communication News 

(see: Philips Telecommunication Review) 
(ill) 15(1955)-16(1956) no. 4 
159 Comptes Rendus Hebdomadaires des 

Seances de I'Academie des Sciences 
*(C) 234(1952)-
267(1968) 
Ser. A & B; Sciences Mathematiques & 

Sciences Physiques 
C : Sciences Chimiques 
D: Sciences Naturelles 

160 Computer Design 
*(J[) 3(1964)-7 (1968) 

161 Computer Journal 
*(J[) 1(1958)-11(1968) 

162 Computers and Automation 
*(C) 4(1955)-17(1968) 

163 Concrete 
*(I) 1(1967)-2(1968) 
(IV) 1918-1938 〔四19-1928〕
*(D) 

(C) 38(1931)-46(1938) 

164 Concrete and Constr,,ctional 
Engineering 
(C) 26(1931)-33(1938) 
35(1940) 

165 Construction Methods and Equipment 
*(D) 43(1961)-50(1968) 

166 Contractor 
*(C) 1962-1968 

167 Control Engineering 
*(JI) 1(1954)-15(1968) 
*(J[) 3(1956)-15(1968) 

168 Corrosion 
*(IV) 10(]954)-24(1968) 

169 Cybernetica (A) 
*(C) 11(1968) 

D 

170 Datamation 
*(C) 12(1966)-14(1968) 
(JlI) 5(1959)-13(1967) 

171 Desalination 
*(IV) 1(1966)-6(1968) 

172 Design Quarterly 
*(C) 71(1968) 

173 Deutsche Bauzeitschrift 
*(K) 10(1962)-16(1968) 

174 Deutscher Ferein von Gas-und 
Wasser fachmannern 

(IV) 1907-1910 
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175 Dingler's Politechnisches Journal 

(C) 119-293(1894) 〔174,235-245, 
247,267,269,280, 
282,284,286,288, 
290,292〕

176 Direct Current 

(JI[) 2(1955)-12(1967) 〔2,1-3(1955)〕

177 Discussions of the Faraday Society 

*(C) 9(1950)-45(1968) 

178 District Heating 

*(C) 54(1968) 

179 Dock and Harbour Authority 

*(D) 4(1924)-20(1940) 
30(1949)-49(1968) 

180 Domus 

*(C) 458(1968) 

181 Draht-Welt 

(II) 47(1961) 

182 Dyer 

(1¥り 1932-1934

E 

183 Earth Science Reviews 

*(C) 1(1966)-4(1968) 

184 Electric Journal 

(C) 3(1906)-35(1938) 

185 Electric Light and Power 

*(DI) 33(1955)-46(1968) 

186 Electrical Communication 

*(DI) 4(1925)-43(1968) 〔12-19(1933-
1941)〕

187 Electrical Engineering 

(formerly: Journal of A IEE) 
(][) 50(1931)-82(1963) 〔60-68(1941-

1948)〕
(C) 50(1931)-82(1963) 〔56(1937)〕

〔68Pt. II (1949)〕
〔69-70(1950-
1951)〕
〔79,7(1960)〕

Electrical Engineering Abstracts 

(see: Science Abstracts; Section B) 

188 Electrical Review 

(C) 62 Pt. I (1908) 

189 Electrical World 

*(DI) 132(1949)-
170(1968) 

(C) 51(1908)-101(1933) 〔51Pt. II (1908)-
58(1912)〕
〔70(1917)〕
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〔85(1925)〕
〔101Pt.IT (1933)〕

190 Electrician 

(C) 67(1911)-99(1927) 〔75(1915)〕

191 Electrochemical Society Preprint 

(IV) 1922-1939 

192 Electrochemical Technology 
(merged into Journal of the Electro-
Chemical Society) 

(IV) 5(1967)-6(1968) 

193 Electrochimica Acta 

*(C) 12(1967)-13(1968) 

194 Electronic Design 

*(]I) 14(1966)-16(1968) 

195 Electronic Engineering 

*(C) 23(1951)-40(1968) 

196 Electronic and Radio Engineer 

(see: Electronic Technology) 
(ill) 36(1959) 

197 Electronic Technology 

(formerly: Electronic & Radio Engmeer 
Incorporating Wireless Engineer) 
(see: Industrial Electronics) 
(ill) 37(1960)-39(1962) Sept. 

198 Electronics 

*(]I) 1 (1930)-41 (1968) 〔10-11(1937-
1938)〕
〔14-21(19,11-
1948)〕

*(C) 13(1940)-41(1968) 〔23(1950)〕

199 Electronics & Power, New Ser. 
(formerly: Journal of Institution of 
Electrical Engineers) 

(C) 1(1955)-14(1968) 

Electronics Reliability & 
Microminiaturization 

(see : Microelectronics and Reliability) 

200 Electroplating and Metal Finishing 

*(C) 16(1963)-21(1968) 

201 Elektrische Bahnen 
*(C) 34(1963)-39(1968) 

202 Elektronische Rechenanlagen 

(ill) 3(1961)-6(1964) 

203 Elektro-Teclmische Zeitschrift 

(C) 34(1913)-65(1944) 〔36-43(1915-

ausg. A 

1922)〕
〔46(1925)〕
〔60-62(1939-
1941)〕

*(][) 34(1913)-89(1968) 〔36-41(1915-
1920)〕
〔63-68(1942-



ausg. B 
1947)〕

*(]I) 6(1954)-20(1968) 

:204 Engine Design and Application 
C rr) 1 (1964)-4(1967) 

: 205 Engineer 
*(C) 56(1883)-226(1968) 〔57-62(1884-

1886)〕

・? . .-06 Engmeermg 
(IV) 109(1920)-154(1937) 
(D) 79(1905)-81(1906) 
85(1908)-98(1914) 

〔64-66(1887-
1888)〕
〔68(1889)〕
〔73-75(1892-
1893)〕
〔79-80(1895)〕
〔87(1899)〕
〔103(1903)〕
〔119-121(1914-
1916)〕
〔131(1921)〕
〔139(1925)〕
〔142(1926)〕
〔148(1929)〕
〔159-160(1936)〕
〔165-192(1938-
1951)〕

*(C) 34(1882)-206(1968) 〔35-37(1883-
1884)〕
〔39-41(1885-
1886)〕
〔43-44(1887)〕
〔47(1889)〕
〔52(1891)〕
〔56(1893)〕
〔71(1901)〕
〔147(1939)〕
〔152-170(1941-
1950)〕
〔185,4799〕

・207 Engineering Geologie 
*(C) 1(1965)-2(1968) 

208 Engineering Index 
*(C) 1962-1968 

・209 Engineering Magazine 
(IV) 1910-1917 

210 Engineering and Mining Journal 
(C) 50(1890)-134(1933) 〔129-132(1930-

1931)〕

・.211 Engineering and Mining World 
(IV) 1930-1931 

: 212 Engineering News 
(D) 41(1899)-77(1917) 〔66(1911)〕

213 Engineering News Record 
*(D) 78(1917)-127(1941) 〔128-142(1941-

1948)〕
143(1949)-
181(1968) 

(Iく） 148(1952)-157(1956) 
(C) 45(1901)-143(1949) 

214 Engineering Practice 
(C) 1-4 

215 Engineering Progress 
(C) 2(1921)-4(1923) 

216 Engineering World 
(C) 13(1918)-18(1921) 

217 Ergonomics 
*(C) 11(1968) 

218 Escher-wyss News 
(C) 3(1930)-5(1932) 

〔49-50(1903)〕
〔57(1907)〕
〔111ー126(1933-
1941)〕
〔128(1942)〕
〔132(1944)〕

219 E T M (Electrotechnik und Maschinen-
bau) 
(C) 38(1920)-42(1924) 

220 Experimental Mechanics 
*(II) 3(1963)-8(1968) 

F 

221 Factory : The Magazine of Management 
(C) 37(1926)-39(1927) 

222 Factory and Industrial Management 
(C) 75(1928)-83(1932) 

223 Factory Management and 
Maintenance 
(lV) 1936-1939 

224 Felsmechanik und Ingenieurgeologie 
*(I) 1 (1963)-6(1968) 

225 Fette und Seifen 
*(lV) 54(1952)-70(1968) 

226 Flight 
(I) 65(1954)-66(1954) 

227 Fonderie 
(IT) 1954-1955 

228 Food Engineering 
(lV) 30(1958) 

229 Food Industories 
(lV) 1936-1940 

230 Food Technology 
(lV) 13(1959)-17(1963) 
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231 Forschung 

*(C) 11 (1940)-34(1968) 〔15(1944)〕

232 Foundry 

*(C) 78(1950)-96(1968) 〔78,1(1950)〕

233 Foundry Trade Journal 

(C) 40(1929)-119(1965) 〔42-91(1930-
1951)〕

234 Frequenz 

*(C) 1(1947)-22(1968) 〔4,2-3(1950)〕
〔5,1(1951)〕

FT Z (see: NTZ) 

235 Fuel: Journal of Fuel Science with 
Combustion & Flame 
(N) 35(1956)-45(1966) 

G
 

236 Gas Age 

(IV) 81(1939)-84(1939) 
(C) 85(1940) 

237 Gas Industry 

(I¥う 9(1928)-18(1937) 〔14-17(1933-
1936)〕

238 Gas Journal 
(I¥り 1930-1931

239 Gas and Oil Power 

(N) 1937-1938 

240 Gas Salesman 

(I¥り 13(1934)-18(1939)

241 Gas-Teknikeren 

(I¥う 1936-1940

242 Gas Times 

(N) 1938-1939 

243 Gas Turbine 

*(JI) 4(1963)-9(1968) 

244 Gas-und Wasserfach 

(N) 1924-1941 (1929-1930〕
97(1956)-107(1966) 

(C) 80(1937)-81(1938) 

245 Gas World 

(Ivり 1915-1919

246 Gaz 

(I¥り 1935-1938

247 General Electric Review 

(JJI) 44(1941)-60(1957) 〔56may, july, 
sept., nov. (1953)〕
〔57may(1954)〕
〔58may(1955)〕
〔60may(1957)〕

(C) 13(1910)-41(1938) 
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248 Genie Civil 
*CD) 76(1920)-97(1930) 
127(1950)- 〔137,11〕
145(1968) 

(C) 1 (1880)-128(1951) 〔62(1912-1913))
[76-91(1920—
1927)〕
〔96-97〕
〔99-111(1931-
1937)〕
〔115-117〕
〔122,123, 125) 

249 Geologie und Bauwesen 
(now: Felsmechanik und 
Ingenieurgeologie) 

(I) 25(1960)-28(1962) 〔25,1〕

250 Geophysical Magazine 
(C) 1(1926)-12(1939) 〔11(1937)〕；

251 Geotechnique 
*(I) 11(1961)-18(1968) 
*(D) 3(1953)-18(1968) 
(C) 1 (1948)-3(1953) 

252 Gesundheits-Ingeuieur 
C rr) 73(1952)-76(1955) 
*(C) 77(1956)-89(1968) 

253 Get Gas 

(IV) 1937-1939 

254 Giesserei 

(JI) 37(1950)-42(1955)・ 
(C) 25(1938)-36(1949) 〔29,25(1942)〕

255 Glass Technology 

(formerly: Journal of Society of Glass 
Technology) 

*(IV) 1 (1960)-9(1968) 

256 Glastechnische Berichte 
*(IV) 40(1967)-41(1968) 

257 Gliickauf 

(IV) 1905-1941 (1915-1923〕

258 Gliickauf Berg-und Hiittenmannische 
Zeitschrift 

(C) 41 (1905)-46(1910) 〔43(1907)〕

Grinding and Finishing 

(see: Abrasive Engineering) 

259 Gummizeitung 

(C) 19(1904)-27(1913) 〔23-26(1908-
1912)〕

H 

260 Heating, Piping and Airconditioning 

*(Iく） 24(1952)-40(1968) 
(C) 3(1931)-25(1953) 〔14-16(1942-

1944)〕



〔7,1, 4(1935)〕
〔23,2(1951)〕

261 Heating and Ventilating 
(see: Air Conditioning. Heating 
and Ventilating) 

(K) 47(1950)-54(1957) 〔47jan.-june 
('51)〕
〔51mar. (1954)〕

(C) 22(1925)-27(1930) 〔46,1-6(1949)〕
46(1949)-47(1950) 〔47,7-12(1950)〕

262 Heating and Ventilating Engineer 
(C) 23(1949)-24(1950) 〔23jan.-july 

('49)〕
〔24aug.-dec. 
('50)〕

263 Heating and Ventilating Engineer 
and Journal of Air Conditioning 
*(C) 41(1968) 

264 Heizung, Liiftung, Haustechnik 

*(C) 1(1950)-19(1968) 

265 Helvetica Chimica Acta 

(IV) 1928-1938 〔玲35-1936〕
*(C) 25(1942)-51(19G8) 〔38,8(1955)〕

266 Highway Research Abstracts 

*(D) 33(1963)-38(1968) 

267 Highway Research News 

*(D) 1963-1968 

268 Highway Research Record 

*(D) 1963-1968 

269 Highways and Public Works 
(formerly: Highways and Bridges and 
Engineering Works) 

*(D) 1956-36(1968) 

270 Horological Journal 

(II) 95(1953)-106(1965) 

271 Houille Blanche 
*(D) 7(1952)-23(1968) 

272 Hourn and Home 

(K) 3(1953)-8(1957) 

273 H.T.E.A.(Hochfrequenztechnik und 
Elektroakustik) 
*(C) 72(1963)-77(1968) 

274 Human Factors 
*(C) 10(1968) 

275 Hydata 
*(C) 3(1967)-4(1968) 

276 Hydraulic Pneumatic Fower 

(formerly : Hydraulic Pneumatic 
Power & Centro]) 

"(II) 9(1963)-14(1968) 

277 Hydraulics and Pneumatics 

*(JI) 15(1962)-21(1968) 

278 Hydraulic Research 

*(C) 

279 Hydraulics Research 

*(C) 

280 Hydrocarbon Processing 

(formerly: Petroleum Refiner) 
*(IV) 41(1962)-47(1968) 

281 Hydrotechnical Construction 
ー GidrotekhnicheskoeStroitelvsto— 
USSR English Translation 

*(C) 1968 

I 

282 I B M Journal of Research and 
Development 

*(C) 1(1957)-12(1968) 〔1,2, 4, (1957)〕
〔2,1(1958)〕

283 IBM System Journal 
*(][) 7(1968) 

284 IEEE International Convention 
Record 

*(][) 1955-1957 印t.7-10(1956)]: 
6(1958)-16(1968) 

¥. C) Pt.1-6, 9, 10(1953) 

285 I E E E Spectrum 

*(C) 2(1965)-5(1968) 

286 I E E E Transactions 
(formerly: Transactions IRE) 
*(C) 1953-1968 (1953-'63 

uncomp.〕―on Aerospace ―on Aerospace and Electronic Systems ―on Aerospace and Navigational 
Electronics. 

ー一onAntennas and Propagation ―on Audio and Electroacoustics ―on Automatic Control ―on Bio-Medical Engineering ―on Broadcast and Television 
Receivers, 

— on Broadcasting ―on Circuit Theory 
·—on Communication Technology ―on Component Parts 
--on Education 
-――on Electrical Insulation 
一心nElectromagnetic Compatibility 

——on Electron Devices 
.• 一onElectronic Computers 
→ ・-on Engineering Management ―on Engineering Writing and Speechと
-on Geoscience Electronics 
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―on Human Factors in Electronics ―on Industrial Electronics and 
Control Tnstrumentation ―on Industry and General Applications ―on Information Theory ―on Instrumentation and Measurement ―on Magnetics ―on Microwave Theory and Techniques ―on Nuclear Science ―on Parts, Materials and Packaging 

――on Power Apparatus and Systems 
一 onProduct Engineering and 

Production 
ー―onQuantum Electronic ―on Reliability 
ー―onSolid-State Circuits ―on Sonics and Ultrasonics ―on Systems Science and Cybernetics 
——on Vehicular Communications 

・287 IEEE Wescon Convention Record 

(see: Wescon Technical Papers) 
(C) 3(1959)-6(1962) 

:288 Illuminating Engineering 

(K) 45(1950)-57(1962) 〔45,1, 7(1950)〕
〔46,7-10(1951)〕

*(C) 47(1952)-63(1968) 

・289 Index Bibliographique du Vide 

*(I) 1(1966)-3(1968) 

290 India-Rubber Journal 

(N) 1929-1936 (1930-1933〕

・291 Indian Rubber World 
(N) 1922ー1926

292 Industrial Chemist 

(N) 1937-1940 

293 Industrial Design 
*(C) 15(1968) 

・294 Industrial Electronics 

(Incorporating Electronic Technology) 
(C) 1 (1962, oct.)-6(1968) 

・295 Industrial and Engineering 
Chemistry 

*(IT) 45(1953)-60(1968) 
*(N) 9(1917)-60(1968) 〔29(1937)〕

〔32-39(1940-
1947)〕
〔47,11 (1955)〕

(C) 8(1916)-44(1952) 〔16(1924)〕

: 296 I & EC-Fundamentals 
*(II) 1(1962)-7(1968) 
*(IV) 1(1962)-7(1968) 
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〔22-23(1939-
1940)〕
〔39Pt. 1 (1947)〕
〔41-43(1949-
1951)〕

297 I & EC-Process Design and 
Development 

*(JI) 1(1962)-7(1968) 
*(IV) 1(1962)-7(1968) 

298 I & E C-Product Research and 
Development 

*(JI) 1(1962)-7(1968) 
*(IV) 1(1962)-7(1968) 
analytical edition 
(IV) 1(1929) 
10(1938)-11 (1939) 

(C) 1(1929)-19(1947) 〔5-11(1933-
1939)〕

news edition 
(C) 1(1923)-7(1929) 〔2-3(1924-1925)〕

299 Industrial Finishing 

*(C) 15(1963)-20(1968) 

300 Industrial Heating Engineer 

(C) 11(1949)-12(1950) 〔11jan.-june 
(1949)〕
〔12feb. mar. 
aug.-dec. 
(1950)〕

301 Industrial Laboratories 

(C) 6(1955)-7(1956) 

302 Industrial Lubrication and Tribology 

(formerly: Scientific Lubrication) 
*(JI) 13(1961)-20(1968) 

303 Industrial Management 

(C) 58(1919)-61(1921) 

304 Industrie Anzeiger 

*(JI) 88(1966)-90(1968) 

305 Industries Thermiques et 
Aerauliques 

*(C) 14(1968) 

306 Information and Control 

*(C) 12(1968) 

307 lngenieur-Archiv 
*(JI) 35(1966)-37(1968) 
(D) 18(1950)-19(1951) 
(K) 27(1959)-33(1964) 
*(C) 12(1941)-37(1968) 

308 Institution of Engineers and Ship 
Builders in Scotland 

(C) 64(1920)-83(1940) 〔67-68(1923-
1924)〕
〔73-74(1930-
1931)〕

309 Instrumentation Technology 

(formerly: ISA Journal) 
*(I) 14(1967)-15(1968) 

310 Instruments and Automation 



(see: Instruments and Control Systems) 
(C) 6(1933)-22(1949) 
27(1954)no. 7-11 . 
28(1955)-32(1959)no. 1 

'311 Instruments and Control Systems 

*(C) 32(1959)no. 2-41 
(1968) 

312 Instrument Practice 
*(C) 6(1952)-22(1968) 〔7(1953)〕

313 Interavia 
(C) 1(1946)-19(1964) 

314 International Association for 
Testing Materials 

(C) 1912 

315 International Civil Engineer and 
Contractor 

(now: Contracter) 
(D) 13(1961)-41(1962) mar. 

: 316 International Journal of Applied 

Radiation and Isotops 

*(IV) 2(1957)-19(1968) 

・317 International Journal of Control 
(formerly: Journal of Electronics & 
・Control) 
*(C) 1(1965)-8(1968) 

: 318 International Journal of Electronics 
(formerly: Journal of Electronics & 
Control) 

*(C) 

.319 International Journal of Engineer-
ing Science 
*(C) 4(1966)-6(1968) 

.320 International Journal of Fracture 
Mechanics 
*(C) 1 (1965)-4(1968) 

: 321 International Journal of Heat & 
Mass Transfer 
*(C) 10(1967)-11(1968) 
*(II) 

: 322 International Journal of Mechanical 
Science 
*(I) 1(1960)-10(1968) 

・323 International Journal of Non-Linear 
Mechanics 
*(C) 

.324 International Journal for Numerical 
Methods in Engineering 

江
; 325 International Journal of Powder 
Metallurgy 

*(IV) 1(1965)-4(1968) 

326 International Journal of Production 
Research 
*(II) 3(1964)-7(1968) 

327 International Shipbuilding Progress 

(II) 1 (1954)-6(1959) 
*(C) 14(1967)-15(1968) 

328 International Solid State Circuit 

Conference 

*(C) 2(1959)-11(1968) 

329 Iron Age 
(IV) 93(1914)-140(1938) 〔109-131,133-

138〕
*(C) 165(1950)-202(1968) 

330 Iron and Coal Trade Review 
(C) 84(1912)-130(1935) 〔122Pt. II 

(1931)〕

331 Iron and Steel 

〔104-121(1922-
1930)〕
〔123-127Pt. I 
(1931-1933)〕

(IV) 25(1952)-36(1963) 〔28,7(1955)〕

332 Iron and Steel Engineer 
C II) S7(1960)-45(1968) 
*(IV) 41(1964)-45(1968) 

333 Iron and Steel Industry 

(IV) 1931-1933 

334 Iron Trade Review 
(C) 54(1914)-69(1921) 

IS A Journal 
(see: Instrumentation Technology) 

335 I S I S: An International Review devoted 

to the History of Science and its 
Cultural Influence 
*(K) 48(1957)-59(1968) 

J 

336 Jahr-Berichte der Chemishen 
Technologie 

(IV) 1870-1910 (1874-1877〕

337 Jahrbuch der Schiffbautechnischen 
Gesellschaft 
(JI) 6(1905)-50(1956) 〔22-28(1921-

1927)〕
〔31-36(1930-
1935)〕
〔38(1937)〕

*(C) 1(1900)-42(1941) 〔22-26(1921-
51(1957)-62(1968) 1925)〕

〔36(1935)〕
〔38(1937)〕
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338 Japanese Journal of Applied 
Physics 
*(C) 3(1964)-7(1968) 

339 Japanese Journal of Geology and 
Geography 
(C) 1(1922)-18(1941) 

340 Japanese Journal of Mathematics 
(C) 1(1924)-17(1940) 

341 Japanese Journal of Physics 
(C) 1(1922)-14(1941) 

342 Jet Propulsion 
(see: ARS Journal) 
(I) 25(1955)-28(1958) 
(JJI) 28(1958) 
(C) 1 (1930)-22(1952) 

Joint Computer Conference 
(see: AFIPS Conference) 

343 Journal of the Acoustical Society 
of America 
*(I) 22(1950)-44(1968) 〔22,1-3(1950)〕
*(JI) 37(1965)-44(1968) 
(JJI) 22(1950)-35(1964) 
(K) 24(1952)-34(1962) 
(C) 11(1940)-21(1949) 

344 Journal of the Aero-space Science 
(fomerly: Journal of the Aeronautical 
Science) (merged into AIAA Journal) 

(C) 7(1940)-24(1957) 
25(1958)-29(1962) 

345 Journal of Agricultural and Food 
Chemistry 
(IV) 4(1956)-11(1963) 

346 Journal of American Ceramic 
Society 
*(I¥り 17(1934)-23(1940)
24(1941) 110. 2-7 
37(195°1)-51 (1968) 

bulletin 
*(IV) 12(1933)-20(1941) 
33 (l 954)-4 7(1968) 

〔12-20many 
lacks〕
〔34,10-11(1955)〕

347 Journal of the American Chemical 
Society 
*(I¥り 1(1879)-90(1968)

(C) 33 Pt. I (1911), 
48(1926)-52(1930) 
61 Pt. JI (1939), 
63(1941)-71(1949) 

〔14(1892)〕
〔60Pt. I (1938)〕
〔62,3(1940)〕
〔64-71(1942-
1949)〕

348 Journal of the American Concrete 
Institute 
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*(D) 1949-1968 
(K) 1954-1964 

Journal of American Institute of・ 
Chemical Engineers 
(see: A. I. Ch. E. Journal) 

349 Journal of American Institute of 
Electrical Engineers 
(see: Electrical Engineering) 
(C) 39(1920)-49(1930) 

350 Journal of American Oil Chemists. 
Society 
*(N) 31(1954)-45(1968) 

351 Journal of the American Rocket 
Society 
(I) 1943 feb. ー1952 〔1946,68-69〕：

〔1947,75-76〕？

352 Journal of the American Society 
of Mechanical Engineers 
(C) 38(1931) 

353 Journal of the American Society 
of Naval Engineers 
(C) 26(1914)-67(1955) 〔33(1921)〕

〔36-38(1924-
1926)〕
(40-41(1928、一

1929)〕

〔45-48(1933-
1936)〕
〔51-61(1939-
1949)〕

354 Journal of American]Water Works: 
Association 
*(IV) 46(1954)-60(1968) 

355 Journal of!the Am釘ican~Welding­
Society 
(see: Welding Journal) 
(IV) 10(1931)-11(1932) 
(C) 3(1924)-10(1931) 

356 Journal of Applied Chemistry 
(IV) 1(1951)-2(1952) 
*(C) 2(1952)-18(1968) 

357 Journal of Applied Crystallography 
*(I) 1(1968) 

358 Journal of Applied Mathematics 
and Mechanics 
*(C) 22(1958)-32(1968) 〔26(1962)〕

359 .Journal of Applied Mechanics 
(now: Trans. ASME, ser. E) 
*(I) 17(1950)-35(1968) 
*(JI) 17(1950)-22(1955) 
25(1958)-35(1968) 

(D) 16(1949)-24(1957) 〔16,1-2(1949)) 
(K) 21(1954)-29(1962) 〔27,1-2〕



*(C) 1(1933)-35(1968) 〔15(1948)〕

:360 Journal of Applied Physics 

(I) 21(1950)-33(1962) 
(JI) 25(1954)-26(1955) 
*(]I) 20(1949)-39(1968) 〔20Pt. I (1949)〕

〔21Pt. JI (1950)〕
(IV) 1939-1941 
*(C) 13(1942)-39(1968) 〔21-22(1950-

1951)〕
〔20Pt. II (1949)〕

'361 Journal of Applied Polymer Science 

*(IV) 1(1959)-12(1968) 〔3,1-6〕

'362 Journal of Association for 
Computing Machinery 

*(I) 12(1965)-15(1968) 
*(11I) 14(1967)-15(1968) 

'363 Journal of Astronautical Science 
(I) 7(1960)-11(1964) 

Journal of Basic Engineering 

(see: Trans. of ASME; ser. D) 
:364 Journal of Biological Chemistry 

229(1957) 

.365 Journal of Biomechanics 
*(II) 
Journal of the British Institution 
of Radio Engineers 

(see: Radio and Electronic Engineer) 

366 Journal of British Nuclear Energy 
Conference 
(II) 3(1958)-6(1961) 

'367 Journal of British Nuclear Energy 

Society 

*(II) 1(1962)-7(1968) 

:368 Journal of Catalysis 
*(IV) 7(1967)-12(1968) 
(C) 1 (1962)-6(1966) 

.369 Journal of Chemical EducatJor, 

*(IV) 1930-1938 
41 (1964)-45(1968) 

370 Journal of Chemical and Engmeぐr一
ing Data 
(formerly: Chemical and Engineering 
Data) 

*(IV) 1 (1956)-13(1968) 

371 Journal of Chemical Physics 

*(C) 8(1940) 
18(1950)-49(1968) 〔8Pt. I (、1940)〕

〔27,1(1957汀

.372 Journal of Chemical Society 
Pt. A; Inorganic Physical Theoretic,11 
B; Physical Organic 

C; Organic 
(IV) 1914-1925 ('15-'21,'23-'24) 
*(C) 1932-1968 国 36-1945)

373 Journal of Chromatography 
*(IV) 26(1967)-38(1968) 

374 Journal of the College of Science 

(Tokyo Imperial Univ) 
(C) 11 (1898)-45(1925) 

375 Journal of Colloid & Interface 
Science 
*(IV) 23(1967)-28(1968) 

376 Journal of Electroanalytical 
Chemistry 

*(lV) 1(1959/60)-19(1968) 

377 Journal of the Electrochemical 
Society 
*(C) 93(1948)-115(1968) (98(1951)) 

378 Journal of Electronics and Control 
(see: International Journal of Control ; 
International Journal of Electronics) 
(llI) 1(1955) july-
2(1955) 
4(1958)-17(1964) 

Journal of Engineering for Industry 

(oee: Trans. of ASME; ser. B) 

Journal of Engineeri11g for Power 

(see: Trans. of ASME; ser. A) 

379 Journal of Fluid Mechanics 
'(I) 21 (1965)-34(1968) 
*(IT) 1(1956)-34(1968) 

380 Journal de Four Electrique et des 
Industries Eledrochimiques 

*(IV) 1956-1968 

381 Journal of the Franklin Institute 

(IV) (1938) 
*(C) 233(1942)-
286(1968) 

382 Journal of General Chemistry of 
the USSR 
*(lV) 32(1963)-37(1968) 

383 Journal of Geophysical Research 

*(D) 64(1959)-73(1968) 

Journal of Heat Transfer 

(see: Trans. of ASME; ser. C) 

384 Journal of Hydrology 
*(C) 

385 Journal of Inorganic and Nuclear 
Chemistry 
*(lV) 13(1960)-30(1968) 

386 Journal of the Institute of Metals 
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*(IIり 14(1915)-96(1968) 〔44,48, 51-53, 
56-61, 66-70, 
72-75〕

(C) 38(1927)-76(1950) 〔38Pt.I (1927)〕
〔39Pt.JI (1928)〕
〔40-65(1929-
1939)〕
〔75(1949)〕

387 Journal of Institute of Navigation 

(JI) 14(1961) 

388 Journal of the Institute of 
Petroleum 

*(IV) 41(1955)-54(1968) 
(C) 32(1946)-40(1954) 

389 Journal of the Institution of Civil 
Engineers 

(C) 13(1939)-36(1951) 〔15,3(1941)〕
〔18,18(1942)〕
〔19,4(1943)〕
〔20,7(1943)〕
〔23,1(1944)〕
〔24,6-8(1945)〕
〔25,2(1945)〕
〔26,5-7(1946)〕
〔27,3(1947)〕

(II') 35(1918)-95(1932) 〔36-49,55-84, 
89-94〕

218(1956)-
〔28,7-8(1947)〕
〔31,2-3(1948-9)〕
〔32,7(1949)〕
〔34,7(1950)〕
〔36,6(1950)〕

390 Journal of Institution of Electrical 
Engineers 

(see: Electronics and Power) 
(C) 88(1941)-95(1948) 

391 Journal of the Institution of 
Heating・and Ventilating Engineers 

*(C) 1955-1957 
25(1958)-36(19€8) 

392 Journal of the Iron and Steel 
Institute 

(JI) 197(1961)-206(,968) 
*(IIり 63(1903)-206(1968) (64-75, 77-78, 94 

-96, 98-101, 103-
124, 126-127, 129 
ー135,137-169〕

(C) 141(1940)-
169(1951) 

393 Journal of Materials 
*(C) 2(1967)-3(1968) 

394 Journal of Mathematics and 
Physics 
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*(C) 38(1959)-47(1968) 

395 Journal of Mechanical Engineering: 

Science 

*(C) 9(1967)-10(1968) 

396 Journal'of the Mechanics and 

Physics of Solids 

*(I) 1(1952)-16(1968) 
(JI) 1 (1952)-2(1954), 
11(1963)-16(1968) 

*(K) 7(1958)-16(1968) 
*(C) 10(1962)-16(1968) 

397 Journal of Metals 

*(IV) 3(1952)-20(1968) 

398 Journal of Non-Crystalline Solids-
*(IV) 
399 Journal of Nuclear Energy, Pt. "A 
& B". Reactor Science and 
Technology 
*(C) 1(1954)-22(1968) 

400 Journal of Nuclear Materials 

*(IV) 2(1960)-28(1968) 

401 Journal of the Optical Society of 

America 
*(I) 14(1927)-58(1968) 〔25,4(1938)〕

〔26,4(1939)〕

(I¥り 20(1930)-24(1934)
(C) 11(1925)-39(1949) 

〔31,8-12(1944)) 

〔17-19(1928-
1929)〕
〔26-30(1936-
1940)〕

402 Journal of Organic Chemistry 
*(C) 13(1948)-33(1968) 〔15(1950)〕

403 Journal of Organometallic 

Chemistry 

*(IV) 7(1967)-15(1968) 

404 Journal of Photographic Sdence 

*(IV) 1(1953)-16(1968) 

405 Journal of Physical C~wmistry 
*(C) 45(1941)-72(1968) 〔53-54,1-2 

(1949-1950)〕

406 Journal of the Physical Society of 

Japan 

*(C) 19(1964)-25(1968) 

407 Journal of Physics Ser. 2 

Pt. A (General) 
Pt. B (Atomic and Molecular Physics) 
Pt. C (Solid State Physics) 
(formerly: Proceedings of the Physical 
Society) 

Pt. D British Journal of Applied Physics 
Pt. E Journal of Scientific Instruments 
*(C) 1(1968) 



408 Journal de Physique 

(C) 1(1911)-4(1914) 〔3(1913)〕

409 Journal de Physique et le Radium 
(I) 15(1954)-16(1955) 

410 Journal of Polymer Science 

*(IV) 8(1952)-56(1962) 〔8,3(1952)〕
Pt. A-1; General Paper 

1(1963)-6(1968) 
ふ 2;Polymer Physics 
4(1966)-6(1968) 

Pt. B; Polymer Letter 
1(1963)-6(1968) 

Pt. C; Polymer Symposia 
1 (1963)-25(1968) 

(C) 1(1946)-7(1951) 

411 Journal fiir Praktiszhe Chemie 

(IV) 31 (1885)-123(1929) 〔35-36,97-120〕

412 Journal of Prestressed Connete 
Institute 
*(D) 8(1963)-13(1968) 

413 Journal of Research of the 
National Bureau of Standards 

Section A; Physics and Chemistry 
B; Mathematics and Mathematical 
Physics 

C; Engineering and Instrumentation 
D; Radio Propagation (see: Radio 

Science) 
*(C) 28(1942)-72(1968) 

414 Journal of the Royal Aeronautical 
Society 
(I) 58(1954)-59(1955) 
(C) 45(1941)-54(1950) 
60(1956)-69(1965) 

Journal of the Royal Institute of 
British Architects 

(see: RIBA Journal) 

415 Journal of Royal Society of Arts 
(C) 74(1926)-81(1933) 

416 Journal of Scientific Instri:u:ents 

(see: Journal of Physics) 
(C) 18(1941)-44(] 967) 

417 Journal of Ship Re心：：：rch 
*(II) 4(1960)-12(19€8) 

418 Journal of the Society of Archi-
tectural Historians 

*(K) 18(1959)-27(]968) 

419 Journal of the Society of Dyers 
and Colourists 

*(I¥り 39(1923)-84(1968) 〔40(1924)〕
〔49-68(1933-
1952)〕

〔69Pt. I (1953)〕

420 Journal of Society of Glass 
Technology 

(see: Physics and Chemistry of Glasses; 
Glass Technology) 

(IV) 38(1954)-43(1959) 

421 Journal of the Society of Motion 
Picture Engineers 

(C) 37(19-11)-53(1949) 〔37jan.-oct.〕
〔43july-dec. 
(1944)〕

422 Journal of the Society of Motion 
Picture and Television Engineer 
*(11) 58(1952)-77(1968) 

Journal of Society for Non-
Destructive Testing 
(see: Non-destructive Testing) 

423 Journal of Sound and Vibration 
*(C) 1(1964)-8(1968) 

424 Journal of Strain Analysis 
*(C) 1(1965)-3(1968) 

425 Journal of the United States 
Artillery 

(11) 50(1919)-56(1922) 
(C) 38(1912)-40(1913) 

K 

426 Kolloid Zeitschrift mit Kolloid 

Chem. Beiheft 

*(I¥う 145(1956)-227(1968)
(C) 96(1941)-124(1951) 

L 

427 Laboratcry Practice 

(IV) 11 (1962)-16(] 967) 

428 Liebigs Annalen der Chemie (Justus) 
*(IV) 671-718(1968) 

429 Light Metals 
(C) 13(1950)-27(1964) 〔20,1-3, 6(1957)〕
430 Light Metals & Metal Industry 
(incorporating: Light metal, Metal 
industry. now: Metals) 

(C) 28(1965)-29(1966) 

431 Lubrication Engineering 

*(C) 13(1957)-24(1968) 

432 Liiftfahrt-forschuug 
(C) 11 (1934)-18(1941) 
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M 

433 Machinery (A) 

(11) 56(1949) no. 3-1゚ 〔58,9(1952)〕
58(1952) no. 6-10 

*(C) 65(1959)-75(1968) 

434 Machinery and Production Engineer-

ing (E) 

*(II) 79(1959)-113(1968) 

435 Magazine of Concrete Research 

*(K) 6(1954)-20(1968) 

436 Makromolekulare Chemie 

*(1¥7) 1(1945)-120(1968) 

437 Marconi Review 
*(C) 8(1945)-31 (1968) 〔12(1949)〕

438 Marine Engineer 
(C) 12(1907)-13(1908), 
36(1913-19こ4)
aug.-july 
41 (1917)-49(1927) 〔'27june・dec.〕

439 Marine Engineering 
(C) 8(1903)-27(1922) 〔11-13(1906-

1908)〕

440 Marine Engineering and Shipping 

Age 

(C) 27(1922)-38(1933) 

441 Marine Engineering and Shipping 

Review 

(C) 56(1951)-57(1952) 

442 Maschinenmarkt 
*(JI) 

443 l¥'Iaterialprilfung 
*(C) 3(1961)-10(1968) 

444 Materials Evaluation 
(formerly: Non-destructive Testing¥ 
*(I) 22(1964)-26(1968) 
*(l[) 22(1964)-26(1968) 

445 Materials Protection 

*(N) 1(1962)-7(1968) 

446 Materials Research & Standards 
(superseded Bulletin of ASTM) 
(I) 1 (1961)-5(1965) 
*(D) 1 (1961)-8(1968) 

447 Mathematical Tables and other 
Aids to Computation 

(see: Mathematics of Computation) 
(C) 1(1943)-13(1959) 

448 Mathematics of Computation 

*(C) 14(1960)-22(1968) 

449 Mathernatische Zeitschrift 
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(C) 35(1932)-41 (1936) 

450 McGraw-Hill Digest 
(C) 8(1953) 

451 Measures et Control Industriel 

(II) 17(1952)-21(1956) 〔19,211 (1954)〕

452 Mechanical Engineer 

(C) 30(1912)-37(1916) 〔30-I (1912)〕
〔37-II (1916)〕

453 Mechanical Engineering 

*(C) 44(1922) no.1-11 
mar.-nov. 
45 no. 3-4 mar. 
apr. (1922) 
46(1923)-47(1924) 
49(1927)-51(1929) 
53(1931)-59(1937) 
63(1941)-66(1944) 
71(1949)-no. 7-72 
(1950) no. 5 
7,1 no. 14(1952)-
90(1968) 

454 Mechanical Handling 

*(II) 54(1967)-55(1968) 

455 Mechanical World 

(II) 77(1925)-84(1928) 
june 

(C) 61(1917)-84(1928) 

456 Mechanization 
(C) 1949-195゚ 〔manylacks〕

457 Melliand Textileberichte 

(N) 37(1956)-48(1967) 

458 Memoirs of the Institute of 
Scientific and Industrial Research 

(Osaka Univ.) 
*(C) 8(1951)-17(1960)、
19(1962)-25(1968) 

459 Memoirs of the Ryojun College 
of Engineering 

(C) 1(1927)-9(1936), 11(1938) 

460 Memoires Scientifiques de la 
Revue de Metallurgie 

*(N) 56(1959)-65(1968) 〔57(1960)〕

461 Messtechnik 
(C) 6(1930)-9(1933) 

462 Metal Finishing 
*(C) 49(1951)-66(1968) 〔49feb (1951)〕

〔68,1-3, 5-6 

(1960)〕

463 Metal Finishing Abstracts 

*(II) 6(1964)-10(1968) 

464 Metal Finishing Journal 

*(C) 9(1963)-14(1968) 



465 Metal Industry 
(see: Light Metal & Metal Industry) 
(C) 76(1950)-105(1964) 

466 Metal Prog.ress 
*(C) 57(1950)-94(1968) 〔77,5〕

467 Metal Science Journal 
*(I¥り 1(1967)-2(1968)
468 Metal Technology 
(IV) 6(1939) 

469 Metall 
*(IV) 10(1956)-22(1968) 

470 Metall und Erz. 
(IV) 24(1927)-34(1937) 〔26(1929),

33(1936)〕

-471 Metalloberfl五che
*(II) 8(1954), 12(1958)-
22(1968) 

(N) 6(1952)-11(1957) 

-472 Metallurgia 
(N) 4(1907)-8(1911) 
*(C) 41(1949)-78(1968) 

〔9,8(1955)〕

〔41jan.-nov. 
(1949)〕
〔42juJy-dec. 
(1950)〕
〔53apr. (1956)〕

473 Metallurgical Abstracts 
(see: Metals Abstracts ; Metals 
Abstracts Index) 
(IV) 1(1966)-2(1967) 

474 Metallurgical and Chemical 
Engineering 
(IV) 9(1911)-18(1918) 〔1914〕
(C) 13(1915)-18(1918) 
Pt. I 

475 Metallurgical Reviews 
(JI) 3(1958) 〔1-8〕

476 Metals 
*(C) 1(1966)-2(1968) 

477 Metals Abstracts 
*(C) 1(1968) 

478 Metals Abstracts Index 
*(IV) 1(1968) 

479 Metals and Materials 
*(IV) 1(1967)-2(1968) 

480 Metropolitan Vickers Gazette 
(C) 9(1925)-11 (1929) 
14(1933)-17(1938) 

481 Microelectronics & Reliability 
(formerly: Electronics Reliability & 
M. 1crommiatur1zat1on) 

(lIT) 1(1962)-3(1964) 
本(C) 3(1964)-7(1968) 

482 Microtechnic 
*(II) 12(1958)-22(1968) 

483 Mining Engineering 
(II) 5(1953) 〔1-3(1953)〕

484 Minir,g and Metallurgy 
(IV) 1(1920)-15(1934) 〔6(1925))
(C) 1920-1921 

485 Mining Press 
(C) 110(1915) 

486 Mining and Scientific Press 
(C) 100(1910)-
123(1921) 〔104(1912)〕

487 Minutes of Proceedings of the 
Institution of Civil Engineers 
(D) 47(1876)-223(1927) 〔75(1883-4)〕

(C) 119(1894)-
170(1907) (subject 
index) 
153(1902)-
198(1914) 
154 supplement 

〔126(1895-6)〕
〔147(1901-2)〕
〔153(1902-3)〕
〔158(1903-4)〕
〔170(1906-7)〕
〔177(1908-9)〕
〔181(1909-10)〕
〔182(1909-10)〕
〔187(1911-2)〕
〔197(1913-4)〕
〔218(1923-4)〕

488 Modern Materials Handling 
"(JI) 22(1967)-23(1968) 

489 Modern Plastics 
(C) 31(1954)-45(1967) 

490 Modular Quarterly 
'(K) 1960-1968 伽anylacks〕

491 Motor Ship 
(JI) 1(1921)-18(1938) 
32(1951) no. 378, 
380-383 

33(1952) no. 385, 
387-389 

(C) 1(1920)-21(1941) 
35(1950)-36(1951) 

〔2-4(1922-24)〕
〔6(1926)〕
〔8-17(1928-
1937)〕
〔32,379(1951)〕
〔33,384(1952)〕
〔'50jan.-june〕

492 MT  Z (Motortechnische Zeitschrift) 
*(C) 14(1953)-29(1968) 

N 

493 Nachrichtentechnik 
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*(C) 14(1964)-18(1968) 

494 NA  S A Annual Report 

(formerly: NACA Annual Report) 
(C) 1930-1934, 1936-
1937, 1939-1951 (1944〕
1953-1962 〔四59-'62〕

495 N A S A Technical Report 

(C) 1952, 1954-1962 

496 N A S A's Scientific and Technical 
Aerospace Reports 

(I) 1 (1963)-2(1964) 
*(C) 1 (1963)-6(1968) 

497 National Geographic Magazine 

(C) 41 (1922)-73(1938) 〔62july-dec. 

498 Nations Business 

(C) 16(1928)-17(1929) 

499 Nature (F) 

(IV) 1922-1929 

500 Nature (E) 

ぐ32)〕
〔73july-dec. 
('38)〕

(IIり 31(1885)-164(1949) 〔41,57-60,76-
124, 129-134, 
137-162〕

*(C) 147(1941)-
220(1968) 〔151-154(1943-

1945)〕
〔163(1949)〕

501 Naturwissenschaften 

*(C) 19(1931)-55(1968) 〔21-32(1933-
1945)〕

502 Naval Annual by Lord Brassey's 

(C) 1886-1902, 1904, 
1909-1916, 1919 

503 Naval nd Military Record 

(TI) 16(1901)-54(1936) 〔18-35(1902-
1918)〕

504 N E L A Bulletin 

(C) 13(1931) 

〔38-44(1920-
1926)〕
〔50(1932)〕
〔53(1935)〕

505 Nippon Sugaku-Buturigakkai Kiji 

(C) 6(1924)-17(1935) 

506 Noise Control 

(see: Sound-its Uses and Control) 
(Iく） 1957 july-7(1962) 
(C) 1 (1955)-2(1956) 

507 Non-Destructive Testing 

(now: Materials Evaluation) 
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(I) 15(1957)-21 (1963) 
(lI) 10(1962)-21(1963) 

508 N T Z (Nachrichtentechnische Zefr--

schrift) 
*(C) 1(1948)-21(1968) 
509 Nuclear Data Sheet 
(I) 1958-1965 

510 Nuclear Engineering 

*(lI) 4(1959)-13(1968) 
(IV) 8(1963) 
*(C) 9(1964)-13(1968) 

511 Nuclear Engineering and Design 
(K) 3-4(1966) 
*(C) 5(1967)-8(1968) 

512 Nuclear Instruments and Methods 
(IV) 4(1959) 
*(C) 4(1959)-66(1968) 

513 Nuclear Physics, Sect. A & B 
*(I) 1(1956)-121(1968) 

514 Nuclear Science Abstracts 

(I) 1(1948)-8(1954) 
12(1958)-16(1962) 

*(C) 1(1948)-8(1954) 〔1949uncomp.〕
12(1958)-22(1968) 〔12,1-2〕

515 Nuclear Science and Engineering 

(I) 1(1956)-2(1957) 
*(lI) 3(1958)-34(1968) 
(IIり 15(1963)

516 Nucleonics 

(I) 1(1947)-9(1951) 
(lI) 17(1959)-25 June (1967) 
(C) 10(1952)-25 June (1967) 

〔13,9(1955)〕
(IV) 21(1963) 

517 N umerische Mathematik 

*(I) 1(1959)-3(1961) 
7(1965)-12(1968) 

*(ill) 4(1962)-12(1968) 

518 Nuovo Cimento, Sect. A & B 
*(I) 3(1956)-58(1968) 
(C) 1(1955)-2(1955) 〔1,1(1955)} 

゜519 Oelhydraulik und Pneumatik 

*(II) 6(1962)-12(1968) 

520 Oesterreichische Wasserwirtschaft: 

*(D) 11(1959)-20(1968) 

521 Oesterreichische Zeitschrift fiir 
Berg-und Hiittenwessen 

(C) 4(1856)-62(1914) [9-26(1861—•
1878)) 



〔46-52(1898-
1904)〕
〔60-61(1912-
1913)〕

522 Oesterreichisches Berg-und Hutten-
miinnisches Jahrbuch 

(C) 16(1867)-59(1911) 〔17(1868)〕
〔20-27(1871-
1879)〕
〔45-52(1897-
1904)〕
〔55(1907)〕

523 Oil and Colour Trade Journal 

(IV) 75(1929)-91 (1937) 〔79-90(1931-
1936)〕

524 Oil Engine and Gas Turbine 
(II) 17(1949) no.196-
19(1950) no. 207 
21 (1954)-32(1964) 

・525 Oil and Gas Journal 

(N) 53(1955)-65(1967) 〔55,10(1957)〕

526 Onde Electrique 

＊（皿） 34(1954)-48(1968) 〔35,337(1955)〕

527 Operations Research 

*(K) 7(1959)-16(1968) 

528 Optica Acta 

*(I) 1(1954) 
3(1956)-15(1968) 〔3,4(1956)〕

(C) 1-2(1955) 

529 Optics and Spectroscopy 

*(I) 6(1956)-25(1968) 

p 

530 Paper Trade Journal 

(C) 103(1936)-
105(1937) 

531 Papier-Fabrikant 

(N) 25(1927)-38(1940) 〔26-35(1928-

532 Petroleum 

(N) 1(1905)-35(1939) 

533 Petroleum Refiner 

1937)〕

(see: Hydrocarbon Processing) 
(N) 35(1956)-40(1961) 

534 Philips Research Reports 

*(]I) 8(1953)-23(1968) 
(C) 1(1946)-7(1952) 

535 Philips Technical Review 

*(C) 13(1952)-29(1968) 

536 Philips Telecommunication Review 

(formerly: Communication News) 
*(ill) 17(1965) no.1-
25(1964)-28(1968) 

537 Philosophical Magazine 

(C) 31(1941)-46(1955) 〔42(1951)〕
eighth series 
*(C) 1(1956)-18(1968) 

538 Photogrammetria 

*(D) 14(1957)-23(1968) 
539 Photogrammetric Engineering 
*(D) 12(1946) 

14-19(1948-1953) 〔15,1〕
20(1954)-34(1968) 〔16,2〕

〔18,2〕

540 Photogrammetric Record 

*(D) 1961 apr.-1968 

541 Photographic Engineering 

(C) 1(1950)-7(1956) 〔7,3(1956)〕

542 Photographic Journal 

*(IV) 92(1952)-108(1968) 
(C) 81(1941)-90(1950) 

543 Photographic Science and 
Engineering 

*(IV) 1 (1957)-12(1968) 

544 Phototechnik und Wirtschaft 
*SYASHIN 
5(1954)-19(1968) 

545 Physica 

*(C) 10(1943)-14(1948) 
27(1961)-40(1968) 

546 Physical Review 

*(I) 22(1923)-60(1941) 〔75_ian.-June 
76(1949)-176(1968) (1948)〕

(IV) 13(1919)-59(1941) 〔17(1921)〕
〔21-22(1923))
〔51(1937)〕
〔58(1940)〕

(C) 17(1921)-75(1949) 〔18-21(1921-
1923)〕
〔27(1926)〕
〔28pt. I (1926)〕

547 Physical Review Letter 

*(I) 1(1958)-21(1968) 

Physics Abstracts 

(see: Science Abstracts; Section A) 

548 Physics and Chemistry of Glasses 

(formerly: Journal of Society of Glass 
Techn.) 

*(IV) 1(1960)-9(1968) 

549 Physics of Fluids 

*(I) 3(1960)-11(1968) 
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550 Physics Letters, Sect. A & B 
*(C) 19(1965)-28(1968) 

551 Physics of Metals and Metallography 
*(IV) 6(1958)-24(1968) 

552 Physikalische Zeitschrift 
(C) 25(1924)-31(1930) 

553 Physiological Abstracts 
(IV) 7(1922)-12(1927) 

554 Planseelberichte fiir Pulvermetal・
lurgie 
*(IV) 7(1959)-16(1968) 

555 Post Office Electrical Engineers' 
Journal 
*(JJI) 34(1941)-61(1968) 〔42(1949)〕

〔44(1951)〕

556 Popular Mechanics Magazine 
(C) 26(1916)-72(1939) 〔28-30(1917-

1918)〕
〔32(1919)〕
〔65(1936)〕

557 Popular Science Monthly 
(IV) 1925-1938 且931,'36-'37〕

558 Power 
(C) 51 (1920)-85(1941) 〔51jan. (1920)〕

〔55-56apr. -dee. 
(1922)〕

559 Power Apparatus and Systems 
(see: IEEE Transactions) 
(JJI) 1954-1965 

560 Power Engineering 
*(C) 72(1968) 

561 Power Plant Engineering 
(C) 39(1935)-36(1936) 

562 Power and Work Engineer 
(C) 32(1937)-33(1938) 

563 Principia Mathematics 
(C)l-3 
564 Proceedings of the American 
Concrete Institute 
(C) 19(1923)-45(1949) 〔20-22(1924-

1926)〕
〔24-35(1928-
1939)〕

565 Proceedings of the American Rail・
way Engineering Association 
(D) 14(1913)-37(1936) 〔31(1930)〕

〔36(1935)〕

566 Proceedings of the American Rail・
way Engineering and Maintena-
nce of Way Association 
(C) 1(1900)-12(1911) 
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Pt. I 

567 Proceedings of the American 
Society of Civil Engineers 
Journal of the Aero-Space Transport 
Journal of the Construction 
Journal of the Engineering Mechanics 
Journal of the Highway 
Journal of the Hydraulics 
Journal of the Irrigaition and Drainage 
Journal of the Pipeline 
Journal of the Power 
Journal of Professional Activities 
Journal of the Sanitary Engineering 
Journal of the Soil Mechanics 

and Foundations 
Journal of the Structural 
Journal of the Surveying and Mapping 
Journal of the Urbanplanning 

and Development 
Journal of the Waterways and Harbors 
*(I) 78(1952)-81 (1955) 
87(1961)-94(1968) 

*(K) 77(1951)-94(1968) 〔78(1952)〕
(D) 36(1910)-66(1940) 〔64(1938)〕
75(1949)-83(1957) 

(C) 65(1941)-75(1949) 〔65,1-6(1941)〕
81(1955) 〔75,6-12(1949)〕

568 Proceedings of American Society of 
Photogrammetry 
*(C) 

569 Proceedings of the American 
Society for Testing Materials 
(IV) 16(1916)-26(1926) 
*(C) 10(1910)-18(1918) 〔15(1915)pt. I〕
20(1920)-68(1968) 〔18(1918)pt. II〕

〔19(1919)〕
〔33(1933)〕
〔34pt. II (1934)〕
〔35(1935)〕
〔37(1937)pt. JI〕

570 Proceedings of the Association of 
Asphalt Paving Technologists 
*(C) 16(1947)-37(1968) 

571 Proceedings of the IM E Automobile 
Division 
*(C) 1950-1968 

572 Proceedings of Blast Furnace and 
Coke Oven 
(see: Proceedings of Ironmaking) 
(IV) 13(1954) 
16(1957)-21(1962) 

573 Proceedings of the Cambridge 
Philosophical Society 
*(C) 48(1952)-64(1968) 



574 Proceedings of the Chemical Society 

(C) 1959-1964 

575 Proceedings of Electric Furnace 

*(IV) 15(1957)-26(1968) 

576 Proceedings of the Highway 
Research Board 

(see: Highway Research Abstracts; 
Highway Research News; Highway 
Research Record) 

(C) 24(1944)-41(1962) 〔25-26)

577 Proceedings of the Imperial 
Academy 

(C) 2(1926)-46(1940) 

578 Proceedings of the Institute of 
Electrical and Electronics 
Engineers 

(formerly: Proceedings of the IRE) 
*(JII) 18(1930)-23(1935) 〔23(1935)pt. I〕
26(1938)-56(1968) 〔37,7-12(1949)〕

〔27-36(1939-
1948)〕

(C) 27(1939)-38(1949) 〔38(1949)pt. JI〕

579 Proceedings of the Institute of 
Municipal and County Engineers 

(C) 37(1910)-54(1928) 〔47-50(1920-
1924)〕
〔53(1926-1927)〕

580 Proceedings of the Institution of 
Civil Engineers 
(D) 2(1953)-6(1957) 
*(K) 5(1956)-41(1968) 
(C) 1(1952) 〔1pt. JI, 1('52)〕

〔1pt. JII, 2('52)〕

581 Proceedings of the Institution of 
Electrical Engineers 
(JII) 98(1951)-109(1962) 
*(C) 88(1941)-115(1968) 
supplement 
Pt. A no. 1, 2, 3 
(1956, 1959, 1962) 

Pt. B no.1-18 
(1956-1959) 
Pt. C no.1(1958) 

582 Proceedings of the Institution of 
Mechanical Engineers 

*(C) 129(1935)-182(1968) 
WEP'S 

〔153(1945)2, 4-8, 12〕
〔155(1946)14, 18-24〕
〔157(1947)28-34, 36〕
〔159(1948)37, 40 

43-45〕
〔161(1949)51, 52, 54〕
〔163(1950)59-61〕

583 Proceedings of Ironmaking 

(formerly: Proceedings of Blast Furnace 
and Coke Oven) 

*(IV) 22(1963)-27(1968) 

584 Proceedings of Japan Congress 
on Testing Materials 

(C) 1(1958)-3(1960), 5(1962)-8(1965) 

585 Proceedings of Japan National 
Congress for Applied Mechanics 

(C) 1 (1951)-8(1958), 13(1963) 

586 Proceedings of the National District 
Heating Association 
*(C) 58(1967)-59(1968) 

587 Proceedings of Open Hearth 
*(IV) 40(1957)-51(1968) 

588 Proceedings of the Physical Society 

(see: Journal of Physics) 
(C) 49(1937)-70(1957) 
sect.A&B 
71(1958)-92(1967) 

Proceedings of the Physico-Mathe-
matical Society of Japan 

(see :Nippon Sugaku-Buturigakkai Kiji) 

589 Proceedings of the Royal Society 
of London, series A 

*(I) 114(1927)-
177(1941) 
205(1951)-
308(1968) 

(C) 177(1940)-
192(1948) 

590 ProceGがngsof the Society for 
Experimental Stress Analysis 

(I) 7(1949)-19(1962) 
*(JI) 13(1956)-25(1968) 
(C) 1(1943)-6(1948) 

591 Product Engineering 
(I) 24(1953)-35(1964) 
(JI) 22(1951)-23(1952) 〔22,1-6(1951)〕

〔23,7(1952)〕
*(C) 29(1958)-39(1968) 〔24mar. (1953)) 

592 Product Finishing (A) 
*(JI) 28(1964)-33(1968) 

593 Product Finishing (E) 
*(JI) 12(1959)-21 (1968) 

594 Progressive Architecture 

*(K) 1955 sept.-1956 
aug. 1957-1958 
1961-1968 

595 Public Roads 
*(D) 1952-35(1968) 

596 Public Works 
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(D) 80(1949)-83(1952) 1932)〕

597 Pulp and Paper Magazine of Canada 612 Rayon and Melliand Textile 

(IV) 29(1930), 31(1931) 〔29(1930)many Monthly 
lacks〕I (IV) 17(1936)-19(1938) 

Q 

598 QS T 

(C) 21(1937),35(1951) 

599 Quarterly of Applied Mathematics 

*CK) 13(1955)-20(1962) 
23(1965)-26(1968) 

*(C) 1(1943)-26(1968) 

600 Quarterly Journal of Mechanics 
and Applied Mathematics 
*(C) 1(1948)-21(1968) 

R 

601 Radio and Electronic Engineer 
(formerly: Journal of the British 
Inst. of Radio Engineer) 

*(C) 3(1942)-36(1968) 〔10(1950)〕

602 Radio Export 

(C) 3(1926)-5(1928) 

603 Radio Science (new Ser.) 

*(C) 1(1966)-3(1968) 

604 Radio Television News 

(fil) 43(1950)-52(1954) 
-Radio Electronic Engineering ed. 

(I[) 23(1954)-24(1955) 
n゚.5 〔23,J-2(1954)〕

605 Railway Age 

(D) 70(1921)-136(1954) 〔74,75, 80, 86-
129〕

606 Railway Engineering and Mainte-
nance 

(D) 47(1951) 
(C) 21 (1925)-23(1929) 

607 Railway Engineering Review 

(D) 43(1903)-45(1905) 

608 Railway Gazette 

(C) 1915-1916 (40-I (1924)〕
41 (1924)-46(1927) 〔47-11(1927)〕
49(1928) 〔48-I (1928)〕

609 Railway Mechanical and Electrical 
Engineer 

(D) 125(1951) 

610 Railway Track and Structures 

(D) 48(1952)-50(1954) 

611 Rayon 

(IV) 8(1929)-14(1933) 〔11-13(1931-
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613 Rayon Textile Monthly 

(C) 18(1937) 

614 R C A Review 

*(C) 1 (1936)-29(1968) 

Reactor Science and Technology 

(see: Journal of Nuclear Energy) 

615 Refrigerating Engineering 

(JI) 61(1953)-66(1958) 
(C) 57(1949)-60(1952) 〔59(1951)〕

616 Regelungstechnik 

*(JI) 1(1953)-16(1968: 
(C) 1(1953) 

617 Reglungstechnische Praxis 

*(JI) 4(1962)-10(1968) 

618 Reports of the Aeronational 
Research Institute 

(Tokyo Imperial Univ.) 
(C) 1(1925)-14(1939), 
16(1941)-17(1942) 

619 Review of Scientific Instruments 

(I) 1(1930)-35(1964) 〔13-20(1942-
1949)〕

(lll) 3(1932)-33(1962) 〔8-9(1937-1938)〕
〔11-20(1940-
1949)〕

*(C) 1(1930)-39(1968) 〔8-12(1937-
1941)〕

620 Reviews of Modern Physics 

*(I) 22(1950)-40(1968) 
(C) 1 (1929)-21 (1949) 〔11-12(1939-

1940)〕
〔18(1946)〕

621 Revue de Aluminium 

*(N) 349(1967)-369(1968) 

622 Revue de Artillerie 
(C) 117(1936)-
129(1937) 

623 Revue Generale des Chemins de Fer 
(D) 69(1950) 
73(1954)-79(1960) 

624 Revue Generale de l'Electricite 

*(lll) 63(1954)-77(1968) 

625 Revue Generale de l'Hydraulique 

(D) 73(1956)-78(1957) 

626 Revue Maritime 

(C) 1928,'33-'35, 
'38-'39 



'627 Revue de Metallurgie 
*(IV) 27(1930)-65(1968) 〔29-48(1932-

•628 Revue Nautique 
(C) 1951 

、629Revue d'Optique 
*(C) 32(1953)-47(1968) 

•630 RIB A Journal 

1951)〕

(formerly: Journal of the Royal 
Institute of British Architects) 

*(Iく） 58(1951)-75(1968) 

•631 Road International 
*(D) 56(1965)-71(1968) 

, 632 Road and Road Construction 
*(D) 28(1949)-46(1968) 

•633 Roads and Streets 
*(D) 92(1929)-111(1968) 〔98,8(1955)〕

, 634 Rock Products 
(IV) 29(1926)-32(1929) 〔32,1 (1929)〕
(D) 55(1952)-57(1954) 
(C) 30(1927)-35(1932) 

,635 Rudder 
(JI) 11(1900)-57(1941) 〔13(1902)〕

s 

〔18(1907)〕
〔24(1910)〕
〔33-51(1918-
1935)〕

1535 Sachsisches Jahrbuch fiir das 
Berg-und Hiittenwessen 
(C) 1879-1880, 1882, 
1911 

, 637 S A E Journal 
(JI) 69(1961)-73(1965) 
*(C) 60(1952)-76(1968) 

,638 S A E Transactions 
*(C) 1 (1947)-6(1952) 
61(1953)-76(1968) 

,639 Schiff und Hafen 
(JI) 2(1950)-7(1955) 〔3(1951)〕
*(C) 8(1956)-20(1968) 

•640 Schiffbau 
(C) 5(1903)-32(1931) 〔7-9,12-15, 17 

21〕

•641 Schiffsteclmik 
*(JI) 2(1955)-15(1968) 

,642 Schrifttumkartei Bauwesen 
*(K) 4(1957)-15(1968) 

'643 Schweizerische Bauzeitung 
*(C) 70(1952)-86(1968) 

644 Schweiz. Elektrotechnische Verein 
Bulletin 
(C) 16(1925)-27(1936) 

645 Schweizerische Zeitshrift fiir 
Vermessung, Kulturtechnik und 
Photogrammetrie 
*(C) 60(1962)-66(1968) 

646 Science 
*(C) 111 (1950)-
162(1968) 

647 Science Abstracts, sect. A; Physics 
Abstracts 
(I) 1 (1898)-41 (1939) 
(IIT) 56(1953)-65(1962) 〔60,7, 10(1957)〕
(IV) 24(1921)-38(1935) ・

*(C) 26(1923)-71(1968) 〔27-28(1924-
1925)〕
〔41-43(1938-
1940)〕
〔56(1953)〕

648 Science Abstracts, sect. B; 
Electrical Engineering Abstracts・ 
*(IIT) 54(1951)-71(1968) 〔60,7, 10(1957)〕
(IV) 27(1924)-40(1937) 〔30(1927)〕

〔38(1935)〕
(C) 23(1920)-53(1950) 〔24,29, 34-43〕

649 Science Progress 
(C) 2(1907)-27(1932) 

650 Science Reports of the Research 
Institute (Tohoku Univ.) 
(exch. pub.) 
series A: Physics, Chemistry and 
Metallurgy 

. *(C) 1(1949), 3(1951)-6(1954), 
8(1956)-20(1968) 

series B: Technology 
Reports of the Institute of High 
Speed Mechanics 
*(C) 9(1958)-16(1965), 18(1967) 

Reports of the Research Institute 

of Electrical Communication 
*(C) 5(1953), 7(1955)-20(1968) 

651 Scientific American 
*(IV) 210(1964)-219(1968) 
*(C) 137(1927)-
157(1937) 
218(1968) 

Scientific Lubrication 

〔142(1930)〕
〔147-155(1932-
1936)〕

(see: Industrial Lubrication) 

652 Scientific Papers of the Institute 
of Physical & Chemical Research 
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(IV) 1(1922)-38(1941) 
*(C) 1(1922)-45(1951), 

55(1961)-62(1968) 

653 Scripta Metallurgica 
*(C) 1(1967)-2(1968) 

654 Seifensieder-Zeitung 

(IV) 56(1929) 

Semiconductor Products 

(see: Solid State Technology) 

655 Sheet Metal Industries 

*(II) 26(1949)-45(1968) 〔26jan.-iuly 
(1949)〕

*(C) 32(1955)-45(1968) 

656 Shipbuilder 

(JI) 1905-1930 
(C) 4(1911)-47(1940) 

〔27aug.-sept. 
('50)〕

〔14-19(1916-
1918)〕
「24(1921)7

657 Shipbuilder and Marine Engine 

Builder 

(II) 3(1907)-47(1940) 〔5-9(1911-1913)〕

(C) 59(1952)-62(1955) 

〔15-17(1916-
1917)〕
〔19(1918)〕
〔21(1919)〕
〔28(1923)〕
〔31-32(1925)〕
〔36(1929))

658 Shipbuilding and Shipping Record 

(II) l (1913)-63(1944) 〔jan.-feb. (1913)〕
〔63may-dee. ・ 
(1944)〕

(C) 3(1914)-55(1940) 〔43II-45(1934-
1935)〕
〔51-52(1938)〕

659 Siemens Review 

(IV) 6(1930)-7(1931) 
(C) 7(1931)-15(1950) 

660 Siemens Zeitschrift 

(IV) 17(1937)-19(1938) 
*(C) 2(1924)-42(1968) 〔3(1924)〕

〔20-24(1940-
1950)〕

661 Soap and Chemical Specialties 

*(IV) 31(1955)-44(1968) 〔36,5〕

662 Soil Conservation 

*(D) 16(1951)-34(1968) 

663 Soil Science 

*(D) 69(1950)-106(1968) 

664 Solid State Electronics 
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*(llI) 1(1960)-11(1968) 

665 Solid State Technology 

(formerly: Semiconductor Products)! 
(llI) 6(1963) june-7 (1964) 
*(C) 2(1959)-11(1968) 〔2,3-4〕

666 Sound-Its Uses and Control 

(superseded Noise Control) 

(C) 1(1962)-2(1963) 

667 Soviet Physics-Acoustics 

*(I) 5(1959)-14(1968) 
*(C) 9(1964)-14(1968) 

668 Soviet Physics-JETP 

*(C) 1(1955)-26(1968) 〔2,5-6〕3

669 Space Science Review 

(llI) 1(1962)-3(1964) 

670 Stahlbau (see: Bautechnik) 

*(D) 22(1953)-37(1968) 
(K) 21(1952)-27(1958) 
(C) 21 (1952) 

671 Stal 
(II) 1959-1968 
*(IV) 1962-1968 

672 Stahl und Eisen 

*(IV) 1898-88(1968) 〔35-40(1915-
1920)j 
[47(1927)] 
〔53(1933)〕
[55-58(1936--
1938)) 
〔60-69(1940-
194.9)〕

(C) 24(1904)-69(1949) 〔32JI(1912)〕’
〔33(1913)〕
〔34JI (1914)}' 
[35-60(1915—
1940)〕
〔65(1945)〕

673 Starke 

*(IV) 9(1958)-20(1968) 〔9,1-9〕

674 Steam Engineer 

(C) l (1931)-10(1940) 

675 Steel 
(II) 146(1960) 
(IV) 1951 

676 Strassen Verkehrs T.echnik. 

*(D) 10(1966)-12(1968) 

677 Street Railway Journal 

(C) 23(1904)-25(1905) 

678 Structural Concrete 

(D) 2(1961!)-3(,966) 

679 Structural Engineer 

(II) 35(1958)-40(1962} 



*(D) 37(1959)-46(1968) 

680 Surface Science 
*(I) 1(1964)-12(1968) 
*(IV) 1(1964)-12(1968) 

681 Surveyor 
(C) 69(1926)-76(1929) 

T
 

682 Talanta 
*(IV) 1(1958)-15(1968) 

683 Technical Bulletin 
(IV) 3(1923)-18(1938) 

684 Teclmische Mitteilungen A E G-
Telefunken 
(formerly: A E G-Mitteilungen) 
*(C) 1930-1938 
41 (1951)-58(1968) 

Telefunken-Zeitung 
(see: Wissenschaftliche Berichte A E G-
Telefunken) 

685 Tele-Tech 
(C) 1 (1942)-15(1956) 〔1feb. (1942)〕

〔13,5, 8, 12 
(1954)〕

686 Tenside 
*(IV) 1(1964)-5(1968) 

687 Tetrahedron 
*(IV) 23(1967)-24(1968) 

688 Textile Colorist 
(IV) 1907-19糾〔1910,'11,'15-'31〕

689 Textile Manufacture 
(IV) 1932-1938 

690 Textile Mercury 
(IV) 1937-1940 

691 Textile Research Journal 
*(C) 20(1950)-37(1968) 

692 Textile World 
(IV) 66(1924)-90(1940) 〔80-83(1932-

1934)〕

(C) 84(1934)-88(1938) 

693 Textileberichte 
(IV) 1921-19お〔1923〕

694 Thin Solid Films 
*(C) 1(1967)-2(1968) 

695 Tiefbau 
*(D) 3(1961)-10(1968) 

696 Tool & Manufacturing Engineer 
(formerly: Tool Engineer) 
*(C) 8(1940)-61(1968) 〔24(1950)〕

697 Toshiba Review 
(exch. pub.) 
*CC) 1(1960)-39(1968) 

698 Traffic Engineering 
(C) 22(1952)-30(1960) 
*(D) 33(1963)-39(1968) 〔33,1-3〕

699 Traffic Engineering and Control 
*CD) 6(1965)-10(1968) 

700 Traffic Quarterly 
*CD) 19(1965)-22(1968) 

701 Traffic Safety 
*(D) 65(1965)-68(1968) 

702 Transactions of the American 
Electrochemical Society 
(IV) 8(1905)-79(1941) 〔10-28(1907-

1915)〕
(C) 25(1914)-74(1938) 〔29(1914)〕

〔34(1918)〕
〔40(1921)〕
〔43-44(1923))I
〔47(1925)〕
〔61-71(1932-
1937)〕

703 Transactions of the American 
Geophysical Union 
(D) 31(1950)-39(1960) 
(C) 21(1940)-30(1949) 〔1942-1943〕

704 Transactions of the American 
Institute of Chemical Engineers 
(C) 37(1941)-42(1946) 

705 Transactions of the American 
Institute of Electrical Engineers 
(ill) 10(1893)-72(1953) 〔60-70(1941-

1951)〕
(C) 10(1893)-72(1953) 〔17-18(1900ー

'01)〕
〔20-21(1902)} 
〔41pt. II-42 
(1922-'23)〕
〔47-59(1924-
1940)〕
〔61-63(1942-
'44)〕
〔65-67(1946-
'48)〕
〔69(1950)〕

706 Transactions of the American 
Institute of Mining Engineer 
(C) 1(1871)-59(1918) 〔31(1901ー2)〕

〔58(1917-8)〕

707 Transactions of the American 
Institute of Mining and Metal-
lurgical Engineers 
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(IV) 58(1918)-76(1928) 〔59(1918)〕
1929-1950 (100ー101(1932)〕

〔103(1933)〕
〔105(1933)〕
〔107-109(1933-
'34)〕
〔111-120(1934-
'35)〕
〔122-123(1936)〕
〔126-128(1937)〕
〔130-133(1938-
'39)〕
(135(1939)〕
〔137(1940)〕
〔139-148(1941-
'42)〕
〔150-162(1942-
'45)〕
〔165-175(1945-
'47)〕
〔179(1948)〕
〔184-187(1949)〕

〈C) 60(1919)-138(1940) 〔61-63(1919)〕
〔65(1921)〕
〔77-95(1929-
'30)〕
〔98-101(1931-
'33)〕
〔103-137(1933-
'39)〕

708 Transactions of the American 
Society of Civil Engineers 
(D) 51(1903)-118(1953) 

*(Iく） 120(1955)-
133(1968) 

〔116(1951)〕
〔117(1952)〕

(C) 66(1910)-99(1934) 〔95-96(1931-

106(1941)-
114(1949) 
116(1951)-
117(1952) 

'32)) 

709 Transactions of American Society 
of Heating, Refrigerating and 
Air-Conditioning Engineer 
(formerly: Transactions of American 
Society of Heating and Ventilating 
Engineers) 

*CK) 39(1933) 
44(1938)-45(1939) 
47(1941) 
61(1955)-74(1968) 

(C) 48(1942)-60(1954) 〔59(1953)〕

710 Transactions of the American 
Society of Mechanical Engineers 

ser. A; Journal of Engineering for Power 
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" B; Journal of Engineering for 
Industry 

,, C; Journal of Heat Transfer 
" D; Journal of Basic Engineering 
*(II) 80(1958)-90(1968) 
*(C) 38(1931), 50(1928)-

55(1933) 〔50(1928)-55(1933)
many lacks〕

62(1940)-90(1968) 〔70june-sept. 
(1948)〕
〔71,1-2(1949)〕

，， E; Journal of Applied Mechanics 
*(I) 17(1950)-35(1968) 
*(II) 17(1950)-22(1955) 
25(1958)-35(1968) 

*(D) 16(1949)-24(1957) 〔16,1-2(1949)〕
(D) 21(1954)-29(1962) 〔27,1-2(1960)〕
*(C) 1(1933)-35(1968) 〔15(1948)〕
ser. F; Journal of Lubrication Technology 
*(C) 90(1968) 

711 Transactions of American Society 
for Metals 
*(IV) 48(1956)-61(1968) 
(C) 32(1944)-47(1955) 

712 Transactions of the Faraday 
Society 
*(C) 16(1921)-64(1968) 〔38-42(1942-

1946)〕

Transactions I R E 
(see: IEEE Transactions) 

713 Transactions of the Institute of 
Metal Finishing 
*(C) 40(1963)-46(1968) 

714 Transactions of the Institution of 
Chemical Engineers 
(II) 31(1953)-32(1954) 
*(C) 31(1953)-46(1968) 

715 Transactions of the Institution of 
Mining Engineers 
(C) 1 (1892)-39(1910) 

716 Transactions of the Institution of 
Welding 
(C) 16(1953) 〔5〕

717 Transactions of the Japan Institute 
of Metals 
*(C) 3(1962)-9(1968) 

718 Transactions of Metallurgical 
Society of A I M E 
*(I¥り 212(1958)-
242(1968) 

719 Transactions of the North-East 
Coast Institution of Engineers 
and Shipbuilders 



*(C) 3[(1918)-56(1940) 〔36(1919-'20)〕
80(1964)-84(1968) 〔40-41(1923-

'25)〕
〔46-47(1928-
'31)〕

720 Transactions of the Royal 
Institution of Naval Architects 
(JI) 1(1860)-97(1955) 〔10(1869)〕

*(C) 1(1860)-91(1949) 
97(1956)-110(1968) 

〔15(1874)〕
〔30(1889)〕
〔15(1874)〕

721 Transactions of the Society of 
Instruments Technology 
(TI) 5(1953)-8(1956) 

722 Transactions of the Society of Na疇
val Architects and Marine 
Engineer 
(TI) 26(1918)-65(1957) 

*(C) 1(1893)-76(1968) 

723 Travaux 
*(D) 45(1961)-51(1968) 

u 

724 Ultrasonic News 
(I) 5(1961) no. 4-7(1963) 
'725 Ultrasonics 
*(ill) 1(1963)-6(1968) 

726 Urbanisme 
*(K) 31(1962)-37(1968) 

727 US Naval Institute 

〔30(1922)〕
〔32-33(1924-
'25)〕
〔36-57(1928-
'49)〕
〔3-7(1896-1900)〕
〔24(1916)〕
〔43(1935)〕
〔45-46(1937-
'38)〕

(C) 45(1919)-67(1941) 〔51(1925)〕
〔55(1929)〕
〔58(1932)〕
〔61(1935)〕

V 

728 Vacuum 
*(I) 3(1953) no. 3-4 
14(1964)-18(1968) 

129 Vakuum-Teclmik 

〔66jan -nov. 
('40)〕

*(I) 4(1955)-17(1968) 

730 V D E-fachberichte 
(C) 31(1926) 

731 VD  I-forschungsheft 
*(C) 11(1940)-34(1968) [15(1944)] 

VD  I-Zeitschrift 
(see: Zeitschrift des Verein Deustcher 
Ingenieur) 

732 Veroffentlichungen aus dem 
Gebiete der Nachrichtentechnik 
(C) 1(1931)-6(1936) 

733 Vide 
*(I) 15(1961)-23(1968) 

w 

734 Wiirme 
(C) 58(1935)-61(1938) 〔58I (1935)〕

〔61II (1938)〕

735 Wasser-und Energiewirtschaft 
(I) 52(1960) nr. 4-56(1964) 

736 Wasserwirtschaft 
*(D) 40(1950)-58(1968) 〔40jan. (1950)〕

737 Water Power 
(I) 1955 may-dee. 
*(C) 1956-20(1968) 
738 Water and Water Engineering 
(C) 24(1922)-38(1936) 

739 Way Ahead with CI B Bulletin 
(D) 7(1957)-9(1961) 
1962-1966 

740 Wear 
*(11) 1(1957)-11(1968) 

7 41 Welding Engineer 
*(C) 15(1930)-53(1968) 〔19-21(1934-

'36)〕

7 42 Welding Journal 

〔27-35(1942-
'50)〕

(formerly: Journal of American Welding 
Society) 

(II) 13(1934)-34(]955) 〔17(1938)〕
〔19(1940)〕
〔21-28(1942-
'49)〕

*(C) 13(1934)-47(1968) 〔14-16(1935-
1937)〕
〔18(1939)〕
〔20(1941)〕
〔25,10〕

743 Welding and Metal Fabrication 
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(I) 30(1962)-32(1964) 〔30,1〕

744 Werk 
*(K) 49(1962)-55(1968) 

7 45 W erkstattstechnik 
*(C) 44(1954)-58(1968) 
746 Werkstoffe und Korrosion 
*(IV) 3(1952)-19(1968) 

747 Wescon Technical Papers 
(see: IEEE Wescon Convention Record) 
*(C) 7(1963)-12(1968) 

748 Westinghouse Engineer 
*(]I) 1(1941)-28(1968) 〔11-12(1951-

'52)〕
(C) 12(1952)-14(1954) 〔manylacks〕
7 49 Wire Industry 
*(JI) 22(1955)-35(1968) 
750 Wire Production 
(see: Wire-World International) 
(JI) 5(1956)-7(1959) 

751 Wire and Wire Products 
*(JI) 27(1952)-43(1968) 〔'52jan.-may〕
(C) 20(1945)-26(1951) 〔'54jan.) 
752 Wire-World International 
*(JI) 1(1959)-10(1968) 〔1,1〕

753 Wireless Engineer 
(see: Electronic and Radio Engineer) 
(ill) 28(1951)-35(1958) 

754 Wissenschaftliche Berichte A E G・
Telefunken 
(formerly: Telefunken-Zeitung) 
*(C) 24(1941)-41(1968) 

755 World Petroleum 
(IV) 1933-1941 
(C) 8(1937)-10(1939) (9〕

756 World Power 
(C) 7(1927)-27(1937) 〔8〕

757 Yacht 
(JI) 1897-1914, 
1927-1928, 
1930—1932, 
1937-JI, 1938 

y 

z 

758 Zeitschrift fiir Analytische Chemie 
*(IV) 19(1880)-29(1890) [30—129(1891-
130(1949)- 1948)〕
243(1968) 

Zeitschrift fiir Angewandte Chemie 
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759 Zeitschrift fiir Angewandte 
Mathematik and Mechanik 
(I) 1(1921)-17(1937) 〔14-15(1934-

1935)〕
*(C) 10(1930)-48(1968) 〔11(1931)〕

〔13-17(1933-
1937)〕

760 Zeitschrift fiir Angewandte 
Mathematik und Physik 
*(C) 1(1950)-6(1955) 

8(1956)-19(1968) 

761 Zeitschrift fiir Angewandte Physik 
*(C) 1(1948)ー25(1968)

762 Zeitschrift fiir Anorganische und 
Allgemeine Chemie 
(IV) 121(1922)-
222(1935) 

〔128-172(1924-
'27)〕
〔176(1928)〕
〔181(1929)〕
〔183(1929)〕
〔186-216('30-
'31)〕
〔218-221('32-
'34)〕

763 Zeitschrift fiir Bauwesen 
(D) 57(1907) 

764 Zeitschrift fiir das Berg-Hiitten undl 
Salinenwesen im Preussischen 
Staate 
(C) 13(1865)-59(1911) 〔15(1867)〕

〔45-52(1897-
1904)〕

765 Zeitschrift fiir Electrochemie 
(IV) 1(1894)-47(1941) 
*(C) 5(1898)-72(1968) 〔6(1899-1900)〕J

〔14-%(1908-
'29)〕

〔38-55(1932-
1951)〕

766 Zeitschrift fiir Kristallographie 
*(C) 110(1958)-
127(1968) 

767 Zeitschrift fiir Metallkunde 
*(IV) 17(1925)-59(1968) [20-21(1928—

(C) 34(1942) 
39(1948)-40(1949) 

1929)〕
[34-40(1942—
1949〕

768 Zeitschrift fiir Naturforschung; 
ausg. A 
*(C) 16(1961)-23(1968) 



169 Zeitschrift fiir Physik 
(I) 47(1928)-143(1955) 〔116-123(1941-

1946)〕
*(C) 144(1956)-
218(1968) 

770 Zeitschrift fiir Physikalische Chemie 

(IV) 33(1900)-65(1909) 〔51(1905)-
64(1909)〕

771 Zeitschrift fiir Physikalische 
Chemie, Neue Folge 

*(IV) 31(1962)-62(1968) 

172 Zeitschrift fiir Physiologische 
Chemie 
(IV) 1 (1877)-264(1940) 〔29(1900)〕

〔107-172('20-
'27)〕

〔178-263('29-
'39)〕

773 Zeitschrift fiir Technische Physik 

(I) 1(1920)-14(1933) 〔5(1924)〕
(C) 11(1930) 

744 Zeischrift des Verein Deutscher 
lngenieur 

*(C) 4.4(1900)-110(1968) 〔45(1901)〕
〔49-50(1905-6)〕
〔77(1933)〕
〔68I (1924)〕

775 Zement 
(I¥り 14(1925)-26(1937) 〔22-25(1933-

'36)〕
(C) 11(1922)-28(1939) 〔19JI (1930)〕

—U.S.S.R. — 

1 Akusticheskii Zhurnal 
*(I) 7(1961)-14(1968) 〔7,1 (1961)〕

〔8,3(1962)〕

2 Atomnaja Energija 
* (II) 24(1968) 

3 A vtomatika i Telemekhanika 
(exch. pub.) 
*(C) 17(1957)-29(1968) 

4 Beton i Zhelezobeton 
*(K) 1958-1968 

5 Byulleten'Stroitel'noi Tekhniki 
*CK) 1958-1968 

6 Doklady Akademij nauk SSSR 
*(C) 94(1954)-183(1967) 〔100,143〕

7 Izvestija Akademij nauk SSSR 
serija Fizicheskaja 
(I) 18(1954)-20(1956) 
*(C) 21(1957)-32(1968) 

8 Izvestija Akademij nauk SSSR 
serija Geologicheskaja 

*(C) 1967-1968 

9 Izvestija Akademij nauk SSSR, 

Otedelenie Tekhnicheskikh nauk 
(exch. pub.) 
(C) 1954-1967 

10 Magnitnaja Gidrodinamika 

*(I) 1967-1968 

11 Metallovedenie i Termicheskaja 
Obrabotka Metallov 

*(IV) 1961-1968 

12 Montazhnje Raboty v Stroitel'stve 

(K) 20(1958)-28(1968) 〔1962〕

13 Prikladnaja Matematika i 
Mekhanika 
(exch. pub.) 
*(I) 30(1966)-32(1968) 
(Iく） 17(1953)-20(1956) 〔19,3(1955)〕
*(C) 18(1954)-32(1968) 〔19,3(1955)〕

〔20,3(1956)〕

14 Promyshlennoe Stroitel'stovo 
(K) 1958 july.-1968 

15 Radiotekhnika i Elektronika 

*(C) 3(1958)-13(1968) 〔3,1-7〕
〔5,3〕

16 Steklo i Keramica 
*(IV) 24(1967)-25(1968) 

〔7,9-11〕
〔8,3〕

17 Stroitel'naja Mekhanika i Raschet 
Sooruzhenii 

*CK) 1958-1968 

18 Stroitel'stvo i Architektura 

(K) 1961-1964 
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